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講　義　名　称 曜　時

アジア産業論Ⅱ　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
江川　暁夫

【講義概要】
本 講 義 で は、 ア ジ ア ( 特 に ASEAN) 各 国 の 産 業 構 造 が、 各 国 内 の 経 済 政

策・産業政策によってどのように影響を受け、各国が産業発展上の問題点
の克服に向け、どのような取組を行ってきた ( また、行っていくべきか ) を、
理論と実例を交えながら考える。また、近い将来に目を向け、日本の政府・
企業が、今後のアジア各国の産業発展においてどのような役割を担ってい
けるのかを考える。

具 体 的 に は、 講 義 の 前 半 は、 ア ジ ア の 主 要 国 で の 産 業 構 造 転 換 と 当 該 国
で の 政 策 と の 関 係 ( 第 1 ～ 6 回 ) を 概 観 し た 上 で、 各 国 で 政 策 を 推 進 す る
上での政府の体制について考える ( 第 7 ～ 11 回 )。後半は、最近の日系企
業の対 ASEAN 進出戦略に係るトピックを紹介する ( 第 12 ～ 15 回 )。

な お、 本 講 義 の 中 で 必 要 と な る 理 論 や モ デ ル は、「 準 備 学 習 の 指 示 」 の
項で述べられているものを除き、授業の中であわせて解説する。

【学習目標】
(1) アジアの産業発展は段階的に進んできたが、その時々でふさわしい経済

成 長 戦 略 を 策 定 し 実 施 で き た 国 が 成 長 を 速 め ら れ た と い う こ と 及 び そ の
産 業 構 造 転 換 に お い て 日 本 の 企 業 が ど の よ う に 影 響 力 を 持 っ て き た か を
理 解 し、 日 本 の あ る べ き 対 ア ジ ア 経 済 政 策 に つ い て 議 論 で き る よ う に な
る。

(2) 日本の企業の進出戦略が、従前とは異なる形でアジア諸国の産業構造を
規 定 す る 可 能 性 が あ る こ と を 理 解 し、 上 記 (1) に 関 し て 更 に 様 々 な 視 点
から企業戦略を議論できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：アジアのこれまでの産業構造転換と経済発展の概観
第 2 回：アジアの中所得国・低所得国が世界を魅了している産業とその理

由
第 3 回：産業構造の転換と政策①：低所得国時代の輸入代替工業化政策
第 4 回：産業構造の転換と政策②：輸入代替工業化から輸出志向工業化へ

の転換
第 5 回： 産 業 構 造 の 転 換 と 政 策 ③： 中 所 得 国 の ASEAN に お け る 輸 出 志 向

工業化後の産業構造転換
第 6 回：産業構造の転換と政策④：アジア型の産業革命と高所得国化 ( シ

ンガポールの経験 )
第 7 回：シンガポールの産業革命から推察される、「4.0」産業への道筋
第 8 回：産業発展と「開発体制」
第 9 回：「開発体制」と「政府の質」
第10 回： 経 済 社 会 開 発 計 画：ASEAN に お け る 必 要 性・ 有 用 性 と タ イ に お

ける実例
第11 回：「ASEAN 4IR」に向けた取り組み
第12 回：日本企業の対 ASEAN 直接投資の歴史
第13 回：日本企業のアジア全域での産業展開：ＲＣＥＰ、連結性の高まり、

中国の一対一路構想
第14 回：ASEAN での SDGs 実現への取組と新たな産業形成 (BCG 経済 )
第15 回： ま と め：ASEAN は 日 本 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン か ら 日 本 と 共 存 す る

パートナーへ

【事前および事後学習の指示】
事前学習：日頃、新聞の経済欄や経済関係の社説等を読み、経済の議論に

お い て よ く 用 い ら れ て い る 語 句 に つ い て の 理 解 を 心 が け る と と も に、 初
歩 的 な ミ ク ロ・ マ ク ロ 経 済 学 は 理 解 で き る よ う に し て お く こ と。 ま た、
学 生 諸 君 が 各 自 関 心 を 持 っ て い る 職 種・ 分 野 に お け る 日 本 企 業 と ア ジ ア
との関わりについて、日頃、新聞等でチェックするとよい。

事後学習：授業に出て講義資料に書き込んでいくだけでは理解できない点
も 多 く な る こ と が 考 え ら れ る。 そ の た め、 授 業 の 中 で 強 調 さ れ た 用 語 や
理論を、事後に十分に確認しておくことが望まれる。( 事前学習 7.5 時間、
事後学習 15 時間 )

【テキスト】

【参考文献】
『アジア経済読本』第 4 版　渡辺利夫編　東洋経済新報社
『開発経済学入門』第 3 版　渡辺利夫著　東洋経済新報社
『国際政治経済学入門』第 3 版　野村健他著　有斐閣アルマ
『新興アジア経済論－キャッチアップを超えて』　末廣昭著　岩波書店

※いずれも、具体的な参照頁については、講義の中で紹介する。

【コメント】
(1) 試験は、定期試験が実施されないため、試験と同等の内容の出題を短期

間で解くもので代替し、最終回の講義時に出題する。
(2) レ ポ ー ト の 60 点 に つ い て は、 ① 毎 回、 授 業 の 途 中 な い し 終 了 時 に 10

分程度の小テスト (1 回あたり 2 ～ 4 点満点 ) に取り組み、その点数をレ
ポ ー ト 点 と し て 付 加 ( 全 体 で 総 合 点 の 40 ％ )、 ② 1,300 字 程 度 の レ ポ ー
トが 1 本 (20 点満点 )。

(3) 毎 回、 授 業 内 で、 ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ 的 な「 練 習 問 題 」 を 出 題 す る。
こ れ へ の 解 答 を も っ て、 授 業 に 積 極 的 に 臨 む 取 組 の 表 明 と み な し、 そ の
他 点 を 適 宜 配 分 す る。 な お、 上 記 (1) の「 試 験 と 同 等 の 内 容 の 出 題 を 短
期 間 で 解 く も の 」 の 提 出 が な い 者 に つ い て は、 そ れ ま で の 取 組 状 況 に か
かわらず、その他点の評点は 0 点とする。

(4) 公欠や病欠、就職活動を理由とする欠席の場合は、大学ないし就職活動
先 が 発 行 す る 何 ら か の 書 類 を 提 示 し た 場 合 に 限 り、 そ の 他 点 に つ い て 配
慮する。

【留意事項】
アジアで経済担当の外交官の経験を踏まえた授業内容
経済官庁でアジア経済分析や対アジア経済協力等を経験した者による実践的な

授業内容

講　義　名　称 曜　時

アジア文化研究 -韓国大衆文化 A　＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
韓　娥凜

【講義概要】
本 授 業 で は 韓 国 の 社 会・ 文 化 全 般 に つ い て 概 観 し、 学 生 自 ら が 基 礎 知 識

を身に付けることによって異文化理解を深めることを目指す。具体的には
韓国の歴史・地理・言語・政治に絞ってドラマや画像、ニュースなどのメ
ディア資料を活用し、韓国大衆文化の諸相を概説していく。

【学習目標】
(1) 韓国の歴史および社会文化について学び、知識を深める。
(2) 各種メディア資料にみられる韓国文化と社会的特徴を正しく理解する。
(3) 日韓関係の未来について考察し、国際・異文化を理解する能力を身につ

ける。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
	 －歴史年表でみる日韓関係
第 2 回：ドラマで学ぶ韓国の歴史①青銅器文化と古朝鮮の誕生
第 3 回：ドラマで学ぶ韓国の歴史②三国時代～高麗時代
第 4 回：ドラマで学ぶ韓国の歴史③朝鮮時代
第 5 回：朝鮮時代の王宮と建築様式①首都移転と景福宮の建設
第 6 回：朝鮮時代の王宮と建築様式②離宮の特徴
第 7 回：ロケ地巡りから学ぶ韓国①韓国地理の理解
第 8 回：ロケ地巡りから学ぶ韓国②地域社会と方言
第 9 回：WEB 地図を活用した韓国への旅＜グループワーク①＞
第10 回：WEB 地図を活用した韓国への旅＜グループワーク②＞
第11 回：WEB 地図を活用した韓国への旅＜プレゼンテーション＞
第12 回：ニュースでみる韓国社会①財閥とスプーン階級論
第13 回：ニュースでみる韓国社会②地域間格差の背景
第14 回：韓国の政治宣伝に見られるイデオロギーの対立
第15 回：まとめとフィードバック

【事前および事後学習の指示】
事前学習では、各回のテーマについて図書館および WEB サイト (KOREA.

NET ＜ https:// japanese.korea.net/ ＞など ) を活用し、調べておくこと。
事 後 学 習 で は、 講 義 中 に 紹 介 し た 視 聴 覚 資 料 を 再 度 閲 覧 し、 配 布 資 料 を

中心にもう一度授業内容をまとめてみることが望ましい。

【テキスト】
配布資料

【参考文献】

【コメント】
「 そ の 他 」 は、 毎 回 提 出 す る 質 問・ コ メ ン ト シ ー ト、 グ ル ー プ ワ ー ク と

プレゼンテーション (1 回 )、小テスト、授業態度などを基に評価する。ま
た、欠席が 4 回以上の者、グループワークに参加しない者は成績評価の対
象外とする。

【留意事項】
授業形態は、「講義形式」を基本とし、毎回講義内容に関するフィードバックを

行う。
必要に応じて各回のテーマに関連する動画や音声などのメディア資料を活用し、

授業を行なう。

1

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

アジア文化研究 -韓国大衆文化B　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
韓　娥凜

【講義概要】
本 授 業 で は 韓 国 の 社 会・ 文 化 全 般 に つ い て 概 観 し、 学 生 自 ら が 基 礎 知 識

を身に付けることによって異文化理解を深めることを目指す。具体的には
韓国の食文化・宗教・思想・大衆文化などに絞り、ネット放送やドラマの
ようなメディア資料を活用し、韓国社会と文化の諸相を概説していく。

【学習目標】
(1) 現代の韓国社会における大衆文化について学び、知識を深める。
(2) 各種メディア資料にみられる韓国文化と社会的特徴を正しく理解する。
(3) 日韓関係の未来について考察し、国際・異文化を理解する能力を身につ

ける。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：カレンダーでみる韓国の伝統風習と記念日文化
第 3 回：韓国の文化コンテンツ産業①：韓国大衆歌謡の変遷
第 4 回： 韓 国 の 文 化 コ ン テ ン ツ 産 業 ②：K-POP ブ ー ム の 流 れ と フ ァ ン 文

化
第 5 回：韓国の文化コンテンツ産業③：個人放送ブームと「モッパン ( 食

事放送 )」
第 6 回：韓国のインターネット文化①：ネットの普及とコミュニティーの

大衆化
第 7 回：韓国のインターネット文化②：流行語の発生と拡散
第 8 回：ウェブトゥーン ( ネット漫画 ) の普及
第 9 回：ドラマと映画で学ぶ韓国の企業文化と軍隊文化
第10 回：コメント欄の書き方から読み解く日韓差＜グループワーク＞
第11 回：コメント欄の書き方から読み解く日韓差＜グループワーク＞
第12 回：コメント欄の書き方から読み解く日韓差＜プレゼンテーション＞
第13 回：韓国のスポーツ産業と応援文化
第14 回：韓国社会における様々なタブー：宗教と風水
第15 回：まとめとフィードバック

【事前および事後学習の指示】
事 前 に 予 習 す る 際 に、 各 回 の テ ー マ に つ い て 図 書 館 お よ び WEB サ イ ト

(KOREA.NET ＜ https:// japanese.korea.net/ ＞ な ど ) を 活 用 し、 調 べ
ておくこと。

事 後 学 習 で は、 講 義 中 に 紹 介 し た 視 聴 覚 資 料 を 再 度 閲 覧 し、 配 布 資 料 を
中心にもう一度授業内容をまとめてみることが望ましい。

【テキスト】
配布資料

【参考文献】

【コメント】
「 そ の 他 」 は、 毎 回 提 出 す る 質 問・ コ メ ン ト シ ー ト、 グ ル ー プ ワ ー ク と

プレゼンテーション (1 回 )、小テスト、授業態度などを基に評価する。ま
た、欠席が 4 回以上の者、グループワークに参加していない者は成績評価
の対象外とする。

【留意事項】
授業形態は、「講義形式」を基本とし、毎回講義内容に関するフィードバックを

行う。
必要に応じて動画や音声などのメディア資料を活用し、授業を行なう。

講　義　名　称 曜　時

アメリカ経済論Ⅰ　＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中本　悟

【講義概要】
ア メ リ カ は 第 2 次 大 戦 後、 そ の 圧 倒 的 な 軍 事・ 政 治・ 経 済 力 を 基 盤 に

IMF.GATT 体 制 に 代 表 さ れ る 国 際 経 済 秩 序 を 主 導 し た。 ア メ リ カ は こ の 国
際経済秩序を利用しながら、その経済的利益を最大限に追求してきた。こ
の よ う な 国 を 覇 権 国 と い う。 本 講 義 は、 こ の よ う な 覇 権 大 国 ア メ リ カ の
国 内 経 済 と 対 外 経 済 関 係 を 統 一 的 に 捉 え、 ア メ リ カ 経 済 の 歴 史 的 変 遷 を
経 済 実 態、 政 策 思 潮、 政 策 展 開 の 相 互 関 連 の な か で 論 じ る。 政 治 経 済 学
的 か つ 歴 史 的 な ア プ ロ ー チ に よ り、「 歴 史 と し て の 現 代 」(Present as a 
Histor y) を講じる。

1930 年 代 の 大 不 況 の な か で 成 立 し た ニ ュ ー デ ィ ー ル 体 制 は、 戦 後、 寡
占企業と組織率の高い労働組合、そしてケインズ主義的なマクロ経済政策
を行う政府とが、トライアングル体制を組んで、高生産性、高賃金、高消
費を実現する体制であり、外国とは隔絶した経済力と軍事力の基盤となっ
た。

だ が、 す で に 1970 年 代 に は 企 業 の 多 国 籍 企 業 化 に よ っ て、 資 本 蓄 積 の
軸足を外国にも延ばし、また労働組合の組織率は低下し、政府の有効需要
創出政策はスタグフレーションという困難な問題に逢着していた。かくし
て 上 の よ う な ト ラ イ ア ン グ ル 構 造 は 崩 れ る。1980 年 代 以 降、 ア メ リ カ の
新 自 由 主 義 (Washington Consensus と も 称 さ れ る ) に よ る グ ロ ー バ リ
ズムが世界経済を席巻した。この「アメリカン・グローバリズム」は、グ
ローバルかつリージョナルに展開された。

しかし、2008 年の「リーマン・ショック」に端を発する世界的な金融・
経済危機のなかで、「アメリカン・グローバリズム」に対する批判が高まっ
て い る。 そ の 批 判 を ア メ リ カ 第 一 主 義 (America f irst) と い う 自 国 優 先 主
義 で 汲 み 取 っ た の が、Donald Trump 政 権 で あ っ た。Biden 政 権 は、 従
来の新自由主義的な経済政策からの転換を図り、分裂するアメリカ社会の
再構築にどう取り組むのか、これが現代アメリカ経済の焦点である。

ア メ リ カ 経 済 論 Ⅰ で は、 主 と し て ア メ リ カ の 国 内 経 済 を 対 象 と し て、 上
記視角により、その発展と変容とを分析・解説する。

【学習目標】
以下の諸問題について、理解を深めることを目標とする。
① ニューディール体制の構成と変遷
② アメリカの産業構造の変化と金融・サービス経済化
③ 戦 後 ア メ リ カ の 経 済 政 策 史 町 の 変 化 ー 供 給 重 視 の 経 済 学 (SSE) の 台 頭

と新自由主義
④ アメリカにおける金融化と新たな金融寡頭制
⑤ アメリカにおける中間所得層の低落と所得格差の拡大
⑥ GAFA 型独占と民主主義

【講義計画】
第 1 回：1920 年 代 の 繁 栄 と 1929 年 株 価 大 暴 落 ⇒ ⇒ レ ジ ュ メ 参 照。 現 代

アメリカの経済構造の成立。大量生産と大量消費。フォーディズ
ムとテーラーリズム。消費者信用と耐久消費財の普及。

第 2 回：1930 年 代 の Great depression と Roosevelt 政 権 に よ る New 
Deal 政 策 の 展 開、 資 本 主 義 の 危 機 を ど う 乗 り 越 え た の か？ ナ チ
ズムとの違い。ニューディールの意義と限界。⇒⇒レジュメ参照。

第 3 回：New Deal の 金 融 規 制 と 1980 年 代 以 降 の 金 融 自 由 化 ⇒ ⇒ レ ジ ュ
メ参照。

第 4 回：金融の自由化と巨大複合金融機関の形成⇒⇒レジュメ参照。
第 5 回：ウォール・ストリートによるワシントン政治の支配⇒⇒レジュメ

参照。
第 6 回： 金 融 シ ス テ ム と ア メ リ カ の コ ー ポ レ ー ト・ ガ ヴ ァ ナ ン ス、

Stockholder capital ism レジュメの展開⇒⇒レジュメ参照。
第 7 回：戦後ケインズ主義の確立と展開⇒⇒レジュメ参照。
第 8 回：1970 年 代 の ス タ グ フ レ ー シ ョ ン と 反 ケ イ ン ズ 主 義 ⇒ ⇒ レ ジ ュ メ

参照。
第 9 回：1970 年代の国際競争力の低下問題と国際通貨体制の変貌、「ニク

ソンショック」「スタグフレーション」⇒⇒レジュメ参照。
第10 回：1980 年 代 の レ ー ガ ン 政 権 の 登 場 と Reaganomics ⇒ ⇒ レ ジ ュ メ

参照。
第11 回：1990 年代クリントン政権と New Economy ⇒⇒レジュメ参照。
第12 回：2000 年 代 の 住 宅 バ ブ ル と 住 宅 ロ ー ン の 証 券 化 ブ ー ム、 そ し て

2008 年世界金融危機。⇒⇒レジュメ参照。
第13 回：所得格差の拡大と American dream の消失⇒⇒レジュメ参照。
第14 回： 人 種 差 別 と 金 融 機 関 の 社 会 的 責 任 ―1977 年 地 域 再 投 資 法 の 意 義

⇒⇒レジュメ参照。
第15 回：GAFA 型独占と民主主義⇒⇒レジュメ参照

【事前および事後学習の指示】
毎 回 講 義 に 関 し て コ メ ン ト を 書 い て も ら う。 重 要 な 質 問 に 関 し て は、 次

回の講義の冒頭で回答します。

【テキスト】

【参考文献】
授業のなかで指示する。

【コメント】
第 1 回 目 を 除 き、 授 業 前 に 授 業 資 料 を 配 信 す る。 授 業 日 当 日 は 開 始 時 間

きっかりに、資料を使って講義します。初回は、その他にも授業に関する
説明もするのでできる限り参加されたい。

2 回 の レ ポ ー ト の 提 出 で 評 価 す る。1 回 の レ ポ ー ト は 1500 字 以 上。 コ
ピペは厳禁。

第 1 回 目 レ ポ ー ト 課 題 :15 回 の 講 義 の う ち の 前 半 の 講 義 の な か か ら い く
つかの論題を提示する。それらの中から 1 題のみを選択し、レポートを作
成すること。

第 2 回 目 レ ポ ー ト 課 題 :15 回 の 講 義 の う ち 後 半 の 講 義 か ら い く つ か の 論
題を提示する。それら中から 1 題のみを選択し、レポートを作成すること。

提出方法や期限等については、別途指示しますのでご注意ください。

【留意事項】

2

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

アメリカ経済論Ⅱ　＜秋＞ 水 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中本　悟

【講義概要】
ア メ リ カ は 第 2 次 大 戦 後、 そ の 圧 倒 的 な 軍 事・ 政 治・ 経 済 力 を 基 盤 に

IMF.GATT 体 制 に 代 表 さ れ る 国 際 経 済 秩 序 を 主 導 し た。 ア メ リ カ は こ の 国
際経済秩序を利用しながら、そこから最大限の経済的利益を追求してきた。
本講義は、このような覇権国アメリカの国内経済と対外経済関係を統一的
に捉え、アメリカ経済の歴史的変遷を経済実態、政策思潮、政策展開の相
互関連のなかで論じる。政治経済学的かつ歴史的なアプローチにより、「歴
史としての現代」(Present as a Histor y) を講じる。

ア メ リ カ 経 済 論 Ⅱ で は、 ア メ リ カ 経 済 の 対 外 経 済 関 係 を 論 じ る が、 今 年
度は米中経済摩擦の構造と今後のゆくえ、国際秩序へのインプリケーショ
ン、日本の課題に焦点を絞る。

【学習目標】
以下の諸問題について、理解を深めることを目標とする。
①アメリカ経済の対外関係の変遷
②アメリカの対外経済政策の変遷
③アメリカ多国籍企業の行動とその政治問題化
④アメリカン・グローバリズム特質と問題点
⑤米中経済摩擦の構造と日本の課題

【講義計画】
第 1 回：グローバリゼーション序説
	 グローバリゼーション論争
	 グローバリゼーションは世界を flat にするのか、格差を拡大する

のか？
	 市場と国家
	 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 歴 史 ー 19 世 紀 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン と

現代のグローバリゼーションの異同
第 2 回：自由貿易論の基本
	 比較生産費説の論理と現実
	 「埋め込まれたリベラリズム」と American hegemony
第 3 回：GATT Round 変遷の歴史ー自由貿易体制を主導したアメリカ
	 アメリカン・グローバリズム
第 4 回：国際貿易の新潮流
	 サービス貿易と GATS
	 知的財産権取引と TRIPs
第 5 回：グローバリズムの主体として多国籍企業
	 グローバルビジネスとしての多国籍企業
	 多国籍企業と国家主権
第 6 回：多国籍企業と途上国の経済開発ー途上国の開発、投資と貿易の連

結性、
	 輸入代替工業化と輸出指向工業化、輸出加工区の変遷
第 7 回：多国籍企業と本国経済
	 アメリカにおける多国籍企業の政治問題化の 2 類型
第 8 回：アメリカの地域主義 (American regionalism) の展開と NAFTA、
	 GATT における FTA の位置付け
	 NAFTA 論争
第 9 回：国家資本主義中国の経済成長、貿易・経済大国化とアメリカの対

中政策の変化
	 冷戦時代の「封じ込め」政策から冷戦期後期の「関与」政策へ
第10 回：中国のハイテク産業の現状とデカップリング (decoupling ) 論争
	 中国の半導体産業の現状、デカップリングへの衝動
第11 回：米中経済のデカップリングとアメリカ製造業の国内回帰は可能か
	 グローバル・サプライチェーンの再構築とアメリカ製造業の「復

活」
第12 回：「一帯一路」政策と受入国
	 中 国 に よ る ア ジ ア・ ア フ リ カ 援 助 な の か「 債 務 の 罠 」 か、

Chinese globalism の特質
第13 回： 中 国 の WTO 加 盟 と 米 中 貿 易 関 係 の 変 遷 ー 相 互 依 存 関 係 の 深 化 と

広がり
	 米中貿易構造の高度化、アメリカ国債をめぐる相互依存関係
第14 回：米中関係の現段階
	 国際秩序形成者としての中国の台頭
第15 回：米中経済摩擦と日本の課題

【事前および事後学習の指示】
次回授業で取り上げるテーマに関連する資料・史料、データを配るので、

事前に検討しておくこと。

【テキスト】
米中経済摩擦の政治経済学
中本悟・松村博行編 晃洋書房
必要な資料・史料、データなどは事前に配るので目を通すこと。

【参考文献】
授業中に指示する。

【コメント】
現 時 点 で は 昨 年 度 同 様 の 授 業 形 態 ( 受 講 生 の 規 模 に よ っ て オ ン ラ イ ン ま

たはオンサイト )
全 15 回の講義のうちの前半に 1 回、後半に 1 回のレポート課題を出す。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

アントレプレナー論　＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
山田　伊知郎

【講義概要】
起 業 家 と し て 身 に つ け て お く べ き 知 識 を 提 供 し ま す。 全 体 は ア イ デ ア を

生み出すための知識・方法と、起業家になるための知識・方法について解
説します。受講生は、自ら起業する心持で参加するとよく理解できると思
います。

【学習目標】
起 業 家 に な る た め の 最 初 の ア イ デ ア の 創 出 方 法 を 理 解 す る。 ま た、 起 業

家を育成するために必要な知識や意欲を理解するために、事業創造、地域
産業、人的資源管理、マーケティング、資金調達などといったビジネスの
構 成 要 素 ( 講 義 計 画 参 照 ) に つ い て の 知 識 を 学 ん で も ら い ま す。 さ ら に、
それらの知識を総合して最終的には新たなビジネスモデル案を創造しても
らいます。

【講義計画】
第 1 回：導入、この講義の目的
	 起業とは何か？
第 2 回：よい起業アイデアとは
第 3 回：スタートアップのメタ原則
第 4 回：アイデアの蓋然性を検証する
第 5 回：ビジネスモデルキャンパス
第 6 回：アイデアを修正していく
第 7 回：起業家に必要なスキルなどについて
	 起業してから経る 4 つの段階
第 8 回：人間関係の築き方
	 他人のモチベーション
第 9 回：変化をリードすること
	 パーソナルリーダーシップ戦略
第10 回：成功する組織
	 スキルの活用
第11 回：採用
	 不安定な段階での成長戦略と解雇
第12 回：チームを率いる
	 危機管理の指揮
	 起業案の評価
第13 回：起業家からのアドバイス (1) 成功と失敗を分けるもの
第14 回：起業家からのアドバイス (2) 成功確率を上げる方法
第15 回：起業家からのアドバイス (3) 経験からのアドバイス

【事前および事後学習の指示】
ビジネスモデルやビジネスシステムに関する図書を読んでおくこと。

【テキスト】

【参考文献】
デ レ ク・ リ ド ー 著　「 プ リ ン ス ト ン 大 学 の 起 業 の 教 科 書 」 日 本 能 率 協 会 マ
ネジメントセンター

【コメント】
レポート課題において、1) 自己分析、2) 新たな独自のビジネスモデル案

を成績評価の対象とします。

【留意事項】
医薬品企業の経営企画部・開発部経営管理部に所属し、予算管理・経理部門を

経験・担当した教員が講義を行う。
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講　義　名　称 曜　時

イギリス文化研究-ヴィクトリア朝ロンドンの世界B＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
日下　隆平

【講義概要】
※講義・演習概要

イ ギ リ ス 文 化 研 究 - ビ ク ト リ ア 朝 ロ ン ド ン B で は イ ギ リ ス 文 化 か ら テ ー
マ ご と に 問 題 点 を 扱 う。 ビ ク ト リ ア 朝 (1837 ー 1901) は 日 本 で 言 う と 幕
末 か ら 明 治 後 期 の こ ろ で あ る。 ビ ク ト リ ア 朝 中 期 は イ ギ リ ス 史 上 最 も 繁
栄した時期として知られる。世界に先駆けて起きた産業革命と海洋進出に
よって、大英帝国は「日の没することなし」といわれるほど世界中に植民
地を築くほどであった。繁栄する消費社会の富と文化の一方で、産業化の
弊 害 と い え る 問 題 点 が 生 ま れ「 光 と 影 」 を 併 せ 持 つ 時 期 で あ っ た。 ま た、
1890 年 代 に は 国 際 的 不 況 の 年 だ っ た。 こ の 時 代 の 特 徴 は さ ま ざ ま な 文 学
作 品、 絵 画、 工 芸 品 に お い て 表 現 さ れ て い る。 春 学 期 で は 19 世 紀 イ ギ リ
スの社会背景を扱ったのに対して、秋学期では文化面から個別のテーマを
扱うことにしている。

【学習目標】
現 代 イ ギ リ ス 社 会 の 基 礎 が ど の よ う に し て 形 成 さ れ た か を 知 る こ と が 最

終目標とする。社会システムだけでなく、当時の新聞記事、絵画などをも
と に、19 世 紀 の ロ ン ド ン の 街 並 み、 芸 術、 娯 楽 と 大 衆 文 化、 時 代 思 潮 を
学んでいく。また、イギリスは明治に新国家建設にあたって、政治体制な
ど日本がお手本にした国家だけに、自国社会の理解の一助となるものと考
えられる。

毎 回 授 業 で は ス ラ イ ド に よ る 説 明 を 行 い、 後 半 は そ の テ ー マ の 英 文 資 料
を講読していく。

【講義計画】
第 1 回：導入
	 授業概要
	 ・ヴィクトリア朝までの流れ
	 イギリス人の中世 (5 から 15 世紀 ) に対する見方
第 2 回：大英博覧会 (1851)
	 大英博覧会の遺産
第 3 回：大英博覧会とトマス・クック
第 4 回：	・グランドツアーからイギリス人が得たものとは
	 ・ 近 代 ツ ー リ ズ ム の 誕 生：17 世 紀 に は イ ン フ ラ 整 備 と と も に ス

カ ー バ ラ (Scarborough), パ ー ス (Bath), パ ク ス ト ン (Paxton),
ハロゲイトなどの温泉療養地ヘの「旅」が人気となる。

第 5 回：Second London International  Exposit ion of  1862
	 First  international  exposit ion seen by Japanese
第 6 回：クリスタル・パレスとターナーの絵画から
第 7 回：Will iam　Morris　と中世
第 8 回：イギリスの大聖堂
	 中世主義 (Medievalism)
第 9 回：イギリスの工芸運動ーアーツ・アンド・クラフト運動
	 モリスたちが目指したものは何だったのか。
第10 回：アーツ・アンド・クラフトと挿絵画家
	 19 世紀末在英日本人とイギリスの芸術家たち
第11 回：ホイスラー (James Abbott  McNeil l  Whistler  ) と世紀末
第12 回：19 世紀末のイギリスー経済的側面から
	 イ ギ リ ス 産 業 構 造 と ジ ェ ン ト ル マ ン 資 本 主 義 (Gentlemanly 

Capital ism)
	 イギリスの階級制度
第13 回： 世 界 的 に 知 ら れ る 高 級 デ パ ー ト の ハ ロ ッ ズ (Harrods) が 下 町 で

誕生し今の姿になるまでを追う。
第14 回：英国王室御用達の陶芸家　ジョサイア・ウェッジウッド (Josiah 

Wedgwood1730-95) の歴史
第15 回：イギリスの街並
	 まとめ

【事前および事後学習の指示】
事前学習　2 時間　毎回　M-port に掲載した資料を読んでおく
事後　その復習　　授業の復習 1 時間

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
その他 (30%)：出席・授業態度等により評価します

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

英語学概論B　01＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平川　裕己

【講義概要】
英 語 は ヒ ト の 言 語 一 般 に 共 通 す る 普 遍 的 特 徴 を 内 包 す る と 同 時 に、 他 の

言語にはない個別的特徴をもちます。この講義では、英語という個別言語
の 実 例 ( デ ー タ ) を 言 語 学 的 な 観 点 か ら 記 述・ 分 析 し、 英 語 と は ど の よ う
な言語なのかを明らかにします。そのうえで、英語について得られた知見
を手掛かりに、ヒトの言語が本質的に備えている普遍的な原理を探ります。
授業で取り扱うデータは英語のものが中心ですが、必要に応じて日本語の
データとの対照も行います。英語学概論 B では、単語の形式・構造やこと
ばの変化に関わる分野に焦点を当て、ことばの実例を原理的・体系的に分
析します。

【学習目標】
英 語 と い う 言 語 は ど の よ う な 特 徴 を も つ の か、 ヒ ト の 言 語 は ど の よ う な

仕組みを備えているのか、原理的・体系的な理解を得る。英語学の研究方
法に関する基本的な知識を習得し、より専門的な研究につなげていくため
の 基 礎 を 固 め る。 理 論 や 分 析 手 法 に 関 わ る 基 礎 概 念 の 正 確 な 把 握 に 加 え、
ことばの実例 ( データ ) を自分自身で精緻に分析できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：授業概要と導入
第 2 回：言語学と英語学
第 3 回：音声学・音韻論 (1)　音の分類
第 4 回：音声学・音韻論 (2)　音の類似と空耳
第 5 回：音声学・音韻論 (3)　音素と異音
第 6 回：音声学・音韻論 (4)　音節
第 7 回：音声学・音韻論 (5)　強勢とアクセント
第 8 回：形態論 (1)　語と形態素
第 9 回：形態論 (2)　様々な語形成
第10 回：形態論 (3)　派生と複合
第11 回：英語の歴史 (1)　古英語
第12 回：英語の歴史 (2)　中英語
第13 回：英語の歴史 (3)　近代英語
第14 回：英語の歴史 (4)　現代英語
第15 回：言語研究の広がり

【事前および事後学習の指示】
各 回 の 授 業 後 に は 必 ず 復 習 す る こ と。 授 業 内 容 の 十 分 な 理 解 に は、 各 自

の努力が不可欠です。特に、授業で学んだ概念や方法を用いてことばのデー
タを自分自身で分析できるかどうか、必ず確認してください。

復 習 に よ っ て 毎 回 の 授 業 内 容 の 理 解 を 確 か な も の に し て お く こ と が、 次
回 の 授 業 の 事 前 学 習 と な り ま す。 ま た、 各 回 に 進 む 予 定 の 範 囲 に つ い て、
事前に教科書・資料を読んでおくこと。

【テキスト】
日英語対照による英語学概論 ( 増補版 ) 西光義弘 ( 編 )
978-4-87424-169-1 くろしお出版

【参考文献】
安藤貞雄・澤田治美 ( 編 ) 2001.  『英語学入門』 開拓社 .
影山太郎・Brent de Chene・日比谷潤子・Donna Tatsuki.  2004.  『First  
Steps in English Linguistics：英語言語学の第一歩 第 2 版』 くろしお出
版 .
中島平三 . 2011.  『ファンダメンタル英語学 改訂版』 ひつじ書房 .
長谷川瑞穂 ( 編 ) 2014.  『はじめての英語学 改訂版』 研究社 .
三原健一・高見健一 ( 編 ) 2013.  『日英対照 英語学の基礎』 くろしお出版 .

【コメント】
こ の 科 目 は 教 育 職 員 養 成 課 程 ( 教 職 課 程 ) の 英 語 科 必 修 科 目 で も あ る た

め、成績は厳しく評価します。安易な気持ちや不真面目な態度では一切合
格できません。

講 義 は 教 科 書・ 配 布 資 料 を も と に 行 い ま す。 こ の 授 業 で は 抽 象 的 で 難 解
な概念を数多く扱いますから、能動的な取り組みと事前・事後学習が必須
です。毎回の授業内で課題を出すため、欠席すると単位取得に大きく影響
します。また、課題やレポートの事後提出は一切認めません。成績評価は、
授 業 課 題 を 70 ％、 レ ポ ー ト を 30 ％ と し ま す。 授 業 へ の 出 席 は 単 位 認 定 の
前 提 で す か ら、3 回 以 上 の 欠 席 な い し 課 題 の 未 提 出 が あ る 受 講 生 は、 成 績
評価の対象外とします。

教 室 で は 座 席 を 指 定 し ま す。 私 語 を す る 受 講 生 に は 即 座 に 退 室 し て も ら
い、その日は欠席扱いとし、課題の提出も認めません。教科書・授業資料
を持参していない、居眠りをしている、ノートを取っていない学生も、そ
の日は欠席扱いとし、課題の提出も認めません。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

英語の意味B　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平川　裕己

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 こ と ば に は ど の よ う な 意 味 が あ る の か、 こ と ば の 意 味 は

どういう仕組みで成立・変化・拡張・連関するのかについて、主に英語を
対象として言語学的な観点から学びます。ことばの意味は、その表現の対
象だけでなく、人間の認識の在り方、他の表現との関係、さらには人間が
置かれた物理的・社会的・文化的な環境に根ざしています。また、ことば
の意味は固定的なものではなく、拡張や変化が起こることもあります。英
語の意味 B では、主として句や文に焦点を当て、ことばの意味の諸側面を
原理的・体系的に分析・考察します。

【学習目標】
こ と ば の 意 味 に は ど の よ う な 側 面 が あ る の か、 こ と ば に は ど う い う 仕 組

みで意味が備わっているのか、原理的・体系的な理解を得る。理論的な概
念 を 正 確 に 把 握 す る こ と に 加 え、 こ と ば の 実 例 ( デ ー タ ) を 自 分 自 身 で 精
緻に分析できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーションとイントロダクション
第 2 回：意味論が扱う現象
第 3 回：意味の対立 (1)
第 4 回：意味の対立 (2)
第 5 回：時制と相の意味
第 6 回：意味と視点
第 7 回：慣用句
第 8 回：前半のまとめ ( 中間レポート解説 )
第 9 回：構文が担う意味 (1)
第10 回：構文が担う意味 (2)
第11 回：語彙の意味と構文
第12 回：意味の曖昧性
第13 回：意味の日英対照
第14 回：意味論とは何か
第15 回：後半のまとめ ( 期末レポート解説 )

【事前および事後学習の指示】
各 回 の 授 業 後 に は 必 ず 復 習 す る こ と。 授 業 内 容 の 十 分 な 理 解 に は、 各 自

の努力が不可欠です。特に、授業で学んだ概念を用いてことばのデータを
自分自身で分析できるかどうか、確認してください。

復 習 に よ っ て 毎 回 の 授 業 内 容 の 理 解 を 確 か な も の に し て お く こ と が、 次
回の授業の事前学習となります。

【テキスト】

【参考文献】
必要に応じて授業内で紹介します。

【コメント】
講 義・ 課 題 は 配 布 資 料 を も と に 行 い ま す。 こ の 授 業 で は 抽 象 的 で 難 解 な

概念を数多く扱いますから、能動的な取り組みと事前・事後学習が必須で
す。 毎 回 の 授 業 内 で 課 題 を 出 す た め、 欠 席 す る と 単 位 取 得 に 影 響 し ま す。
成 績 評 価 は、 授 業 課 題 を 70 ％、 レ ポ ー ト を 30 ％ と し ま す。 授 業 へ の 出 席
は単位 認 定 の 前 提 で す から、( 初回も含め )5 回以上の欠席 ( ない し 課 題 の
未提出 ) がある受講生は、成績評価の対象外とします ( 公認欠席は除く )。

【留意事項】
初回の授業で資料を配布します。受講を希望する学生は必ず出席してください。

講　義　名　称 曜　時

英語の文法 A　＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
森下　裕三

【講義概要】
こ の 授 業 で は、 必 要 に 応 じ て 日 本 語 な ど の 言 語 と 比 較 し な が ら、 主 に 構

文文法や談話・機能文法の枠組みから、英語とはどのような言語なのかを
概観します。そのため、実際に使われている数々の具体例を授業で取り上
げ る こ と に な り ま す。 英 語 学 の 専 門 用 語 の 暗 記 は 目 的 と し て い ま せ ん が、
しっかりと問題意識を持ちながら深く考えることは求められます。英語と
い う 言 語 に 隠 さ れ た 謎 を 解 き 明 か す 魅 力 を 体 験 し て も ら う こ と が 目 的 で
す。

【学習目標】
こ の 授 業 で は、 主 に 構 文 文 法 や 談 話・ 機 能 文 法 に お け る 英 文 法 の 分 析 方

法を理解していることを目標とします。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：英語学の目的
第 2 回：項構造の諸相
第 3 回：構文という考え方
第 4 回：構文間の関係性
第 5 回：談話と構文
第 6 回：構文の習得
第 7 回：小テスト (1)  と解説
第 8 回：文法と頻度
第 9 回：構文の典型性
第10 回：構文の生産性
第11 回：小テスト (2)  と解説
第12 回：不定冠詞・定冠詞・代名詞
第13 回：情報構造
第14 回：情報構造と文法
第15 回：小テスト (3)  と解説

【事前および事後学習の指示】
授 業 課 題 は、 授 業 の 内 容 と 課 題 に つ い て よ く 理 解 し た 上 で 取 り 組 む 必 要

があります。授業内容は録画し、授業翌日までに M-Port  より視聴可能な 
URL を 掲 出 し ま す の で、 よ く 復 習 し た 上 で 課 題 に 取 り 組 む よ う に し て く
ださい。

【テキスト】

【参考文献】
-  大谷直輝 (2019)『ベーシック英語構文文法』ひつじ書房：東京．
- 中 山 俊 秀・ 大 谷 直 輝 ( 編 ) (2020)『 認 知 言 語 学 と 談 話 機 能 言 語 学 の 有 機
的接点：用法基盤モデルに基づく新展開』

【コメント】
毎 回 の 授 業 に お け る レ ポ ー ト、 理 解 度 を 確 認 す る た め の 課 題、 そ し て 3

回実施する小テストによって成績評価されます。

【留意事項】

5

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

英語の文法B　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
森下　裕三

【講義概要】
こ の 授 業 で は、 必 要 に 応 じ て 日 本 語 な ど の 言 語 と 比 較 し な が ら、 主 に 認

知文法や用法基盤モデルの枠組みから、英語とはどのような言語なのかを
概観します。そのため、実際に使われている数々の具体例を授業で取り上
げ る こ と に な り ま す。 英 語 学 の 専 門 用 語 の 暗 記 は 目 的 と し て い ま せ ん が、
しっかりと問題意識を持ちながら深く考えることは求められます。英語と
い う 言 語 に 隠 さ れ た 謎 を 解 き 明 か す 魅 力 を 体 験 し て も ら う こ と が 目 的 で
す。

【学習目標】
こ の 授 業 で は、 主 に 認 知 文 法 に お け る 英 文 法 の 分 析 方 法 を 理 解 し て い る

ことを目標とします。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：英語学の目的
第 2 回：伝統文法、学校文法、そして認知文法
第 3 回：認知文法における「文法」とは何か
第 4 回：認知文法における品詞の考え方：名詞と動詞
第 5 回：文法関係と意味役割
第 6 回：小テスト (1)  と解説
第 7 回：文法化
第 8 回：受動構文
第 9 回：分裂構文
第10 回：二重目的語構文
第11 回：小テスト (2)  と解説
第12 回：用法基盤モデルと頻度効果
第13 回：make hey 構文
第14 回：way 構文
第15 回：小テスト (3)  と解説

【事前および事後学習の指示】
授 業 課 題 は、 授 業 の 内 容 と 課 題 に つ い て よ く 理 解 し た 上 で 取 り 組 む 必 要

があります。授業内容は録画し、授業翌日までに M-Port  より視聴可能な 
URL を 掲 出 し ま す の で、 よ く 復 習 し た 上 で 課 題 に 取 り 組 む よ う に し て く
ださい。

【テキスト】

【参考文献】
― Ta y l o r,  J o h n  R .  ( 2 0 0 2 )  C o g n i t i v e  G ra m m a r,  Ox fo rd  U n i v e r s i t y 
Press:  Oxford.
―大堀寿夫 (2002)『認知言語学』東京大学出版：東京．
― 早 瀬 尚 子・ 堀 田 優 子 (2005)『 認 知 文 法 の 新 展 開： カ テ ゴ リ ー 化 と 用 法
基盤モデル』研究社：東京．
―野村益寛 (2014)『ファンダメンタル認知言語学』ひつじ書房：東京．
―平沢慎也 (2019)『by の意味を知っているとは何を知っていることなの
か：多義論から多使用論へ』

【コメント】
毎 回 の 授 業 に お け る レ ポ ー ト、 理 解 度 を 確 認 す る た め の 課 題、 そ し て 3

回実施する小テストによって成績評価されます。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

英語文学概論 A　02＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
佐々木　英哲

【講義概要】
「 英 語 文 学 概 論 Ａ 」 で は 小 説、 詩、 演 劇 の 各 分 野 で 評 価 の 定 ま っ た 芸 術

家 (Hawthorne,  Atwood, Plath,  Ted Hughes,  O’ Neil l ) な ど の 作 品 を
順次取り上げ、解釈の一例を紹介するとともに、文学テキストを読み解く
方 法 論 ( 批 評 理 論 ) を 紹 介 す る。 受 講 生 は、 英 語 原 典 に あ た る こ と で 英 語
表現に習熟することを目指し、背景としての文化、歴史、思想などを学習
す る。 な お「 英 語 文 学 概 論 A」「 英 語 文 学 概 論 B」 で は、 取 り 上 げ る 作 品、
批 評 理 論 が 異 な る。 ま た「A」 で は 論 文 作 成、「B」 で は 英 語 論 文 の 読 解 作
業を行うものとする。

【学習目標】
本 講 義 の 目 的 は、 以 下 の 3 点 で あ る。(1) 英 語 原 典 を 正 確 に 読 み こ な す

こと。(2) 英語圏の文学を俯瞰し、文化的な背景を理解すること。(3) 文学
作品を解釈する際に必要な基礎知識を修得すること。

【講義計画】
第 1 回：英語文学を読む意義と英語文学をめぐる背景を概観する。一例と

してアメリカ文学とピューリタニズムの関係を紹介する。
第 2 回： 旧 約 聖 書 と 文 学：「 神 と 人 と の 関 係 」 を 読 む。 新 約 聖 書 と 文 学：

キリスト教についての基礎知識を学ぶ。
第 3 回：戯曲：Eugene O’ Neil l 及び代表作 Long Day’ s  Journey into 

Night を俯瞰する。
第 4 回：	戯曲：O’Neil l  の Long Day’s  Journey into Night に聖書的テー

マを確認しつつ Act 4 を精読する。
第 5 回：	文学作品を解釈するうえで必要な文学批評理論、精神分析批評 ( フ

ロ イ ト ) を 概 観 す る。O’ Neil l の Long Day’ s  Journey into 
Night をフロイト理論で得た知見を基に読み解く。

第 6 回：文学批評理論：精神分析批評 ( ラカン ) を概観する。
第 7 回：	詩：現代アメリカ詩を代表する Sylvia Plath の “Daddy” を読む。
第 8 回：詩 / 批評理論：20 世紀アメリカの詩人 Sylvia Plath,  “Daddy” 

及 び “Lady Lazarus” を 読 み 進 め つ つ、 精 神 分 析 学 批 評 の 実 践
を試みる。

第 9 回：詩：現代イギリスを代表する桂冠詩人 Ted Hughes の詩を読む。
第10 回：	小 説： 小 説 を 読 む 上 で 押 さ え て お く べ き Plot,  Characters,  

Narrative Perspective,  Setting を確認する。
第11 回： 小 説：19 世 紀 ア メ リ カ の 作 家、Nathaniel  Hawthorne の 長 編 

The Scarlet  Letter   (Chapter X)  を読む。
第12 回： 小 説 / 批 評 理 論： 引 き 続 き The Scarlet  Letter を 読 み つ つ、 ラ

カン読精神分析学批評の実践を試みる。
第13 回： 小 説： 英 語 圏 ( カ ナ ダ ) の 現 代 作 家 Margaret Atwood の “The 

Man from Mars” を読む。
第14 回： 文 学 論 文 の 執 筆 作 法 ( ブ レ イ ン・ ス ト ー ミ ン グ、問題設定、アウ

トライン作成、パラグラフ構成、引用方法 ) を学ぶ。
第15 回：ワークショップ型の論文指導。

【事前および事後学習の指示】
事前学習：予習課題として授業で取り上げる作品の英語原典を翻訳する。
事後学習：授業で扱った作品の原典を読み見直す。配布資料を読み直す。

【テキスト】
取り上げる作品の英語原典は、プリントで配布する。

【参考文献】
ピーター・バリー 『文学理論講義』 訳 高橋和久 ( ミネルヴァ書房 )
高田 賢一 他 『たのしく読めるアメリカ文学』( ミネルヴァ書房 )
中村 邦生 他 『たのしく読めるイギリス文学』( ミネルヴァ書房 )

【コメント】
本 講 義 は 教 職 関 係 科 目 で あ る た め、 全 出 席 が 当 然 で あ る こ と が 前 提 と

なっている。遠隔授業方式になった場合も対応できるように、毎回の課題
(50％、上記の「その他」)、レポート (25％、最終回の課題 )、試験 (25％、
遠隔の場合はレポート形式の試験 ) とする。

【留意事項】
担当者は東京都立高等学校にて英語科教諭として、教壇に立ち担任をもった

経験がある。高校の教育現場で有用な基礎知識を、教職関連科目 ( 英語文学概論
AB) の講義するなかで紹介していく。
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講　義　名　称 曜　時

英語文学概論B　02＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
佐々木　英哲

【講義概要】
「 英 語 文 学 概 論 B」 で は 小 説、 詩、 演 劇 の 各 分 野 で 評 価 の 定 ま っ た 芸 術

家 (Melvi l le,  Vonnegut,  Naipaul,  Porter,  Yeats,  Donne,  Coleridge,  
Herrick ,  Shelley,  Shakespeare) な ど の 作 品 を 順 次 取 り 上 げ、 解 釈 の 一
例 を 紹 介 す る と と も に、 文 学 テ キ ス ト を 読 み 解 く 方 法 論 ( 批 評 理 論 ) を 紹
介する。受講生は、英語原典にあたることで英語表現に習熟することを目
指し、背景としての文化、歴史、思想などを学習する。なお「英語文学概
論 A」「英語文学概論 B」では、取り上げる作品、批評理論が異なる。また「A」
では論文作成、「B」では英語論文の読解作業を行うものとする。

【学習目標】
本 講 義 の 目 的 は、 以 下 の 3 点 で あ る。(1) 英 語 原 典 を 正 確 に 読 み こ な す

こと。(2) 英語圏の文学を俯瞰し、文化的な背景を理解すること。(3) 文学
作品を解釈する際に必要な基礎知識を修得すること。

【講義計画】
第 1 回：英語文学を読む意義と文学批評理論を学ぶ意義を確認する。
	 文学作品を解釈するうえで必要な文学批評理論を学ぶポストコロ

ニアリズム、新歴史主義、カルチュラル・スタディーズを概観する。
批 評 理 論 で 得 た 知 見 を 基 に ア ン グ ロ・ ア イ リ ッ シ ュ の 詩 人 Yeats
の “Sail ing To Byzantium” を読む。

第 2 回：	文 学 批 評 理 論： ニ ュ ー・ ク リ テ ィ シ ズ ム、( ポ ス ト ) 構 造 主 義 を
概 観 す る。 批 評 理 論 で 得 た 知 見 を 基 に イ ギ リ ス の ロ マ ン 派 詩 人
Coleridge の “The Rime of  the Ancient Mariner” を読む。

第 3 回：	文学批評理論：( ポスト ) マルクス主義、フェミニズム、及び クィ
ア・ ス タ デ ィ ー ズ を 概 観 す る。 批 評 理 論 で 得 た 知 見 を 基 に 20 世
紀 ア メ リ カ の ポ ス ト モ ダ ニ ス ト 小 説 家 Vonnegut の “Deer in 
the Works” を読む。

第 4 回： 小 説 / 批 評 理 論：20 世 紀 ア メ リ カ の 南 部 ル ネ サ ン ス を 代 表 す る
作家 Katherine Anne Porter の短編小説 “The Grave” を、フェ
ミニズム的観点から読み進める。

第 5 回：	小 説：19 世 紀 ア メ リ カ の 作 家、Herman Melvi l le  の 短 編 小 説 
“Benito Cereno” に つ い て、 作 品 ア ウ ト ラ イ ン、 作 品 背 景、 作
者の伝記的情報を確認する。

第 6 回：小説：Melvil le  による “Benito Cereno” の重要箇所を読む。
第 7 回：小説：引き続き “Benito Cereno” を読み進めつつ、ポストコロ

ニアリズム、カルチュラル・スタディーズ、クィア・スタディー
ズといった文学批評理論の実践を試みる。

第 8 回：	戯 曲 / 批 評 理 論： ポ ス ト コ ロ ニ ア リ ズ ム を 意 識 し つ つ、
Shakespeare の四大悲劇 Othello を概観する。

第 9 回：戯曲：Othello  (Act  2,  Scene 1)  を読む。
第10 回：戯曲：Othello  (Act  5,  Scene 2)  を読む。
第11 回：	詩： 形 而 上 詩 人 Donne、 王 党 派 詩 人 Herrick、 ロ マ ン 派 詩 人

Shelley を読む。
第12 回：小説：インド出身のノーベル賞作家　V. S.  Naipaul の In a Free 

State に収められた一編 “One out of  Many” を読む。
第13 回： ク リ テ ィ カ ル・ リ ー デ ィ ン グ の 実 践： 英 語 で 書 か れ た 文 学 論 文　

(Frederick C.  Crews.  “The Logic  of  Compulsion in  ‘Roger 
Malvin's  Burial ’”  を読む①　構成の説明、「序論」の読解

第14 回：クリティカル・リーディングの実践：英語で書かれた文学論文を
読む②  「本論」前半部の読解

第15 回：クリティカル・リーディングの実践：英語で書かれた文学論文の
読む③　「本論」後半部及び「結論」の読解

【事前および事後学習の指示】
事前学習：予習課題として授業で取り上げる作品の英語原典を翻訳する。
事後学習：授業で扱った作品の原典を読み見直す。配布資料を読み直す。

【テキスト】
取り上げる作品の英語原典は、プリントで配布する。

【参考文献】
ピーター・バリー 『文学理論講義』 訳 高橋和久 ( ミネルヴァ書房 )
高田 賢一 他 『たのしく読めるアメリカ文学』( ミネルヴァ書房 )
中村 邦生 他 『たのしく読めるイギリス文学』( ミネルヴァ書房 )

【コメント】
本 講 義 は 教 職 関 係 科 目 で あ る た め、 全 出 席 が 当 然 で あ る こ と が 前 提 と

なっている。遠隔授業方式になった場合も対応できるように、毎回の課題
(50％、上記の「その他」)、レポート (25％、最終回の課題 )、試験 (25％、
遠隔の場合はレポート形式の試験 ) とする。

【留意事項】
担当者は東京都立高等学校にて英語科教諭として、教壇に立ち担任をもった

経験がある。高校の教育現場で有用な基礎知識を、教職関連科目 ( 英語文学概論
AB) の講義するなかで紹介していく。

講　義　名　称 曜　時

音楽社会学　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
木島　由晶

【講義概要】
「聴衆」「産業」「メディア」の 3 つをキーワードに、ロックと社会階層、

ア イ ド ル と フ ァ ン、FM ラ ジ オ と ヒ ッ ト 曲、 イ ン デ ィ ー ズ の 歴 史、 ノ リ
(groove) の 社 会 性、 音 楽 フ ェ ス の 祝 祭 性、 音 楽 配 信 と 著 作 権、 と い っ た
事例に注目して、人びとと音楽とのかかわりを多面的に掘り下げていく。

【学習目標】
身 近 な 音 楽 現 象 を 題 材 に、 社 会 の〈 今 〉 を 考 え る 力 を 養 う。 音 楽 は、 一

人で楽しむだけでなく、人びとを結びつける媒介にも、社会を読みとく対
象にもなる。この講義を通して、「聴く」「奏でる」「踊る」「歌う」以外の、

「学ぶ」楽しみを知ってもらえれば幸いである。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：ロックとジャンルの正統性
第 3 回：自律化するヒップホップ
第 4 回：アイドルとファン集団
第 5 回：観る音楽としてのミュージックビデオ
第 6 回：ライブにおけるノリ (groove) の学習
第 7 回：拡大する音楽フェスティバル
第 8 回：レコード会社とインディーズの変容
第 9 回：ラジオが作るヒット曲
第10 回：広告音楽とタイアップ
第11 回：著作権と拡散する作者
第12 回：データ化する音楽消費
第13 回：ボーカロイドと作曲の時代
第14 回：音楽のグローバル化とＫポップ
第15 回：J ポップと音楽のゆくえ

【事前および事後学習の指示】
学 ん だ 内 容 を 忘 れ て し ま う 前 に、 そ の 日 の 内 容 を 復 習 す る こ と を 大 切 に

してほしい。講義は前に学んだ内容をふまえながら進めていくので、復習
することがそのまま予習につながる。

【テキスト】

【参考文献】
講義中に指示する。

【コメント】
授業後のコメントペーパーと期末レポートで評価をおこなう。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

会計史　＜秋＞ 月 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中村　恒彦

【講義概要】
会 計 史 は、 会 計 と 会 計 学 の 発 展 か ら そ の 原 理 を 歴 史 的 に 学 び ま す。 会 計

の起源は、簿記が成立する 15 世紀以前と古く、18 世紀以降には株式会社
に 関 連 す る 会 計 が 発 展 し、20 世 紀 以 降 に は 資 本 市 場 に 関 連 す る 会 計 が 発
展しました。こうした一連の歴史的流れから会計の原理に広く学びます。

会 計 が ど の よ う に 現 在 ま で に な り た っ て き た か を 通 じ て、 知 識 を 深 め ま
す。結果としての会計の原理原則を覚えるのではなく、原因としての当時
の 背 景 に 目 を 向 け て も ら え る と よ い と 思 い ま す。 そ の 意 味 で は、「 会 計 」
というよりも「経営」の数字のことを学習することに近いかもしれません。

【学習目標】
こ の 授 業 の 到 達 目 標 は、 会 計 問 題 と 歴 史 的 な 背 景 を 関 連 付 け る こ と に よ

り、会計技術・記帳方法・会計技法に対する深い知識を醸成することです。
た と え ば 減 価 償 却 と 取 替 法 と 減 損 な ど の よ う に 技 術 的 に は よ く 似 て い る

にもかからず、会計処理が異なるものがあります。こうした違いは、歴史
的な経緯を踏まえれば容易に理解することができます。

【講義計画】
第 1 回：アカデミックスキルについて
	 アカデミックなエッセイを作成する
第 2 回：会計のイメージ、会計はなぜ「ダルい」のか ???
第 3 回：制度会計と企業会計原則
第 4 回：費用の期間配分
第 5 回：収益の期間配分
第 6 回：複式簿記と起源
第 7 回：資産・負債の認識・測定
第 8 回：中間総括と会計ダイナミズム
第 9 回：商品会計
第10 回：減価償却
第11 回：引当金
第12 回：資本会計
第13 回：管理会計と歴史
第14 回：経営分析と歴史
第15 回：最終総括と個別論点

【事前および事後学習の指示】
財 務 諸 表 論 や 簿 記 関 連 科 目 や 監 査 論 と 重 複 す る 部 分 が 多 い の で、 関 連 科

目を履修することを勧める。さらに、歴史を勉強する際には、世界史や地
理の知識があると楽しく講義を受講できる。

【テキスト】
会計のヒストリー 野口昌良ほか編著 978-4502336713 中央経済社 
はじめて出会う会計学 第三版 川本 淳 , 野口 昌良 , 勝尾 裕子 , 山田 純平 , 
荒田 映子
978-4-641-22197-0 有斐閣アルマ

【参考文献】

【コメント】
成 績 評 価 は 以 下 の と お り の 方 法 で 主 に 行 う 予 定 に し て い ま す。 本 講 義 で

は①および②で主に評価する。
①レポート課題
②期末試験

講 義 を 欠 席 す る こ と の フ ォ ロ ー は 一 切 行 い ま せ ん。 詳 し い 評 価 方 法 に つ
いては、初回の講義で説明します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

外国史　03＜秋集＞ 火 3/ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
梅田　百合香

【講義概要】
本 講 義 で は、 教 職 を 目 指 し、 中 学・ 高 校 で 歴 史 教 育 に 従 事 す る こ と を 想

定している学生を前提に、世界史とりわけ西洋史について、現在の研究水
準を踏まえたうえで近世から現代までの通史を解説するとともに、映像資
料などを用いながら臨場感ある授業を進めていく。

【学習目標】
受 講 者 は、 教 育 目 標 を 達 成 す る た め の 西 洋 史 の 基 礎 的 学 力 を 身 に つ け る

ことを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：講義ガイダンス
第 2 回：宗教改革Ⅰ―ルターとドイツ宗教改革
第 3 回：宗教改革Ⅱ―スイスの宗教改革とカルヴァン主義の展開
第 4 回：ヨーロッパ諸国の抗争と主権国家体制の形成
第 5 回：重商主義と啓蒙専制主義Ⅰ―イギリス革命と絶対王政
第 6 回：第 1 回試験およびまとめ
第 7 回：重商主義と啓蒙専制主義Ⅱ―プロイセン、オーストリア、ロシア
第 8 回：重商主義と啓蒙専制主義Ⅲ―ヨーロッパ諸国の海外進出
第 9 回：アメリカ独立革命
第10 回：フランス革命とナポレオンⅠ―革命の勃発
第11 回：フランス革命とナポレオンⅡ―ナポレオンの帝国
第12 回：第 2 回試験およびまとめ
第13 回：ウィーン体制の成立Ⅰ―ウィーン会議
第14 回：ウィーン体制の成立Ⅱ―1848 年革命
第15 回：ヨーロッパの再編と新統一国家の誕生Ⅰ一ロシア、イギリス、フ

ランス
第16 回：ヨーロッパの再編と新統一国家の誕生Ⅱ一イタリア、ドイツ、非

列強国家
第17 回：第 3 回試験およびまとめ
第18 回：南北アメリカの発展Ⅰ―ラテンアメリカ
第19 回：南北アメリカの発展Ⅱ―南北戦争
第20 回：帝国主義と列強の展開Ⅰ―イギリス、フランス、ドイツ
第21 回：帝国主義と列強の展開Ⅱ―ロシア、オーストリア、イタリア
第22 回：世界分割と列強対立
第23 回：第 4 回試験およびまとめ
第24 回：第一次世界大戦とロシア革命Ⅰ―第一次世界大戦の勃発
第25 回：第一次世界大戦とロシア革命Ⅱ―ロシア革命
第26 回：ヴェルサイユ体制下の欧米諸国Ⅰ―ヴェルサイユ条約とワシント

ン体制
第27 回：ヴェルサイユ体制下の欧米諸国Ⅱ―第一次世界大戦の各国への影

響
第28 回：世界恐慌とファシズム諸国の侵略Ⅰ―世界恐慌
第29 回：世界恐慌とファシズム諸国の侵略Ⅱ―ナチス = ドイツの成立
第30 回：第 5 回試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
講 義 中 は ノ ー ト を と り、 授 業 後 テ キ ス ト と 自 分 の ノ ー ト を 読 み 返 し 復 習

すること。
復 習 後、 自 分 の ノ ー ト を も う 一 度 ま と め 直 し、 次 回 の 講 義 内 容 に 備 え 予

習すること。

【テキスト】
詳説世界史研究 木村靖二・岸本美緒・小松久男編
4634030888 山川出版社

【参考文献】

【コメント】
5 回 の 確 認 テ ス ト に お い て、 学 習 目 標 に 対 応 す る テ ー マ に 関 す る 選 択 式

問題を出題する。
こ の 5 回 の テ ス ト で、 授 業 内 容 を 踏 ま え た 西 洋 史 の 基 礎 的 学 力 が 身 に つ

いているかどうかを評価する。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

会社法 B　＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大川　済植

【講義概要】
2005( 平 成 17) 年 に、 会 社 の 組 織・ 運 営・ 管 理 を 規 律 す る ま と ま っ た 単

行法として、会社法典 ( 以下、「会社法」という ) が制定されました (2006( 平
成 18) 年 5 月施行 )。

株式会社 ( 以下、「会社」と略称する ) は、複数の者が出資をする共同企
業の一形態であります。現代の取引社会のコア的な存在として日本の経済
やグローバル経済における市民生活を支える会社は、会社法上のルールに
従ってビジネス活動を行う必要があります。なぜなら、会社の経営をめぐ
るステークホルダーである株主 ( ＝会社のオーナー )、経営者 ( ＝代表取締
役社長などの経営陣 )、債権者 ( ＝企業取引の相手方 )、および会社の分業
システムを支える授業員の利益を公正に調整し、取引社会の安全を図るこ
とこそが経済社会の発展に資すると思われるからです。
「 会 社 法 B」 の ね ら い は、 主 と し て (1) 株 主 代 表 訴 訟、(2) 役 員 等 の 第 三

者 に 対 す る 責 任 (3) 株 式 に 関 す る 法 制 度、(4) 資 金 調 達、(5) 会 計、(6) 企
業組織再編に関する法的諸問題について、受講生に会社を規律する会社法
の総体的なイメージを掴んでいただけるよう、解りやすく講述することに
あります。

そ こ で、 本 講 義 で は、 受 講 生 の 会 社 法 に 対 す る 体 系 的 理 解 を 一 歩 深 め る
べく、「会社法 B」の各単元の内容を講述するにあたっては、まずは会社の
ビジネス活動に係る各種の法制度を概観し、具体的な事案に対する裁判例
の見解および学説の見解につき、①法制度論、②法規範論、③法解釈論の
観点から順次にアプローチしながら講述するよう、心がけたいと思います。

【学習目標】
司 法 試 験、 公 認 会 計 士 な ど の 国 家 試 験 の 必 須 科 目 で あ る 会 社 法 は、 と っ

つきにくい法律科目である、という声をよく耳にします。しかし、会社法
は、とりわけ株式会社の事業活動に関する法律として位置づけられる重要
な 実 践 的 学 問 ( ＝ 会 社 の ビ ジ ネ ス 活 動 や 経 営 マ ネ ー ジ メ ン ト に 係 る 実 務 に
関する学問 ) であるといえます。

し た が っ て、 本 講 義 で は、 株 式 会 社 に お け る 組 織・ 運 営・ 管 理 に 関 す る
実務上の会社法規について総体的なイメージを掴んでいただけるよう、分
かりやすく講述することを本講義のねらいとします。

【講義計画】
第 1 回：株主権の行使に関する利益供与の禁止と株主代表訴訟①
第 2 回：株主権の行使に関する利益供与の禁止と株主代表訴訟②
第 3 回：役員等の第三者に対する責任
	 →役員等の第三者に対する責任について検討する。
第 4 回：株式に関する法制度①
	 →株式と株主、株主の義務、権利、株式の内容と種類、株主平等

の原則について検討する。
第 5 回：株式に関する法制度②
	 →株式と株主、株主の義務、権利、株式の内容と種類、株主平等

の原則について検討する。
第 6 回：株式に関する法制度③
	 →株式と株主、株主の義務、権利、株式の内容と種類、株主平等

の原則について検討する。
第 7 回：株式に関する法制度④
	 →株式譲渡自由の原則、自己株式の取得について検討する。
第 8 回：株式に関する法制度⑤
	 →株式譲渡自由の原則、自己株式の取得について検討する。
第 9 回：株式に関する法制度⑥
	 →株式譲渡自由の原則、自己株式の取得について検討する。
第10 回：株式に関する法制度⑦
	 →株式譲渡の方法、基準日、株主名簿について検討する。
第11 回：株式に関する法制度⑧
	 →株式譲渡の方法、基準日、株主名簿について検討する。
第12 回：会社の資本制度
	 →会社の計算について、会計帳簿、計算書類等、会計帳簿謄写閲

覧請求権、監査の流れ、資本金制度を学ぶ。
第13 回：会社の資金調達の方法①
	 →会社の資金調達に関する方法を概説したうえで、募集株式の発

行等の手続き、募集株式の発行等の法的効力について検討する。
第14 回：会社の資金調達の方法②
	 →会社の資金調達に関する方法を概説したうえで、募集株式の発

行等の手続き、募集株式の発行等の法的効力について検討する。
第15 回：企業の組織再編
	 →会社間の事業譲渡と合併の経済的意義および機能についての理

解を深める。

【事前および事後学習の指示】
限られた授業時間内において、「会社法 B」のすべて内容を網羅的に詳説するのは、

可能なことではありません。そこで、①授業で講述すべき内容と、②受講生のみな
さんの自学自修に期待し委ねるべき内容とに振り分けることによって、授業の効率
化を図りたいと思います。

したがって、本講義では、受講生自らが、事前学習をする際にテキスト等を読む
だけで理解でき、または理解しやすい内容もしくは説明しなくてもよい内容につい
ては、省略することとします。その代わりに、本講義では、主として「会社法 B」
の重要な論点として検討すべき内容に焦点を合わせて授業を進行すると同時に、受
講生自らが問題意識をもって具体的に考えることができる授業を行います。

この点、受講生のみなさんには、「会社法 B」の主要内容から選別した重要論点
を中心に進める授業内容を理解するべく、必ずテキスト・予習 ( 復習 ) 用レジュメ・
参考文献を使い、授業で詳説しない内容または取り扱っていない内容についても幅
広く学習していただきたいと思います。

【テキスト】
プリンシプル会社法 編著 ( 高橋英治 ) 著者 ( 大川済植ほか )
978-4-335-35837-1 弘文堂 
ポケット六法〔第 5 版〕 編集代表 ( 佐伯仁志、大村敦志 )
9784641009233 有斐閣

【参考文献】
会社法判例 40 ！　著者：久保田安彦、舩津浩司、松元暢子
出版社：有斐閣　ISBN：978-4-641-13822-3

『会社法』　著者：三浦治
出版社：中央経済社　ISBN：978-4-502-44231-5

【コメント】
会 社 法 の 成 績 評 価 は、2 回 実 施 予 定 の 理 解 力 テ ス ト ( 配 点：30 点 ) と 課

題提出 ( 配点：70 点 ) の内容をもって決します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

環境経済論Ⅱ　＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
風岡　宗人

【講義概要】
皆 さ ん に 身 近 な 環 境 問 題 を テ ー マ に 取 り 上 げ、 私 た ち 一 人 ひ と り の 暮 ら

し方を出発点に、環境問題の現象面、その原因となっている社会経済の構
造、その解決へのアプローチ法について、教員による情報提供を交えつつ、

「持続可能な社会」実現に必要な活動や政策について主体的に学びます。
な お、 本 講 義 は 春 学 期 に 開 講 さ れ る「 環 境 経 済 論 Ⅰ 」 の 発 展 編 と し て 位

置づけています。環境と経済に関する理論は主に「環境経済論Ⅰ」で取り
扱います。

【学習目標】
環 境 問 題 と そ の 原 因 と し て の 社 会・ 経 済 の あ り 方 を 自 分 自 身 の ラ イ フ ス

タイルとの関係で理解することができるようになる。

【講義計画】
第 1 回：	ガイダンス、持続可能な社会とはどんな社会かイメージを持とう、

宿題の提示
第 2 回：【 テ ー マ 1】 プ ラ ス チ ッ ク ご み の 問 題 に つ い て ① ー そ の 現 状 ( 宿

題の共有、資料・映像から学ぶ )
第 3 回：【 テ ー マ 1】 プ ラ ス チ ッ ク ご み の 問 題 に つ い て ② ー 解 決 に 向 け た

取 り 組 み ( 宿 題 の 共 有、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン、 知 識 を 深 め
る、【テーマ 2】に関する宿題の提示 )

第 4 回：	【テーマ 2】気候変動問題について①ーその原因と対策 ( 宿題の共
有、資料・映像から学ぶ )

第 5 回：【 テ ー マ 2】 気 候 変 動 問 題 に つ い て ② ー 戦 略 的 取 り 組 み に つ い て
考える ( 宿題の共有、グループディスカッション、知識を深める、

【テーマ 3】に関する宿題の提示 )
第 6 回：【 テ ー マ 3】 エ ネ ル ギ ー 問 題 に つ い て ① ー エ ネ ル ギ ー の 基 本 ( 宿

題の共有、資料・映像から学ぶ )
第 7 回：【テーマ 3】エネルギー問題について②ー原発について考える ( 宿

題の共有、グループディスカッション、知識を深める )
第 8 回：	中 間 小 テ ス ト　 答 え 合 わ せ・ 解 説、 前 半 の 振 り 返 り、【 テ ー マ 4】

に関する宿題の提示
第 9 回：	【テーマ 4】開発問題について①ーパーム油の問題、オルタナティ

ブな発展の考え方 ( 宿題の共有、資料・映像から学ぶ )
第10 回：【 テ ー マ 4】 開 発 問 題 に つ い て ② ー 熱 帯 雨 林 保 護 の 現 場 か ら ( 宿

題の共有、グループディスカッション、知識を深める、【テーマ 5】
に関する宿題の提示 )

第11 回：	【テーマ 5】自然・生態系の問題について①ー生物多様性の基本 ( 宿
題の共有、資料・映像から学ぶ )

第12 回：	【テーマ 5】自然・生態系の問題について②ー環境価値の捉え方 ( 宿
題の共有、グループディスカッション、知識を深める、【テーマ 6】
に関する宿題の提示 )

第13 回：	【 テ ー マ 6】 持 続 可 能 な 社 会 に 向 け て 私 た ち に で き る こ と ① エ シ
カル消費の必要性 ( 宿題の共有、資料・映像から学ぶ )

第14 回：	【 テ ー マ 6】 持 続 可 能 な 社 会 に 向 け て 私 た ち に で き る こ と ② ー 実
践 現 場 に 学 ぶ ( 宿 題 の 共 有、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン、 知 識 を
深める )

第15 回：期末小テスト　答え合わせ・解説、後半の振り返り

【事前および事後学習の指示】
本 講 義 で は、 各 テ ー マ ご と に 事 前 の 宿 題 や 課 題 を 課 し ま す。 授 業 で は 宿

題、課題を使ったグループディスカッション等を行います。宿題、課題を
こなせないと授業への参加が難しくなります。また日々、テーマに関する
関心を持って新聞などに目を通し、自主的な情報収集に努めてください。

【テキスト】
使用しない

【参考文献】
ブルーノ マンサー『熱帯雨林からの声―森に生きる民族の証言』1997, 野
草社
井田 徹治『生物多様性とは何か』2010, 岩波書店
白井 信雄『環境コミュニティ大作戦 : 資源とエネルギーを地域でまかなう』
2012, 学芸出版社
栗山 浩一 , 他『初心者のための環境評価入門』2013, 勁草書房
地域適応研究会『気候変動に適応する社会』2013, 技報堂出版
ハーマン・デイリー , 枝廣 淳子『「定常経済」は可能だ』,2014, 岩波書店
末吉 里花『はじめてのエシカル――人、自然、未来にやさしい暮らしかた』
山川出版社
宮 内 泰 介『 ど う す れ ば 環 境 保 全 は う ま く い く の か ― 現 場 か ら 考 え る「 順
応的ガバナンス」の進め方』2017, 新泉社
ピーター・ロセット , ミゲル・アルティエリ『アグロエコロジー入門―理論・
実践・政治』2020, 明石書店
井田 徹治『追いつめられる海』2020, 岩波書店
枝廣 淳子『好循環のまちづくり ! 』2021, 岩波書店
オ ー ウ ェ ン・ ガ フ ニ ー , ヨ ハ ン・ ロ ッ ク ス ト ロ ー ム『 地 球 の 限 界 : 温 暖 化
と地球の危機を解決する方法』2022, 河出書房新社、他

【コメント】
試験：前半・後半に実施する小テストの結果で評価します。
その他：宿題や課題の提出、授業後の振り返りの内容により、理解度と参

加姿勢を評価します。

【留意事項】
環境 NGO スタッフ経験をもつ教員が、環境問題とライフスタイル、経済の関

係について身近なテーマに引き寄せて講義やワークショップを行う
教員からの情報提供を聴くだけでは十分な学習は期待できません。「提示された

テーマについて自ら考えてみたい」「それを他者と共有し考えをさらに深めたい」
という率先的な意欲を求めます。

講　義　名　称 曜　時

学科特殊講義 -宮崎アニメの世界Ⅰ　02＜秋集＞ 水 3/ 水 4

【教員名称】		 	 	 	 英語による講義
取屋　淳子

【講義概要】
“Anime” (Japanese Animation)  has become popular  worldwide 

i n  r e c e n t  y e a r s ,  a n d  M i y a z a k i  H a y a o  r a n k s  a m o n g  t h e  m o s t 
interesting and acclaimed directors because of  the originality  of  
his  works.  

T h i s  c o u r s e  w i l l  l o o k  a t  a  n u m b e r  o f  M i y a z a k i ’ s  m o v i e s ,  
i n c l u d i n g  “ M y  N e i g h b o r  To t o r o ”  “ P r i n c e s s  M o n o n o k e , ”  a n d 
“Spir i ted Away,”  f rom various angles.  In  addit ion to  Miyazaki ’ s  
works,  other Japanese animated movies wil l  also be taken up.

Th e  h isto r y  o f  Ja panese animation wi l l  a lso  be sur ve yed ,  and 
a  co m pa r i s o n  w i l l  b e  atte m pte d  w i t h  a n i m ate d  m o v i e s  o u ts i d e 
Japan including those of  the Disney company which are the most 
widely known.

【学習目標】
B y  f o c u s i n g  o n  a  s p e c i f i c  t h e m e  a n d  w o r k  e a c h  t i m e ,  t h e 

lectures wil l  undertake a detailed study of  Miyazaki  Anime.
T h e  co u r s e  w i l l  n ot  o n l y  exa m i n e  t h e  co n te n ts  o f  t h e  va r i o u s 

w o r k s ,  b u t  w i l l  a l s o  t a k e  u p  s u c h  t o p i c s  a s  t h e  h i s t o r i c a l  
background to the movies,  the cr it ical  e valuation the y received 
and the reaction of  audiences worldwide.

Movies examined wil l  include:
○ Miyazaki’ s  Works:  “Nausicaa;  of  the Valley of  the Wind,” “My 

Neighbor Totoro,”  “Princess Mononoke,” “Spirited Away,” etc
…

○ Other Anime Productions:  “Haku-ja den,” “Akira,”  “GHOST IN 
THE SHELL” etc.

【講義計画】
第 1 回：Introduction of  the lectures
第 2 回：Introduction of  the lectures
第 3 回：Starting point of  Miyazaki  Hayao ①
第 4 回：Starting point of  Miyazaki  Hayao ①
第 5 回：Starting point of  Miyazaki  Hayao ②
第 6 回：Starting point of  Miyazaki  Hayao ②
第 7 回：Histor y of  Japanese Anime ①
第 8 回：Histor y of  Japanese Anime ①
第 9 回：Histor y of  Japanese Anime ②
第10 回：Histor y of  Japanese Anime ②
第11 回：Histor y of  Japanese Anime ③
第12 回：Histor y of  Japanese Anime ③
第13 回：Miyazaki  Hayao's Location Scouting in Europe ①
第14 回：Miyazaki  Hayao's Location Scouting in Europe ①
第15 回：Miyazaki  Hayao's Location Scouting in Europe ②
第16 回：Miyazaki  Hayao's Location Scouting in Europe ②
第17 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ①
第18 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ①
第19 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ②
第20 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ②
第21 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ③
第22 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ③
第23 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ④
第24 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ④
第25 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ⑤
第26 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ⑤
第27 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ⑥
第28 回：Japanese Culture in Miyazaki's  Anime ⑥
第29 回：Review
第30 回：Review

【事前および事後学習の指示】
詳 細 は 講 義 中 に 指 示 す る が、 キ ー ワ ー ド な ど、 自 分 な り の 理 解 が 深 ま る

よう努力すること。

【テキスト】
T h e re  w i l l  b e  n o  te xt b o o k .  Rea d i n g s  w i l l  b e  i n t ro d u ce d  d u r i n g 
the course.

【参考文献】
Hayao Miyazaki：Starting Point 1979 ～ 1996　(2014)

【コメント】
Reaction paper and Final  assignment(in English).

【留意事項】
授業は英語で行われます。出席カード、提出レポート、および試験もすべて英

語で書いてもらいます。

社会人の方へ ( 聴講に際して )
この科目は英語での授業ではありますが、【英語を学ぶ】ものではなく、あくま

でも日本文化であるアニメを客観的に分析して、英語でどう説明されているのか、
などを学ぶのが目的です。

また、対面授業の場合は、アニメ ( オリジナル音声・英語字幕 ) を視聴する時
間が多いです。ご了承いただける方のみご受講ください。
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講　義　名　称 曜　時

環境社会学 [2]　＜秋＞ 月 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金　太宇

【講義概要】
環 境 問 題 の 本 質 を 理 解 す る に は、 人 間 は 自 然 ／ 資 源 を ど の よ う に 利 用 し

てきたのか、その過程でどのような問題を引き起こし、どのように解決し
てきたのか／しようとしているのかを、現場から収集した事実関係に即し
て知ることが必要である。環境社会学は、環境問題の構造を明らかにして
その解決の道筋を探るとともに、地域における人間社会と自然との関係性
や人びとの生活を分析してきた。本講義では、環境問題の歴史的教訓に学
びつつ、地域社会や人びとが積み上げてきたさまざまな知恵、新しい試み
などを紹介しながら、これからの政策と環境づくりのあり方について考え
ていきたい。

【学習目標】
本 講 義 で は、 さ ま ざ ま な 環 境 問 題 を 具 体 的 な 事 例 で 学 ぶ こ と に よ り、 社

会学的な環境問題へのアプローチ法を理解できるようにする。また、環境
問題に向き合う地域社会や人びとの実践、国際社会の取り組みや政策など
に学びながら、環境問題の諸課題について環境社会学の概念や理論を用い
て分析、考察する能力を獲得することを目指す。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：環境問題の捉え方 (1): 自然と人間とのかかわり
第 3 回：環境問題の捉え方 (2): 成長の限界、環境リスク
第 4 回：環境問題の捉え方 (3): 社会的ジレンマ、環境負荷の外部転嫁
第 5 回：人口圧と環境の劣化：人口論、貧困の連鎖
第 6 回：公害問題：公害とはなにか、被害構造論
第 7 回：大規模開発と環境行政 : 公共の福祉、受益圏・受苦圏論
第 8 回：科学物質と水質汚染：水は誰のものか、利水・治水・親水
第 9 回：廃棄物と資源循環 (1)：自区内処理の限界、NIMBY
第10 回： 廃 棄 物 と 資 源 循 環 (2)： 有 害 廃 棄 物 の 越 境 移 動、 電 子 廃 棄 物 の リ

サイクル
第11 回：廃棄物と資源循環 (3) 中国の環境政策とごみ問題
第12 回： エ ネ ル ギ ー 政 策 と 原 子 力 利 用 : エ ネ ル ギ ー 転 換 の 岐 路、 反 原 子 力

運動
第13 回：災害と暮らし : 復興まちづくりと住民の合意形成
第14 回： 地 球 環 境 問 題 と 環 境 ガ バ ナ ン ス : 気 候 変 動 交 渉 は な ぜ 難 航 す る の

か
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
環 境 問 題 に 関 す る 報 道 や 記 事 に 注 意 を 払 い、 自 学 自 習 を 進 め る こ と。 指

定の参考書及び講義で紹介する文献等を事前・事後学習に活用すること。

【テキスト】

【参考文献】
舩橋晴俊編 ,2011,『環境社会学』弘文堂 .
鳥越皓之・帯谷博明編 ,2017,『よくわかる環境社会学』ミネルヴァ書房 . 
足 立 重 和・ 金 菱 清 編 ,2019,『 環 境 社 会 学 の 考 え 方： 暮 ら し を み つ め る 12
の視点』ミネルヴァ書房 .

【コメント】
期 末 レ ポ ー ト (50%) と 講 義 中 に 課 す ワ ー ク シ ー ト (50%) の 成 績 を 総 合

して評価します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

観光英語B　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平田　和彦

【講義概要】
日 本 政 府 観 光 局 (JNTO) に よ る と、 日 本 を 訪 れ る 外 国 人 旅 行 者 の 数 は 年

1000 万 人 を 超 え て い る。 こ の よ う な 社 会 情 勢 を ふ ま え、 私 た ち は 自 国 の
文化・歴史などを習得し、それらを英語で紹介できるようにならなければ
ならない。この授業では専門のテキストを使用し、これらに対しての造詣
を深めていく。

【学習目標】
英 語 の 学 習 を 通 し、 日 本 の 文 化・ 歴 史 を 国 際 社 会 に ア ピ ー ル で き る よ う

になることを目指す。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション＆ Chapter 6 Japan's Top Three Potter y 

Styles(1)
第 2 回：Chapter 6 Japan's Top Three Potter y Styles(2)
第 3 回：Chapter 6 Japan's Top Three Potter y Styles(3)
第 4 回：Chapter 7 Japan's Top Three Night Views(1)
第 5 回：Chapter 7 Japan's Top Three Night Views(2)
第 6 回：Chapter 7 Japan's Top Three Night Views(3)
第 7 回：Chapter 8 Japan's Top Three Famous Foods(1)
第 8 回：Chapter 8 Japan's Top Three Famous Foods(2)
第 9 回：Chapter 8 Japan's Top Three Famous Foods(3)
第10 回：Chapter 9 Japan's Top Three Limestone Caves(1)
第11 回：Chapter 9 Japan's Top Three Limestone Caves(2)
第12 回：Chapter 9 Japan's Top Three Limestone Caves(3)
第13 回：Chapter 10 Japan's Top Three Scenic Spots(1)
第14 回：Chapter 10 Japan's Top Three Scenic Spots(2)
第15 回：Chapter 10 Japan's Top Three Scenic Spots(3)

【事前および事後学習の指示】
必ず予習し、設問に答えておくこと。

【テキスト】
Touring Japan in English Toshiyuki  Sakabe
978-4-523-17788-3 NAN'UN-DO

【参考文献】
授業時に適宜紹介する。

【コメント】
教 室 内 で 定 期 試 験 を 実 施 で き な い 場 合 は、M-Port 上 で 試 験 を 行 う こ と

が あ り ま す。「 そ の 他 」 に は 課 題 等 の 提 出 状 況・ 授 業 へ の 意 欲 的 な 参 加 等
が含まれます。

【留意事項】
社会人の方へ ( 聴講に際して )

授業中は学生への対応が第一優先となりますので、ご質問や発言等はご遠慮く
ださい。

学生の知識と能力を高めることが授業の第一目的であることを、ご理解ご了承
いただける方のみ聴講をお願いいたします。

なお、ご質問等は授業前後の空き時間にお伺いします。
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講　義　名　称 曜　時

監査論［2］　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小澤　義昭

【講義概要】
バ ブ ル の 崩 壊 や リ ー マ ン シ ョ ッ ク 等 に よ り、 企 業 不 正 ( 粉 飾 や 資 産 の 流

用 ) が 近 年 増 加 傾 向 に あ り ま す。 こ の 企 業 不 正 の 増 加 に 伴 い、 こ れ の 発 見
防止を 2 次的な目的とする財務諸表監査にも注目が集まっています。本講
義 で は、 重 要 性 が 増 し て い る、 監 査 法 人 ( 公 認 会 計 士 ) が 行 う こ の 財 務 諸
表監査についてその概要を説明していきます。

【学習目標】
本 講 義 に お い て は、 監 査 法 人 ( 公 認 会 計 士 ) が 実 施 す る 金 融 商 品 取 引 法

監査ないし会計監査を前提として、監査の基礎知識の理解を目標としてい
ます。具体的には次のような目標を達成していただきたいと考えています。
1．不正を中心とする経済事件の背景を理解する。
2．不正を発見防止するための監査手法を理解します。
3． 会 社 法、 金 融 商 品 取 引 法、 公 認 会 計 士 法 等、 監 査 を 取 り 巻 く 法 律 を 理

解します。
4．監査の必要性、監査の基礎理論を理解します。

【講義計画】
第 1 回： 公 認 会 計 士 と 会 計 監 査 と は： 公 認 会 計 士 協 会 の DVD 等 を 放 映 し

たりしながら、理解を深めます。
第 2 回：財務諸表監査制度の歴史と監査基準：なぜ、監査が必要となった

のかなどを説明していきます。
第 3 回： 監 査 基 準 ( そ の 2) と 公 認 会 計 士 制 度： 監 査 基 準 と 公 認 会 計 士 制

度について解説していきます。
第 4 回：	監査人の独立性、専門的能力の向上：特に独立性は重要ですので、

その理論と実務を中心に解説していきます。
第 5 回：	監査業務のプロセス：監査業務の流れを実務的解説していきます。
第 6 回：	監査証拠：監査は証拠の収集に始まり、終わります。
第 7 回：	具体的な監査手続：具体的に監査手続について解説していきます。
第 8 回：	リ ス ク ア プ ロ ー チ の 考 え 方： 現 在 の 監 査 手 法 で あ る リ ス ク ア プ

ローチに関してその概要を解説します。
第 9 回：監査計画及び重要性の考え方：監査計画の作り方を説明し、その

際に理解しておかなければならない重要性について解説します。
第10 回：分析的手続：財務諸表分析にも近い、分析的手法について具体的

に説明します。
第11 回：実査、立会及び確認：具体的な方法と不正との関係について解説

していきます。
第12 回：内部統制の理解、評価及び統制テスト：不正の発見防止のために

も重要な内部統制に関して解説します。
第13 回：詳細テスト：証憑突合等の詳細テストについて解説を行います。
第14 回：不正の監査：不正とは何か、なぜ起こるのか等について解説を行

います。
第15 回：監査結果の報告：監査結果を報告する際に利用される監査報告書

についてその種類等の解説を行います。

【事前および事後学習の指示】
特 に 事 前 準 備 は 必 要 と し ま せ ん が、 小 テ ス ト ( 課 題 ) を ク リ ア す る た め

には、十分な事後学習が必要となります。

【テキスト】
授業中にレジュメを配布いたします。

【参考文献】
小澤義昭著『監査実施プロセスの理論と実践』中央経済社

【コメント】
原 則 と し て 期 末 に レ ポ ー ト の 提 出 を お 願 い し ま す。 こ れ が レ ポ ー ト の

50% です
「その他」の 50% は、授業中に実施する 6 回の簡単な小テストを意味し

ま す が、 遠 隔 授 業 と し な け れ ば な ら な い 場 合 に は、M-Port を 通 じ て 6 回
分の授業に関する「簡単な課題」にかえます。これを上記その他の成績績
評価の対象とします。

【留意事項】
公認会計士として 35 年間、会計監査、企業の財務諸表分析、会計コンサルティ

ングに従事してきた教員が、その経験を活かして、会計監査の概要について解説・
講義を行う。

講　義　名　称 曜　時

観光ビジネスの理論と実践Ⅱ　＜秋＞ 月 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
福田　晴仁

【講義概要】
本 講 義 は「 観 光 ビ ジ ネ ス の 理 論 と 実 践 I」 の 講 義 内 容 を 受 講 生 が 理 解 し

ていることを前提に進めます。講義の前半では、代表的な観光ビジネスで
ある宿泊業、娯楽・レクリエーション施設について取り上げます。後半で
は、観光と結びつきの強い交通事業と、近年注目されている新しい観光に
ついて取り上げます。なお、視聴覚教材についても講義中に随時利用する
予定です。

【学習目標】
・宿泊業、娯楽・レクリエーション施設の現状を理解する。
・交通事業にとって観光が大きな需要発生要因であることを理解する。
・新しい観光 ( 資源 ) について、提案することができるようになる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：宿泊業 1―区分と特性
第 3 回：宿泊業 2―宿泊業の動向
第 4 回：娯楽・レクリエーション施設―遊園地とテーマパーク 1
第 5 回：娯楽・レクリエーション施設―遊園地とテーマパーク 2
第 6 回：交通事業 1―交通事業と観光
第 7 回：交通事業 2―観光鉄道 ( 普通鉄道 )
第 8 回：これまでの復習と中間試験
第 9 回：交通事業 3―観光鉄道 ( 鋼索鉄道 )
第10 回：交通事業 4―観光鉄道 ( 索道 )
第11 回：交通事業 5―観光鉄道 ( その他特殊鉄道 )・観光バス・遊覧船
第12 回：新しい観光 1―定義と背景
第13 回：新しい観光 2―種類
第14 回：新しい観光 3―タウン・ツーリズム
第15 回：授業のまとめと期末試験

【事前および事後学習の指示】
( 事 前 学 習 ) 講 義 中 に 指 示 し た 参 考 書、 イ ン タ ー ネ ッ ト・ 新 聞・ 雑 誌 等 の

観光分野に関する記事を熟読し、内容を理解した上で授業に臨むこと。
受講生がこれを行なっていることを前提に授業を進めます。

( 事 後 学 習 ) 講 義 終 了 後 は、 試 験 に 備 え て 講 義 で 学 ん だ 内 容 を 復 習 す る こ
と。

【テキスト】

【参考文献】
千葉千枝子 [2011]『観光ビジネスの新潮流』学芸出版社。
大橋昭一 編著 [2013]『現代の観光とブランド』同文舘出版。
須田寛 [2015a]『産業観光―ものづくりの観光』交通新聞社。
須田寛 [2015b]『都市観光　まちの観光』交通新聞社。
谷口知司・福井弘幸 編著 [2020]『ひろがる観光のフィールド』晃洋書房。
その他講義中に随時指示します。

【コメント】
試験は中間試験 50 点、期末試験 50 点とします。

【留意事項】

12

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

管理会計B　＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
山田　伊知郎

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 管 理 会 計 分 野 の 中 で も 特 に 組 織 の 目 標 や 方 向 性 に 向 か っ

て 変 革 し て い く と き に 有 効 な 考 え 方 や ツ ー ル に つ い て 扱 う。 具 体 的 に は、
予算管理、コスト・マネジメント、バランスト・スコアカード、ライフサ
イクルコスティング、マテリアルフロー会計である。戦略管理会計の根底
にある考え方は、制度や仕組みというものは、作り出された時の状況にもっ
とも適したものを目指して創造されるが、社会や環境の変化はそれが作り
出された状況を変化させていく。一方、制度や仕組みは自動的には変化し
ない。そこで組織において仕組みを見直して不断に状況に適合したものに
造り替えていく努力が必要だと考えられる。戦略管理会計の分野は、今あ
る仕組みに仕事を従属させるのではなく、仕事の目的に沿った仕組みを作
り出すことに役立つ科目として活用していただきたい。

【学習目標】
組 織 の 中 に 存 在 す る 仕 組 み・ シ ス テ ム が ど の よ う に 成 り 立 っ て い る の か

を具体的に理解する。また、仕組み・システムが作られた時の状況に依存
し、環境の変化に応じて再構築を必要とされることを理解することを目的
とする。

管 理 会 計 の 基 礎 知 識 を 獲 得 す る と 同 時 に、 受 講 生 自 身 が 興 味 を 持 っ た い
くつかのトピックスについて、深く理解し、自分の言葉で人に説明できる
ようになることを達成目標とする。

【講義計画】
第 1 回：戦略とは・管理会計とは ( イントロダクション )
第 2 回：戦略的コストマネジメント ( 制約の理論＿ロジスティクス )
第 3 回：戦略的コストマネジメント ( 制約の理論＿スループット会計 )
第 4 回：BSC(1)BSC とは
第 5 回：BSC(2) 戦略マップ
第 6 回：BSC(3) 戦略マップの作成
第 7 回：知的資産管理 (1) 知的資産とは
第 8 回：知的資産管理 (2) 知的資産の管理
第 9 回：原価企画 ( 顧客満足 )
第10 回：原価企画 ( 源流管理 )
第11 回：原価企画 ( 目標コストの作りこみ )、例、逆機能
第12 回：環境管理会計 (1) ライフサイクルコスティング
第13 回：品質とは、品質原価計算 (PAF 法 )
第14 回：品質原価計算 ( トレードオフ関係とトレードオン関係 )
第15 回：環境管理会計 (2) マテリアルフロー会計、まとめ

【事前および事後学習の指示】
授業の開始前に、参考文献を一読しておくことをお勧めします。

【テキスト】
管理会計入門 ( 第二版 ) 加登豊
978-4-532-11369-8 日本経済新聞社

【参考文献】
谷武幸著 (2011)『エッセンシャル管理会計　第 2 版』、中央経済社 .
加登豊著 (1999)『管理会計入門』日本経済新聞社

【コメント】
数回の小テストを実施し、成績評価にも考慮する。
講 義 中 に お け る 質 問 は 歓 迎 す る。 理 解 を 深 め る た め に 有 用 で あ っ た 質 問

を行った学生には加点を行う。

【留意事項】
医薬品企業の経営企画部・開発部経営管理部に所属し、予算管理・経理部門を

経験・担当した教員が講義を行う。
コストマネジメントなどの授業中、計算原理を説明した後、簡単な例を用いて

計算方法を確認します。電卓などを持参してください。

講　義　名　称 曜　時

教育学概論　02＜秋＞ 月 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
谷塚　巌

【講義概要】
教 育 は 誰 で も 経 験 し て お り、 誰 で も 教 育 に つ い て 語 る こ と が で き る。 し

かし、あらためて「教育とは何か？」と問われると、答えに窮してしまう。
こ の 講 義 で は、「 教 育 と は 何 か？」 と い う 問 い を 念 頭 に 置 き つ つ、 教 育 理
念を歴史的・思想的に考察する。そして、これまでの教育や学校の営みが
どのように理解され、変遷してきたのかを考えていく。

【学習目標】
①教育の基本概念を歴史的・思想的に理解する。
②教育史に関する基本的知識を身につけ、それと教育理念との関係を理解

する。
③さまざまな教育思想を理解し、それと教育理念との関係を理解する。
④教育の現状と課題とを理解し、あるべき教育について考えることができ

る。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：教育の基礎理論①：教育とは何か
第 3 回：教育の基礎理論②：教育の意義
第 4 回：教育の基礎理論③：教育の目的
第 5 回：教育の基礎理論④：子ども観の変遷
第 6 回：教育の基礎理論⑤：近代学校の誕生
第 7 回：教育の基礎理論⑥：教師像の類型
第 8 回：教育の基礎理論⑦：家庭と教育
第 9 回：近代の教育思想①：実学主義の教育思想
第10 回：近代の教育思想②：啓蒙主義の教育思想
第11 回：近代の教育思想③：市民社会の教育
第12 回：現代の教育理論①：デューイの教育思想
第13 回：現代の教育理論②：20 世紀の教育理論
第14 回：現在の教育課題：生涯学習の思想
第15 回：まとめ ( 今後の教育を考える )

【事前および事後学習の指示】
事前学習：授業内で指示された文献の所定の箇所を講読する。
事後学習：授業資料をよく読む。

【テキスト】
哲学する教育原理 伊藤潔志 ( 編著 )
978-4909378118 教育情報出版

【参考文献】
参考文献についは授業内で適宜紹介する。

【コメント】
「レポート」70％と、「授業課題」30％で評価する。

いずれも、M-Port を通して提出する。
＊詳細は授業内で説明する。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

教育心理学　02＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小松　佐穂子

【講義概要】
教 育 心 理 学 の 主 要 テ ー マ で あ る 幼 児、 児 童 お よ び 生 徒 の 心 身 の 発 達 と 学

習の過程について、はじめに、発達に関する教育心理学理論や研究成果を
概観する。次に、学習に関する理論や研究成果を概観し、各発達段階の心
理的特性に対応した主体的学習を支える指導上の基礎理念について、学校
教育との関連に基づき論じる。そのうえで、教師に求められる深い見識と
そこから導き出される適切な教育的指導および支援の在り方とはどのよう
なものかを考察する。

【学習目標】
【テーマ】

幼児・児童・生徒の心身の発達および学習の過程
【授業の到達目標】

(1) 幼児・児童・生徒の心身の発達過程の様相と特徴について、発達概念・
発 達 段 階・ 発 達 過 程 等 の 教 育 心 理 学 理 論 や そ の 研 究 成 果 を 学 ん で 基 礎 的
知 識 を 習 得 し、 定 型 発 達 お よ び 障 害 に 関 す る 具 体 的 な 内 容 を 理 解 し て い
る。

(2) 幼 児・ 児 童・ 生 徒 の 学 習 過 程 の 様 相 と 特 徴 に つ い て、 学 習 概 念・ 動 機
づ け・ 授 業 形 態・ 学 習 指 導・ 教 育 評 価 等 の 教 育 心 理 学 理 論 や そ の 研 究 成
果 を 学 ん で 基 礎 的 知 識 を 習 得 し、 各 発 達 段 階 の 心 理 的 特 性 に 対 応 し た 主
体的学習を支える指導上の基礎理念を理解している。

【講義計画】
第 1 回：教育心理学の授業を始める前に ( 授業の概要・課題・到達目標 )
第 2 回：発達の基礎概念
第 3 回：発達段階理論
第 4 回：乳幼児期における心身の発達
第 5 回：児童期・思春期における心身の発達
第 6 回：青年期における心身の発達
第 7 回：適応と障害の理解
第 8 回：学習の基礎理論
第 9 回：学習と記憶
第10 回：学習の動機づけと学習意欲
第11 回：授業形態と学習指導
第12 回：学級集団の理解
第13 回：教育評価の方法
第14 回：教室の内外での「主体的・対話的で深い学び」
第15 回：まとめ ( 幼児・児童・生徒の心身発達の過程およびその特性に応

じた学習指導の在り方 )

【事前および事後学習の指示】
授 業 で 使 用 す る 教 材 ス ラ イ ド や 授 業 資 料、 お よ び 授 業 情 報 ( 授 業 課 題、

レ ポ ー ト 課 題 な ど ) は、M-Port  を 通 じ て 提 供 す る。 授 業 の 前 後 に そ れ ら
の情報を確認し、課題提出および予習・復習・発展学習のために役立てる
こと。

【テキスト】
テ キ ス ト は 使 わ な い が、 ス ラ イ ド ( パ ワ ー ポ イ ン ト )、 イ ン タ ー ネ ッ ト、
DVD 教材、印刷物などを通じて授業に必要な資料を提供する。

【参考文献】
・鎌原雅彦・竹綱誠一郎 ( 著 )『やさしい教育心理学』( 第 5 版 ) 　有斐閣
・子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司 ( 著 )『教育心理学』( 第 3 版 )　

有斐閣
・ 多 鹿 秀 継 ( 著 )『 教 育 心 理 学 ( 第 2 版 )― よ り 充 実 し た 学 び の た め に 』　

サイエンス社
・文部科学省『中学校学習指導要領』(2017 年 3 月告示 )
・文部科学省『高等学校学習指導要領』(2018 年 3 月告示 )

【コメント】
①授業ごとにその内容に関するコメントの提出を求め (M-Port を通じウェ

ブ提出 )、主体的・積極的な授業への参加の程度を評価する (20％ )。
② 加 え て、 学 期 の 中 間 点 で レ ポ ー ト 課 題 を 指 示 し、M-Port を 通 じ フ ァ イ

ル提出を求める (40％ )。
③ お よ び、 学 期 末 に レ ポ ー ト 課 題 を 指 示 し、M-Port を 通 じ フ ァ イ ル 提 出

を求める (40％ )。
④それらの結果に基づき、修得した知識および論理的な思考力・表現力に

ついて総合的に評価を行う。

【留意事項】
・この授業は、教職課程の必修科目の一つとして開講されている。教員養成に特

化された専門的なテーマが扱われ到達目標も高く設定されているため、日常的
な学習努力とその積み重ねを必要とする。安易な気持ちで履修登録を行わない
よう留意すること。

・課外活動として、スクールサポーター、学校ボランティアなどがある。教育現
場でのさまざまな体験を通して、授業で修得した知識を実践的に確認すること
ができるので、機会を見つけ積極的に参加してほしい。

講　義　名　称 曜　時

教育社会学B　＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
山内　乾史

【講義概要】
本 授 業 は、 教 育 の 世 界 で 起 き る 諸 問 題 を 社 会 学 的 視 点 か ら 捉 え て い く 方

法について検討することを目的とします。教育は自己完結的な閉じたシス
テムではなく、政治 ･ 経済他の社会システムと密接な関わりを持つシステ
ムであり、それ故に教育の世界だけを見つめるのではなく、巨視的な分析
方 法 が 必 要 と さ れ ま す。 本 授 業 で は、 欧 米 と の 比 較 ( 特 に ア メ リ カ 合 衆 国
と イ ギ リ ス ) を 通 じ て、 ま た 明 治 維 新 以 降 の 流 れ を 歴 史 的 に 振 り 返 る こ と
を通じて、現代日本の教育に起きる諸問題を解説していきます。また、発
展途上国の教育問題もアジア、特にインドを中心にしてお話しします。

【学習目標】
教 育 を 社 会 学 的 に と ら え る と は ど う い う こ と な の か と い う も の の 考 え 方

を習得することを本講義は目標とします。そのために、さまざまな諸外国
の教育を取り上げ、比較することによって、日本社会の普遍性と特殊性に
ついて考えることを講義の中心にしています。講義は多人数になることが
予想されますし、海外の教育について語る機会が多いため、映像による資
料提示が多くなることと思います。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
	 イギリスの教育と社会の関係 ( その 1)―イギリス社会と教育制度―
第 2 回：イギリスの教育と社会の関係 ( その 2)―イギリスにおけるいじめ

問題と発達障碍児童の指導―
第 3 回：	イ ギ リ ス の 教 育 と 社 会 の 関 係 ( そ の 3)― パ ブ リ ッ ク ス ク ー ル と

オックスフォード・ケンブリッジ―
第 4 回：イギリスの教育と社会の関係 ( その 4)―イギリスの公立学校―
第 5 回：イギリスの教育と社会の関係 ( その 5)―教育委員会の民営化とメ

ントー
第 6 回：	学力論をめぐって
第 7 回：	アクティブラーニングをめぐって ( その 1)―教師の創意工夫によ

るアクティブラーニングの効果と課題―
第 8 回：アクティブラーニングをめぐって ( その 2)―ICT によるアクティ

ブラーニングの効果と課題―
第 9 回：グローバル人材の育成と大学教育
第10 回：	教師の多忙化 ( その 1)―モンスター・ペアレンツへの対応と精神

疾患―
第11 回：教師の多忙化 ( その 2)―ゆとり教育の導入と多忙化
第12 回：若者の就労をめぐって
第13 回：アフリカの子ども兵―学ぶ権利について考える ( その 1)―
第14 回：世界の児童労働の実態と対策―学ぶ権利について考える ( その 2)

―
第15 回：まとめと「『到達度・理解度』の確認」

【事前および事後学習の指示】
事前学習：授業時に配布する資料に、テキスト中の該当箇所と参考文献を

毎回挙げてあるので、目を通しておいてください。
事後学習：毎回の授業時に課題を 3 ～ 5 題掲げます。それを各自テキスト

と参考書を使って自習しておくようにしてほしいと思います。

【テキスト】
現 代 ア ジ ア の 教 育 計 画 ( 補 巻 ) 山 内 乾 史・ 杉 本 均・ 小 川 啓 一・ 原 清 治・ 近
田政博編
9784762027543 学文社 必ず用意すること

【参考文献】
原清治・山内乾史編 (2019)『教育社会学 ( 新しい教職教育講座　教職教育
編 3)』ミネルヴァ書房
山 内 乾 史 (2019)『「 学 校 教 育 と 社 会 」 ノ ー ト ― 教 育 社 会 学 へ の 誘 い ―( 第
三版 )』学文社

【コメント】
「試験」については 15 回目の授業で行う「到達度・理解度」の確認をもっ

て 評 価 す る。「 そ の 他 」 に つ い て は 毎 回 の 授 業 で 授 業 内 容 に 関 す る 課 題 を
出し、ミニッツ・ペーパーを提出してもらう。これへの記載内容をもって
評価する。

【留意事項】
最終回の「『到達度・理解度』の確認」は教科書のみ持ち込み可 ( 書き込み可 )

にする予定です。必ず用意してください。
なお、毎回、Ａ 4( あるいはＡ 3) で表裏 ( あるいは片面のみ ) にプリントした資

料 1 枚を配付します。それに参考文献などをあげてありますので、確認しておい
てください。欠席した回のプリントはメールで請求されれば必ず添付でお送りし
ます。

また教材として映像資料を多用します。ほぼ毎回見ていただきます。視力に問
題がある方は教室前方に、あるいはモニターが見えやすい位置にお座りください。
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講　義　名　称 曜　時

経営学 B　01＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
齋藤　巡友

【講義概要】
経 営 学 と は、 企 業 経 営 に 係 る 現 象 を 解 き 明 か す た め の 学 問 で あ る。 経 営

学が生み出した知識や理論は、企業経営に直接的に関与する人にとって不
可欠なだけでなく、企業と個人の関わりが強い現代においては殆ど全ての
人にとって有用なものとなるであろう。本講義では、経営学を初めて学ぶ
人を主な対象として、全体像がつかめるように経営学における重要な概念
や理論を説明していく。その際、適宜事例をとりあげて説明することによっ
て、それらの概念や理論が現実の企業経営を読み解くうえでどのように利
用できるのかを実感してもらう。

【学習目標】
本講義の学習目標は以下の通りである。
1．経営学がどのような学問であるかを理解する
2．経営学の基礎的な知識・概念を自分の言葉で説明できるようになる。
3． 新 聞・ 雑 誌 で 報 道 さ れ る 企 業 経 営 に 関 す る ニ ュ ー ス を 経 営 学 の 理 論 を

用いて自分なりに解釈できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：授業内容や授業方針、成績評価について
第 2 回：マーケティング 1：マーケティング・ミックス
第 3 回：マーケティング 2：消費者行動
第 4 回：マーケティング 3：セグメンテーション
第 5 回：人的資源管理 1：人的資源の活用 ( 獲得、育成 )
第 6 回：人的資源管理 2：人的資源の活用 ( 評価、処遇 )
第 7 回：生産管理 1：テイラーの科学的管理法
第 8 回：生産管理 2：フォード・システム、トヨタ生産方式
第 9 回：財務管理 1：財務諸表からわかる企業の実態
第10 回：財務管理 2：投資の評価、資金の調達、利益の還元
第11 回：企業の国際化
第12 回：コーポレート・ガバナンス 1：エージェンシー問題
第13 回： コ ー ポ レ ー ト・ ガ バ ナ ン ス 2： コ ー ポ レ ー ト・ ガ バ ナ ン ス の メ カ

ニズム
第14 回：企業の社会的責任
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 学 習 と し て テ キ ス ト の 該 当 箇 所 を 読 ん で く る こ と ( 該 当 箇 所 は 講 義

時 に 指 定 す る )。 事 後 学 習 に お い て は、 講 義 で 扱 っ た 概 念 や 理 論 の 復 習 を
行うとともに、それらの概念や理論を用いて解釈することができる事例を
自分で探してみること。

【テキスト】
ケースに学ぶ経営学〔第 3 版〕 東北大学経営学グループ
978-4-641-18448-0 有斐閣

【参考文献】
適宜指示する。

【コメント】
①到達目標に対応する試験を期末に実施する。試験では、経営学の基礎的

な 知 識 や 概 念 の 理 解 度 を 確 認 す る た め の 問 題 を 選 択 式・ 記 述 式 を 組 み 合
わせた形式で出題する。成績評価における点数配分は 70％

②授業内容の理解度を確認するための小課題・小テストを授業期間中に複
数回出題する。点数配分は 30％

※ な お、 講 義 に 対 し て 積 極 的 に 参 加 ( 講 義 中 に 発 言 す る な ど ) し て い る 学
生には別途加点する。

【留意事項】
第 1 回の授業時に受講するうえで重要な情報 ( 授業方針、成績評価等 ) を説明

するため、初回授業への参加を本講義の履修の前提とする。やむを得ない事情に
より出席できない場合や遅刻する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。
※第 1 回目の授業に無断で欠席または遅刻した場合、本講義の履修を認めない可

能性もある。
本講義は経営学 A02 の講義内容の後半部分に相当するものである。担当教員が

異なるクラス ( 講義名称の末尾の数字が異なる ) の「経営学 A」とは内容に連続
性がない場合があるので、履修の際は十分に注意すること。

講　義　名　称 曜　時

経営学 B　02＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
三輪　卓己

【講義概要】
経 営 学 は 企 業 な ど に 代 表 さ れ る 組 織 の マ ネ ジ メ ン ト に つ い て の 学 問 で あ

る。市場において競合企業と戦い、利益を得るためのマネジメントだけで
な く、 組 織 活 動 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し、 そ こ で 働 く ( 関 与 す る ) 人 の 幸 福
を追求するマネジメントを考えることが大きな特徴である。現代社会では
ほとんどの人が何らかの組織活動に参加しており、そこにおいて生活の基
盤を築いている人も多い。経営学はそれらすべての人たちに有益な学問で
あるし、これからの社会を考えるうえでも重要な学問だと言える。

こ の 講 義 で は 特 に、 組 織 と 人 を ど う 動 か す か と い う テ ー マ に 焦 点 を 当 て
た議論を行う。

【学習目標】
1. 経営学に関する基礎的な用語と理論を理解し説明できる。
2. 具体的な企業の活動を経営学の用語や理論を使って説明できる。
3. 経営学の基礎用語や理論を企業の事例を使って説明できる。
4. マクロ組織論の基礎的な用語と理論を理解し説明できる。
5. ミクロ組織論の基礎的な用語と理論を理解し説明できる。

【講義計画】
第 1 回：組織と人のマネジメント
	 実際の企業活動を支えるチームや個人をどう動かすのか、そのた

めの具体的な企業の活動やそれに関する基本的な理論について解
説する。

第 2 回：モチベーション ( 内容理論 )
	 働 く 人 の 動 機 づ け に つ い て、「 人 は 何 に 動 機 づ け ら れ る か 」(= 欲

求 ) を重視した理論を学習する。
第 3 回：モチベーション ( 過程理論 )
	 働く人の動機づけについて、「人はどのように動機づけられるか」

(= プロセス ) を重視した理論を学習する。
第 4 回：組織コミットメント
	 働く人が組織に対して持つ愛着や一体感について学び、それを活

かしたマネジメントについて展望する。
第 5 回：ケーススタディ ( 組織コミットメント )
	 組織コミットメントの意義と弊害について実例を通して学ぶ。
第 6 回：組織市民行動
	 働く人が組織に対して無償で行う献身的な行動について、それが

なぜ起こるのか、またその意義や効果は何か、について学習する
第 7 回：心理的契約
	 働 く 人 と 雇 用 す る 組 織 の 間 に 形 成 さ れ る 心 理 的 な ( 言 語 化 さ れ な

い ) 契 約 に つ い て 学 び、 そ れ が 履 行 さ れ な い 場 合 の 問 題 等 に つ い
て議論する。

第 8 回：組織とストレス
	 組織の中にあるストレスとその対処方法について学習する。
第 9 回：ケーススタディ ( ストレス )
	 感情労働の現場にあるストレッサや、その対処方法を議論する。
第10 回：プロフェッショナリズム
	 高度な専門性と自律性を持つプロフェッショナルの特性と、その

マネジメントについて学習する。
第11 回：リーダーシップ
	 組織の中のリーダー行動について、仕事志向と人間志向という二

つの行動に着目する古典的な理論を学ぶ。
第12 回：ケーススタディ ( リーダーシップ )
	 異なるスタイルのリーダーシップの具体例とその意義を学ぶ。
第13 回：変革型のリーダー
	 近年重要になってきている組織を変革するリーダーの行動特性に

ついて学ぶ。
第14 回：これからの社会のキャリア
	 これからの知識・情報社会におけるキャリアが工業化社会とどう

異なるのかを学ぶ。
第15 回：まとめ
	 全体を振り返り、ポイントの整理と今後に向けての展望を行う。

【事前および事後学習の指示】
第 1 回　
( 事前学習 ) テキスト第 1 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 2 回～第 3 回
( 事前学習 ) テキスト第 2 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 4 回　
( 事前学習 ) テキスト第 3 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 5 回
( 事前学習 ) 事前に M-PORT に示される課題に取り組むこと
( 事後学習 ) ケースでの学びに関連する理論をテキスト等で振り返ること
第 6 回　
( 事前学習 ) テキスト第 6 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 7 回　
( 事前学習 ) 講義の中で指示する資を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 8 回　
( 事前学習 ) テキスト第 7 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 9 回
( 事前学習 ) 事前に M-PORT に示される課題に取り組むこと
( 事後学習 ) ケースでの学びに関連する理論をテキスト等で振り返ること
第 10 回　
( 事前学習 ) テキスト第 16 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
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第 11 回
( 事前学習 ) テキスト第 9 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 12 回
( 事前学習 ) 事前に M-PORT に示される課題に取り組むこと
( 事後学習 ) ケースでの学びに関連する理論をテキスト等で振り返ること
第 13 回
( 事前学習 ) テキスト第 9 章、第 11 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 14 回
( 事前学習 )M-Port で指示する資料を見て疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 15 回　
( 事前学習 )M-Port で指示する資料を見て疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること

【テキスト】
ベーシック + 組織行動論 開本浩矢編著　978-4502295614 中央経済社

【参考文献】

【コメント】
最終レポートとケーススタディでの発表を中心に評価する。
そ れ に 授 業 中 で の 発 言 や 質 問、 な ら び に 授 業 後 の 質 問 メ ー ル 等 に よ る 加

点を行う。

【留意事項】
企業の人事スタッフ、ならびに組織人事の経営コンサルタントの実務経験を授

業に反映させる。

講　義　名　称 曜　時

経営戦略論　＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
藤井　暢人

【講義概要】
本 講 義 で は、 経 営 戦 略 論 の 基 礎 概 念 に つ い て、 実 際 の 企 業 の 商 品 や サ ー

ビスを取り上げながら学習してきます。すなわち、基本的な経営戦略につ
い て、 身 近 な 商 品 や サ ー ビ ス が「 な ぜ そ の よ う な 価 格 な の か 」 や、「 な ぜ
そういったサービスを付加しているのか」といった観点から検討していく
講義となります。よって、本講義では経営戦略論の学習を通じ、企業の採
用している戦略を理解することのみならず、企業が抱える戦略上の問題を
指摘できるようになることを目指します。

【学習目標】
①学生が、経営戦略論とは何かを説明することができるようになる。
②学生が、実際の商品やサービスが抱える問題を、経営戦略論の基礎概念

を用いて説明することができるようになる。
③学生が、実際の商品やサービスが抱える問題の解決策を、組織行動論の

基礎概念を用いて検討することができるようになる。

【講義計画】
第 1 回：経営戦略論を学ぶ意味：なぜ戦略が必要なのか？
第 2 回：経営戦略論を学ぶ意味：戦略策定の難しさ
第 3 回：戦略的思考：因果関係を捉える
第 4 回：戦略的思考：SWOT 分析
第 5 回：戦略的思考：PEST 分析と VRIO 分析
第 6 回：これまでの復習および試験
第 7 回：戦略的思考：ファイブフォース分析
第 8 回：戦略的思考：コア・コンピタンス
第 9 回：戦略的思考：ストーリーによる戦略
第10 回：これまでの復習および試験
第11 回：戦略の立案：価値・顧客・競合
第12 回：戦略の立案：ポジショニング①
第13 回：戦略の立案：ポジショニング②
第14 回：戦略の立案：リソース
第15 回：これまでの復習および試験

【事前および事後学習の指示】
ま ず、 事 前 学 習 と し て、 各 回 の 内 容 に 沿 っ た 自 身 の 経 験 に つ い て 簡 単 に

まとめるようにしてください。次に、事後学習として、講義内で扱った概
念や理論について、身の回りの事例を元に説明できるようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智「経営戦略：論理性・創造性・社
会性の追求 ( 第 3 版 )」(ISBN：978-4-641-22065-2) 有斐閣
井 上 達 彦・ 中 川 功 一・ 川 瀨 真 紀「 経 営 戦 略 」(ISBN：978-4-502-32501-
4) 中央経済社
網 倉 久 永・ 新 宅 純 二 郎「 経 営 戦 略 入 門 」(ISBN：978-4-532-13403-7) 日
本経済新聞社

【コメント】
本 講 義 の 成 績 評 価 は、 定 期 試 験 ( 第 6 回・ 第 10 回・ 第 15 回 ) と、 ラ ン

ダムに実施される小テストによって行います。

【留意事項】
シンクタンクでの勤務経験を有する教員が経営学の基礎概念について解説する
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講　義　名　称 曜　時

経済開発論Ⅱ　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( 同時双方向型 )
望月　和彦

【講義概要】
本 講 で は、 欧 米 諸 国 の 経 済 発 展 の 歴 史 を 振 り 返 り、 今 日 的 な 大 量 生 産 社

会がどのような経緯で成立したかについて論じる。次に大量生産社会の成
立によって発生した資源・エネルギー・環境の諸問題を論じ、最後にこれ
からの経済発展にとって致命的に重要とも言える人口にまつわる諸問題を
扱う。

【学習目標】
経 済 発 展 の 歴 史 的 プ ロ セ ス を 理 解 し、 さ ら に こ れ か ら の 経 済 発 展 の た め

に解決しなければならない問題についての知見を得る。これらの学習を通
して本学の教育の目標である「世界の市民の養成」に則り、世界の市民に
ふさわしい知識と判断力を涵養する。

【講義計画】
第 1 回：大量生産社会の濫觴　エネルギー革命としての産業革命
第 2 回：大量生産への準備　第二次産業革命
第 3 回：大量生産の始動　互換性部品と労働管理
第 4 回：大量生産体制の確立　フォーディズム
第 5 回：大量生産社会の到来
第 6 回：経済成長に対する 2 つの制約
第 7 回：資源問題
第 8 回：環境問題　公害・オゾン層破壊
第 9 回：環境問題　地球温暖化
第10 回：成長の限界はあるのか
第11 回：人口問題の位置づけ
第12 回：歴史的人口動態
第13 回：人口成長と人口転換
第14 回：人口成長と経済発展
第15 回：少子高齢化問題　わが国の直面する難問

【事前および事後学習の指示】
事前学習：テキストおよび講義資料を使った予習
事後学習：講義ノートまたは講義要約を使った復習、課題の完成

【テキスト】
経済開発論Ⅱ　大量生産社会と資源・環境・人口問題
望月和彦 kindle 版

【参考文献】

【コメント】
成 績 評 価 は 学 期 中 に 2 回 実 施 す る 小 テ ス ト 兼 課 題 と 授 業 中 に 提 出 し て も

らうコメント・質問の内容によって行う。課題は授業の内容を理解してい
るかどうかを問うものである。

た だ し 成 績 評 価 の 仕 方 は 受 講 者 数 に よ っ て 変 更 さ れ る こ と が あ り 得 る。
受講者数が確定したあとに評価方法について説明を行う。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

経済学史Ⅱ［2］　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
北田　了介

【講義概要】
授業は講義形式でおこない、毎回終了前に出席確認を行う。
本講義は、17 世紀以降の経済学説 ( 重商主義、古典派経済学、マルクス

の経済学、ケインズによるマクロ経済学 ) とその時代背景をたどることで、
現在の経済理論や経済問題を相対化するための視点を手に入れることを目
指す。

【学習目標】
経 済 学 説 の 歴 史 を と お し て「 経 済 」 の 基 本 的 な 考 え 方 を 学 ぶ と 同 時 に、

それぞれの時代の経済学という知の形式がどのように成立したかをさぐっ
ていく。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
	 経済学および経済学史を学ぶことの意義
第 2 回：重商主義から重農主義へ
第 3 回：アダム・スミスの経済思想 (1)
	 道徳哲学と「同感」
第 4 回：アダム・スミスの経済思想 (2)
	 分業論から価値・価格論
第 5 回：アダム・スミスの経済思想 (3)
	 経済発展の歴史と「重商主義」批判
第 6 回：マルサスの経済思想 (1)
	 人口をめぐる公準と人口抑制のための命題
第 7 回：マルサスの経済思想 (2)
	 救貧法の歴史と救貧法批判
第 8 回：リカードの経済思想 (1)
	 古典派経済学における価値論の方向付け
第 9 回：リカードの経済思想 (2)
	 収穫逓減法則と利潤率の低下
第10 回：リカードの経済思想 (3)
	 比較生産費説と穀物論争
第11 回：J.S. ミルの経済思想
	 定常状態論からアソシエーション論へ
第12 回：マルクスの経済思想 (1)
	 「初期マルクス」：ヘーゲル批判から『経済学・哲学草稿」へ
第13 回：マルクスの経済思想 (2)
	 商品論と剰余価値論
第14 回：マルクスの経済思想 (3)
	 資本蓄積論
第15 回：その後の展開と秋学期のまとめ
	 限界革命以降の新古典派経済学とケインズの登場

【事前および事後学習の指示】
講 義 に 際 し て は 事 前 学 習 お よ び 事 後 学 習 が 必 要 で あ る。 事 前 学 習 ( 授 業

ご と に 2 時 間 ) で は 教 科 書 を 熟 読 す る と と も に、 授 業 内 で 指 示 さ れ た 参 考
文 献 に 目 を 通 し て お く こ と。 事 後 学 習 ( 授 業 ご と に 2 時 間 ) で は 教 科 書 内
に示されている章末問題について、正確な解答を作成することが望まれる。

【テキスト】
教養としての経済思想 北田了介 ( 編著 )978-4-86065-119-0 萌書房

【参考文献】
講義内で随時紹介する。

【コメント】
定 期 試 験 で の 評 価 は 行 い ま せ ん。 授 業 ご と に 提 出 し て も ら う レ ポ ー ト の

積 算 に よ っ て 評 価 を 行 い ま す ( 第 1 回 目 2 点、 そ れ 以 降 の 14 回 は 各 7 点
満点で採点 )。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

経済学特講 -現代グローバル経済論　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大澤　健

【講義概要】
現在進行中のグローバル化について学びます。グローバル化というのは、

人、モノ、金、情報などが国境を超えて大量に移動することを一般的に意
味しています。もう少し経済学的に言うと、市場経済の世界的な拡大と深
化のことです。こうした市場の世界的な拡大と統合がなぜ生じるのかを考
えながら、現在の世界経済の状況を学んでいきます。

【学習目標】
現 在 進 行 中 の グ ロ ー バ ル 化 に つ い て の 知 識 を 習 得 す る。 経 済 の こ れ ま で

の変化と、これから向かう方向性について自ら考えることができる知識と
思考力を養う。

【講義計画】
第 1 回：	ガイダンス　講義の進め方、講義中の課題等について説明します。
第 2 回：1．資本主義と 4 つの市場
第 3 回：2．資本主義社会における国家の役割
第 4 回：3．グローバル化を理解する基礎
第 5 回：4．金融市場のグローバル化　ビデオ視聴
第 6 回：5．金融市場のグローバル化　講義
第 7 回：6．生産財市場のグローバル化　ビデオ視聴
第 8 回：7．生産財市場のグローバル化　講義
第 9 回：8．労働力市場のグローバル化　ビデオ視聴
第10 回：9．労働力市場のグローバル化　講義
第11 回：10．生産物市場のグローバル化　ビデオ視聴
第12 回：11．生産物市場のグローバル化　講義
第13 回：12．グローバル化と国家の意味の問い直し　ビデオ視聴
第14 回：13．グローバル化と国家の意味の問い直し　講義
第15 回：14．ふりかえり

【事前および事後学習の指示】
レ ポ ー ト を 書 く た め の 事 後 学 習 の 時 間 が 20 時 間 程 度 必 要 で す。 事 前 学

習の時間は特に必要ありません。

【テキスト】

【参考文献】
テキストや参考文献は用いないが、みなさんの今後の勉強に役立つと思わ
れる本についての情報を随時提供します。

【コメント】
講 義 の 中 で ビ デ オ を 見 て も ら う 機 会 が 5 回 あ り ま す。 そ の 回 に は レ ポ ー

トを提出してもらいます。それほど難しい課題ではありませんので、楽し
みながら取り組んでください。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

経済学特講-社会的連帯経済とワーカーズコープ＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 インテ
梅本　哲世

【講義概要】
現 代 資 本 主 義 社 会 に は、 多 く の 問 題 が 累 積 し 危 機 的 な 状 況 が 進 行 し て い

る。わが国では格差と貧困、地域コミュニティの喪失、働くことの困難な
どが広がり、少子高齢化は今後の社会保障制度等を危うくしている。この
ような状況のもとで、これまでとは異なる経済・経営のしくみや新しい働
き方が発展し、地域・社会の課題解決を担うようになってきた。欧州など
では、協同組合などの非営利セクターによる「社会的連帯経済」が現代的
な 危 機 を 克 服 し よ う と し て い る。 わ が 国 に お い て は、「 社 会 連 帯 経 済 」 の
一 つ と し て ワ ー カ ー ズ コ ー プ ( 協 同 労 働 の 協 同 組 合 ／ 労 働 者 協 同 組 合 ) が
発展しはじめ、2020 年 12 月その根拠法として「労働者協同組合法」が制
定 さ れ た (2022 年 10 月 1 日 施 行 )。 ワ ー カ ー ズ コ ー プ は、 働 く も の・ 市
民が主人公となり、協同してよりよい働き方や地域コミュニティの創造を
めざしている。

こ の 講 座 で は 発 展 し つ つ あ る こ れ ら の 潮 流 の 理 念 と そ の 実 践 に つ い て 学
び、世界と日本の将来を展望し、若い世代の働き方や生きかたについて考
える。

【学習目標】
こ の 講 義 で は、 協 同 労 働 と ワ ー カ ー ズ コ ー プ ( 労 働 者 協 同 組 合 ) の 理 念

と実践を学び、働き方や生き方について考える。地域で実践されている多
く の 方 々 の 経 験 を 話 し て い た だ き、 受 講 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( グ ル ー プ 討
論 ) で将来の仕事や生き方について論議し、内容を深めていきたい。

【講義計画】
第 1 回：本講座のねらい ( 協同の思想とワーカーズコープ )
第 2 回：社会的連帯経済とワーカーズコープー日本と世界－
第 3 回：ワーカーズコープの歴史と理念
第 4 回：労働者協同組合法－多様な働き方と活力ある地域社会を－
第 5 回：地域課題解決のための仕事おこしと当事者主体
第 6 回：仕事 ･ 福祉 ･ 生きがいを自らの手で－大阪のワーカーズコープ－
第 7 回：中山間地域の振興－協同労働による地域と人の開発－
第 8 回：多様な人たちの協創によるまちづくり
第 9 回：困難を抱える人たちの生活支援と社会参加－あいりん地区での実

践－
第10 回：地域で循環するコミュニティ経済をめざして
第11 回：和泉のまちづくり運動－和泉地域のワーカーズコープの実践－
第12 回：「雇用労働」と「協同労働」　※ワークショップ
第13 回：「君たちはどう生きるか」　※ワークショップ
第14 回：協同労働の市民化 ･ 社会化と若者　※ワークショップ
第15 回：まとめ－本当の” 働き方改革” とは

【事前および事後学習の指示】
M-Port に 資 料 を ア ッ プ ロ ー ド す る の で、 そ れ に よ っ て 予 習 ･ 復 習 を し

てください。

【テキスト】

【参考文献】
なし。毎回資料を配付します。

【コメント】
毎 回 出 席 を と り、 講 義 の 感 想 文 を 書 い て も ら い ま す。 出 席 と 感 想 文 の 内

容 に よ り 成 績 評 価 し ま す。3 分 の 1 以 上 の 欠 席 の 場 合、 成 績 評 価 の 対 象 と
ならないので注意してください。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

経済原論　03＜秋集＞ 月 3/ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金江　亮

【講義概要】
従 来 の マ ル ク ス 経 済 学 に、 新 古 典 派 経 済 学 や 最 適 成 長 理 論 と い っ た、 近

代経済学の理論の観点も取り入れつつ学ぶ。ミクロ経済学・マクロ経済学
とはまた違った視点で経済を学ぶ。

ま た テ キ ス ト 以 外 に も、 ド キ ュ メ ン タ リ ー や 映 画 な ど の 映 像 資 料 も 数 回
用いる予定である。

【学習目標】
マ ル ク ス 経 済 学 の 基 礎 を 学 ぶ。 ま た、 現 実 の 経 済 問 題 に つ い て、 社 会 科

学的な視点で考えられるようになることが目標である。

【講義計画】
第 1 回：第 1 章 マルクスの人間論 1　土台としての生産活動
	 マルクス経済学と近代経済学の共通点と違い
第 2 回：第 1 章 マルクスの人間論 1　土台としての生産活動
	 唯物論で社会科学を観る
第 3 回：第 1 章 マルクスの人間論 2　上部構造の唯物論的理解
	 唯物論と新古典派の親近性
第 4 回：第 1 章 マルクスの人間論 2　上部構造の唯物論的理解
	 資本主義の成立：マルクスとウェーバー
第 5 回：第 1 章 マルクスの人間論 3　土台が上部構造を規定するとはどう

いうことか
	 イデオロギーは経済から来る
第 6 回：第 1 章 マルクスの人間論 3　土台が上部構造を規定するとはどう

いうことか
	 様々な社会問題の背景には経済問題がある。
第 7 回：第 2 章 商品生産社会としての資本主義 1　商品生産が一般化する

条件としての生産力
	 商品とは何か。
第 8 回：第 2 章 商品生産社会としての資本主義 1　商品生産が一般化する

条件としての生産力
	 価値と価格の違い。
第 9 回：第 2 章 商品生産社会としての資本主義 2　生産物と商品
	 価値形態論と交換過程論。
第10 回：第 2 章 商品生産社会としての資本主義 2　生産物と商品
	 貨幣発生の数理的論証。
第11 回： 第 2 章 商 品 生 産 社 会 と し て の 資 本 主 義 3　 自 己 増 殖 す る 貨 幣 と

しての資本
	 資本の第一定義。
第12 回： 第 2 章 商 品 生 産 社 会 と し て の 資 本 主 義 3　 自 己 増 殖 す る 貨 幣 と

しての資本
	 お金はただあるだけでは資本ではない。
第13 回：第 3 章 工業社会としての資本主義 1　「労働指揮権」としての資本
	 資本の第二定義。
第14 回：第 3 章 工業社会としての資本主義 1　「労働指揮権」としての資本
	 資本の下への労働の包摂。
第15 回：第 3 章 工業社会としての資本主義 2　剰余価値の量的変動
	 剰余価値率と利潤率の違い。
第16 回：第 3 章 工業社会としての資本主義 2　剰余価値の量的変動
	 減価償却費と不変資本。
第17 回： 第 3 章 工 業 社 会 と し て の 資 本 主 義 3　 非 工 業 部 門 に お け る「 産

業革命」と資本主義化
	 大規模化は、非工業部門でも起きる。
第18 回： 第 3 章 工 業 社 会 と し て の 資 本 主 義 3　 非 工 業 部 門 に お け る「 産

業革命」と資本主義化
	 学校や病院でも大規模化が起こる。
第19 回： 第 4 章 資 本 主 義 の 発 展 と 死 滅 1　 資 本 主 義 の 生 成・ 発 展・ 死 滅

を説明するモデル
	 経済成長論。
第20 回：	第 4 章 資本主義の発展と死滅 1　資本主義の生成・発展・死滅を

説明するモデル
	 成長率は 0 に収束する。
第21 回：	第 4 章 資 本 主 義 の 発 展 と 死 滅 2　 蓄 積 捨 象 の 場 合 の 再 生 産 条 件

( 単純再生産 )
	 最も単純な場合だが、現在の先進国経済を観る上でも重要である。
第22 回：	第 4 章 資 本 主 義 の 発 展 と 死 滅 2　 蓄 積 捨 象 の 場 合 の 再 生 産 条 件

( 単純再生産 )
	 単純再生産でも、搾取が存在する。
第23 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 3　剰余価値の資本への転化 ( 拡大

再生産 )
	 成長率と部門間比率。
第24 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 3　剰余価値の資本への転化 ( 拡大

再生産 )
	 成長率はどう決まるか。
第25 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 4　資本主義的蓄積の一般的傾向
	 利潤率の傾向的低下の法則
第26 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 4　資本主義的蓄積の一般的傾向
	 先進国は軒並み低成長に陥っている
第27 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 5　原始的蓄積と国家資本主義
	 資本主義の成立にはどの国も多くの残酷なことがあった
第28 回：第 4 章 資本主義の発展と死滅 5　原始的蓄積と国家資本主義
	 ソ連・中国は特殊な資本主義だった
第29 回：第 5 章 資本主義的生産に先行する諸形態
第30 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
テ キ ス ト は 少 し 難 し い が、 難 し い 数 式 が 理 解 で き な く て も 気 に し な く て

よい。授業では、簡単な数値例で説明する。

【テキスト】
マルクス経済学【第 3 版】 大西広
9784766426755 慶應義塾大学出版会

【参考文献】
松尾匡「マルクス経済学 ( 図解雑学シリーズ ) 」( ナツメ社 )
大谷禎之助「図解 社会経済学」( 桜井書店 )
北村洋基「現代社会経済学」( 桜井書店 )

【コメント】
授業への積極的な参加を歓迎する。成績評価は毎回の確認テスト (2 ～ 4

問程度 ) と、2 ～ 4 回ほど映像資料のレポートを課す予定である。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

健康・スポーツ科学講義 -健康教育論　02＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大西　史晃

【講義概要】
健 康 に 関 わ る 要 素 は 多 様 で あ り、 そ れ ら が 日 常 の 中 で ど の よ う に 変 化 す

るのか、あるいはどうすれば変化させることができるのかを知ることは人
生の様々な時点で豊かなライフスタイルを獲得する上で重要です。本講義
では、健康教育の要素と構造についての基礎知識を学びます。

本 講 義 に お け る 前 半 部 は、「 健 康 」 そ の も の に つ い て の 定 義 や そ の 要 素
に関する評価法について説明します。後半部では、前半部で学んだ「健康
の要素」を整える、あるいは獲得する過程でみられる人の行動変容につい
て提唱されてきた行動科学モデルについて説明するとともに、健康教育の
実際の例を概説します。

【学習目標】
本 講 義 で は、「 健 康 」 と は ど の よ う な 状 態 か を 知 り、 そ の 関 連 要 素 を 満

たすために必要な知識を修得するとともに人が健康行動を実施する過程を
認識することを通して、人々が社会の中で健康行動を実施・継続するため
に必要なことを理解することを目指します。

講 義 内 で は「 健 康 と は ど の よ う な 状 態 か に つ い て 3 つ の 観 点 か ら 説 明 で
きる」、「健康教育の発展について提唱された理論やモデルについて説明で
きる」、「日常の身体活動量を評価できる」、「根拠となるデータを基に、ヘ
ルスプロモーションの政策案を立てることができる」を具体的な到達目標
とします。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 授業の概要・成績評価・課題の説明含む )
第 2 回：「健康」の定義
第 3 回：精神的健康に関わる要素
第 4 回：肉体的健康に関わる要素
第 5 回：社会的健康に関わる要素
第 6 回：精神的健康とストレスの評価法
第 7 回：Quality Of  Life(QOL) と身体活動量の評価法
第 8 回：「健康教育」とはなにか？　
第 9 回：行動科学のモデル① KAP モデル / ヘルスビリーフモデル
第10 回： 行 動 科 学 の モ デ ル ② ト ラ ン ス セ オ レ テ ィ カ ル モ デ ル /Health 

Action Process Approach
第11 回：行動科学のモデル③社会的認知理論
第12 回：行動科学のモデル④ Precede-Proceed モデル
第13 回：「ヘルスプロモーション」の 3 つの前提条件と 5 つのアクション
第14 回：我が国のヘルスプロモーションの実際
第15 回：諸外国のヘルスプロモーションの実際

【事前および事後学習の指示】
健 康 に 関 す る 書 物 や 映 像 で 事 前 に 学 習 し、 理 解 し て お く よ う に し て く だ

さい。これにより、講義を通して健康問題やそれに関する個人や社会の動
きへの理解をより深めることができます。

【テキスト】

【参考文献】
「実践　ヘルスプロモーション」ローレンス W. グリーン＆マーシャル W. 

クロイター、医学書院

【コメント】
①小テスト 10 回 -100％ ( 各 10％ )

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

経済政策Ⅱ　＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
吉弘　憲介

【講義概要】
今、 地 域 や 世 界 の 経 済 で 何 が 起 こ っ て い る の か に つ い て、 多 様 な デ ー タ

からその姿を検討するための授業です。経済政策の目的は、資源の配分を
通じて人々の安全安心を達成することにあります。現代では、エネルギー
を 含 め た 資 源、 少 子 高 齢 化、 空 き 家 問 題 と 並 行 し て 生 じ る 居 住 不 安 な ど、
さまざまな課題が存在します。いずれも、社会が持続していくために検討、
解決していかなければならない課題です。経済政策Ⅱでは実際の持続可能
性 (SDGs) の 危 機 に つ い て、 そ の 問 題 を い く つ か の デ ー タ 分 析 を 通 じ て 検
討し、さらにその分析のツールの解説と実際に皆さんにもプログラムを通
じて分析を追体験し、自分でも分析をアウトプットすることを目指しても
らいます。

【学習目標】
授 業 で は 3 回 の レ ポ ー ト で ア ウ ト プ ッ ト を 記 録 し、 そ れ ぞ れ が 行 っ た 成

果を目で見えるようにしてもらいます。プログラムとして計量経済学でも
使 わ れ る R と そ の 統 合 開 発 環 境 (IDE) で あ る R Studio を 使 っ て デ ー タ の
集計、視覚化の技法を実例を通じて学んでもらいます。そのため、自分の
使 用 で き る コ ン ピ ュ ー タ が あ る こ と が 望 ま し い で す ( 大 学 の コ ン ピ ュ ー タ
で も 作 業 は 可 能 で す )。 ま た、 コ ン ピ ュ ー タ に は R と R Studio が 事 前 に
インストールされていることも求めます。授業と課題を通じて、皆さんが
これからの就職活動やキャリア形成で役に立つデータを見る力・見せる力
を身に着けてもらうことを目指します。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス：授業の進め方、評価方法等について
第 2 回：データで社会を見るための視点：様々なデータの分析と視覚化に

ついて ( エクセルの使い方なども )
第 3 回：R と R Studio、 オ ン ラ イ ン 環 境 の Google Colaborator y に つ

いて
第 4 回：	データを探す技術、検索、データサイト、取得、加工 (tidy データ )
第 5 回：少子高齢化を分析する (1) 講義回
第 6 回：少子高齢化を分析する (2) データ取得、データ加工
第 7 回：少子高齢化を分析する (3) アウトプットを行う
第 8 回：土地利用と空き家問題 (1) 講義回
第 9 回： 土 地 利 用 と 空 き 家 問 題 (2) デ ー タ 取 得、 デ ー タ 加 工 ( 特 に GIS に

ついて )
第10 回：土地利用と空き家問題 (3) アウトプットを行う
第11 回：コロナデータから見える世界 (1) 講義回
第12 回： コ ロ ナ デ ー タ か ら 見 え る 世 界 (2) デ ー タ 取 得、 デ ー タ 加 工 ( 特 に

大規模データについて )
第13 回：コロナデータから見える世界 (3) アウトプットを行う
第14 回：ここまでの作業内容のおさらいと技術について
第15 回：最終提出物に関する説明と方法について

【事前および事後学習の指示】
講 義 や 作 業 動 画 を 事 前 に ア ッ プ ロ ー ド す る の で、 事 前 に 予 習 す る こ と。

また、アウトプットとして復習時間を使うこと。

【テキスト】
改訂 2 版 R ユーザのための RStudio[ 実践 ] 入門～ tidyverse によるモダ
ンな分析フローの世界
松村・湯谷ほか
978-4297121709 技術評論社 
Winston Chang R グ ラ フ ィ ッ ク ス ク ッ ク ブ ッ ク 第 2 版 ―ggplot2 に よ
るグラフ作成のレシピ集
4873118921 オライリージャパン
英語版は無料でアクセス可能 (https://r-graphics.org /)

【参考文献】

【コメント】
授 業 内 容 を 前 提 と し て、 ア ウ ト プ ッ ト を 3 回 も と め ま す。 各 20 点 で 60

点 を 配 点 し ま す。 最 終 的 に Web ベ ー ス で の 分 析 結 果 サ イ ト を 作 成 し て も
らい、その URL を確認して 40 点分を評価します。

【留意事項】

20

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

言語表現論B　＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平川　裕己

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 具 体 的 な 場 面・ 状 況 で 用 い ら れ た こ と ば ( 発 話・ テ ク ス

ト ) にどのような特徴があるか、発話・テクストはどういう仕組みで産出・
理 解 さ れ る の か に つ い て、 主 に 英 語 を 対 象 と し て 言 語 学 的 な 観 点 か ら 学
びます。発話やテクストの産出・理解には、いつ・どこで・誰が使ったこ
とばなのかということだけでなく、前後の文脈や話し手と聞き手の関係な
ど、様々な要因が関わります。加えて、発話・テクストが構成するジャン
ルや、コミュニケーションに利用された媒体が重要な働きをすることもあ
ります。言語表現論 B では、主として表現の選択が果たす機能に焦点を当
て、発話やテクストを原理的・体系的に分析・考察します。

【学習目標】
発 話 や テ ク ス ト は ど の よ う な 特 徴 を も つ の か、 そ れ ら は ど う い う 仕 組 み

によって実現しているのか、原理的・体系的な理解を得る。理論的な概念
を 正 確 に 把 握 す る こ と に 加 え、 こ と ば の 実 例 ( デ ー タ ) を 自 分 自 身 で 精 緻
に分析できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：授業概要と導入
第 2 回：発話行為 (1)　ことばと行為
第 3 回：発話行為 (2)　発話行為の多様性
第 4 回：ポライトネス (1)　言語使用と対人関係
第 5 回：ポライトネス (2)　ポライトネス・ストラテジ
第 6 回：会話分析 (1)　会話という相互行為
第 7 回：会話分析 (2)　隣接ペア
第 8 回：前半のまとめ ( 中間レポート解説 )
第 9 回：ジャンル分析 (1)　発話・テクストのパタン
第10 回：ジャンル分析 (2)　ジャンルの広がり
第11 回：レトリック (1)　ことばの影響力
第12 回：レトリック (2)　言語使用の戦略
第13 回：批判的談話分析 (1)　ことばとイデオロギ
第14 回：批判的談話分析 (2)　マルチモダリティ
第15 回：後半のまとめ ( 期末レポート解説 )

【事前および事後学習の指示】
各 回 の 授 業 後 に は 必 ず 復 習 す る こ と。 授 業 内 容 の 十 分 な 理 解 に は、 各 自

の努力が不可欠です。特に、授業で学んだ概念や方法を用いてことばのデー
タを自分自身で分析できるかどうか、必ず確認してください。

復 習 に よ っ て 毎 回 の 授 業 内 容 の 理 解 を 確 か な も の に し て お く こ と が、 次
回 の 授 業 の 事 前 学 習 と な り ま す。 ま た、 各 回 に 進 む 予 定 の 範 囲 に つ い て、
事前に配布資料を読んでおくこと。

【テキスト】

【参考文献】
必要に応じて授業内で紹介します。

【コメント】
講 義・ 課 題 は 教 科 書・ 配 布 資 料 を も と に 行 い ま す。 こ の 授 業 で は 抽 象 的

で難解な概念を数多く扱いますから、能動的な取り組みと事前・事後学習
が必須です。毎回の授業内で課題を出すため、欠席すると単位取得に大き
く影響します。また、課題やレポートの事後提出は一切認めません。成績
評 価 は、 授 業 課 題 を 70 ％、 レ ポ ー ト を 30 ％ と し ま す。 授 業 へ の 出 席 は 単
位 認 定 の 前 提 で す か ら、3 回 以 上 の 欠 席 な い し 課 題 の 未 提 出 が あ る 受 講 生
は、成績評価の対象外とします。

教 室 で は 座 席 を 指 定 し ま す。 私 語 を す る 受 講 生 に は 即 座 に 退 室 し て も ら
い、その日は欠席扱いとし、課題の提出も認めません。教科書・授業資料
を持参していない、居眠りをしている、ノートを取っていない学生も、そ
の日は欠席扱いとし、課題の提出も認めません。

【留意事項】
初回の授業で資料を配布します。受講を希望する学生は必ず出席してください。

講　義　名　称 曜　時

健康・スポーツ科学講義-体力トレーニング論02＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
井口　祐貴

【講義概要】
本 講 義 で は、 体 力 の 概 念、 ト レ ー ニ ン グ 法 の 原 理 原 則 な ど、 体 力 ト レ ー

ニングの基礎的な理論や情報、考え方に関する知識や、人々の生涯にわた
る健康づくりに寄与するであろう体力トレーニングの意義について学習し
ます。講義は、パワーポイントを中心に授業を展開し、映像資料なども用
いて、体力トレーニングに関わる実践現場の視点からもアプローチしてい
きます。

【学習目標】
本 講 義 で は、 ス ポ ー ツ 科 学 に 基 づ い た 体 力 ト レ ー ニ ン グ に 関 す る 基 礎 的

な理論について理解を深め、自己の体力向上・健康づくりを目的とした体
力トレーニングの実践につながる教養を身につけることを目指します。

講 義 内 で は、「 身 体 的 な 健 康 の 基 礎 で あ る 身 体 の 構 造 や 機 能 の 基 礎 知 識
を踏まえて、体力トレーニングの意義を説明できる」、「体力トレーニング
という概念を幅広くとらえ、身体活動・スポーツ活動などを切り口として、
体力向上・健康増進の意義と社会における体力トレーニングの役割を説明
できる」を具体的な到達目標とします。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 授業計画の概略説明 )
第 2 回：体力トレーニングについて考える
第 3 回：トレーニングの原理・原則
第 4 回：運動とエネルギー代謝
第 5 回：有酸素運動
第 6 回：レジスタンストレーニング
第 7 回：体力トレーニングの実践方法
第 8 回：運動と栄養
第 9 回：スポーツ競技者と体力トレーニング
第10 回：障がい者と体力トレーニング
第11 回：発育発達と体力トレーニング
第12 回：高齢者と体力トレーニング
第13 回：体力トレーニングと性差
第14 回：生活習慣病とその予防
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
体 力 ト レ ー ニ ン グ や 健 康 づ く り に 関 す る 書 物 や 映 像 で 事 前 に 学 習 し、 理

解に努めておいてください。また当科目は講義科目ですが、スポーツや身
体活動の実践、体力の向上や健康の維持増進についての方法などにも興味
を持って授業に臨んでください。これにより、講義を通して体力向上・健
康 づ く り や 健 康 問 題 へ の 理 解 を よ り 深 め る こ と が で き ま す。 授 業 の 予 習・
復習の他、授業で配布する資料等に目を通して受講してください。尚、授
業において課す課題の提出期限については厳しく取り扱いますので、留意
の上、受講するようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
「公認スポーツ指導者養成テキスト」公益財団法人 日本スポーツ協会
「公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト」公益財団法人 日本ス

ポーツ協会
「 ト レ ー ニ ン グ 指 導 者 テ キ ス ト ( 理 論 編・ 実 践 編・ 実 技 編 )」NPO 法 人 日

本トレーニング指導者協会

【コメント】
(1)  試験 (20%) は、授業内において M-port を用いて行います。
(2) レ ポ ー ト (30%) は、 到 達 目 標 に 関 連 す る テ ー マ を 設 定 し た 1000-

1400 字程度のレポート課題を 2 回課します。
(3) 授 業 に お い て は 毎 回、 講 義 テ ー マ に 関 連 す る テ ー マ を 設 定 し た 小 課 題

および小テストを課します。毎回の授業において課される課題の内容は、
担 当 教 員 か ら 講 義 の 中、 な ら び に M-Port を 通 じ て そ の 都 度 指 示 が 出 ま
す。

(4) そ の 他 (50%) は、 毎 回 の 授 業 に お い て 課 す 課 題 の 提 出 お よ び 回 答 か
ら、課題への取り組み、理解度等を総合的に評価します。

(5) 課した全ての課題 ( レポートも含む ) のうち、3/4 ( 提出率 75%) 以上
の提出がなければ、原則として単位認定対象外となります。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

現代家族論　＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
木下　栄二

【講義概要】
今、 日 本 の 家 族 は ど の よ う な 状 況 に あ る の だ ろ う か。 少 子 化、 未 婚 化、

高齢化など、様々な問題が指摘されているが、実態はどうなのであろうか。
こ の 講 義 で は、 家 族 社 会 学 の 視 点 か ら、 多 様 な デ ー タ を 読 み 解 く こ と で、
現代日本の家族の姿について考えていきたい。

【学習目標】
日本の家族の現状について、家族社会学的に理解することを目指す。
そ し て、 今 後 は ど う な っ て い く の か、 自 分 自 身 の 人 生 と 社 会 と の か か わ

りを含めて考察する力を養う。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション　現代日本家族の概況
第 2 回：恋愛と性①　恋愛の誕生
第 3 回：恋愛と性②　恋愛離れは本当か
第 4 回：結婚行動①　恋愛結婚の誕生
第 5 回：結婚行動②　未婚化のゆくえ
第 6 回：夫婦関係①　性別役割分業
第 7 回：夫婦関係②　夫婦の満足度
第 8 回：離婚・再婚
第 9 回：妊娠・出産・中絶
第10 回：親子関係①　子育て
第11 回：親子関係②　青年期の親子関係
第12 回：親子関係③　中高年期の親子関係
第13 回：高齢社会がやってきた
第14 回：貧困と家族
第15 回：近代家族を超えて

【事前および事後学習の指示】
家 族 に 関 わ る 日 々 の ニ ュ ー ス 等 に 注 意 す る こ と。 配 布 さ れ た プ リ ン ト を

復習すること。

【テキスト】

【参考文献】
永田夏来・松木洋人、2017、『入門　家族社会学』新泉社
由井秀樹、2017、『少子化社会と妊娠・出産・子育て』北樹出版

【コメント】
出 席 は 原 則 と し て と ら な い。 授 業 中 に う る さ い 者、 ふ ざ け た 態 度 の 者 は

即刻不可とするので注意するように。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

現代社会論　＜秋集＞ 火 2/ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
篠原　千佳

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 社 会 学 の 基 礎 知 識 を 学 習 し、 さ ま ざ ま な 現 代 社 会 の 問 題

について社会学的に考察する。信頼社会、観光と社会、ライフコース、地
域社会の多様化、社会階層と格差、大衆文化、家族とジェンダー、福祉国
家、幸福感と社会意識、グローバル社会と日本などを予定している。

【学習目標】
社 会 学 の 理 論・ 研 究 方 法 な ど 基 礎 知 識 を 習 得 し な が ら、 グ ロ ー バ ル 化 社

会の様々な現象や問題を、社会学的に理解・分析する基礎力を育成できる。
この多様化する現代社会を、多角的な視点で理解・分析できるようになり、
社会問題の解決方法を模索・提示できる能力を身につけることができる。

【講義計画】
第 1 回：講義紹介
第 2 回：社会学とは、グローバル化社会とは
第 3 回：現代社会を理解するための社会学理論と調査方法
第 4 回：信頼の社会学 1 －身近な人間関係
第 5 回：信頼の社会学 2 －多文化主義
第 6 回：観光社会学 1 －食とツーリズム
第 7 回：観光社会学 2 －ローカル・ナショナル・グローバル
第 8 回：図書館調査活動－現代社会リサーチプロジェクト
第 9 回：ライフコースの社会学 1 －教育機会の国際比較
第10 回：ライフコースの社会学 2 －学校から職業への移行　
第11 回：地域社会の変化 1 －地域社会、多様化、リスク　
第12 回：地域社会の変化 2 －地域社会の社会学的分析　
第13 回：格差と社会階層 1 －総中流社会から格差社会へ
第14 回：格差と社会階層 2 －労働生産性と働き方改革
第15 回：学期前半のまとめと復習
第16 回：現代社会と宗教意識－聖アンデレ日とクリスマスに向けて
第17 回：大衆文化の社会学 1 －クールジャパンは大衆文化？
第18 回：大衆文化の社会学 2 －大衆社会の中の伝統文化
第19 回：家族とジェンダー 1 －ジェンダー視点で見る近現代社会
第20 回：家族とジェンダー 2 －性別役割と社会制度
第21 回：福祉国家 1 －福祉レジームと社会保障制度
第22 回：福祉国家 2 －少子高齢化とダブルケア
第23 回：安心社会から信頼社会へ 1 －リスク社会を生きる
第24 回：安心社会から信頼社会へ 2 －市民社会と NPO・ボランティア活動
第25 回：グローバル化と社会意識 1 －グローバル化と幸福感
第26 回：グローバル化と社会意識 2 －世界の中の私たち
第27 回：グローバル社会と共生 1 －日本と国際機関
第28 回：グローバル社会と共生 2 －文化的な包摂と排除
第29 回：学期後半のまとめと復習
第30 回：今学期のまとめと期末試験レポートの最終確認

【事前および事後学習の指示】
講 義 時 の 指 示 に 従 い、 毎 回 必 ず 予 習・ 復 習 し 授 業 に 臨 む こ と。 事 前 学 習

としては、教科書の該当する章を熟読し、その章に関する基本的設問に答
えられるよう準備をしておくこと。事後学習として、レポート等執筆の課
題に取り組むこと。講義時間内外での提出課題は個人、ペア、グループ・ワー
クなど多様であり、自立心と積極性に加えて協調性が求められる。

【テキスト】
グローバル現代社会論 山田真茂留 ( 編 )
ISBN-13:  978-4830950056 文眞堂

【参考文献】

【コメント】
基 本 的 な 理 解 と 応 用 力 を 学 期 末 試 験 レ ポ ー ト 課 題 (40 ％ ) で 確 認 す る ほ

か に、 中 間 レ ポ ー ト 課 題 (30 ％ )、 授 業 へ の 積 極 的 な 参 加・ 貢 献 を 授 業 内
小 課 題 (30 ％ ) に よ り 評 価 す る。 毎 回 講 義 時 間 内 外 の 課 題 に 取 り 組 み、 積
極的に授業に参加・貢献することに加えて、計画的に課題に取り組むこと
が求められる。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

憲法 B　01＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
森口　佳樹

【講義概要】
憲法の基本的内容について解説する。憲法規定の内容を理解したうえで、

それをめぐる学説・判例について紹介・検討することとする。憲法 B では、
統治機構を中心に講義する。

【学習目標】
憲 法 規 定 に つ い て、 自 ら が 主 体 的 に 説 明 で き る 能 力 を 身 に つ け て も ら う

ことを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：社会権
第 3 回：参政権
第 4 回：国務請求権
第 5 回：国会
第 6 回：内閣
第 7 回：裁判所
第 8 回：司法権をめぐる判例
第 9 回：違憲立法審査権
第10 回：財政
第11 回：地方自治制度
第12 回：国民主権
第13 回：天皇
第14 回：平和主義
第15 回：統治機構のまとめ

【事前および事後学習の指示】
講義中に指定する判例については、よく復習しておくこと。

【テキスト】
ワンステップ憲法 森口佳樹他
978-4-7823-0546-1 嵯峨野書院

【参考文献】
別冊ジュリスト「憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ　第 7 版」( 有斐閣 )

【コメント】
受 講 生 数 に よ る が、 基 本 的 に は 試 験 に 代 わ る 単 位 認 定 レ ポ ー ト を 主 た る

評価の対象とする。補助的に小テストを行い、補充的な成績評価の対象と
する。

単 位 認 定 レ ポ ー ト は 事 例 式 の 問 題 と な り、 学 説・ 判 例 の 理 解 を 前 提 と し
て課題に対する考え方を検討する問題となる。成績報告期限との関係で短
期間の提出を求めることもあるので留意されたい。単位認定レポートを提
出しなければ単位の認定はできない。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

現代都市論　＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
竹中　英紀

【講義概要】
教科書『都市社会学・入門〔改訂版〕』の後半について講義を行う ( 前半

は「都市社会学 [2]」で扱う )。現代の都市は脱工業化や情報化・グローバ
ル化の波にさらされ、都心も郊外も大きな構造変動を経験している。この
授業では、都市社会学の立場から、世界と日本の都市を取り上げ、そこで
生起している問題が、社会学的にはどのようにとらえられるかを考えてい
きたい。講義は教科書の内容に沿って行い、適宜、小テストを実施して理
解度を確認する。

【学習目標】
都市問題に対する社会学的な分析力・表現力の獲得。

【講義計画】
第 1 回：現代都市論の問い
第 2 回：情報化・グローバル化と都市再編 (1) 工業化と都市／情報化と都市
第 3 回： 情 報 化・ グ ローバル化と都市再編 (2) グローバル化と都 市 ／ 変 貌

する東京
第 4 回：インナーシティの危機と再生 (1) 都市化の進展とインナーシティ

／都市化の進行と労働力の移動
第 5 回： イ ン ナ ー シ ティの危機と再生 (2) エスニック・コミュニ テ ィ の 形

成／グローバル化のなかのインナーシティ
第 6 回：郊外のゆくえ (1) 郊外の誕生と展開／米国における郊外の特質と

変容
第 7 回：郊外のゆくえ (2) 日本における郊外の動向
第 8 回：授業前半の補足・まとめ
第 9 回：都市の個性とまちづくり (1) 都市の普遍性から都市の個性へ／伝

統的消費都市・金沢の内発的発展／文化と景観
第10 回：都市の個性とまちづくり (2) 社会科学者の言説／都市政策と都市

像の変遷／都市の個性と文化的構築
第11 回：文化生産とまちづくり (1) 文化生産とはなにか／ファッションの

街「裏原宿」／住民の流出と「おかず横丁」の衰退
第12 回： 文化生産とまちづくり (2) ファッションの街・裏原宿への変容／

新しいまちづくりへ／裏原宿を都市社会学的に考える
第13 回： ア ジ ア の 都 市 再 編 と 市 民 (1) ソ ウ ル ―― 新 し い エ ン タ ー テ イ ン メ

ント・マシン都市
第14 回：アジアの都市再編と市民 (2) 上海の都市再開発と住宅の権利／ム

ンバイにおけるスラム再開発と異議申し立て
第15 回：授業後半の補足・まとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 計 画 を 参 照 し て、 教 科 書 の 該 当 箇 所 を 熟 読 す る こ と。 ま た 授 業 ノ ー

トをこまめに整理し、自己の理解を確認すること。

【テキスト】
都市社会学・入門〔改訂版〕 松本康編
978-4-641-22207-6 有斐閣
都市社会学と共通。必ず 2022 年 12 月刊の改訂版を購入すること。

【参考文献】
サスキア・サッセン (2001=2018)『グローバル・シティ』筑摩書房
玉野和志編 (2020)『都市社会学を学ぶ人のために』世界思想社
町村敬志編 (2012)『都市の政治経済学』日本評論社

【コメント】
試験 100％ ( 小テスト 20%、中間テスト 40%、期末テスト 40%)。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

公共経済論Ⅱ　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
西﨑　勝彦

【講義概要】
市 場 経 済 で は 財・ サ ー ビ ス が 市 場 で 取 引 さ れ、 市 場 を 通 じ て 財・ サ ー ビ

スが生産・消費される。市場経済では「見えざる手」によって財・サービ
スが適切に配分されると考えられてきたが、市場は万能ではなく、ときに

「失敗」することもある ( 例．規模の利益による自然独占 )。また、市場は「価
格メカニズム」とも呼ばれるが、価格がうまく決まらない財・サービス ( 例．
公 共 財 ) は 市 場 で の 取 引 が 難 し い。 こ う し た 市 場 の 失 敗 や 市 場 で の 取 引 が
困難な財・サービスの生産・消費を分析するための学問が公共経済学であ
る。この授業では公共経済学の基礎について説明し、市場経済における公
共部門の役割について考える。

こ の 授 業 で は、 前 年 度 以 前 に 開 講 し た「 公 共 経 済 論 I」 の 内 容 は 理 解 し
ているものとして、そこで扱わないテーマ ( 投票、費用・便益分析、課税・
公 債 発 行、 自 然 独 占、 公 共 料 金 規 制、 公 共 投 資、 社 会 保 障、 地 方 分 権 ) に
つ い て 説 明 す る。 説 明 は ス ラ イ ド を 使 っ た 講 義 形 式 で 行 う ( ス ラ イ ド は 授
業 資 料 と し て 履 修 者 に 配 布 す る )。 履 修 者 に は い く つ か の 授 業 で 課 題 ( 計
算 問 題 を 含 む ) に 取 り 組 ん で も ら い、 そ の 解 答 を 提 出 し て も ら う ( 毎 回 の
授業の最初に前回の課題を解説する )。

【学習目標】
(1)  公共部門の意思決定の仕組みを理解する。
(2) 公益事業の成立とそれへの規制を理解する。
(3) 公共投資が社会に与える影響を理解する。
(4) 高齢化社会における公共部門の役割を理解する。
(5) 地方分権の意義を理解する。

【講義計画】
第 1 回：授業内容の説明および公共経済学の概説
第 2 回：社会的決定
第 3 回：社会的費用・便益分析
第 4 回：税と公債
第 5 回：規模の利益と自然独占
第 6 回：自然独占と競争
第 7 回：公的企業と料金規制
第 8 回：私的企業と料金規制
第 9 回：社会資本と公共投資
第10 回：地域格差と公共投資
第11 回：所得再分配政策と社会保障
第12 回：高齢化と公共交通
第13 回：地方分権
第14 回：公共経済学の展開
第15 回：授業内容の総括

【事前および事後学習の指示】
新 聞 や テ レ ビ な ど で 取 り 上 げ ら れ て い る、 日 本 政 府 や 地 方 自 治 体 が 関 係

している経済ニュースに目を通すなどして、問題意識を持つことで公共経
済学への理解を一層深めてもらいたい。

【テキスト】
公共経済学 奥野信宏
978-4000266970 岩波書店
本書に基づいてスライドを作成し、それを授業資料として履修者に配布す
る。
本書で不足している部分については、参考文献をもとに適宜補足する。

【参考文献】
緒方隆、須賀晃一、三浦功［編］(2006)『公共経済学』勁草書房．
岸本哲也、入谷純［編］(1998)『公共経済学』八千代出版．
須賀晃一［編］(2014)『公共経済学講義－理論から政策へ－』有斐閣．
ジ ョ セ フ・E・ ス テ ィ グ リ ッ ツ ／ 藪 下 史 郎［ 訳 ］(2003)『 公 共 経 済 学 』 東
洋経済新報社．
常木淳 (2002)『公共経済学 第 2 版』新世社．
土居丈朗 (2018)『入門公共経済学 第 2 版』日本評論社．

【コメント】
第 2-13 回の授業内で毎回課題 ( 短答式、計算問題を含む ) を出す ( 上記

「 そ の 他 」 に 該 当 )。 対 面 授 業 を 基 本 と し、 授 業 の 残 り 20 分 ほ ど で 課 題 に
取り組んでもらい、その解答を任意の用紙に記入して写真に収め、その写
真データを授業日の翌日までに M-Port 経由で提出してもらう (Word ファ
イルなどその他の電子媒体でも構わない )。

第 13 回 の 授 業 が 終 わ っ た 段 階 で、 い く つ か の 授 業 に 関 す る レ ポ ー ト 課
題 を 履 修 者 に 無 作 為 に 割 り 当 て ( 履 修 者 に よ っ て レ ポ ー ト 課 題 が 異 な る 場
合がある )、そのレポート ( 論述式 ) を M-Port 経由で提出してもらう ( 上
記「レポート」に該当 )。

授 業 内 の 課 題 お よ び レ ポ ー ト 課 題 の 詳 細 に つ い て は 第 1 回 の 授 業 で 説 明
す る の で、 履 修 者 は 必 ず 確 認 す る こ と ( 授 業 に 出 席 で き な か っ た 場 合 は 担
当教員に問い合わせること )。

【留意事項】
(1) 対面授業を予定しているが、遠隔授業 (Zoom を使用予定 ) になった場合に備

えて履修環境を整えておくこと。
(2) スライドは授業の要点をまとめたものであり、内容を十分に理解するために

は、配布した授業資料を参考にテキストを熟読することを勧める。
(3) 授業内の課題はレポート作成の勉強を兼ねているため、それを意識して取り組

んでもらいたい。
(4) 「ミクロ経済学」を履修していることが望ましい ( ミクロ経済学における市場

分析の基本的な考え方を理解している履修生を想定している。
(5) 前年度に開講した「公共経済論 I」の内容を前提に展開する。
(6) 授業内の課題およびレポート課題に関して困ったことがあれば、早めに担当教

員に相談すること。

講　義　名　称 曜　時

憲法 B　02＜秋＞ 月 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
森口　佳樹

【講義概要】
憲法の基本的内容について解説する。憲法規定の内容を理解したうえで、

それをめぐる学説・判例について紹介・検討することとする。憲法 B では、
統治機構を中心に講義する。

【学習目標】
憲 法 規 定 に つ い て、 自 ら が 主 体 的 に 説 明 で き る 能 力 を 身 に つ け て も ら う

ことを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：社会権
第 3 回：参政権
第 4 回：国務請求権
第 5 回：国会
第 6 回：内閣
第 7 回：裁判所
第 8 回：司法権をめぐる判例
第 9 回：違憲立法審査権
第10 回：財政
第11 回：地方自治制度
第12 回：国民主権
第13 回：天皇
第14 回：平和主義
第15 回：統治機構のまとめ

【事前および事後学習の指示】
講義中に指定する判例については、よく復習しておくこと。

【テキスト】
ワンステップ憲法 森口佳樹他
978-4-7823-0546-1 嵯峨野書院

【参考文献】
別冊ジュリスト「憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ　第 7 版」( 有斐閣 )

【コメント】
受 講 生 数 に よ る が、 基 本 的 に は 試 験 に 代 わ る 単 位 認 定 レ ポ ー ト を 主 た る

評価の対象とする。補助的に小テストを行い、補充的な成績評価の対象と
する。

単 位 認 定 レ ポ ー ト は 事 例 式 の 問 題 と な り、 学 説・ 判 例 の 理 解 を 前 提 と し
て課題に対する考え方を検討する問題となる。成績報告期限との関係で短
期間の提出を求めることもあるので留意されたい。単位認定レポートを提
出しなければ単位の認定はできない。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

公的扶助論Ｂ　＜秋＞ 火 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
忠岡　一也

【講義概要】
現 行 生 活 保 護 制 度 の 原 理、 原 則 を は じ め 運 用 の 実 態 や 意 義、 役 割 や 課 題

について学びます。明治期以降現在に至るわが国公的扶助制度の変遷につ
いて、それぞれの時代の制度・政策の考え方や実態、問題点等を考察しま
す。また、社会福祉士国家試験の出題問題を参考に理解を深めます。
※ 本 講 義 は「 公 的 扶 助 論 A」( 春 学 期 ) を 履 修 後 に 受 講 す る こ と で、 よ り

理解を深めることができます。

【学習目標】
○最低生活やセーフティネットの概念について理解する。
○生活保護制度の歴史について理解する。
○現行生活保護制度の理念と内容について理解する。
○生活保護制度と「自立」の関係について理解する。
○現行生活保護制度の課題・問題点について理解する。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション　公的扶助論 A の再確認
第 2 回：生活保護の歴史 ( 恤救規則、救護法、旧生活保護法から新生活保

護法へ )
第 3 回：生活保護制度の基本原理 (1)( 概要 )
第 4 回：生活保護制度の基本原理 (2)( 補足性の原理 )
第 5 回：生活保護制度の原則
第 6 回：生活保護の種類と体系
第 7 回：生活保護の実施体制 (1)( 行政組織の役割、権限 )
第 8 回：生活保護の実施体制 (2)( 福祉事務所と社会福祉主事 )
第 9 回：生活保護の運営 (1)( 申請から決定まで )
第10 回：生活保護の運営 (2)( 調査、認定、開始・変更・停廃止 )
第11 回：生活保護の運営 (3)( 医療扶助と介護扶助 )
第12 回：被保護者の権利と義務、不服申立制度
第13 回：生活保護の財政　生活保護の動向と課題
第14 回：生活困窮者自立支援制度の意義と役割
第15 回：課題と展望のまとめ　試験

【事前および事後学習の指示】
公 的 扶 助 論 の 中 核 で あ る 生 活 保 護 制 度 は 歴 史 的 に も 古 く、 ま た 現 行 制 度

はその上に成立していることから、複雑で精緻な制度です。
専 門 職 と し て 実 践 力 を 期 待 さ れ る 重 要 な 学 習 分 野 で す。 予 習・ 復 習 を 繰

り返して、各回の講義を理解するよう努めてください。
テ キ ス ト を 使 用 し ま す の で 必 ず 購 入 し て く だ さ い。 な お、 テ キ ス ト に つ

い て は 2022 年 度 の 使 用 テ キ ス ト と は 異 な り ま す の で 注 意 し て く だ さ い。
詳細は初回講義で説明しますので、履修希望の学生は必ず出席してくださ
い。

【テキスト】
新・社会福祉士シリーズ 16  貧困に対する支援 ［初版］ 
福祉臨床シリーズ編集委員会 編・ 伊藤秀一 責任編集
978-4-335-61221-3 弘文堂 2022 年 05 月発刊 ( 公的扶助論 A と同じテキ
スト )
保護のてびき令和 5 年度版 生活保護制度研究会　編集　第一法規出版

【参考文献】
生活保護手帳　別冊問答集　中央法規出版
Q&A 生活保護手帳の読み方・使い方［第 2 版］　吉永純　明石書店
生 活 保 護 と 貧 困 対 策 - そ の 可 能 性 と 未 来 を 拓 く - 岩 永 理 恵、 卯 月 由 佳、 木
下武徳　有斐閣
健康で文化的な最低限度の生活 (1 ～ 11 巻 ) 柏木ハルコ　小学館
THE BIG ISSUE JAPAN( ビッグイシュー日本版 )
※参考文献については、購入の必要はありません。

【コメント】
試 験 の 結 果 に レ ポ ー ト 提 出 状 況 及 び 授 業 課 題 へ の 取 組 み 状 況 等 を 加 味 し

て単位認定する。
遠隔授業となった場合は、試験については大学の定める方針どおり行う。

※大学の方針で期末試験を行わない場合は、試験に替わる課題を設定する。
詳細は授業初回に説明するため、初回授業には必ず出席すること。

【留意事項】
ソーシャルワーカーとして相談支援に取り組んできた教員が、その経験を活か

して、貧困状態にある人の生活実態や生活課題を踏まえ、貧困に係る法制度と支
援の仕組み、支援方法等について講義する。

講　義　名　称 曜　時

広報の社会学　01＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
有國　明弘

【講義概要】
広 告 と は 商 品 や サ ー ビ ス な ど を 広 く 告 知 し 購 買 を 促 す 活 動 で あ り、 広 報

とは企業価値をあげ、利害関係者＝ステークホルダーとの良好な関係構築
を目的とする活動を指します。デジタルテクノロジーが進化し、企業の社
会的責任や不祥事対応など危機管理が大きな課題となるなか、広報の重要
性は高まりをみせています。本講義では、メディアやコミュニケーション
研究の知見を踏まえながら、広告および広報に関する基礎理論や機能、役
割について考察していきます。日本における広告と広報の理論・文化・発
展に関する知識を幅広く習得し、私たちの考え方にどのような影響を及ぼ
しているのか理解を深めてもらうことがこの講義の目的です。

映 像 資 料 を 活 用 し つ つ、 講 義 形 式 で 行 う。 毎 回 コ メ ン ト ペ ー パ ー を 配 布
( あ る い は Google フ ォ ー ム で の ア ン ケ ー ト 機 能 や M-Port の 各 機 能 等 を
活 用 ) し、 皆 さ ん と 対 話 的 な 学 び の 機 会 と す る。 オ ン ラ イ ン 講 義 と な っ た
際 に は、 映 像 作 品 視 聴 (Amazon プ ラ イ ム や Hulu 等 の 登 録・ 課 金 を 必 要
と す る も の を 含 む ) や 論 文・ 論 考 の 配 布 な ど の「WEB 課 題 」 も 行 う。 課
題の内容については、授業ごとに指示する。また、講義の参考書を指定す
るので、積極的に活用してほしい。

【学習目標】
本 講 義 で は 次 の よ う な 知 識 や 能 力 を 受 講 生 の み な さ ん が 身 に つ け る こ と

を目標とします。
・広告や広報に関する基礎的概念や理論を理解する。
・ 広 告 や 広 報 が 果 た す 役 割 お よ び 機 能 に つ い て 考 え、 私 た ち の 生 活 に 及 ぼ

す影響について知る。
・広告や広報に関するメディア・リテラシーを身につける。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：広告の定義・分類・機能
第 3 回：消費社会と広告
第 4 回：広告と卓越化① ( ファッションにおける卓越化 )
第 5 回：広告と卓越化② ( ブランドと記号論 )
第 6 回：マイノリティ表象と広告
第 7 回：インターネットと広告① ( ネット広告とは )
第 8 回：インターネットと広告② (SNS と広告 )
第 9 回：オーディエンスとは誰か？ / 広告と社会学
第10 回：ブランディング
第11 回：パブリック・リレーションズ ( 広報 )/ コーポレート・コミュニケー

ション① ( 映画と広報 )
第12 回：パブリック・リレーションズ ( 広報 )/ コーポレート・コミュニケー

ション② ( 観光と広報 )
第13 回：メディア・リレーションズ / 企業の社会的責任
第14 回：マーケティング PR
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
参 考 文 献 な ど を 読 み 予 習 し て お く こ と。 配 布 し た 資 料 を 用 い て 復 習 す る

こと。

【テキスト】

【参考文献】
ケイン樹里安・上原健太郎『ふれる社会学』北樹出版、2019 年
岸志津江他著『現代広告論〔第 3 版〕』有斐閣、2017 年
水 野 由 多 加 他 編『 広 告 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 ハ ン ド ブ ッ ク 』 有 斐 閣、
2015 年
伊吹勇亮他著『広報・PR 論』有斐閣、2014 年

【コメント】
毎回の授業課題を 30％、期末レポートを 70％として成績を評価します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

広報の社会学　04＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
石田　あゆう

【講義概要】
現 代 社 会 の「 効 果 的 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て さ ま ざ ま な 事 例 か ら

考える講義である。送り手の意図通りに相手にそのメッセージを受け取ら
せることは困難である。しかし、一見「うまくいった／うまくいかなった」
やり取りにはどのような違いがあるのだろうか。さまざまな社会問題の解
決 に は、 不 特 定 多 数 の 人 間 を 巻 き 込 む コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 不 可 欠 だ が、
そ の プ ロ ジ ェ ク ト の 成 功 は、 そ の 取 り 組 み そ の も の の 内 容 と と も に、「 広
報 ( メ デ ィ ア・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン )」 の 力 に も 左 右 さ れ る の が 今 日 の 社
会である。さまざまな社会的テーマを「広報」の視点から読み解くことを
目ざすのが本講義である。

【学習目標】
何 ら か の 意 図、 目 的 を も っ た 相 互 の 働 き か け に よ っ て、 つ ま り 日 常 の 生

活 行 為 と し て に し ろ、 メ デ ィ ア を 通 じ た 不 特 定 多 数 の 人 々 と の コ ミ ュ ニ
ケーションにしろ、現代社会は成り立っている。世の中の出来事や話題に
なっていること、皆が共有しているテーマ、つまり現代社会への関心があっ
てこそ本講義は受講することに意味があると考える。受講者には、世の中
で は 今、 何 が 社 会 的 に 重 要 な 話 題 ( ニ ュ ー ス ) と な っ て い る の か、 文 化 現
象として何が流行しているのかに関心を持つことを求めたい。もちろん誰
もが何らかの興味関心を持ち、生活しているだろうが、そうした自分自身
を取り巻く社会、環境のなか日々刷新されていくコミュニケーションにつ
いて、自らもどのように情報発信ができ、またどのような問題がそこにあ
るか、「広報」という視点から考えられるようになることを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：広報 ( ＰＲ ) という言葉－－－コミュニケーション論的考察
第 2 回：効果的な「広報」とは
第 3 回：広報と信頼
第 4 回：受け手の多様性と PR の成功
第 5 回：広報・PR とイメージの時代 ( 消費社会の広告 )
第 6 回：国家と PR・広報の役割 ( 合意形成という問題 )
第 7 回：戦争宣伝というコミュニケーション
第 8 回：戦争の記憶の共有とメディア
第 9 回：映像がつくる戦争イメージ
第10 回：マンガ・アニメのなかの戦争世界
第11 回：広告というコミュニケーション
第12 回：メディア選択と効果的広報の関係性
第13 回：「成功した広報」にある問題点
第14 回：「失敗した広報」から学ぶ問題点
第15 回：個人と社会、広報・PR の関係性

【事前および事後学習の指示】
講義中に指示する。

【テキスト】

【参考文献】
吉田裕『日本人の戦争観日本人の戦争観―戦後史のなかの変容』岩波現代
文庫、2005 年
佐藤卓己『増補　八月十五日の神話：終戦記念日のメディア学』ちくま学
芸文庫、2014 年
福間良明『反戦のメディア史：戦後日本における世論と輿論の拮抗』世界
思想社、2006 年
高井昌吏編『反戦と好戦のポピュラー・カルチャー：メディア／ジェンダー
／ツーリズム』人文書院、2011 年

【コメント】
・ 講 義 中 に コ メ ン ト・ ペ ー パ ー の 提 出 を 求 め る こ と が あ る が、 出 席 点 と し

て加味しない。
・ レ ポ ー ト は 規 定 枚 数 に 達 し な い、 剽 窃 が あ る 等、 レ ポ ー ト と し て 不 適 切

な提出があった場合、その提出をもって単位認定不可とする。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

広報の社会学　03＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
北波　英幸

【講義概要】
本 講 義 は「 広 報 」 に 着 目 し、 社 会 と の 関 係 や 意 義 を 考 察 す る。 春 の 講 義

はテレビ放送とその実務を採り上げたが、秋期は歴史上のプロパガンダ映
画 や ア ニ メ ー シ ョ ン 映 画 か ら、 近 年 の イ ン タ ー ネ ッ ト に お け る SNS 広 報
文化に至るまで視野に入れる。

現代は新聞・出版・放送といったマス・メディアに加え、SNS や動画サ
イトといったネット・メディアなど、メディア空間が多様化している。ま
た企業・団体はもちろん、個人の発信においても様々な場面で「広報」は
その重要性を増している。皆さんは今後、広報の「受け手」ばかりでなく、

「送り手」になる可能性もある。また仕事で直接「広報」と関わらなくとも、
客観的な接し方は将来の情報処理能力、判断力を培うものとなる。

な お、 主 と し て テ レ ビ メ デ ィ ア に お け る ニ ュ ー ス や SNS の 動 向 と い っ
た現在進行形の事象を扱うため、シラバスの内容は多少前後したり、分量
が増減したりする可能性があることをお断りしておく。

【学習目標】
受 講 す る 皆 さ ん が「 広 報 」 と い う メ デ ィ ア の メ カ ニ ズ ム と リ テ ラ シ ー を

理解し、将来社会に出てからも有用となる視点や考え方、あるいは枠組み
を形成できることを目指したい。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス「広報 (PR：Public  Relations)」とは・簡単なペーパー

提出
第 2 回：「広告代理店」とは何をする企業なのか
第 3 回：「 宣 伝 」「 広 告 」「 広 報 」 の 違 い は？ (1)：「 国 民 」 を 作 る プ ロ パ ガ

ンダ
第 4 回：「 宣 伝 」「 広 告 」「 広 報 」 の 違 い は？ (2)：「 国 民 」 か ら「 消 費 者 」

へ
第 5 回：広報 (PR) に必要な要素 (1)：6W1H
第 6 回：広報 (PR) に必要な要素 (2)：「受け手」とのエンゲージメント
第 7 回：「疑似イベント」とそのメカニズム
第 8 回：メディアイベント (1)：高校野球――新聞と読者の物語
第 9 回：メディアイベント (2)：オリンピック――国家という物語
第10 回：メディアイベント (3)：社会的事件から災害報道まで
第11 回：名簿化される社会：ダイレクトメール、SNS、投資詐欺
第12 回：ファクト対シンボル：大衆を分ける宣伝技術
第13 回：「沈黙の螺旋」とそのメカニズム
第14 回：メディアミックス：映像・音響からコンテンツ・ツーリズムまで
第15 回：「わかりやすい」のは良いことか／ラストレポート

【事前および事後学習の指示】
「穴 埋 め 」 の た め の 暗記は勧めない。講義の内容と個々の理解を 踏 ま え、

マス・メディアやネット・メディアに現れる情報に触れること。数でなく
「 質 」 を 意 識 し て、 必 要 と 思 え ば 授 業 内 で 紹 介 し た 文 献 等 も 参 照 す る こ と

が望ましい。疑問・質問は歓迎する。

【テキスト】

【参考文献】
佐藤卓己 (2018)『現代メディア史　新版』岩波書店
吉見俊哉 (2016)『メディア文化論：メディアを学ぶ人のための 15 話　改
訂版』有斐閣アルマ

【コメント】
成績評価は、3 ～ 4 回のリポート及び出席状況で行う。
上記欄の「レポート：30％」は最初のレポート、中間レポートの 2 回。「試

験：60％」は最終レポートとなる。
ま た、 適 宜 感 想 や 質 問 の ペ ー パ ー の 提 出 を 求 め る 場 合 も あ り、 出 席 状 況

とともに内容に応じて成績に加味する。

【留意事項】
テレビ・VP 等制作者として情報番組や報道番組、広報プログラムでディレク

ター・プロデューサーを経験した講師が、メディアにおける「広報」およびプロ
パガンダ・広告の発信と受容の実際について具体的に講義する。
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講　義　名　称 曜　時

コーポレート・ファイナンス (応用 )　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
齋藤　巡友

【講義概要】
企 業 を 経 営 し て い く 上 で 戦 略 の 策 定 は 非 常 に 重 要 な 意 思 決 定 と な る。 企

業経営における戦略とは、企業経営に必要不可欠な資源である「ヒト」「モ
ノ」「カネ」「情報」の適切な使途および配分を決定することである。コー
ポレート・ファイナンスでは、特に「カネ」すなわち資金面の戦略に焦点
を当てる。具体的には企業経営に係わる資金の流れを 3 つの段階に分けて
考 え る こ と に な る。1 つ 目 は、「 ど の よ う に 資 金 を 集 め る の か 」 と い う 資
金調達 の 段 階 で あ る。2 つ目は、「集めた資金をどのように投資す る の か 」
と い う 投 資 の 段 階 で あ る。3 つ 目 は、「 投 資 に よ っ て 得 ら れ た 利 益 を ど の
よ う に 処 分 す る の か 」 と い う 利 益 処 分 ( 利 益 還 元 ) の 段 階 で あ る。 本 講 義
では、コーポレート・ファイナンスの基礎的な知識を前提とした上で、こ
れらの財務的意思決定に関して現実の企業が直面している問題の本質を理
解するのに役立つ概念や理論について学ぶ。

【学習目標】
コ ー ポ レ ー ト・ フ ァ イ ナ ン ス に 関 す る 諸 問 題 を 理 解 す る た め に 必 要 な 知

識・概念、理論を習得することに加え、企業を「カネ」の側面から理解す
るためのフレームワークの習熟が本講義の学習目標となる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：授業内容や授業方針、成績評価について。
第 2 回：投資の意思決定 1：投資の評価手法
第 3 回：投資の意思決定 2：キャッシュフローの算出
第 4 回：株式による資金調達
第 5 回：負債による資金調達
第 6 回：資本構成の理論 1：MM の無関連命題
第 7 回： 資 本 構 成 の 理 論 2： ト レ ー ド オ フ 理 論、 ペ ッ キ ン グ・ オ ー ダ ー 理

論
第 8 回：日本企業の資本構成
第 9 回：利益還元政策 1：利益還元の手段 ( 配当と自社株買い )
第10 回：利益還元政策 2：利益還元政策の代表的な理論・仮説
第11 回： コ ー ポ レ ー ト・ ガ バ ナ ン ス 1： エ ー ジ ェ ン シ ー 問 題 と は、2 つ の

タイプのエージェンシー問題
第12 回： コ ー ポ レ ー ト・ ガ バ ナ ン ス 2： コ ー ポ レ ー ト・ ガ バ ナ ン ス の 仕 組

み
第13 回：デリバティブと企業のリスクマネジメント
第14 回：M&A( 企業合併・企業買収 ) について
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
講 義 前 に 講 義 資 料 を ア ッ プ ロ ー ド す る の で、 準 備 学 習 と し て 講 義 資 料 を

読み、疑問点を整理しておくこと。復習の際は、理解出来なかった点を講
義後やオフィスアワーに質問する、または参考文献の該当箇所を確認する
などして疑問点を残さないようにすること。

【テキスト】

【参考文献】
砂川伸幸著『コーポレートファイナンス入門〈第 2 版〉』日本経済新聞社
高橋文郎・井出正介著『経営財務入門　第 4 版』日本経済新聞出版社
米澤康博・小西大・芹田敏夫著『新しい企業金融』有斐閣アルマ
リチャード = ブリーリー・スチュワート = マイヤーズ・フランクリン = ア
レン著

『コーポレートファイナンス 第 10 版 上』日経 BP 社
『コーポレートファイナンス 第 10 版 下』日経 BP 社

ジョナサン = バーク・ピーター = ディマーゾ著
『コーポレートファイナンス入門編第 2 版』丸善出版株式会社
『コーポレートファイナンス応用編第 2 版』丸善出版株式会社

砂 川 伸 幸・ 川 北 英 隆・ 杉 浦 秀 徳『 日 本 企 業 の コ ー ポ レ ー ト フ ァ イ ナ ン ス 』
日本経済新聞出版社
砂川伸幸・川北英隆・杉浦秀徳・佐藤淑子『経営戦略とコーポレートファ
イナンス』日本経済新聞出版社

【コメント】
①到達目標に対応する試験を期末に実施する。試験では、基礎的な知識や

概 念 の 理 解 度 と そ れ ら を ど の 程 度 応 用 で き る か を 確 認 す る た め の 問 題 を
出 題 す る。 問 題 は 選 択 式・ 記 述 式 ( 計 算 問 題 を 含 む ) を 組 み 合 わ せ た 形
式となる。成績評価における点数配分は 70％

②授業の理解度を問う小課題を複数回実施する。成績評価における点数配
分は 30％

【留意事項】
第 1 回の授業時に受講するうえで重要な情報 ( 授業方針、成績評価等 ) を説明

するため、初回授業への参加を本講義の履修の前提とする。やむを得ない事情に
より出席できない場合や遅刻する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。
※第 1 回目の授業に無断で欠席または遅刻した場合、本講義の履修を認めないこ

ともある。

講　義　名　称 曜　時

国際関係論B　＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
松村　昌廣

【講義概要】
前 期 で「 国 際 関 係 論 Ａ 」 を 履 修 し た こ と を 前 提 に、 各 論 レ ベ ル で 国 際 安

全保障、国際政治経済、国際秩序の現状と課題を初歩的に考察します。「A」
と同様、具体的な事例を取り上げながら、ベーシックなことから、お話し
します。また、難解にならないように図やメモを使って丁寧な説明を心が
けます。

【学習目標】
毎 日、 テ レ ビ や 新 聞 の 国 際 問 題 に 関 す る ニ ュ ー ス に 触 れ て い て も、 よ く

分からないことが多いでしょう。ニュースは断片的で、十分な説明もあり
ません。ちゃんと理解するには体系的で理論的な準備が必要です。このた
め、この講義は国際関係論Ａで履修した理論を駆使して、時事問題に具体
的に触れながら、考察を深めていきます。

【講義計画】
第 1 回：各論　軍事的側面　
	 1 － 1) 安全保障
第 2 回：1 － 2) 紛争
第 3 回：1 － 3) まとめ
第 4 回：経済的側面 ( 貿易・金融・投資・技術・開発 )
	 2 － 1) － (1) 市場機能中心主義　( 金融 )
第 5 回：2 － 1) － (2) 市場機能中心主義 ( 貿易 )
第 6 回：2 － 1) － (3) 市場機能中心主義 ( 開発・技術 )
第 7 回：2 － 2) 国家機能中心主義
第 8 回：2 － 3) 資本形成中心主義
第 9 回：2 － 3) まとめ
第10 回：秩序づけのための組織化側面
	 3 － 1) 国際法
第11 回：3 － 2) 国際機構
第12 回：3 － 3) 国際レジーム
第13 回：3 － 4) まとめ
第14 回：4 － 1) 冷戦後の国際構造
第15 回：4 － 2) 日本の国際行動とその将来

【事前および事後学習の指示】
講義に合わせて、テキストの該当部分を予習・復習で読解すること。

【テキスト】
国際関係論－現実主義・多元主義・グローバリズム
ポール・R・ビオティ、マーク・V・ウェッセルズ
( 絶版であるので、学生には入手可能な措置をとる )

『世界システムの政治経済学』 ロバート・ギルピン
東洋経済新報社 ( 絶版であるので、学生には入手可能な措置をとる )

【参考文献】

【コメント】
講 師 が 設 定 し た 問 題 と 手 順 で、 受 講 生 に、 講 義 で 扱 っ た 内 容 を 基 に 持 ち

帰 り の レ ポ ー ト 試 験 (2500 字 ～ 3000 字 ) の 作 成・ 提 出 を 求 め ま す。 十 分
な 時 間 ( 恐 ら く 週 末 を 含 め 7 ～ 10 日 以 上 の 期 間 ) を 設 定 し、 受 講 生 が 自
分でとった講義ノートその他資料を見ながら、じっくり考えて作成できる
ようにします。

【留意事項】
国際関係論 A を修得した者のみ履修可能
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講　義　名　称 曜　時

国際経済論Ⅱ　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
浅海　達也

【講義概要】
こ の 講 義 で は 国 際 経 済 論 を 国 際 金 融 の 観 点 か ら 学 ぶ。 グ ロ ー バ ル 化 の 進

展に伴い、モノ・ヒトだけでなくカネの国際間取引が増加している。この
ような国際金融はどのようにして我々の生活に影響するのだろうか。この
問 い に 対 し て、 異 な る 通 貨 ( 例 え ば 円 と ド ル ) の 交 換 比 率 で あ る 為 替 レ ー
トに注目して明らかにする。さらにこの為替レートは国際通貨システムに
よって大きく異なるため、固定為替相場制や通貨統合についても取り扱う。

講 義 は ス ラ イ ド 資 料 と 実 際 の デ ー タ を 基 に 進 め る。 前 回 の 講 義 と 関 連 が
ある場合には冒頭で前回の復習を取り入れる。受講者は自ら手を動かして
グラフの作成や簡単な計算をすることで国際金融の考え方を身に付ける。

【学習目標】
この講義に積極的に参加することを通じて、
(1) 為替レートの変化による我々の生活への影響について理解する。
(2) 為替レートの決定メカニズムを理解する。
(3) 財 政・ 金 融 政 策 に よ る 為 替 レ ー ト へ の 影 響 を 自 分 で 考 え る こ と が で き

る。
(4) 国際通貨システムの変遷と現状を把握する。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
	 国際経済論における国際金融
	 国際貿易と国際金融
第 2 回：金利と為替レート：アセットアプローチ (1)【外国為替市場】
第 3 回： 金 利 と 為 替 レ ー ト： ア セ ッ ト ア プ ロ ー チ (2)【 金 利 平 価 － 短 期 的

な為替レートの決定】
第 4 回：貨幣・金利と為替レート：マネタリーアプローチ (1)【貨幣市場】
第 5 回： 貨 幣・ 金 利 と 為 替 レ ー ト： マ ネ タ リ ー ア プ ロ ー チ (2)【 金 利 と 為

替レートの同時決定】
第 6 回： 物 価 と 為 替 レ ー ト： マ ネ タ リ ー ア プ ロ ー チ (3)【 購 買 力 平 価 － 長

期的な為替レートの決定】
第 7 回：物価と為替レート：マネタリーアプローチ (4)【実質為替レート】
第 8 回：産出と為替レート (1)【産出市場と資産市場】
第 9 回：産出と為替レート (2)【財政政策と金融政策】
第10 回：産出と為替レート (3)【経常収支】
第11 回：固定為替レートと外国為替介入 (1)【外貨準備と貨幣供給】
第12 回：固定為替レートと外国為替介入 (2)【不胎化介入】
第13 回：国際通貨システム (1)【制度の変遷】
第14 回：国際通貨システム (2)【最適通貨圏】
第15 回：国際経済論Ⅱのまとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 学 習 で は 国 際 金 融 に 関 す る ニ ュ ー ス や 記 事 を 読 み、 国 際 金 融 へ の 関

心を深める。
事 後 学 習 で は 講 義 内 容 を 復 習 す る と と も に、 そ の 内 容 が ど の ニ ュ ー ス や

記事と対応しているのか考える。

【テキスト】

【参考文献】
Ｐ．Ｒ．クルーグマン 著 / Ｍ．オブストフェルド 著 / Ｍ．Ｊ．メリッツ 
著 / 山形 浩生 訳 / 守岡 桜 訳 (2017)『クルーグマン国際経済学 理論と政
策〈下〉金融編』丸善出版．

【コメント】
試 験 が 50%、 各 回 ( 第 2 ～ 14 回 ) の 授 業 内 容 に 関 す る レ ポ ー ト が

50%。
レ ポ ー ト で は 各 回 の 授 業 後 に、 講 義 を 受 け て 学 ん だ こ と を 自 分 の 言 葉 で

説明する。
試 験 で は 第 15 回 の 授 業 後 に、 講 義 内 容 を 理 解 し て い る か ど う か を 確 認

する。

【留意事項】
(1) 「マクロ経済学」を履修していることが望ましい。
(2) 「国際経済論Ⅱ」では国際金融を学び、「国際経済論Ⅰ」では国際貿易を学ぶ。
(3) 参考文献はテキストとしては指定しないが、講義内容の理解を深めてより発展

的な内容を学ぶために役立つ。

講　義　名　称 曜　時

国際機構論B　＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
軽部　恵子

【講義概要】
こ の 科 目 で は、 国 連 の し く み に つ い て 学 び ま す。 具 体 的 に は、 国 連 憲 章

の 重 要 条 文、 国 連 の 6 つ の 主 要 機 関 ( と く に 総 会 と 安 保 理 ) を 事 例 と と も
に学んでいきます。国際機構論の理解には、国際紛争の背景となる世界史、
とくに近現代史の知識が不可欠です。受講生は、参考文献を用いて、自分
の世界史の知識を確認し、必要であれば自習してください。授業で取り上
げるのは、高校の教科書に掲載されていること、および就職試験の筆記試
験で問われることです。

講 義 冒 頭 に は、 国 内 外 の メ デ ィ ア の ホ ー ム ペ ー ジ を 用 い て、 国 際 機 構 論
の視点からニュースを解説します。受講生は、メディアを批判的に読み解
く「メディア・リテラシー」を学んでください。

【学習目標】
①国連の主要機関とその権限・任務について学ぶ。
②安全保障、人権の保障、核軍縮について、国連の取組と成果、問題点を

考察する。
③国際問題の理解に必要な一般教養、とくに歴史・地理・文化・宗教に関

する基礎知識を獲得する。
④メディア・リテラシーを身につける。

【講義計画】
第 1 回：第二次世界大戦と国連の設立
第 2 回：国連憲章 (1)　目的
第 3 回：国連憲章 (2)　原則
第 4 回：総会
第 5 回：事務総長
第 6 回：安保理 (1)　任務と権限
第 7 回：安保理 (2)　朝鮮戦争
第 8 回：安保理 (3)　スエズ戦争と PKO
第 9 回：安保理 (4)　湾岸戦争
第10 回：安保理 (5)　冷戦終結後の民族紛争
第11 回：安保理 (6)　アメリカ同時多発テロとイラク戦争
第12 回：安保理 (7)　ロシアのウクライナ軍事侵攻
第13 回：人権の保障
第14 回：核軍縮
第15 回：試験及びまとめ

【事前および事後学習の指示】
教科書はありません。毎回の授業で指示される参考文献や参考 URL をも

とに、事前および事後学習をしてください。

【テキスト】
なし

【参考文献】
植 木 安 弘『 国 際 連 合： そ の 役 割 と 機 能 』 日 本 評 論 社 2018 年 ／ 小 林 義 久

『国連安保理とウクライナ侵攻』筑摩書房 2022 年 ／ 篠原初枝『国際連盟』
中 央 公 論 新 社 2010 年 ／ 最 上 敏 樹『 国 連 と ア メ リ カ 』 岩 波 書 店 2005 年 
／ 蟹 江 憲 史『SDGs( 持 続 可 能 な 開 発 目 標 )』 中 央 公 論 新 社 2020 年 ／ 国
際連合広報局編『国際連合の基礎知識』第 42 版 関西学院大学総合政策学
部 2018 年 ／ 田 中 久 美 子 監 修『 理 由 が わ か れ ば も っ と 面 白 い！ 西 洋 絵 画
の教科書』ナツメ社 2021 年

【コメント】
計 2 回 の 試 験 で 成 績 評 価 を 行 い ま す。 出 席 は 成 績 評 価 に い っ さ い 関 係 あ

りません。追加の試験やレポートもいっさいありません。毎回の授業終了
前に発表する「課題」は、成績評価の対象ではありませんが、受講生が講
義の理解度を各自で確認できる内容になっています。詳細は、第 1 回授業
資料を読んでください。

【留意事項】
国際機構論 A を先に受講することを強く勧めます。やむを得ず国際機構論 B か

ら履修する人は、国際機構論 A の教科書、成美堂出版編集部『新版一冊でわかる
イラストでわかる図解世界史』( 成美堂、2020 年 ) で、大航海時代以降の西洋近
現代史の基礎知識を自習してください。聖書とギリシャ神話の基礎知識は、国際
問題の理解に必須です。西洋絵画の解説を通じて学ぶと効率的です。
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講　義　名　称 曜　時

国際社会特講-グローバル化がつくる社会問題＜秋＞ 金 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
篠原　千佳

【講義概要】
この講義では、グローバル社会で問題化するいくつかの事象を取り上げ、

国際社会学的視点で考察する。国内のみならず海外の現状や、海外からの
視点も学びながら検証したい。国際化とグローバル化、日本社会と文化へ
の視点、ライフコース社会学、国際社会における宗教、働き方とジェンダー、
多様な日本人などを予定している。

【学習目標】
グ ロ ー バ ル 化 社 会 に お け る 現 象 や 社 会 問 題 を 学 び、 文 化 の み な ら ず 法・

制度の変化とその影響も含めて、社会学的に理解し分析する能力を発展さ
せることができる。グローバル社会と共に起こっている社会の変化を理解
し、多角的な視点で考察できるようになる。社会学的文献とデータなどの
根拠を示しながら、グループで異なる意見を共有するだけでなく、文章を
組み立てて論述しレポートとしてまとめることができる。

【講義計画】
第 1 回：講義紹介
第 2 回：日本社会と文化への視点－国際社会学とは
第 3 回：日本社会と文化への視点－グローバル化社会
第 4 回：ライフコース－学校から職業への移行
第 5 回：ライフコース－性別役割とジェンダー格差
第 6 回：ライフコース－グローバル化と家族と制度
第 7 回：前半のまとめと復習
第 8 回：グローバル化とジェンダー－グローバルな規範と制度
第 9 回：グローバル化とジェンダー－仕事とセクシュアリティ
第10 回：国際社会と宗教－世界と日本の宗教
第11 回：国際社会と宗教－伝統・宗教的価値観とサステナビリティ
第12 回：多様な日本人－マイノリティーと権利
第13 回：多様な日本人－在日外国人とヘイトスピーチ
第14 回：多様な日本人－在外日本人・日系人
第15 回：学期のまとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 学 習 と し て、 指 示 さ れ た 文 献 を 熟 読 し、 課 題 の 問 い に 答 え ら れ る よ

うにノートに準備をしておくこと。事後学習として、レポート等執筆の課
題に取り組むこと。授業内外での提出課題は個人、ペア、グループ・ワー
クなど多様であり、自立心と積極性に加えて協調性が求められる。

【テキスト】
社会運動の現在 長谷川公一 ( 編 )
ISBN-13:  978-4641174535 有斐閣

【参考文献】
西原 和久・樽本 英樹 ( 編 )2016『現代人の国際社会学・入門 --  トランス
ナショナリズムという視点』有斐閣 (ISBN-13:  978-4641174214)．

【コメント】
社会学の基礎知識がすでに身についていることを前提に、1) 授業への参

加・貢献 (30％ ) に加えて、講義と文献の内容理解を 2) 中間レポート (30％ )
と 3) 期末試験レポート (40％ ) で確認し、総合的に評価する。毎回講義時
間内外の課題に取り組み、積極的に授業参加・貢献することに加えて、協
調性を持って他の受講生ともコミュニケーションをとることにより、国際
社会に対する理解を深める事が求められる。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

国際政治史B　＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
塚田　鉄也

【講義概要】
国際政治は、国内政治とは少し異なった、独特の仕組みを有しています。

本講義では、第一次世界大戦以降の現代国際政治史上の主要な出来事を学
びながら、近代に形成された国際政治の仕組みがどのように持続・変化し
てきたかを考察します。

【学習目標】
①現代国際政治史上の主要な出来事について理解し、説明できる
②国際政治の仕組みがどのように持続・変化してきたかを理解し、説明で

きる

【講義計画】
第 1 回：現代国際政治史を学ぶ意義
第 2 回：第一次世界大戦までの国際政治
第 3 回：パリ講和会議
第 4 回：1920 年代の国際関係
第 5 回：1930 年代の国際関係
第 6 回：第二次世界大戦
第 7 回：戦後秩序の模索
第 8 回：冷戦時代①：起源
第 9 回：冷戦時代②：展開
第10 回：冷戦時代③：終結
第11 回：アメリカと戦後日本
第12 回：ヨーロッパ統合の展開
第13 回：脱植民地化の展開
第14 回：冷戦後の国際関係
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
テキストの指示された部分を事前に読んでおいてください。

【テキスト】
国際政治史―主権国家体系のあゆみ
小川浩之・板橋拓己・青野利彦
9784641150522 有斐閣

【参考文献】
佐 々 木 雄 太『 国 際 政 治 史 ― 世 界 戦 争 の 時 代 か ら 21 世 紀 へ 』( 名 古 屋 大 学
出版会、2011 年 )

【コメント】
各回の内容について課される課題 (M-Port の「課題」もしくは「テスト」

を 利 用 ) に よ り 評 価 す る。 な お、 盗 用 等 の 不 正 行 為 が 確 認 さ れ た 場 合 は、
その段階で不合格とする。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

国際法 B　＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
軽部　恵子

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 国 際 法 の 基 礎 知 識 を 学 び ま す。 前 半 で 国 際 法 の 最 も 重 要

な法源である条約を律する条約法の基礎を学びます。後半では、日本の進
路に多大な影響を与えた条約を、歴史的背景や当時の国際情勢とともに学
びます。国際法がわかると、新聞やテレビの国際ニュースがよくわかるよ
うになります。それは、国際法が国家の行動を規律する世界共通のルール
だからです。

講 義 冒 頭 に は、 国 内 外 の メ デ ィ ア の ホ ー ム ペ ー ジ を 用 い て、 最 新 の 時 事
問題を国際法の視点から解説します。受講生は、メディアを批判的に読み
解く「メディア・リテラシー」を学んでください。

【学習目標】
①国際法、とくに条約法の基礎知識 ( 重要な条約、判例を含む ) を修得する。
②国際法が個人の生活に直結することを理解し、歴史的文書の今日的意義

を考察する。
③国際問題の理解に必要な一般教養、とくに歴史・地理・文化・宗教に関

する基礎知識を獲得する。
④メディア・リテラシーを身につける。

【講義計画】
第 1 回：国際法の基本原則
第 2 回：条約 (1)　条約案の交渉
第 3 回：条約 (2)　署名と採択
第 4 回：条約 (3)　批准
第 5 回：条約 (4)　効力発生
第 6 回：条約 (5)　無効と終了
第 7 回：条約 (6)　留保
第 8 回：条約 (7)　人権条約の国内実施
第 9 回：条約 (8)　国内法と国際法の関係
第10 回：日本と国際法 (1)　日米和親条約と日米修好通商条約
第11 回：日本と国際法 (2)　日清戦争、日露戦争、第一次世界大戦
第12 回：日本と国際法 (3)　真珠湾攻撃、太平洋戦争、終戦
第13 回：日本と国際法 (4)　サンフランシスコ平和条約と日米安保条約
第14 回：日本と国際法 (5)　「唯一の被爆国」と核軍縮
第15 回：試験及びまとめ

【事前および事後学習の指示】
毎回の授業で指示される参考文献や参考 URL をもとに、事前および事後

学習をしてください。

【テキスト】
国際条約集 2023
植木俊哉、中谷和弘
有斐閣

【参考文献】
加藤信行『ビジュアルテキスト国際法』第 3 版 有斐閣 2022 年 ／ 中谷和
弘他『国際法』第 4 版 有斐閣 2021 年 ／ 芹田健太郎『新ブリッジブック
国 際 法 入 門 』 信 山 社 2020 年 ／ 大 沼 保 昭『 国 際 法 』 筑 摩 書 房　2018 年 
／ 小 川 浩 之 他『 国 際 政 治 史： 主 権 国 家 体 系 の あ ゆ み 』 有 斐 閣 2018 年 ／ 
祝 田 秀 全『 入 門　 戦 争 史 』 幻 冬 舎 2020 年 ／ 西 谷 修『 ロ ジ ェ・ カ イ ヨ ワ　
戦 争 論 』100 分 de 名 著　NHK 出 版 2018 年 ／ 田 中 久 美 子 監 修『 理 由 が
わかればもっと面白い！西洋絵画の教科書』ナツメ社 2021 年

【コメント】
計 2 回 の 試 験 で 成 績 評 価 を 行 い ま す。 出 席 は 成 績 評 価 に い っ さ い 関 係 あ

りません。追加の試験やレポートもいっさいありません。毎回の授業終了
前に発表する「課題」は、成績評価の対象ではありませんが、受講生が講
義の理解度を各自で確認できる内容になっています。詳細は、第 1 回授業
資料を読んでください。

【留意事項】
教科書である条約集は毎回使います。試験問題の一部は、最新版の条約集を用

いて解答する形式です。条約集で採用する条約・宣言等は、毎年入れ替わってい
ます。条約に入っている国のデータは、毎年更新されています。国際法 A を先に
受講した方が、理解が深まります。

講　義　名　称 曜　時

国際政治事情研究B　＜秋＞ 土 3

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
松村　昌廣

【講義概要】
ビ デ オ そ の 他 資 料 を 活 用 し て、 全 体 と し て は 初 級 レ ベ ル、 時 と し て 中 級

レベルの講義内容になるよう講義を進めます。もっとも、ここでいう「初
級レベル」というのは簡単という意味ではありません。高校レベルの知識、
大学生としての社会科学の思考や基本的知識を習得していることを前提に
しています。この講義により発展途上国を対象とする地域研究において政
治、経済、社会の諸側面から、いかに総合的な分析に取り組むかを実例を
示しながら学生の理解につなげることを目標としています。

【学習目標】
政 治 学、 社 会 学、 経 済 学 な ど 社 会 科 学 の 基 礎 を よ く 理 解 し た 学 生 を 念 頭

に講義を行います。つまり、高校の世界史、日本史、地理、政治経済、現
代 社 会 な ど の 関 連 科 目 を し っ か り 学 習 し て き た こ と を 前 提 に し て い ま す。
この講義では発展途上世界を比較分析に必要な基本的な発想、着眼点、分
析手法を会得するためはじめに初歩的な理論的考察を行い、その後いくつ
かの重要なケーススタディーに取り組みます。しかし、広大な発展途上世
界を全てカバーすることは不可能ですから、多様な理論の適用可能性、時
事的重要性を考慮して、北朝鮮問題と中国問題を取り扱うこととします。

【講義計画】
第 1 回：国際関係論と地域研究
第 2 回： シ ス テ ム 論 的 ア プ ロ ー チ ／ 比 較 研 究 ア プ ロ ー チ の 危 機・・・「 理

論の島々」
第 3 回：北朝鮮 (1) 朝鮮半島の戦略的位置付けと地理的要因
第 4 回：北朝鮮 (2) 朝鮮半島の歴史・・・戦争と平和の観点から
第 5 回：北朝鮮 (3) 北朝鮮の政治と社会
第 6 回：北朝鮮 (4) 北朝鮮の国際行動・・・不法活動を中心に
第 7 回：北朝鮮 (5) 北朝鮮と日本の関係・・・経済・金融関係を中心に
第 8 回：北朝鮮 (6) 日本の安全保障に与える影響
第 9 回：中国 (1) 中国大陸の地理と戦略環境
第10 回：中国 (2) 中国の歴史・・・戦争と平和の観点から
第11 回：中国 (3) 中国の近現代史・・・国内的混乱と国際関係
第12 回： 中 国 (4) 中 国 の 現 状・・・ 社 会 的 不 均 衡 拡 大 と 政 治 的 安 定 性 の 問

題
第13 回：中国 (5) 日本の安全保障に与える影響
第14 回：中国 (6) まとめ
第15 回：全体のまとめ・試験

【事前および事後学習の指示】
松村昌廣『日米同盟と朝鮮半島』芦書房
松村昌廣『米国覇権の凋落と日本の国防』芦書房
松村昌廣『東アジア秩序と日本の安全保障戦略』芦書房

【テキスト】

【参考文献】
随時、資料を提示する。

【コメント】
講 師 が 設 定 し た 問 題 と 手 順 で、 受 講 生 に 講 義 で 扱 っ た 内 容 を 基 に 持 ち 帰

り の レ ポ ー ト 試 験 (2500 字 ～ 3000 字 ) の 作 成・ 提 出 を 求 め ま す。 十 分 な
時 間 ( 恐 ら く 週 末 を 含 め 7 ～ 10 日 以 上 の 期 間 ) を 設 定 し、 受 講 生 が 自 分
でとった講義ノートその他資料を見ながら、じっくり考えて作成できるよ
うにします。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

コスト・マネジメント　＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
濱村　純平

【講義概要】
こ の 講 義 で は 企 業 が 原 価 計 算 を 用 い て コ ス ト を ど の よ う に マ ネ ジ メ ン ト

し、コストを下げる活動を行っているかについて解説する。伝統的に多く
の企業が用いてきたコスト・マネジメントについて解説したのち、近年注
目を浴びている戦略的なコスト・マネジメントについて解説することとす
る。 ま た、 ど う い っ た 経 緯 で 戦 略 的 な コ ス ト・ マ ネ ジ メ ン ト が 提 唱 さ れ、
伝統的なコスト・マネジメントと比べどのようなメリットとデメリットが
あるかを中心にケースを用いて解説する。さらに、コストを下げるための
原価計算について実際に計算してもらう。本講義は最新の研究トピックに
ついても多く扱うため、基本的に独自の講義ノートに基づいて解説する。

な お、 授 業 中 に 解 い て も ら う 問 題 に つ い て は、 講 義 中 に 前 に 出 て き て 解
答してもらう可能性もある。また、計算を解いてもらうので、計算ができ
るかが単位認定基準になっている。

【学習目標】
・コスト・マネジメントの原価計算を行えるようにする。
・ 伝 統 的 コ ス ト・ マ ネ ジ メ ン ト や 戦 略 的 コ ス ト・ マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 理

解 し、 実 際 に ど の よ う な コ ス ト・ マ ネ ジ メ ン ト が 実 務 で 行 わ れ て い る か
を知る。

・コストに関する最新の研究を知る。
・ 計 算 に よ っ て 導 き 出 さ れ た コ ス ト が、 外 部 報 告 だ け で な く マ ネ ジ メ ン ト

に 用 い ら れ て い る こ と を 知 る こ と で、 コ ス ト 情 報 を 効 率 的 に 経 営 に 用 い
るシステムについて理解する。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンスと「原価」について
第 2 回：財務会計目的の原価計算のおさらい
第 3 回：直接原価計算
第 4 回：標準原価計算
第 5 回：原価企画
第 6 回：品質原価計算
第 7 回：活動基準原価計算
第 8 回：これまでの概念に関する復習と中間試験
第 9 回：マテリアルフローコスト会計
第10 回：事業部業績評価と振替価格
第11 回：販売費及び一般管理費のコスト・マネジメント
第12 回：在庫管理
第13 回：組織間コスト・マネジメント
第14 回：競争戦略とコスト・マネジメント
第15 回：これまでの復習及び試験

【事前および事後学習の指示】
本 講 義 は「 原 価 計 算 シ ス テ ム 」 と 対 を な す 講 義 と な り ま す。 そ の た め、

原価計算システムを受講してください。また、未受講の場合は必ず、原価
計算システムに対応する総合原価計算及び個別原価計算までを学習してお
いてください。計算を頻繁に行ないます。計算問題は手を動かすことで身
につきますので、予復習でも積極的に問題に取り組むようにしてください。
なお、講義では実際に計算をしますので、電卓をもってきてください。

【テキスト】

【参考文献】
タイトル：エッセンシャル原価計算
著者：谷武幸
出版社：中央経済社
ＩＳＢＮ：978-4502450006
タイトル：インサイト原価計算
著者：加登豊
出版社：中央経済社
ＩＳＢＮ：978-4502286704
タイトル：インサイト管理会計
著者：加登豊
出版社：中央経済社
ＩＳＢＮ：978-4502286605
タイトル：環境管理会計入門―理論と実践
著者：國部克彦
出版社：産業環境管理協会
ＩＳＢＮ：978-4914953850

【コメント】
試 験 は 中 間 試 験 が 30%、 期 末 試 験 が 50% と し ま す。 レ ポ ー ト は 1 回 の

予定です。
レ ポ ー ト を 遅 れ て 提 出 す る 場 合 は、 レ ポ ー ト を 採 点 し た う え で 最 終 成 績

から 40 点減点します。
ま た、 カ ン ニ ン グ・ 剽 窃 は 50 点 減 点 し ま す。 な お、 オ ン ラ イ ン 講 義 の

場合は別途告知します。
対 面 の 場 合、 講 義 に 集 中 し て も ら う た め に 講 義 中 の ス マ ホ の 利 用 を 禁 止

します ( 大学の方針があるので PC 等は可とします )。
使用した場合、緊急の案件以外はいかなる理由でも最終成績を D 評価と

します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

コミュニケーション論 [2]　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( 同時双方向型 )
長﨑　励朗

【講義概要】
一 般 に「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 と 言 え ば、 人 間 同 士 の パ ー ソ ナ ル な 会 話

が想起される。そのため、メディアを介した「マス・コミュニケーション」
と は 別 に 語 ら れ が ち で あ る。 し か し、 本 来 こ れ ら は 別 個 の も の で は な い。
コミュニケーションとは、ある主体が別の主体に情報を伝達する行為の全
てを含むものだ。そのため、コミュニケーション研究はメディア論のみな
らず、社会心理学や文化人類学など複数の分野にまたがって展開されてい
る。本講義ではこれらの知見を分野横断的に論じることで、「コミュニケー
ション」を捉える多角的な視点を提供する。

【学習目標】
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 幅 広 い 知 識 を 身 に つ け る こ と を 通 じ て、 一

般に言われる「コミュニケーション能力」などの言葉に流されない自分な
りのコミュニケーション観を構築してほしい。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：コミュニケーションとマス・コミュニケーション
第 3 回：コミュニケーション研究の系譜 (1)―強力効果論と限定効果論
第 4 回：コミュニケーション研究の系譜 (2)―新強力効果論
第 5 回：文字の文化と声の文化―日本型コミュニケーションとは何か？
第 6 回：AI とコミュニケーション (1)―フィードバックと予言の自己成就
第 7 回：AI とコミュニケーション (2)―人工知能とビッグデータ
第 8 回：非言語的コミュニケーション
第 9 回：社会学者たちのコミュニケーション論
第10 回：市民的公共圏は存立可能か？
第11 回：ハンナ・アーレントの公共圏論
第12 回：インターネット公共圏論
第13 回：民主主義とコミュニケーション (1) 右翼と左翼
第14 回：民主主義とコミュニケーション (2) ヨロンとセロン
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
試験前にはノートを見直すことをおすすめします。
ま た、 日 常 的 に は、 授 業 の 内 容 を 踏 ま え て 自 身 の 周 囲 に あ る も の を 観 察

してみること。

【テキスト】

【参考文献】
・田崎 篤郎・児島 和人『マス・コミュニケーション効果研究の展開』、北

樹出版
・佐藤卓己『現代メディア史』、岩波書店

【コメント】

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

サステイナビリティ論　＜秋＞ 土 5

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
巖　圭介

【講義概要】
SDGs、持続可能な開発目標は、よりよい世界を作るために 2030 年まで

に 達 成 す べ き 17 の 目 標 を 掲 げ た も の で あ る。 す べ て の 目 標 は 相 互 に 関 連
しているが、その中でも環境問題の解決は多くの目標をつらぬく最重要課
題の一つである。この講義では、地球環境の諸問題をいかに解決していく
のか、その現状と展望、限界について解説する。姉妹科目である「環境問
題概論」の いわば「解決編」として位置づけられる。

な お、 こ の 講 義 は 完 全 オ ン デ マ ン ド 型 で 行 う。 毎 週 公 開 さ れ る 講 義 動 画
を視聴した上で、その都度出題される小テストや小課題等を翌週の期限ま
でに回答し、また不定期に課される課題も期限内に提出することが求めら
れ る。 質 問 や 感 想、 リ ク エ ス ト 等 に は M-Port 上 で 随 時 回 答 す る 他、 授 業
動 画 内 で も 取 り 上 げ て い く こ と で で き る だ け 双 方 向 性 を 確 保 し て い き ま
す。

【学習目標】
主 要 な 環 境 問 題 ( 気 候 変 動、 エ ネ ル ギ ー 問 題、 ゴ ミ 問 題、 人 工 化 学 物 質

汚 染、 食 糧 問 題 ) に つ い て そ の 問 題 の 本 質 を 理 解 し た 上 で、 問 題 解 決 に 向
けて今なされていること、なされるべきことを説明できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：イントロ：持続可能な開発目標 SDGs
第 2 回：気候変動と持続可能性 1：現状と目標
第 3 回：気候変動と持続可能性 2：脱炭素への道
第 4 回：気候変動と持続可能性 3：バイオマス
第 5 回：気候変動と持続可能性 4：炭素の値段と再エネ
第 6 回：ゴミ問題と持続可能な消費 1：リサイクル法
第 7 回：ゴミ問題と持続可能な消費 2：LCA
第 8 回：ゴミ問題と持続可能な消費 3：循環型社会へ
第 9 回：化学物質汚染と持続可能性 1：農薬と化学肥料
第10 回：化学物質汚染と持続可能性 2：リスク論
第11 回：水と土の持続可能性
第12 回：生態系の持続可能性
第13 回：食糧生産の持続可能性
第14 回：地球の限界
第15 回：まとめ：持続可能な開発と地球環境

【事前および事後学習の指示】
動画視聴の退屈を軽減するため穴埋め資料 (Word ファイル ) を用意する

の で、 授 業 前 に ダ ウ ン ロ ー ド し て お き 空 欄 を 埋 め な が ら 視 聴 し て も ら い、
随時疑問に思うことなどノートをとり、授業後に復習すること。期末のテ
ストでは全範囲にわたる出題をするので、資料を完成させ整理しておくこ
とが大切である。話の内容が本当に理解できていたか、授業直後と翌週授
業前に復習することが望ましい。日常目にする環境関連のニュースなどを
チェックし、常に情報をとりいれるとともに授業内容との関連などについ
て考え、必要に応じて質問や情報提供してほしい。

【テキスト】

【参考文献】
環 境 省 編 『 令 和 3 年 版 環 境・ 循 環 型 社 会・ 生 物 多 様 性 白 書 』(Web 版 )、
東 京 商 工 会 議 所『ECO 検 定 公 式 テ キ ス ト ( 改 訂 8 版 )』 日 本 能 率 協 会 マ ネ
ジ メ ン ト セ ン タ ー 2021 年、 ロ ス リ ン グ 他『FACTFULNESS( フ ァ ク ト フ
ル ネ ス )10 の 思 い 込 み を 乗 り 越 え、 デ ー タ を 基 に 世 界 を 正 し く 見 る 習 慣 』
日経 BP 2019 年、他、適宜紹介する。

【コメント】
受講確認を兼ねた小テストや小課題を毎回 M-Port 機能を使って課す ( 提

出 期 限 は 翌 週 の 授 業 ま で )。 さ ら に 期 末 に は 全 範 囲 に つ い て 理 解 度 確 認 テ
ストを行うので、毎回配布される資料の空欄をすべて埋めて整理しておく
ことを勧める。また気候変動とゴミ問題については簡単なレポート的作業
課題を課す。

【留意事項】
農水省の研究所で勤務経験のある教員が、その経験を活かして、温暖化や化学

物質、水資源と、食糧問題を含む社会の持続可能性について講義する。
この講義は「環境問題概論」の姉妹科目です。「環境問題概論」において現状の

問題を紹介しますので、この「サステイナビリティ論」では主に解決策などにつ
いて説明します。できればこの授業の前に「環境問題概論」を受講することをお
勧めします。

社会人の方へ ( 聴講に際して )
本科目は完全オンデマンド型での開講となります。
リアルタイムでのやりとり、対面での受講はできませんので予めご了承くださ

い。

講　義　名　称 曜　時

コンピュータ論Ⅰ　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
藤間　真

【講義概要】
こ こ 数 年「 人 工 知 能 」 と い う 言 葉 が マ ス コ ミ を に ぎ わ し て い る こ と か ら

も わ か る よ う に、 今 日 の コ ン ピ ュ ー タ は、「 計 算 」 を 直 接 的 に 目 的 と は し
ない用途でますます利用されており、計算する道具からデータ処理の道具、
そして情報を引き出し整理し分析した上でその結果を分かりやすく提示す
る道具、色々なモノにくみこまれて制御する道具になりつつある。

何 故 コ ン ピ ュ ー タ は 今 日 の よ う な 展 開 が で き た の で あ ろ う か。 こ の こ と
を、人間とコンピュータとの違いや人間から見たコンピュータという存在
と い う 視 座 か ら 俯 瞰 す る こ と で 明 ら か に し、 よ り 社 会 生 活 に 役 立 つ コ ン
ピュータの将来をどのように展望すべきかを考える。

動 画 資 料 や 一 読 し た だ け で は 意 味 が 掴 み に く い 配 布 資 料 を 用 い て の 講 義
が大きな部分を占めるので、動画の視聴は単位認定の前提となろう。また、
必要に応じてグループ・ディスカッションによって議論を深めることもあ
ることも、継続的な出席が必要となる要因である。

第 1 回 で、 講 義 の 内 容 に 関 す る 重 要 な こ と を 扱 う の で、 欠 席 し た 場 合 の
不利益はかなり大きなものとなる。受講を検討している諸君は必ず第 1 回
に出席されたい。

な お、 最 新 の 状 況 を 反 映 さ せ る た め、 一 部 予 定 を 変 更 す る こ と が あ り う
る。詳細は、講義中にアナウンスする。

【学習目標】
本 講 の 目 的 は、 人 間 と コ ン ピ ュ ー タ と の 違 い や 人 間 か ら 見 た コ ン ピ ュ ー

タという存在という視座から、コンピュータに関する幅広い知識を伝授す
ると共に、深い考察のきっかけを与えることである。

【講義計画】
第 1 回：第一回はオリエンテーションを行う。
	 受講希望者は出席のこと。
第 2 回：思考と機械―チューリング・テストと行動主義
第 3 回：思考と機械―チューリング・テストとサールの部屋
第 4 回：思考と機械―フレーム問題
第 5 回：思考と機械―第三世代 AI について
第 6 回：思考と機械―中間まとめ
第 7 回：コンピュータの特性と人間の特性
第 8 回：自己の特性に合わせたコンピュータの調整
第 9 回：特性を支援するコンピュータ
第10 回：コンピュータによる表現―音声と画像の表現
第11 回：コンピュータによる表現―文字の表現
第12 回：コンピュータによる表現―文字のコード化
第13 回：コンピュータによる表現―整数の内部表現
第14 回：コンピュータによる表現―小数の内部表現
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事 後 学 習 と し て 求 め る 復 習 の た め の 労 力 が 他 の 講 義 に 比 べ て 多 い た め、

事前学習 ( 予習 ) は特に要求しません。
言い換えると、きちんと復習することが単位取得の前提となります。

【テキスト】

【参考文献】
新井紀子著、『コンピュータが仕事を奪う』、日本経済新聞出版社、2010
松田卓也著、『2045 年問題 :  コンピュータが人類を超える日』、廣済堂新書、 
2013
その他は、授業中に指示します。

【コメント】
レポート：80％　授業への積極的な参加：20％
いくつかの課題に関して、レポートを課します。
本 講 義 の 目 的 の 一 つ が、 自 習 す る に は 難 し い こ と を 講 義 形 式 で 伝 え る こ

とにありますから、レポートの内容は、講義内容を踏まえたものとなりま
す。その意味での「授業への積極的な参加」20％です。詳細は、オリエン
テーション時に説明します。

【留意事項】
ソフトウェアハウスでの実務経験を踏まえて社会とコンピュータの関係につい

て講義を行う。
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講　義　名　称 曜　時

産業構造論Ⅱ　＜秋＞ 金 4

【教員名称】		 	 	 	 インテ
義永　忠一

【講義概要】
現 代 日 本 の 産 業 を 各 期 の テ ー マ に 沿 っ て、 各 産 業 分 野 の「 現 場 」 で 活 躍

されている経営者やそれに近い方々、もしくは「現場」に関して造詣の深
い方々 か ら 講 義 を し て いただきます。 産業構造論Ⅱは、「現在の日 本 に お
ける産業構造の変化」というテーマで、各産業の視点より講義をしていた
だきます。また産業構造論Ⅱでは、講師への積極的な質問を推奨していま
す。

【学習目標】
講 義 を 通 し て 見 え て く る 各 産 業 の 現 状 と 課 題 を 理 解 し、 受 講 生 が 解 決 の

方向性を考え始めるきっかけとなることを、学習の目標とします。講義終
了後の積極的な質疑応答を通して、発言する力の養成も学習目標とします。

【講義計画】
第 1 回：この講義のねらい
	 ・2023 年 度 講 義 内 容 紹 介 ( ゲ ス ト 講 師 の ご 都 合 に よ り 変 更 の 可

能性があります )
	 ・ テ ー マ： 現 在 の 日 本 に お け る 産 業 構 造 の 変 化 ( サ ブ テ ー マ を 設

定する場合があります )
第 2 回：産業構造とは - 現在の日本における産業構造の変化 - 課題の設定
第 3 回：エネルギーの新たな流れ ( ガス )
第 4 回：日本における貿易の現状
第 5 回：知的財産権 - 中小企業の挑戦 -
第 6 回：武器製造と日本の産業構造
第 7 回：情報産業 - 起業者の視点 -
第 8 回：地域における外食産業の現状と課題
第 9 回：繊維産業の現状
第10 回：自動車産業の現状
第11 回：シンクタンク・ビジネス
第12 回：観光業におけるホテルの役割
第13 回：環境に対する視点
第14 回：産業構造の変化と成長戦略
第15 回：まとめと課題の再確認

【事前および事後学習の指示】
毎 回 講 義 に 臨 む 際、 あ ら か じ め 当 該 産 業 分 野 に つ い て Web や 新 聞 な ど

により情報を調べておくことが望ましい。また講義における質疑応答の際
は、どんな内容でも構わないので、積極的に質問をすることを期待します。
その後、各自で調査・研究することを望みます。

【テキスト】

【参考文献】
その都度指示します。

【コメント】
第 1 回 目 に、 講 義 に 関 す る 説 明 を し ま す。 講 義 参 加 者 は、 必 ず 出 席 す る

こと。
第 15 回目は、まとめとして全講義を通しての理解を問います。

レポート【57%：1 本 (19 点 ) × 3 本】
講義 期 間 を 3 期 に 分 け、各期 1 ～ 3 つの中から、各講師が出題 し た テ ー

マについてレポートを 1 本作成してもらいます。
受 講 後 の 提 出 物 が な け れ ば【 後 述 】、 レ ポ ー ト を 提 出 す る こ と が で き ま

せんので注意してください。
評価基準等については、講義第 1 回目に説明します。

【受講後の提出物】
講 義 後 に、 出 席 確 認 と は 別 に「 参 加 」 し た 方 が わ か る 方 法 の「 課 題 」 を

M-Port テストから課します。
この「課題」の提出が認められた方の「レポート」を受け付けます。

「 レ ポ ー ト 」 は 各 期 ご と に 必 ず 提 出 す る こ と を 課 し て い ま す。 各 期 ご と
の締め切りに注意して下さい。各期の締め切りに遅れた場合は、レポート
提出不足とする「不受験」扱いとなります。

その他【43%】
第 2 回 に 課 す 課 題 と、 第 15 回 に 行 う、 ま と め と し て 全 講 義 を 通 し て の

理解を問う課題を合わせた評価となります。
評価基準等については、講義第 1 回目に説明します。

【 レ ポ ー ト 提 出 だ け で は、 単 位 修 得 条 件 で あ る 60 % に 届 か な い こ と に ご
注意ください。】

【留意事項】
インテグレーション科目

講　義　名　称 曜　時

ジェンダー法学B　＜秋＞ 月 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
的場　かおり

【講義概要】
今やすっかり日本に定着した DV、ストーカー、ハラスメント。毎年「過

去 最 多 」 と 報 道 さ れ る 各 種 の 虐 待 件 数。 労 働 力 人 口 が 減 る 一 方 で、 増 え
る 非 正 規 雇 用 者 の 数。 男 性 議 員 や 男 性 閣 僚 の 姿 ば か り が 目 立 つ 政 治 の 世
界・・・。

講義では、このような日本の現状を、社会や文化が生み出す性差＝「ジェ
ン ダ ー」 と 法 制 度 の 観 点 か ら 読 み 解 き ま す。「 親 密 圏 」、「 労 働 」、「 政 治 」
の 分 野 に お い て、「 ジ ェ ン ダ ー」 が 引 き 起 こ す 問 題 の 本 質 を 探 り、 そ の 解
決策を考えます。
※「 ジ ェ ン ダ ー 法 学 A」 と 連 続 す る 内 容 も 多 い た め、「 ジ ェ ン ダ ー 法 学 A」

の受講を終えていることが望ましいです。

【学習目標】
①「ジ ェ ン ダ ー」 と い う 視 点 か ら 社 会 の 問 題 を 考 え る 力 を 養 い ま す。 こ れ

ま で の「 当 た り 前 」 を 見 直 す こ と で、 そ こ に 潜 む 問 題・ 課 題 に 気 づ き、
解決策を考えられるようになります。

②他者との違いを認め、多様性を尊重する姿勢を身に付けます。この姿勢
は、 多 様 な 個 性 を も つ 人 々 が 平 等 に 生 き ら れ る 社 会 の 実 現 に 不 可 欠 な も
のです。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 講義の進め方・成績評価・講義の内容 )
第 2 回：ドメスティック・バイオレンス① DV と法律
第 3 回：ドメスティック・バイオレンス②見えにくい DV
第 4 回：ストーカー
第 5 回：児童・高齢者・障がい者虐待
第 6 回：教育①学校教育
第 7 回：教育②法学教育と法曹
第 8 回：雇用①男女雇用機会均等法とは
第 9 回：雇用②多様化する労働形態
第10 回：ワーク・ライフ・バランス①法の整備
第11 回：ワーク・ライフ・バランス②日本の現状
第12 回：ハラスメント
第13 回：社会保障
第14 回：立法・行政
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
【事前学習】
・配布されたレジュメ・資料にしたがい、指示された事前学習に取り組む
・関連するニュース・出来事を調べる

【事後学習】
・解説で用いられたスライド資料を確認しながら、講義内容を復習する
・ 参 考 文 献 な ど を 用 い て 問 題 を 掘 り 下 げ、 自 分 の 意 見 を レ ポ ー ト に ま と め

る

【テキスト】

【参考文献】
・犬伏由子・井上匡子・君塚正臣編『レクチャー　ジェンダー法〔第 2 版〕』

( 法律文化社、2021 年 )
・三成美保・笹沼朋子・立石直子・谷田川知恵『ジェンダー法学入門〔第 3 版〕』

( 法律文化社、2019 年 )
・辻村みよ子『概説ジェンダーと法〔第 2 版〕』( 信山社、2016 年 )
・ 山 下 泰 子・ 矢 澤 澄 子 監 修・ 国 際 女 性 の 地 位 協 会 編『 男 女 平 等 は ど こ ま で

進んだか』( 岩波書店、2018 年 )
・伊藤公雄・樹村みのり・國信潤子『女性学・男性学〔第 3 版〕』( 有斐閣、

2019 年 )

【コメント】
成績評価の詳細は次のとおりです。

①レポート (50％ )：毎回授業後に簡単な「レポート」を提出
※ 3 分 の 2(10 回 ) 以 上 の レ ポ ー ト 課 題 の 提 出 が な い 場 合、 試 験 を 受 け

る資格を失います。
②試験 (50％ )：第 15 回目に行う論述試験

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

市民社会とメディア　＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
本郷　正武

【講義概要】
市 民 社 会 と は ど の よ う な 社 会 な の か。 市 民 社 会 を 成 り 立 た せ る た め に 必

要な条件とは何か。本講義では、市民社会の成り立ちについておもに社会
運動論の観点から検討する。なお、春学期開講の社会運動論を履修済みで
あることが講義内容の理解の点から望ましい。

【学習目標】
市 民 社 会 論 の 分 析 概 念 や 基 本 的 な 考 え 方 を 身 に 付 け る こ と で、 人 々 の 連

帯とそのはたらきについて考えることができるようになることを目標とす
る。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：市民社会論の検討
第 2 回：近代社会の成立
第 3 回：「第二の近代」
第 4 回：新しい市民社会論 (1)：国家と市民社会
第 5 回：新しい市民社会論 (2)：市民的公共性
第 6 回：ポピュリズム
第 7 回：ナショナリズム
第 8 回：排除と隔離 (1)：ハンセン病療養所
第 9 回：排除と隔離 (2)：隔離の論理
第10 回：排除と隔離 (3)：脱施設化と脱制度化
第11 回：地域からの遊離 (1)：水俣病の「被害」
第12 回：地域からの遊離 (2)：運動の担い手
第13 回：地域からの遊離 (3)：受益圏・受苦圏論
第14 回：討議デモクラシー (1)：コンセンサス会議
第15 回：討議デモクラシー (2)：ワークショップ

【事前および事後学習の指示】
講 義 で 紹 介 し た 概 念 や 理 論 を 駆 使 し て、 身 の 回 り で 起 き た 出 来 事 や 社 会

現象の謎解きをしてみること。うまくいかない場合は、質問やコメントペー
パーのかたちで言葉にしてみること。

【テキスト】

【参考文献】
本 郷 正 武・ 佐 藤 哲 彦 編，2023，『 薬 害 と は な に か： 新 し い 薬 害 の 社 会 学 』
ミネルヴァ書房．
長谷川公一編，2020，『社会運動の現在―市民社会の声』有斐閣．
濱西栄司ほか，2020，『問いからはじめる社会運動論』有斐閣．
上記の他にも講義中に随時紹介する。

【コメント】
コメントペーパーの内容が優れている場合は加点する。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

支払決済法　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小西　みも恵

【講義概要】
手 形・ 小 切 手 以 外 に 支 払 手 段 と し て 活 用 さ れ る 銀 行 振 込 や ク レ ジ ッ ト

カード、また近時利用の進んでいる電子マネーについて講義します。

【学習目標】
受 講 生 が、 ① 銀 行 振 込、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド、 電 子 マ ネ ー の 機 能 を 理 解 で

きること、②これらの支払手段にかかわる法制度を理解できることを目標
としています。

【講義計画】
第 1 回：多様な支払手段とその特徴
第 2 回：電子マネー
第 3 回：プリペイドカード
第 4 回：仮想通貨
第 5 回：銀行振込
第 6 回：デビッドカード
第 7 回：銀行間資金決済システム
第 8 回：資金移動業・収納代行・代引き
第 9 回：小切手・為替手形
第10 回：約束手形
第11 回：電子記録債権① ( 発生・譲渡 )
第12 回：電子記録債権② ( 消滅・利用 )
第13 回：クレジットカード
第14 回：有価証券理論
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
テキストの次回の該当部分に事前に目を通しておくこと。また、授業後、

授業内容を復習すること。

【テキスト】
支払決済法 ( 第 3 版 ) 小塚荘一郎・森田果
9784785726041 商事法務

【参考文献】
2024( 令和 6) 年版の六法 (2024 年版は、9 月発売予定 )

【コメント】
①最終試験：70 点

授業の最終回において、到達目標に対応する内容の試験 ( 選択式・論述式 )
を行います。授業内容をきちんと理解しているか、論理的に記述している
かどうかに重点をおいて評価します。
②小テスト：各 10 点、3 回

到 達 目 標 に 対 応 す る 内 容 の 試 験 を 3 回 行 い ま す。 授 業 内 容 を き ち ん と 理
解しているかどうかに重点をおいて評価します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会運動論 [2]　＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
本郷　正武

【講義概要】
社 会 運 動 は 社 会 ( 問 題 ) を 映 す 鏡 に 例 え ら れ る。 社 会 運 動 が 提 起 す る 問

題や、運動の担い手、抗議手法などの観点から、社会問題のありかを探っ
ていく。

【学習目標】
社 会 運 動 論 の 分 析 概 念 や 基 本 的 な 考 え 方 を 身 に 付 け る こ と で、 一 見 す る

と暴力的な現象と捉えられがちな社会運動を違った角度からみることがで
きるようになることを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：社会運動論の考え方
第 2 回：HIV/AIDS の問題系 (1)：HIV/AIDS の社会意識
第 3 回：HIV/AIDS の問題系 (2)：「医療化」にみる問題化のプロセス
第 4 回：HIV/AIDS の集合行為 (1)：エイズ・ボランティアの登場
第 5 回：HIV/AIDS の集合行為 (2)：市民活動・NPO の活動
第 6 回：HIV/AIDS の集合行為 (3)：「薬害 HIV」訴訟運動
第 7 回：HIV/AIDS の集合行為 (4)：訴訟運動が残したもの
第 8 回：良心的支持者概念の検討 (1)：運動参加者と集合財
第 9 回：良心的支持者概念の検討 (2)：カミングアウトのポリティクス
第10 回：持つ者と持たざる者との対立：階級闘争モデル
第11 回：社会運動とアイデンティティ：「新しい社会運動」論
第12 回：社会運動の合理性／非合理性：資源動員論の登場
第13 回：資源動員論の展開と収斂：政治的機会構造／動員構造／フレーミ

ング
第14 回：現代の社会運動 (1)：社会運動と暴力
第15 回：現代の社会運動 (2)：ライフスタイル運動

【事前および事後学習の指示】
講 義 で 紹 介 し た 概 念 や 理 論 を 駆 使 し て、 身 の 回 り で 起 き た 出 来 事 や 社 会

現象の謎解きをしてみること。うまくいかない場合は、質問やコメントペー
パーのかたちで言葉にしてみること。

【テキスト】

【参考文献】
本 郷 正 武・ 佐 藤 哲 彦 編，2023，『 薬 害 と は な に か： 新 し い 薬 害 の 社 会 学 』
ミネルヴァ書房．
長谷川公一編，2020，『社会運動の現在―市民社会の声』有斐閣．
濱西栄司ほか，2020，『問いからはじめる社会運動論』有斐閣．

上記の他にも講義中に随時紹介する。

【コメント】
コメントペーパーの内容が優れている場合は加点する。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

社会学 B　01＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金　太宇

【講義概要】
●現代社会学の理論と応用
「社会学 B」は「社会学 A」の概論に対して、より私たちの社会生活に関

わる具体的なテーマを扱う。全体を貫くキーワードは「個人と社会」である。
講 義 の 前 半 で は「 私 ( つ ま り 皆 さ ん 自 身 )」 に つ い て の 考 え 方 を、 社 会

学という学問からのアプローチから紹介する。後半は現代社会の具体的問
題について社会学的に考察する。

社 会 に 満 ち て い る「 あ た り ま え 」 や「 ふ つ う 」 は 私 た ち の 思 考 や 行 動 を
どのように規定しているかを、社会学的な思考法を学ぶことによって、学
問 的 に 捉 え 返 し て み よ う。 全 15 回 で 社 会 学 が 論 じ う る 対 象 の 幅 広 さ と、
その奥行きを感じてほしい。

【学習目標】
(1)「 当 た り 前 」 と み な さ れ て い る 事 象 か ら「 問 い 」 を 立 て る 力 を 身 に つ

ける
(2) そのための武器 ( 社会学的なモノの見方、概念など ) を習得する
(3) 自 分 自 身 に 関 わ る 社 会 規 範 や ス テ レ オ タ イ プ か ら 解 放 さ れ る 感 覚 を 味

わう
以 上 を 通 じ て 社 会 に 生 き る「 私 ( 個 人 )」 を 位 置 づ け、 そ し て と も に 生

き る「 あ な た ( 他 者 )」 へ の 想 像 力 と 感 受 性 を 育 み、 社 会 学 的 な 視 点 を 身
につける。

【講義計画】
第 1 回：はじめに－－－「個人」と「社会」の関係性
第 2 回：「社会」の前史
第 3 回：近代社会の登場と社会認識の発展
第 4 回：権力構造をめぐる社会学 (1) －－－水平的な関係と垂直的な関係
第 5 回：権力構造をめぐる社会学 (2) －－－資本主義と民主主義
第 6 回：権力構造をめぐる社会学 (3) －－－価値観と権力
第 7 回：「私」をめぐる社会学 (1) －－－近代と「私」
第 8 回：「私」をめぐる社会学 (2) －－－現代と「私」
第 9 回：「私」をめぐる社会学 (3) －－－消費化・情報化と「私」
第10 回：宗教の社会学
第11 回：文化の社会学
第12 回：労働の社会学 (1) －－－労働者と社会
第13 回：労働の社会学 (2) －－－疎外と貧困
第14 回：学校化・脱学校化の社会学
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事前および事後学習の指示 ( 事前学習 30 時間・事後学習 30 時間 )

授業の内容に関連する新聞やニュースを読んでおくこと。
授 業 時 間 外 の 質 問 は メ ー ル よ り も M-Port の Q ＆ A が 望 ま し い。 平 日

に 寄 せ ら れ た 質 問 は 24 時 間 以 内 に 回 答 す る が、 土 日 祝 日 や 長 期 休 み 中
は返信が遅れる場合がある。

【テキスト】

【参考文献】
長谷川公一・浜日出夫・藤村正之、町村敬志編 :『社会学 ( 新版 )』2019 年、
有斐閣、3,850 円 (ISBN　9784641053892)
間々田孝夫・藤岡真之・水原俊博・寺島拓幸『新・消費社会論』2021 年、
有斐閣、2,750 円 (ISBN　978-4-641-17461-0)

【コメント】
「 そ の 他 」 は 授 業 内 容 に 関 す る ミ ニ テ ス ト で す。 出 題 の タ イ ミ ン グ と 回

数については、初回のガイダンスで担当者から説明があります。回答期限
は厳守してください。なお、コロナ禍ですので、授業形態が変更になる可
能性があります。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会学 B　04＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
彭　永成

【講義概要】
現代社会学の理論と応用
「社会学 B」は「社会学 A」の概論に対して、より私たちの社会生活に関

わる具体的なテーマを扱う。全体を貫くキーワードは「個人と社会」である。
講 義 の 前 半 で は「 私 ( つ ま り 皆 さ ん 自 身 )」 に つ い て の 考 え 方 を、 社 会

学という学問からのアプローチから紹介する。後半は現代社会の具体的問
題について社会学的に考察する。

社 会 に 満 ち て い る「 あ た り ま え 」 や「 ふ つ う 」 は 私 た ち の 思 考 や 行 動 を
どのように規定しているかを、社会学的な思考法を学ぶことによって、学
問 的 に 捉 え 返 し て み よ う。 全 15 回 で 社 会 学 が 論 じ う る 対 象 の 幅 広 さ と、
その奥行きを感じてほしい。

【学習目標】
(1)「 当 た り 前 」 と み な さ れ て い る 事 象 か ら「 問 い 」 を 立 て る 力 を 身 に つ

ける
(2) そのための武器 ( 社会学的なモノの見方、概念など ) を習得する
(3) 自 分 自 身 に 関 わ る 社 会 規 範 や ス テ レ オ タ イ プ か ら 解 放 さ れ る 感 覚 を 味

わう
以 上 を 通 じ て 社 会 に 生 き る「 私 ( 個 人 )」 を 位 置 づ け、 そ し て と も に 生

き る「 あ な た ( 他 者 )」 へ の 想 像 力 と 感 受 性 を 育 み、 社 会 学 的 な 視 点 を 身
につける。

【講義計画】
第 1 回：はじめに―――「個人」と「社会」の関係性
第 2 回：「社会」の前史
第 3 回：近代社会の登場と社会認識の発展
第 4 回：権力構造をめぐる社会学 (1)―――水平的な関係と垂直的な関係
第 5 回：権力構造をめぐる社会学 (2) －－－資本主義と民主主義
第 6 回：権力構造をめぐる社会学 (3) －－－価値観と権力
第 7 回：「私」をめぐる社会学 (1) －－－近代と「私」
第 8 回：「私」をめぐる社会学 (2) －－－現代と「私」
第 9 回：「私」をめぐる社会学 (3) －－－消費化・情報化と「私」
第10 回：宗教の社会学
第11 回：文化の社会学
第12 回：労働の社会学 (1) －－－労働者と社会
第13 回：労働の社会学 (2) －－－疎外と貧困
第14 回：学校化・脱学校化の社会学
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
授業の内容に関連する新聞やニュースを読んでおくこと。
授 業 時 間 外 の 質 問 は メ ー ル よ り も M-Port の Q ＆ A が 望ましい。平日に

寄 せ ら れ た 質 問 は 24 時 間 以 内 に 回 答 す る が、 土 日 祝 日 や 長 期 休 み 中 は 返
信が遅れる場合がある。

【テキスト】

【参考文献】
長谷川公一・浜日出夫・藤村正之、町村敬志編 :『社会学 ( 新版 )』2019 年、
有斐閣、3,850 円 (ISBN 9784641053892)
間々田孝夫・藤岡真之・水原俊博・寺島拓幸『新・消費社会論』2021 年、
有斐閣、2,750 円 (ISBN 978-4-641-17461-0)

【コメント】
「その他」は授業内容に関するミニテストです。

出 題 の タ イ ミ ン グ と 回 数 に つ い て は、 初 回 の ガ イ ダ ン ス で 担 当 者 か ら 説
明があります。回答期限は厳守してください。

なお、コロナ禍ですので、授業形態が変更になる可能性があります。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

社会学 B　03＜秋＞ 土 5

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
長﨑　励朗

【講義概要】
[ 授業の目的・ねらい ]

こ の 講 義 は 共 通 教 養 と し て の 社 会 学 の 基 礎 知 識 を 習 得 し て い た だ く こ と
を目的としているが、同時に介護福祉士資格の取得に必要な社会学科目と
しても提供される。社会学は家族から国際社会に至る種々の社会生活の場、
そこに生じる諸問題、多様な文化現象などを対象としており、社会学を学
ぶことによって、知識と視野を広げ多角的な視点を獲得しつつ、問題解決
や意味解読の力を身につけることが可能となろう。講義は、介護福祉士の
人間と社会に関する選択科目の出題基準に対応して進める。

社 会 学 を 学 ぶ こ と に よ っ て 知 識 と 視 野 を 広 げ 多 角 的 な 視 点 を 獲 得 し つ つ
問題解決や意味解読の力を身につけることが可能になる。
[ 授業全体の内容の概要 ]

すでに 200 年近い歴史を持つ社会学には、これまでの多量な知識が蓄積
されており、さらには現在も日々新たな認識が生産され社会学的知識とし
て流通している。それらの大量な情報の中から、この講義では社会学の主
要研究領域である「セクシュアリティ」「社会階層」「宗教」「都市」「エス
ニシティ」を取り上げる。これらの講義を通じて現代社会の諸相に関する
理解を深める。

【学習目標】
[ 授業修了時の達成課題 ( 到達目標 )]

社 会 学 を 学 ぶ こ と に よ っ て 知 識 と 視 野 を 広 げ 多 角 的 な 視 点 を 獲 得 し つ つ
問題解決や意味解読の力を身につける。

【講義計画】
第 1 回：導入
	 社会学ってなんだろう
	 シラバス、講義の進め方、評価の方法などの説明
第 2 回：戦後復興とツーリズム
第 3 回：文化の真正性について
第 4 回：アイデンティティとは何か
第 5 回：資本主義とは何か
第 6 回：男性学・女性学
第 7 回：障がいについて考える
第 8 回：人種と民族
第 9 回：環境保護について考える
第10 回：水は誰のものか
第11 回：家族について考える
第12 回：結婚について考える
第13 回：フェアトレードについて考える
第14 回：コミュニケーションについて考える
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事前学習 30 時間、事後学習 30 時間

【テキスト】

【参考文献】
適宜紹介する。

【コメント】
10、11、12、1 月にレポートを課す ( 各 25％ )

【留意事項】
状況に応じて講義の順番を入れ替えたり、内容を変更することがある。
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講　義　名　称 曜　時

社会学 B　05＜秋＞ 月 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
村上　あかね

【講義概要】
●現代社会学の理論と応用
「社会学 B」は「社会学 A」の概論に対して、より私たちの社会生活に関

わる具体的なテーマを扱う。全体を貫くキーワードは「個人と社会」である。
講 義 の 前 半 で は「 私 ( つ ま り 皆 さ ん 自 身 )」 に つ い て の 考 え 方 を、 社 会

学という学問からのアプローチから紹介する。後半は現代社会の具体的問
題について社会学的に考察する。

社 会 に 満 ち て い る「 あ た り ま え 」 や「 ふ つ う 」 は 私 た ち の 思 考 や 行 動 を
どのように規定しているかを、社会学的な思考法を学ぶことによって、学
問 的 に 捉 え 返 し て み よ う。 全 15 回 で 社 会 学 が 論 じ う る 対 象 の 幅 広 さ と、
その奥行きを感じてほしい。

【学習目標】
(1)「 当 た り 前 」 と み な さ れ て い る 事 象 か ら「 問 い 」 を 立 て る 力 を 身 に つ

ける
(2) そのための武器 ( 社会学的なモノの見方、概念など ) を習得する
(3) 自 分 自 身 に 関 わ る 社 会 規 範 や ス テ レ オ タ イ プ か ら 解 放 さ れ る 感 覚 を 味

わう
以 上 を 通 じ て 社 会 に 生 き る「 私 ( 個 人 )」 を 位 置 づ け、 そ し て と も に 生

き る「 あ な た ( 他 者 )」 へ の 想 像 力 と 感 受 性 を 育 み、 社 会 学 的 な 視 点 を 身
につける。

【講義計画】
第 1 回：はじめに―――「個人」と「社会」の関係性
第 2 回：「社会」の前史
第 3 回：近代社会の登場と社会認識の発展
第 4 回：権力構造をめぐる社会学 (1)―――水平的な関係と垂直的な関係
第 5 回：権力構造をめぐる社会学 (2) －－－資本主義と民主主義
第 6 回：権力構造をめぐる社会学 (3) －－－価値観と権力
第 7 回：「私」をめぐる社会学 (1) －－－近代と「私」
第 8 回：「私」をめぐる社会学 (2) －－－現代と「私」
第 9 回：「私」をめぐる社会学 (3) －－－消費化・情報化と「私」
第10 回：宗教の社会学
第11 回：文化の社会学
第12 回：労働の社会学 (1) －－－労働者と社会
第13 回：労働の社会学 (2) －－－疎外と貧困
第14 回：学校化・脱学校化の社会学
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
授業の内容に関連する新聞やニュースを読んでおくこと。
授業 時 間 外 の 質 問 は メールよりも M-Port の Q ＆ A が望ましい。 平 日 に

寄 せ ら れ た 質 問 は 24 時 間 以 内 に 回 答 す る が、 土 日 祝 日 や 長 期 休 み 中 は 返
信が遅れる場合がある。

【テキスト】

【参考文献】
長 谷 川 公 一・ 浜 日 出 夫・ 藤 村 正 之・ 町 村 敬 志『 社 会 学 ( 新 版 )』2019 年、
有斐閣、3,850 円 (ISBN978-4-641-05389-2)
間々田孝夫・藤岡真之・水原俊博・寺島拓幸『新・消費社会論』2021 年、
有斐閣、2,750 円 (ISBN978-4-641-17461-0)

【コメント】
「その他」は授業内容に関するミニテストです。

出 題 の タ イ ミ ン グ と 回 数 に つ い て は、 初 回 の ガ イ ダ ン ス で 担 当 者 か ら 説
明があります。回答期限は厳守してください。

なお、コロナ禍ですので、授業形態が変更になる可能性があります。

【留意事項】
政府・地方自治体、日本学術会議等の委員経験、データアーカイブの運営経験

を持つ教員が政府および地方自治体での社会学、社会調査の実施・利用、政策に
ついて解説・講義する。

講　義　名　称 曜　時

社会学特講 -日本人の悩みの変遷　＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
池田　知加

【講義概要】
こ の 講 義 は、 社 会 学 的 な 観 点 か ら 新 聞 や 雑 誌 に 掲 載 さ れ た 人 生 相 談 コ ラ

ムを資料としながら、一般の人たちが日々の生活の中で、どのような問題
に悩み、また、その問題に対してどのような解決や対処方法を考えてきた
かについてみていきます。そうした個人が抱える悩みや問題は、裏返せば、
一人ひとりにとって「幸せ」の内実を映し出すものでもあります。そのた
め、本講義では個人的な悩みとその向こうにある幸福の内実とそれらの変
化を同時にみていくことになります。そして、その悩みの変化から、戦後
日本社会の社会意識の動向や社会のあり方を考察していきます。

【学習目標】
「 人 生 相 談 」 と い っ た 質 的 資 料 を 分 析 す る た め の 方 法 を ま ず は 理 解 し た

うえで、社会学的な観点から分析することができる。人の悩みや、悩みへ
の解決策というのは、個別的なものでありながら、時代の価値観や社会の
あり方を大いに反映していることを理解し、説明することができる。つま
り、個別的な事柄から、普遍的な何かをとりだしてみること、そしてそれ
を各自がフィードバックして、自分にあてはめたりしながら、社会のあり
方 へ と 思 考 を 広 げ て、「 私 」 の 問 題 を「 社 会 」 の あ り 方 や 問 題 と つ な げ て
いくような思考ができる。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション : 講義内容の概要
第 2 回：資料への視点 1: 人生相談に悩みを打ち明ける
第 3 回：資料への視点 2: 社会意識の変化をみてとる
第 4 回：若者の悩み 1: 人生目標の変化
第 5 回：若者の悩み 2:「個性尊重」の教育への転換
第 6 回：若者の悩み 3:「個性尊重」の教育の問題
第 7 回：子どもの悩み : 教室の中の対人関係
第 8 回：親子間の悩み 1：結婚しない「子ども」について
第 9 回：親子間の悩み 2：自立しない「子ども」について
第10 回：男性の悩み 1：悩みの言葉を奪われた男性
第11 回：男性の悩み 2：男性にとっての「仕事」
第12 回：女性の悩みの変遷 1：女性にとっての「家庭」
第13 回：女性の悩みの変遷 2：「家庭」と「愛情」の意味変容
第14 回：重い男性の経済負担・女性の働き方
第15 回：講義の総まとめと確認テスト

【事前および事後学習の指示】
・毎回配布するレジメを読み直して、自分なりに理解を深めること
・講義で提示する課題 ( コメントペーパー )

【テキスト】

【参考文献】
池 田 知 加『 人 生 相 談「 ニ ッ ポ ン 人 の 悩 み 」 幸 せ は ど こ に あ る ?』 光 文 社 新
書　4334032968

【コメント】
成 績 は 確 認 テ ス ト と 日 常 課 題 で 評 価 し ま す。 試 験 は 授 業 の 内 容 を 理 解 し

ているかを問います。日常課題として、小テストやコメントペーパー (40%)
を実施します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会言語学 (方言・敬意表現 )　＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
村中　淑子

【講義概要】
日本語における方言学および敬意表現に関する入門的内容を講じる。
明 治 期 に 成 立 し た 標 準 語 が マ ス メ デ ィ ア の 発 達 と と も に 全 国 に 広 が り、

方 言 は 消 滅 す る だ ろ う と 言 わ れ た 時 期 も あ っ た が、21 世 紀 に な っ た 現 在
も方言は存在し、新しい方言も生まれてきている。方言、すなわち地域の
言語に関する研究は、江戸時代から存在したが、明治以降、調査方法が洗
練され、戦後に社会言語学的方法が取り入れられて大きく発展した。この
授業では、方言研究の様々な成果を紹介し解説する。

敬 意 表 現 ( よ り 広 い 意 味 に と れ ば 待 遇 表 現 と 呼 ん で も よ い ) に 関 し て も
多様な研究が今まで行われてきている。この授業では、敬意表現 ( 待遇表現 )
のとらえ方を示し、注意すべき点について講じる。

日 本 語 教 員 養 成 課 程 の 科 目 で あ る こ と か ら、 日 本 語 教 育 能 力 検 定 試 験 に
おいて、方言および敬意表現がどのように扱われているかについても紹介
する。

時々、M-Port のクリッカー機能を使って、理解度を確認する予定。

【学習目標】
(1) 方言の全国分布、方言の変化、方言と標準語の使い分け、などについて、

調査結果に基づく知識を得る。
(2) 方言を語彙・文法・音声のカテゴリに分けて分析的に把握できる。
(3) 日 本 語 に さ ま ざ ま な 敬 意 表 現 ( 待 遇 表 現 ) が あ る こ と を 知 り、 そ の し

くみを簡単に説明できる。

【講義計画】
第 1 回：この授業科目全体の概要説明。参考文献の紹介。
	 方言、共通語、標準語とは。方言の研究について。
第 2 回：方言の区画、東西分布、周圏分布、その他の分布。主に語彙項目

について。
第 3 回：日本語の方言の全国分布。音声項目の地域差。
第 4 回：日本語の方言の全国分布。文法項目の地域差。
第 5 回：日本語の方言の全国分布。コミュニケーションの地域差。
第 6 回：方言の変化、方言と標準語の使い分け。
第 7 回：新しい方言、気付きにくい方言。
第 8 回：方言録音資料、方言データベースについて。
第 9 回：復習 ( 小テスト 1)。方言についての授業内容を振り返る。
第10 回：いわゆる敬語について。敬意表現・待遇表現とは。マイナス敬語

とは。
第11 回：尊敬語と謙譲語と丁寧語。
第12 回：日本語教育能力検定試験における敬意表現・待遇表現関係の問題

を解く。
第13 回：復習 ( 小テスト 2)。敬意表現についての授業内容を振り返る。
第14 回：日本語教育能力検定試験における「方言」の問題を解く。
第15 回：学期末試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
前 回 ま で の 授 業 内 容 が 頭 に 入 っ て い る こ と を 前 提 に 講 義 を 進 め る の で、

配布プリント (M-port で配布予定 ) や自分でとったノートをもとに復習し
ておくこと。

【テキスト】
教科書は指定しない。

【参考文献】
木 部 暢 子 ほ か (2014)『 方 言 学 入 門 』 三 省 堂、 大 西 拓 一 郎 編 (2016)『 新 日
本言語地図 : 分布図で見渡す方言の世界』朝倉書店、真田信治 (2002)『方
言の日本地図　ことばの旅』講談社＋α新書、佐藤亮一 (2002)『方言の地
図 帳 』 小 学 館、 沖 森 卓 也 編 著 (2010)『 日 本 語 概 説 』 朝 倉 書 店、 文 化 庁 編
集 (1971 年 ) 『待遇表現 ( 日本語教育指導参考書〈2〉) 』

【コメント】
最終試験 60％、小テスト 2 回、各 20％。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

社会学特講 -福澤諭吉と夏目漱石　＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( 同時双方向型 )
竹内　真澄

【講義概要】
拙 著『 諭 吉 の 愉 快 と 漱 石 の 憂 鬱 』 を テ キ ス ト に、 日 本 近 代 化 の 問 題 を 考

え る。 対 象 は 福 沢 諭 吉 と 夏 目 漱 石。 漱 石 は 諭 吉 よ り 32 歳 年 下 で あ る。 お
よそひと世代ほど違う先輩、偉人と言われている人を批判する存在とはど
ういう者であり、いかなる発想をとる者なのか。生い立ち、個人とは何か、
ものの見方、社会認識の 4 つの領域で二人がどういうふうに対照的か、ど
のように暗闘しているかを考える。

【学習目標】
諭吉と漱石は、日本と西洋、市民と階級、近代化と天皇制、アジアと日本、

利己と自己、戦争と革命といった主たるテーマを準備した人である。あと
で出てくる多くの人々は、二人が準備したまな板の上でものごとを考えて
いる。ゆえに、二人がつくっている問題構造の岩盤がどんなものかをみな
さんと一緒に学んでいきたい。

【講義計画】
第 1 回：はじめに
第 2 回：Ⅰ生い立ちゆえ -- ＜譜代下っ端侍＞と＜没落名主＞
第 3 回： Ⅰ 生 い 立 ち ゆ え -- ＜ 一 身 に し て 二 世 を 経 る ＞ と ＜ 私 は 強 く な り

ました＞
第 4 回：Ⅱ個人とは何か -- ＜独立自尊＞と＜自己本位＞
第 5 回：Ⅱ個人とは何か -- ＜個人＞をめぐる分岐
第 6 回：Ⅱ個人とは何か -- ＜人間交際＞と＜彼も人なり我も人なり＞
第 7 回：Ⅲものの見方 -- ＜社長＞と＜社員＞
第 8 回：Ⅲものの見方 -- 上からと下から
第 9 回：Ⅲものの見方 -- 漱石の文学の定式 [F ＋ｆ ]
第10 回：Ⅳ社会認識 -- 諭吉『文明論之概略』と漱石『現代日本の開化』
第11 回：『石田雄にきく　日本の社会科学と言葉』
第12 回：Ⅳ社会認識 -- ＜明治維新＞と＜第二フランス革命＞
第13 回：Ⅳ社会認識 -- 漱石の社会史的文学
第14 回：おわりに
第15 回：諭吉／漱石と私たち

【事前および事後学習の指示】
福 沢 諭 吉 と 夏 目 漱 石 が 書 い た 本 は、 大 小 さ ま ざ ま に 出 て い る。 ど れ で も

よいので、解説書ではなく、本人が書いたものをたとえ小品でも良いから
読んでおくことが講義の親近感を引き上げる。

【テキスト】
諭吉の愉快と漱石の憂鬱 竹内真澄
978-4-7634-0681-1 花伝社

【参考文献】

【コメント】

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会思想史Ⅰ　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
梅田　百合香

【講義概要】
本 講 義 で は、 西 洋 の 古 典 古 代 か ら 近 代 お よ び 現 代 の 代 表 的 な 社 会 思 想 を

分析することによって、人間性、市民的徳、共和主義などを中心に、民主
主義が持つ根源的な問題と現代的課題を考察する。

【学習目標】
受 講 者 は、 広 く 経 済 学 に 関 わ る 思 想 史 上 の 専 門 的 な 知 識 を 身 に つ け る こ

とを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：講義ガイダンス
	 ソクラテスの問い (1) ソクラテス裁判
第 2 回：ソクラテスの問い (2) 無知の知
第 3 回：第 1 回試験およびまとめ
第 4 回：プラトンの哲人王 (1) 正義の追究
第 5 回：プラトンの哲人王 (2) 哲人王の構想
第 6 回：第 2 回試験およびまとめ
第 7 回：アリストテレスの倫理学 (1) 倫理学の方法と対象
第 8 回：アリストテレスの倫理学 (2) 徳の探究
第 9 回：第 3 回試験およびまとめ
第10 回：アリストテレスの政治学 (1) ポリスと人間
第11 回：アリストテレスの政治学 (2) 国制論
第12 回：第 4 回試験およびまとめ
第13 回：キケロの共和主義 (1) 正義と慈善
第14 回：キケロの共和主義 (2) 共和主義
第15 回：第 5 回試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
各 思 想 家 に つ い て、 参 考 文 献 の 該 当 箇 所 を 事 前 に 読 み、 予 習 し て お く こ

と。
講 義 中 は ノ ー ト を と り、 授 業 後 ス ラ イ ド の 内 容 と 照 ら し 合 わ せ て 講 義 内

容をノートにまとめ直し、復習しておくこと。

【テキスト】
テキストは使用しない

【参考文献】
山岡龍一『西洋政治理論の伝統』放送大学教育振興会、2009 年。
宇野重規『西洋政治思想史』有斐閣、2013 年。
仲正昌樹編著『政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで』法律文化
社、2013 年。

【コメント】
5 回 の 小 テ ス ト に お い て、 学 習 目 標 に 対 応 す る テ ー マ に 関 す る 選 択 式 問

題を出題する。
こ の 5 回 の テ ス ト で、 授 業 内 容 を 踏 ま え た 専 門 的 な 知 識 が 身 に つ い て い

るかどうかを評価する。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

社会思想史Ⅱ　＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
梅田　百合香

【講義概要】
本 講 義 で は、 西 洋 の 近 現 代 を 代 表 す る 思 想 家 の 社 会 思 想 を 分 析 す る こ と

によって、宗教的・政治的・経済的自由と道徳との関係などを中心に、自
由と社会秩序という問題の本質と現代的課題を考察する。

【学習目標】
受 講 者 は、 広 く 経 済 学 に 関 わ る 思 想 史 上 の 専 門 的 知 識 を 身 に つ け る こ と

を目標とする。

【講義計画】
第 1 回：講義ガイダンス
	 ホッブズ (1) 時代背景と課題
第 2 回：ホッブズ (2) なぜ人々は国家を形成するのか
第 3 回：第 1 回試験およびまとめ ( ホッブズ )
第 4 回：ロック (1) 時代背景と課題
第 5 回：ロック (2) 社会契約論と政教分離
第 6 回：第 2 回試験およびまとめ ( ロック )
第 7 回：ルソー (1) 時代背景と課題
第 8 回：ルソー (2) なぜ社会契約が必要なのか
第 9 回：第 3 回試験およびまとめ ( ルソー )
第10 回：スミス (1) 時代背景と課題
第11 回：スミス (2) 経済的自由主義の定式化
第12 回：第 4 回試験およびまとめ ( スミス )
第13 回：ミル (1) 時代背景と課題
第14 回：ミル (2) 個性と自由
第15 回：第 5 回試験およびまとめ ( ミル )

【事前および事後学習の指示】
各 思 想 家 に つ い て、 参 考 文 献 の 該 当 箇 所 を 事 前 に 読 み、 予 習 し て お く こ

と。
講 義 中 は ノ ー ト を と り、 授 業 後 ス ラ イ ド の 内 容 と 照 ら し 合 わ せ て ノ ー ト

をまとめ直し、復習しておくこと。

【テキスト】
テキストは使用しない

【参考文献】
坂本達哉『社会思想の歴史―マキアヴェリからロールズまで』名古屋大学
出版会、2014 年。
宇野重規『西洋政治思想史』有斐閣、2013 年。
仲正昌樹編著『政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで』法律文化
社、2013 年。
山岡龍一『西洋政治理論の伝統』放送大学教育振興会、2009 年。

【コメント】
5 回 の 小 テ ス ト に お い て、 学 習 目 標 に 対 応 す る テ ー マ に 関 す る 選 択 式 問

題を出題する。
こ の 5 回 の テ ス ト で、 授 業 内 容 を 踏 ま え た 専 門 的 な 知 識 が 身 に つ い て い

るかどうかを評価する。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会保障論Ｂ　＜秋＞　 土 4

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
寺内　謙元

【講義概要】
[ 授業の目的・ねらい ]

公 的 保 険 制 度 と 民 間 保 険 制 度 の 関 係、 社 会 保 障 制 度 の 体 系 と 概 要 に つ い
て理解する。また、諸外国における社会保障制度の概要について理解する。
[ 授業全体の内容の概要 ]

わ が 国 の 社 会 保 障 制 度 は、 日 本 国 憲 法 第 25 条 の 生 存 権 規 定 に 基 づ き 体
系 化 さ れ て い る。 そ の 具 体 的 施 策 で あ る 年 金・ 医 療・ 福 祉 ( 介 護 ) シ ス テ
ムがどのように国民生活の安定に寄与しているのか、また、その政治経済
システムへの影響はどのようなものなのか、実態をふまえ講義を行う。社
会 保 障 論 B で は、 わ が 国 の 医 療 保 険 制 度、 介 護 保 険 制 度、 社 会 福 祉 制 度、
労働保険制度について講義を行う。また政治経済システムとの関連におい
て社会保障制度を多角的に考察していきたい。

【学習目標】
[ 授業修了時の達成課題 ( 到達目標 )]
①公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
②社会保障制度の体系と概要について理解する。
③諸外国における社会保障制度の概要について理解する。

【講義計画】
第 1 回：1 オリエンテーション
第 2 回：2 社会保険と社会扶助の関係①：社会保険の概念と範囲
第 3 回：3 社会保険と社会扶助の関係②：社会扶助の概念と範囲
第 4 回：4 公的保険制度と民間保険制度の関係
第 5 回：5 社会保障制度の体系①：医療保険制度等の概要
第 6 回：6 社会保障制度の体系②：介護保険制度の概要
第 7 回：7 社会保障制度の体系③：年金保険制度の概要
第 8 回：8 社会保障制度の体系④：労災保険制度の概要
第 9 回：9 社会保障制度の体系⑤：生活保護制度の概要
第10 回：10 社会保障制度の体系⑥：社会手当制度の概要
第11 回：11 社会保障制度の体系⑦：社会福祉制度の概要
第12 回：12 諸 外 国 に お け る 社 会 保 障 制 度 ①： 諸 外 国 に お け る 社 会 保 障 制

度の概要
第13 回：13 諸外国における社会保障制度②：社会保障制度の国際比較
第14 回：14 まとめ①
第15 回：15 まとめ②

【事前および事後学習の指示】
教科書に指定した書籍の該当項目を読んでおいてください。

【テキスト】
7 社会保障 一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟
978-4-8058-8237-5 中央法規出版株式会社

【参考文献】

【コメント】
・2 回のレポート提出を求めます。1 回のレポート提出で 15 点を加点
・2 回の授業内試験を実施します。1 回の試験満点は、20 点を加点
・1 回の期末試験を実施します。1 回の試験満点は、30 点を加点
以上の計 5 回の点数合計 100 点で、成績を評価します。
注意事項：

レポート提出の期限は厳守してください。いかなる遅延も認めません。
ま た、 レ ポ ー ト・ 試 験 答 案 の 中 に、 あ ら ゆ る こ と に 関 し、 差 別 的 な 内 容

が認められる場合は、いかなる理由があっても単位は認めません。
な お、 レ ポ ー ト・ 試 験 答 案 の 中 に、 単 位 認 定 等 を 求 め る 請 願 を 行 う 学 生

が見受けられますが、他のレポート・試験答案の点数が認定の点数に達し
ていても、その場合、すべての加点の取り消しを行いますので、絶対にそ
のような行為はしないでください。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

社会保障法B　＜秋＞ 火 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
雨夜　真規子

【講義概要】
労働保険 ( 労災補償・雇用保険 )、社会福祉、介護保険、公的扶助 ( 生活

保 護 ) と い う 社 会 保 障 法 上 の 重 要 な 個 別 分 野 に つ い て よ り わ か り や す く 解
説します。その上で、社会保障法上の今日的な課題・問題についても検討
していきます。

【学習目標】
国 民 の 生 活 に き わ め て 密 着 し た 分 野 で あ る 社 会 保 障 法 に つ い て、 そ の 重

要 な 基 本 的 事 項 を 正 確 に 理 解 す る こ と を 目 標 と し ま す。 よ り 具 体 的 に は、
各社会保障法の発展過程、法体系及び基本原理についての正確な理解に基
づ い て、 個 別 の 法 制 度 に つ い て の 基 本 的 知 識 を 習 得 で き る よ う に し ま す。
最終的には、少子化・高齢化、格差社会、貧困といった現代日本の社会的
諸問題に法的視点から的確に判断できるようになることを目指します。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス～講義の進め方・方針など
第 2 回：労働保険 (1) －総論
第 3 回：労働保険 (2) －労働者災害補償保険法
第 4 回：労働保険 (3) －雇用保険法
第 5 回： 社 会 福 祉 (1)― 総 論 ① 社 会 福 祉 の 意 義、 社 会 福 祉 法 制 の 沿 革 及 び

体系など
第 6 回：社会福祉 (2)―総論②社会福祉法の具体的仕組みなど
第 7 回：社会福祉 (3)―障害者福祉
第 8 回：社会福祉 (4)―児童福祉
第 9 回：社会福祉 (5)―高齢者福祉・介護保険法①
第10 回：社会福祉 (6)―介護保険法②
第11 回：社会福祉 (7)―介護保険法③及びその他の福祉
第12 回：公的扶助 (1)―公的扶助の意義とその制度的変遷・基本原理
第13 回：公的扶助 (2) －生活保護法の具体的仕組み
第14 回：社会保障法とそれに関する現代的問題
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
社 会 保 障 法 は、 体 系 的 に 理 解 す る こ と が 特 に 重 要 な 法 分 野 で す。 事 前 に

指示されたテキストの該当部分や送信・配布された判例等の資料について
は、読んだ上で講義に臨み、事後には、知識・理解の定着のために、各講
義の際に配布されたレジュメを再確認し、丁寧に復習するようにしてくだ
さい。

【テキスト】

【参考文献】
岩村正彦編『社会保障判例百選 (5 版 )』( 有斐閣 )

【コメント】
備考　 学 期 末 の 2 回 のレポート ( 各 50％ ) のみで評価します。た だ、 毎

回 の 授 業 に 関 し 定 め ら れ た 形 式 で M-Port を 通 じ て 課 題 を 提 出 す る こ と を
義務とし、その提出が 11 回以上の者のみが成績評価の対象となります。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

社会問題論　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平野　孝典

【講義概要】
本 講 義 で は、 現 代 日 本 社 会 の 自 殺 問 題 を 社 会 学 的 に 分 析 す る 方 法 を 講 義

する。講義で論じるテーマは大きく分けて、(1) 自殺統計の読み方、(2) 自
殺の社会学理論、(3) 現代日本社会における自殺問題の 3 つである。
( 対面授業の場合 )

講 義 を 円 滑 に 進 行 す る た め に、 受 講 生 の 座 席 を 指 定 す る 可 能 性 が あ る こ
とを了解しておくこと。

また、授業では M-Port を積極的に活用する。

【学習目標】
学習目標は次の 3 点である。
(1) 自 殺 統 計 の 読 解 方 法 を 習 得 し、 日 本 社 会 の 自 殺 動 向 を 適 切 に 説 明 で き

るようになる。
(2) 自 殺 の 社 会 的 要 因 を 学 習 し、 そ の 視 点 か ら 具 体 的 な 自 殺 現 象 を 解 説 す

ることができるようになる。
(3) 現 代 日 本 社 会 に お け る 特 徴 的 な 自 殺 問 題 を 学 習 し、 そ の よ う な 問 題 が

生じる背景を説明できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：現代日本社会における自殺の現状
第 2 回：自殺の統計①：自殺動向の調べ方
第 3 回：自殺の統計②：社会的属性別にみた自殺死亡率
第 4 回：自殺の統計③：死因不明という問題
第 5 回：第 1 部まとめ
第 6 回：自殺の社会学理論①：社会的統合
第 7 回：自殺の社会学理論②：アノミー論
第 8 回：自殺の社会学理論③：自殺の伝染
第 9 回：自殺の社会学理論④：フェイス理論
第10 回：第 2 部まとめ
第11 回：現代日本社会の自殺①：子どもの自殺
第12 回：現代日本社会の自殺②：自殺死亡率の男女格差
第13 回：現代日本社会の自殺③：災害と自殺
第14 回：現代日本社会の自殺④：コロナ禍における自殺問題
第15 回：第 3 部まとめ

【事前および事後学習の指示】
各 授 業 の 冒 頭 で 復 習 テ ス ト を お こ な う の で、 授 業 資 料 を よ く 復 習 す る こ

と。授業で紹介した参考文献にもしっかりと目を通しておくこと。

【テキスト】

【参考文献】
岡檀，『生き心地の良い町――この自殺率の低さには理由がある』講談社，
2013 年
伊藤茂樹，『「子どもの自殺」の社会学――「いじめ自殺」はどう語られて
きたのか』青土社，2014 年
友枝敏雄・山田真茂留・平野孝典編，『社会学で描く現代社会のスケッチ』
みらい，2019 年

【コメント】
レポート (45%)：1000 字程度のレポートを「3 本」課す。
その他：①複数回実施する復習テスト (25%)、②ほぼ毎回提出を求めるコ

メントカード (30%) から評価する。
課題は M-Port に提出する。
( 対面授業の場合 ) 受講態度が著しく悪い場合は、単位を認定しない。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

Japanese Studies-アニメにみるエコロジー 02＜秋＞ 月 5

【教員名称】		 	 	 	 　　英語による
尾鍋　智子

【講義概要】
Two of  the global  leaders in popular  animation,  Ghibl i  Studios 

and Disney,  have created captivating animations with endearing 
c h a r a c t e r s  i n  a r c h e t y p a l  s t o r i e s  t h a t  r e f l e c t  a  d e e p  s p i r i t u a l  
empathy with nature.  In this  class we wil l  compare and contrast  
Japanese and Western thoughts  about  ecolog y as  seen through 
some seminal  f i lms of  these two animation giants.  By examining 
t h e s e  p o p u l a r  a r t  w o r k s  w i t h i n  t h e  c o n t e x t  o f  t h e i r  h i s t o r i c  
Christ ian,  Shinto,  and Buddhist  philosophies,  as  well  as  modern 
e c o l o g i c a l  m o v e m e n t s  a n d  t h i n k i n g ,  w e  w i l l  c o m e  t o  b e t t e r  
a p p r e c i a t e  t h e  s i m i l a r i t i e s  a n d  d i f f e r e n c e s  b e t w e e n  W e s t e r n 
a n d  J a pa n e s e  t h i n k i n g ,  a n d  t h e i r  d e v e l o p m e n t  i n  t h e  pa st  fe w 
decades.

【学習目標】
Each class will  present a comparison of one aspect of  ecological  

thinking and its  distinct  expression in one Ghibli  or  Disney f i lm. 
T h e s e  “ c a s e  s t u d i e s ”  w i l l  d e m o n s t r a t e  a n  u n d e r s t a n d i n g  o f  
ecological  thinking and analysis.

【講義計画】
第 1 回：	Over view:  How and why do we study ecolog y in  popular 

culture?
第 2 回：Nature worship:  Our Neighbor Totoro 1
第 3 回：Nature worship:  Our Neighbor Totoro 2
第 4 回：Questioning the hierarchy of  human beings,  animals,  and 

plants:  Bambi 1
第 5 回：Questioning the hierarchy of  human beings,  animals,  and 

plants:  Bambi 2
第 6 回：Questioning the hierarchy of  human beings,  animals,  and 

plants:  Bambi 3
第 7 回：Summar y and Mid-term exam
第 8 回：	J a p a n e s e  p o p u l a r  e c o l o g i c a l  t h o u g h t  i n  P r i n c e s s 

Mononoke 1
第 9 回：	J a p a n e s e  p o p u l a r  e c o l o g i c a l  t h o u g h t  i n  P r i n c e s s 

Mononoke 2
第10 回：	J a p a n e s e  p o p u l a r  e c o l o g i c a l  t h o u g h t  i n  P r i n c e s s 

Mononoke 3
第11 回：	D e e p  e c o l o g y :  h a r m o n y  t h r o u g h  f e m a l e  p o w e r  i n 

Nausicaa and Cinderella 1
第12 回：	D e e p  e c o l o g y :  h a r m o n y  t h r o u g h  f e m a l e  p o w e r  i n 

Nausicaa and Cinderella 2
第13 回：	D e e p  e c o l o g y :  h a r m o n y  t h r o u g h  f e m a l e  p o w e r  i n 

Nausicaa and Cinderella 3
第14 回：	D e e p  e c o l o g y :  h a r m o n y  t h r o u g h  f e m a l e  p o w e r  i n 

Nausicaa and Cinderella 4
第15 回：Summar y/Final  exam

【事前および事後学習の指示】
Students are expected to review each week’ s  topic after  class 

focusing on specif ic  scenes of  analysis.

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
Mid-term and f inal  exams   100%   中間試験および期末試験　100％
毎 回 出 席 が 原 則。5 回 以 上 欠 席 す る と 評 価 の 対 象 外 と な る。 た だ し 公 認

欠 席 は 除 く。15 分 以 上 の 遅 刻 を 3 回 し た 場 合 1 回 の 欠 席 と し て カ ウ ン ト
する。日本語での解説は一切行わないので授業の内容や他の学生の発言が
ほぼ 100％理解できる英語力があることが望ましい。グループディスカッ
ションも必ず英語のみで行うこと。完全英語のみの授業であることを理解
した上で履修すること。

【留意事項】
グループディスカッション（完全に英語のみで行う）
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講　義　名　称 曜　時

Japanese Studies- 日本の社会と言語 [2]　＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　英語による
友沢　昭江

【講義概要】
The lecture deals  with the characteristics of  Japanese language 

f o c u s i n g  o n  s o c i o l i n g u i s t i c  a s p e c t s  ( s t a n d a r d  J a p a n e s e  a n d 
d i a l e c t s ,  g e n d e r  d i f f e r e n c e ,  h o n o r i f i c s ,  m u l t i l i n g u a l i s m  i n 
J a pa n  etc . ) .  St u d e n ts  a re  ex p e cte d  to  atte n d  ot h e r  l e ct u re s  o n 
l inguistic  aspects of  Japanese.  The lecture is  given in English but 
i t  i s  re q u i re d  t h at  st u d e n ts  h a v e  s o m e  k n o w l e d ge  o f  J a pa n e s e 
l a n g u a g e .  J a p a n e s e  s t u d e n t s  a r e  e x p e c t e d  t o  e x p a n d  t h e i r  
p e r s p e ct i v e s  o n  J a pa n e s e  t h ro u g h  t h e  d i s c u s s i o n  w i t h  fo re i g n 
students.

( こ の 授 業 は 標 準 語 と 方 言、 女 こ と ば、 敬 語、 多 言 語 状 況 な ど の 日 本 語
の社会言語学的側面を中心に扱います。日本語の言語学的特徴を中心に扱
う 他 の 授 業 と 合 わ せ て 受 講 す る こ と を 勧 め ま す。 英 語 に よ る 授 業 で す が、
扱う材料が日本語なので理解しやすいですし、留学生とのディスカッショ
ンを通じて日本語に対する意識を拡げると同時に英語力の向上が期待でき
ます。)

【学習目標】
The lecture aims to provide with the basic and broad knowledge 

o n  J a pa n e s e  l a n g u a ge  a n d  to  fo ste r  a  co m pa rat i v e  p e r s p e ct i v e 
with other major languages such as English,  Chinese and Korean 
etc.

【講義計画】
第 1 回：Guidance to the course description
第 2 回：Lexicon and style
第 3 回：Writing system and l iteracy(1)
第 4 回：Writing system and l iteracy(2)
第 5 回：Standard Japanese and dialects(1)
第 6 回：Standard Japanese and dialects(2)
第 7 回：Gender in Japanese language (1)
第 8 回：Gender in Japanese language (2)
第 9 回：Honorif ics  and Human relations (1)
第10 回：Honorif ics  and Human relations (2)
第11 回：	Japanese as  a  foreign/second language -Japanese in  the 

world
第12 回：Multi l ingual  Japan
第13 回：Presentation(1)
第14 回：Presentation(2)
第15 回：Presentation(3)

【事前および事後学習の指示】
Students are expected to have suff icient language competence 

b o t h  i n  E n g l i s h  a n d  J a p a n e s e  t o  u n d e r s t a n d  t h e  l e c t u r e .  
J a p a n e s e  s t u d e n t s  w h o  w a n t  t o  r a i s e  t h e i r  E n g l i s h  a b i l i t y  
a r e  s t r o n g l y  r e co m m e n d e d  t o  p a r t i c i p a t e  i n  t h i s  c l a s s  a n d  t o 
e n ga ge  i n  d i s c u s s i o n  w i t h  fo re i g n  st u d e n ts  a s  n at i v e  J a pa n e s e 
informants.

日 本 語 を 題 材 と す る の で、 英 語 に 自 信 が な い 学 生 も 少 し 努 力 を す れ ば 参
加できます。英語の実力を向上させたい人は積極的に履修することを勧め
ます。日本人学生は日本語の情報提供者としての役割も期待されています。
日本語で書かれた「日本語」に関する比較的読みやすい新書版を何冊か事
前に目を通しておくと、授業の内容が理解しやすいと思います。

【テキスト】
Handout wil l  be provided in each lecture.

【参考文献】
・Shibatani  Masayoshi  (1990)  The Languages of  Japan (Cambridge 

University Press)
・ N o g u c h i  M .  G .  a n d  Foto s ,  S . ( e d s . )  ( 2 0 0 1 )  St u d i e s  i n  J a pa n e s e 

Bil ingualism (Multi l ingual  Matters)
・ G ott l i e b,  N a n ette  ( 2 0 0 6 )  L i n g u i st i c  Ste re ot y p i n g  a n d  M i n o r i t y 

Groups in Japan (Routledge)
・ G o t t l i e b ,  N .  ( 2 0 1 1 )  L a n g u a g e  i n  P u b l i c  S p a c e s  i n  J a p a n 

(Routledge)

【コメント】
A t t e n d a n c e  a n d  c l a s s r o o m  p a r t i c i p a t i o n  a r e  m o s t  h i g h l y 

e v a l u a t e d ( 2 0 % ) .  S h o r t  e s s a y  o n  t h e  t o p i c s  d e a l t  w i t h  i n  t h e 
l e ct u re  w i l l  b e  a s s i g n e d  ( 3 0 % ) .  St u d e n ts  c h o o s e  a  to p i c  o f  h i s /
h e r  i n t e r e st  o n  J a pa n e s e  l a n g u a g e  a n d  t o  g i v e  a  p r e s e n ta t i o n 
either individually  or  in a pair  for  about 15 minutes at  the end of  
the semester(50%).

( 出席と授業中の発言などの参加姿勢を評価します。授業のテーマに沿っ
た課題も数回提出します。関心のあるテーマを選び、一人ないし二名で学
期末に 15 分程度の発表を行います。)

【留意事項】
社会人の方へ ( 聴講に際して )

英語のみを使用する授業なので、一定以上の英語力 ( 英検 2 級以上、TOEIC500
点以上を目安 ) を持っていることが条件です。

講　義　名　称 曜　時

Japanese Studies- 伝承の文化的背景　＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　英語による
南郷　晃子

【講義概要】
I n  t h i s  c l a s s ,  w e  l e a r n  a b o u t  J a p a n e s e  c u l t u r e  t h r o u g h 

J a p a n e s e  f o l k t a l e s .  T h r o u g h  t h e  o l d  s t o r i e s ,  w e  c a n  s t u d y 
Japanese folklore and customs,  which include the old Japanese 
c o s m o l o g y .  I n  a d d i t i o n  t o  t h a t ,  w e  w i l l  s t u d y  t h o s e  a r e  n o t 
or ig inal  one but  inf luenced from the other  world  such as  China 
a n d  t h e  W e s t e r n  w o r l d .  A n d  i n  t h i s  c l a s s ,  w e  w i l l  g o  t o  s o m e 
s h i n e s  n e a r  o u r  u n i v e r s i t y .  L e t ' s  s t u d y  a n d  e x p e r i e n c e  o u r 
famil iar  Japanese culture.

【学習目標】
T h r o u g h  t h i s  c l a s s ,  s t u d e n t s  w i l l  g e t  t h e  k n o w l e d g e  a b o u t 

Japanese folk culture and develop a multifaceted perspective on 
Japanese culture.  And students wil l  also acquire the vocabular y 
to explain Japanese culture in English.

【講義計画】
第 1 回：Introduction--  About Folktales
第 2 回：The Hare of  Inaba/Inaba no Shiro-usagi
第 3 回：Issun-Boshi/The adventure of  one inch boy
第 4 回：Momotarou /  The peach boy
第 5 回：Urashima-Taro/The man visit ing the sea god’ s palace.
第 6 回：Excursion--Sumiyoshi
第 7 回：Excursion--Sumiyoshi
第 8 回：Kosodate-Yurei/Mother ghost feeding her baby
第 9 回：Kintarou/The boy raising in the mountain
第10 回：Kaguya-hime/The princess from moon
第11 回：Kyoto ー The Imaginar y Tradition
第12 回：Miruna no Zashiki/  The Room that must not be seen
第13 回：Excursion--Around Momoyama Gakuin University
第14 回：Kasa-Jizo/Jizo with hat in new year’ s  eve
第15 回：Summar y

【事前および事後学習の指示】
Class materials  should be reviewed after  class.

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
[ その他 ]：Two short  tests [25 points × 2]

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

Japanese Studies-ヒト脳研究としての言語研究[2]＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　英語による
有川　康二

【講義概要】
M o t h e r  N a t u r e  c r e a t e d  t h e  h u m a n  b r a i n .  T h e  h u m a n  b r a i n 

produces a natural  language as your mother language.  Grammar 
r u l e s  a r e  n a t u ra l  l a w s .  St u d y i n g  t h e  l a w s  a n d  m e c h a n i s m s  o f  
t h e  h u m a n  n a t u ra l  l a n g u a g e  co m p u ta t i o n  i s  s t u d y i n g  n a t u ra l  
laws.  This  c lass  studies  the information processing system (the 
computational  system of  human natural  language (CHL))  that  is  
created by Mother Nature.  The examples that we use in this  class 
are your mother languages.  The class wil l  be held in English.

【学習目標】
T h e  g o a l  i s  t o  u n d e r s t a n d  w h y  h u m a n  l a n g u a g e  s t u d y  i s  a  

search for  natural  laws.  We also challenge various commonsense 
dogmas about language.

【講義計画】
第 1 回：	Introduction
	 Grammar study as an empirical  science and human brain 

research
	 R e a d  t h e  s y l l a b u s  a n d  t h e  i n t r o d u c t o r y  p a r t  o f  t h e 

textbook
第 2 回：	A r g u m e n t s  a g a i n s t  v a r i o u s  d o g m a s  r e g a r d i n g  h u m a n 

natural  language
第 3 回：	T h e  t h r e e  fa c to r s  o f  l a n g u a ge  d e s i g n ;  w h y  h u m a n s  l i e ;  

l i n g u i s t i c  f e a t u r e s ;  a n d  M e r g e ,  i . e . ,  t h e  f u n d a m e n t a l  
operation in CHL

第 4 回：	The basic property of  human natural  language
第 5 回：	The principle of  minimal computation (MC),  i .e. ,  a  natural  

(physical)  law; how MC works in CHL
第 6 回：	A hypothesis  that  the human natural  language system is  

a virus-checking system
第 7 回：	L i n g u i s t i c  v i r u s - e l i m i n a t i o n  a l g o r i t h m s  i s  s i m i l a r  t o 

t h e  G a u s s i a n  e l i m i n a t i o n  i n  m a t h e m a t i c s ;  t h e  v i r u s 
el imination in mathematics is  akin to the innate immune 
s y s t e m ,  w h e r e a s  t h e  v i r u s  e l i m i n a t i o n  i n  t h e  h u m a n 
l a n g u a g e  s y s t e m  s h a r e s  p r o p e r t i e s  w i t h  t h e  a d a p t i v e 
immune system

第 8 回：	How CHL and sensorimotor (SM; sound) system obey the 
law of  inertia,  which is  a natural  (physical)  law (Newton's 
f irst  law).

第 9 回：	Continue to see how CHL and SM obey the law of  inertia,  
w h i c h  i s  a  n a t u ra l  ( p h y s i c a l )  l a w  ( N e w t o n ' s  f i r st  l a w ) ;  
t h e  Ly m a n ' s  l a w,  w h i c h  s t a t e s  t h a t  S M  p e r f o r m s  c o s t  
calculation.

第10 回：	Review the l inguistic  virus-el imination algorithms;  prove 
the existence of  geometries of  direct  passive in Japanese 
and Hindi ,  and indirect  passive in  Japanese and Engl ish 
(get-passive).

第11 回：	A n ot h e r  k i n d  o f  M C  wo r k i n g  i n  C H L ,  i .e . ,  t h e  re l at i v i ze d 
m i n i m a l i t y  p r i n c i p l e .  W e  w i l l  s e e  a n  i n t e r e s t i n g 
phenomena as wanna-contraction for  example.

第12 回：	H o w  M C  w o r k s  i n  c o m p l e x - w h  s e n t e n c e s ;  p r o v e  t h e 
existence of  direct/ indirect  interrogatives in English and 
Japanese.

第13 回：	E v i d e n c e  t h a t  f i n i t e  t e n s e  ( T )  c o n t a i n s  v i r u s  b u s t e r 
[NOM],  and that  v-V system contain virus buster  [ACC];  a  
m o re  a cc u rate  ge o m et r y  o f  co m p l ex  w h - q u e st i o n s ;  h ow 
Fibonacci  sequence appears in CHL.

第14 回：	H o w  t h e  c o m m u t a t i v e  l a w  a n d  a s s o c i a t i v e  l a w  a r e 
relevant to the computation of  human natural  language;  
h o w  g r a p h  t h e o r y  t e a c h e s  u s  s o m e t h i n g  a b o u t 
grammaticality.

第15 回：	Review, Q & A,  discussion

【事前および事後学習の指示】
P l ea s e  re v i e w  t h e  m ate r i a l s  t h at  w e  co v e r  i n  ea c h  c l a s s .  T h i s  

w i l l  h e l p  y o u  u n d e r s t a n d  t h e  c o n t e n t  o f  t h e  n e x t  c l a s s  m o r e 
effectively.

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
(1)  Attend the class regularly  and participate in the discussion.
(2)  Select  any class topic that interests you.  Create a PowerPoint 

m a t e r i a l  ( i n  E n g l i s h )  f o r  t h e  f i n a l  5  m i n  p r e s e n t a t i o n s .  T h e 
PowerPoint presentation must be divided into two parts (A)  and 
(B):
(A)  A summar y of  the class content of  your interest  (2 pages).
( B )  Y o u r  o p i n i o n  o n  ( A )  a n d  n e w  c o n t e n t  i d e a s  ( 3  p a g e s ) ;  

include a self-drawn i l lustration that expresses your idea.

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

障害者スポーツ論 A　02＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
植田　里美

【講義概要】
障 が い の あ る 人 が ス ポ ー ツ を す る こ と の 意 義 や 目 的、 障 が い 者 ス ポ ー ツ

の現状と課題について学ぶと共に、障がいや障がい者スポーツに関する知
識を学ぶ。映像などを活用し理解を深めたり、実際の指導法を実技を交え
て講義することもある。

【学習目標】
障 が い や 障 が い 者 ス ポ ー ツ に つ い て の 基 本 的 知 識 を 理 解 し、 障 が い の あ

る人のスポーツ支援ができるようになる。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス、障がいおよび障がい者スポーツについて
	 ①授業に関する概要の説明
	 ②障がいおよび障がい者スポーツについての導入
第 2 回：障がい者スポーツの意義と理念
	 ①障がい者にとってのスポーツ ( 動画鑑賞等 )
	 ②レポート
第 3 回：障がい者スポーツの歴史と動向
	 ①障がい者スポーツの歴史
	 ②障がい者スポーツに関する諸施策
第 4 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅰ
	 ①身体障がい ( 肢体不自由① )
第 5 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅱ
	 ①身体障がい ( 肢体不自由② )
第 6 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅲ
	 ①身体障がい ( 視覚障がい )
第 7 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅳ
	 ①身体障がい ( 聴覚・音声言語障がい、内部障がい )
第 8 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅴ
	 ①知的障がい、発達障がい
第 9 回：障がいの理解とスポーツ、指導上の留意点と工夫Ⅵ
	 ①精神障がい
第10 回：障がい者スポーツ大会
	 ①パラリンピック
	 ②全国障害者スポーツ大会
第11 回：障がい者スポーツ推進の取り組み
	 ①地域での取り組み
	 ②障がい者スポーツ指導者制度
第12 回：スポーツのインテグリティと指導者に求められる資質
	 ①スポーツのインテグリティ
	 ②指導者の役割と心構え
第13 回：障がいに応じたスポーツの工夫
	 ①レポート
第14 回：障がい者との交流
	 ①実技または講義
第15 回：まとめ及び試験

【事前および事後学習の指示】
新聞やテレビなどの障がい児・者スポーツに関する話題に目を通したり、

障がい児・者の大会やイベントのボランティアを行うことで、より学びを
深めることができます。

【テキスト】
障がいのある人の指導教本 ( 初級・中級 ) 
( 公財 ) 日本障がい者スポーツ協会
978-4-324-10803-1 ぎょうせい

【参考文献】

【コメント】
・第 15 回目にテストを実施します。( 教室内で定期試験を実施できない場

合は、M-Port 上で行います )
・レポートは 2 回実施します。期限内に提出すること。
・「 そ の 他 」 は、 毎 授 業 に 出 す 課 題 の 提 出 お よ び 授 業 中 の 積 極 的 な 参 加 等

で評価します。

【留意事項】
障がい者スポーツセンター勤務
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講　義　名　称 曜　時

消費者行動論　＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
辻本　法子

【講義概要】
【 マ ー ケ テ ィ ン グ は ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン の マ ス ト ス キ ル で す！ 消 費 者 心 理 の

視点から次世代のマーケティングを考える】
現代において企業がマーケティング戦略を構築するためには、IT の進展

などの社会環境の変化がもたらす消費者の行動を的確に把握することが不
可欠となっています。本講義では、消費者に向けたマーケティング・コミュ
ニ ケ ー シ ョ ン 戦 略 を 提 案 す る た め に 必 要 な 消 費 者 行 動 に つ い て の 理 論 や、
調 査 手 法、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 法 に つ い て 具 体 的 事 例 を 交 え て 学 習 し、
新たな時代のマーケティングについて議論します。本講義は、みなさんが
就 職 し た 際 に、 自 分 の 職 務 に お い て 消 費 者 を 対 象 と し た マ ー ケ テ ィ ン グ・
コミュニケーションを企画することができる基礎的なスキルを身につける
ことを目指します。

【学習目標】
本 講 義 の 目 標 は、 新 た な 時 代 の マ ー ケ テ ィ ン グ に つ い て 自 ら 考 え る 力 を

養成することです。
①消費者行動についての基本的な理論と分析手法を理解すること
②マーケティングにおける消費者とのコミュニケーション施策について理

解すること
③新たな時代の企業のマーケティング戦略について消費者行動の視点から

説明できること

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
	 講義の進め方、予習方法、成績評価の方法、受講の際のルールに

ついての説明をおこなう
第 2 回：消費者の意思決定プロセス
第 3 回：消費者行動モデル
第 4 回：消費者の情報処理
第 5 回：消費者の関与
第 6 回：消費者行動分析
第 7 回：消費者の選択肢評価
第 8 回：消費者の購買後評価と満足度
第 9 回：	消費者視点のマーケティング・コミュニケーション 1
	 価格プロモーション
第10 回：消費者視点のマーケティング・コミュニケーション 2
	 非価格プロモーション
第11 回：消費者のブランド認知
第12 回：消費者の個人特性
第13 回：消費者間の相互作用
第14 回：文化と消費者行動
第15 回：まとめ
	 講義の内容全体を振り返り、まとめをおこなう

【事前および事後学習の指示】
次 回 の 講 義 に 対 応 す る 教 科 書 の 章、 ま た は 事 前 の 配 布 資 料 を 読 ん で お く

こと。
消 費 者 の 購 買 行 動 や ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る 新 聞、 雑 誌、 ネ ッ ト の 記 事

について関心をもつこと。

【テキスト】
先 を 読 む マ ー ケ テ ィ ン グ : 新 し い ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 に 向 け て 中 田 善
啓・西村順二
978-4-495-64801-5 同文舘出版

【参考文献】
講義のなかで紹介します。

【コメント】
①授業期間中に授業の到達目標に対応するテーマに関するレポートを 3 回

実施する。
②授業の理解度を確認するための課題を授業ごとに実施する。授業内容を

踏 ま え て 自 身 の 考 え を 論 理 的 に 述 べ て い る か ど う か に 重 点 を 置 い て 評 価
する。

③いずれも M-Port 経由で指定期間内に提出する。

【留意事項】
百貨店のマーケティング部門で勤務経験のある教員が、具体的な事例を交えた

授業をおこなう。

講　義　名　称 曜　時

商取引法Ⅱ　＜秋＞ 月 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大川　済植

【講義概要】
経済社会において、重要な地位を占めている共同企業〔(ex) 会社法上認

め ら れ る 会 社 や 各 種 の 組 合 な ど )〕 や 個 人 企 業〔(ex) 商 店 街 の 各 種 の 売 買
商店や飲食店など ) は、商法上の「商人」として商取引 ( ＝「企業取引」)
を通じて経済的な利益を追求する企業組織体です。

我 々 が 市 民 生 活 を 営 ん で い る 経 済 社 会 ( ＝ 取 引 社 会 ) に お い て、 ビ ジ ネ
ス 活 動 を 行 う 企 業 は、 事 業 を 拡 張・ 展 開 す る た め に 必 要 な 資 金 を「 銀 行 」
か ら 借 り 入 れ、 ま た は「 証 券 会 社 ( ＝ 問 屋 )」 を 介 し て 自 ら 株 式 な ど の 有
価証券を発行し、もしくは原材料を仕入れて商品を製造し国内外に販売す
るために、「銀行などの金融機関」、「各種の製造会社」や、「陸運・海運会社」、

「航空会社」などの運送人、「倉庫会社＝物流会社」と大量の企業取引を集
団的・反復的・継続的に行っています。また会社のリスク管理の一環として、
損害保険会社と各種の保険契約を通じて万が一のリスクに備えつつ、ビジ
ネス活動を展開しています。

こ の よ う に、 金 融 サ ー ビ ス 業、 製 造 業、 運 送 業、 物 流 業 な ど と い っ た 各
種のビジネス分野においてビジネス活動を行う商人は、経済社会における
別個の独立した経済単一体であるものの、経済市場での様々な商行為を通
じて密接にかかわる経済的共同体として「経済活動」を行っています。
「 商 取 引 法 Ⅱ 」 の ね らいは、「商取引法Ⅰ」で学んだ基本的事項 を 前 提 に

し な が ら、 主 と し て 商 法 典 の 定 め る 第 2 編 の 内 容 と し て (1) 商 人・ 商 行 為
に 関 す る 通 則、(2) 商 事 売 買 取 引、(3) 有 価 証 券、(4) 仲 立 と 取 次、(5) 運
送 取 引、(6) 倉 庫 取 引、(7) 場 屋 取 引、(8) 匿 名 組 合、(9) 交 互 計 算 に 関 す
る法的諸問題について、受講生に商法典の規律する総体的なイメージを掴
んでいただけるよう、解りやすく講述することにあります。

そ こ で、 本 講 義 で は、 受 講 生 の 商 法 に 対 す る 体 系 的 理 解 を 一 歩 深 め る べ
く、各単元の内容を講述するにあたっては、まずは商人の商行為に係る各
種の法制度を概観し、具体的な事案に対する裁判例の見解および学説の見
解については、①法制度論、②法規範論、③法解釈論の観点から順次にア
プローチしながら講述するよう、心がけたいと思います。

受 講 生 の 皆 さ ん に は、 将 来 の ビ ジ ネ ス パ ー ソ ン と し て 前 記 の 各 種 の 会 社
において労務を提供するためには、商行為の定めるルールを学び、その専
門知識を各種の事業現場で生かすことが期待されます。

【学習目標】
「 商 取 引 法 Ⅱ 」 は、 一 般 企 業 へ の 就 職 を 目 指 す 学 生 の た め に 提 供 さ れ る

科目です。本講義のねらいは、将来のビジネスパーソンとして最低限知っ
ておくべき「商行為」の基礎知識の内容につき、受講生の理論的・体系的
理解度を高めることにあります。

【講義計画】
第 1 回：商人・商行為に関する通則①
第 2 回：商人・商行為に関する通則②
第 3 回：商事売買取引①
第 4 回：商事売買取引②
第 5 回：商事売買取引③
第 6 回：仲立ちと取次ぎ①
第 7 回：仲立ちと取次ぎ②
第 8 回：運送取引と運送取扱人①
第 9 回：運送取引と運送取扱人②
第10 回：倉庫取引①
第11 回：倉庫取引②
第12 回：場屋取引
第13 回：交互計算とその他の決済手段①
第14 回：交互計算とその他の決済手段②
第15 回：匿名組合

【事前および事後学習の指示】
限 ら れ た 授 業 時 間 内 に お い て、「 商 取 引 法 Ⅱ 」 の す べ て の 内 容 を 網 羅 的

に詳説するのは、可能なことではありません。そこで、①授業で講述すべ
き内容と、②受講生のみなさんの自学自修に期待し委ねるべき内容とに振
り分けることによって、授業の効率化を図りたいと思います。

し た が っ て、 本 講 義 で は、 受 講 生 自 ら が、 事 前 学 習 を す る 際 に テ キ ス ト
等を読むだけで理解でき、または理解しやすい内容もしくは説明しなくて
もよい内容については、省略することとします。その代わりに、本講義で
は、主として「商取引法Ⅱ」の重要な論点として検討すべき内容に焦点を
合わせて授業を進行すると同時に、受講生自らが問題意識をもって具体的
に考えることができる授業を行います。

こ の 点、 受 講 生 の み な さ ん に は、「 商 取 引 法 Ⅱ 」 の 主 要 内 容 か ら 選 別 し
た 重 要 論 点 を 中 心 に 進 め る 授 業 内 容 を 理 解 す る べ く、 必 ず 公 式 テ キ ス ト・
参考文献等を使い、授業で詳説しない内容または取り扱っていない内容に
ついても幅広く学習していただきたいと思います。

【テキスト】
商法総則・商行為法〔第 2 版〕 北村雅史編
978-4-589-04201-9 法律文化社 
ポケット六法〔第 5 版〕 編集代表 ( 佐伯仁志＝大村敦志 )
9784641009233 有斐閣

【参考文献】
山下眞弘『商法総則・商行為法〔第 3 版補訂版〕』( 法学書院・2015 年 )。

【コメント】
「商取引法Ⅱ」の成績評価は、2 回実施予定の理解力テスト ( 配点：30 点 )

と課題提出 ( 配点：70 点 ) の内容をもって決します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

情報社会論 [2]　＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
木島　由晶

【講義概要】
本 講 義 で は、 今 の 私 た ち が 当 た り 前 の よ う に お こ な っ て い る「 ス マ ホ で

ネット」という情報行動が、いつごろから、どのようにして当たり前になっ
たのかを歴史的にひもといてみたい。具体的には、電話やインターネット
の歴史を概観して、情報社会の来歴を探ってみたい。そうすることで、「イ
ンターネットで世の中が変わる」という紋切型ではとらえきれない、社会
現象の繊細さ ( そして面白さ ) に気づくことができるだろう。

【学習目標】
時 代 の 動 き は と か く 忙 し く 感 じ る け れ ど も、 世 の 中 は そ ん な に 急 に は 変

わっていかないのだと実感してもらうこと、まずはそれが一番である。こ
の 講 義 で は、 近 視 眼 的 な「 虫 の 目 」 で は な く、 状 況 を 俯 瞰 す る「 鳥 の 目 」
で社会をとらえてもらうことを目指す。それによって、表面的な変化に左
右されず、世の中の大局的な動きをつかみとる目線を獲得してもらえたら
うれしい。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：情報社会のイデオロギー
第 3 回：コンピュータのパーソナル化
第 4 回：ゲームの文化と遊び方の変容
第 5 回：固定性から移動性へ
第 6 回：電話が家にやってくる
第 7 回：ポケットベルの不便な快適さ
第 8 回：スマートフォンと多機能化
第 9 回：コミュニケーションとは何か？
第10 回：マスメディアとしてのインターネット
第11 回：携帯電話と友人関係
第12 回：アカウントと〈私〉の使い分け
第13 回：ウェブ日記から LINE まで
第14 回：個人の情報発信と出会い
第15 回：まとめとふり返り

【事前および事後学習の指示】
学 ん だ 内 容 を 忘 れ て し ま う 前 に、 そ の 日 の 内 容 を 復 習 す る こ と を 大 切 に

してほしい。講義は前に学んだ内容をふまえながら進めていくので、復習
することがそのまま予習につながる。

【テキスト】

【参考文献】
土橋臣吾他編 『デジタルメディアの社会学：問題を発見し、可能性を探る』
( 北樹出版 )
辻泉他編 『メディア社会論』( 有斐閣 )
その他、講義中に提示する。

【コメント】
授 業 後 の コ メ ン ト ペ ー パ ー の 内 容 と 期 末 レ ポ ー ト を 組 み 合 わ せ て 評 価 す

る。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

人的資源管理論Ｂ　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
三輪　卓己

【講義概要】
講義のテーマとして、企業経営全体の中で人的資源管理の意義を考察し、

今後の社会に適合した人的資源管理とはどのようなものであるかを探索す
る こ と を 掲 げ ま す。 基 礎 編 (A) に 比 べ、 理 論 と し て の 発 展 の 経 緯 や 経 営 全
体との関わりの中での変遷等が重視されます。まず経営資源としてのヒト
はどのように捉えられるのか、そのマネジメントである人的資源管理とは
何であるかを理論的に理解するところからスタートします。そして日本企
業において、人的資源管理はどのような特徴を持つと認識されるのか、ど
のような歴史的変遷があったのかを考察していきます。具体的な人的資源
管理の仕組みの説明はもちろん、その意義や問題点について深く掘り下げ
て い き ま す。 そ の 際、 今 後 の 社 会 に お い て 重 要 と な る 人 材 群 ( 女 性、 国 際
人 材、 技 術 者 等 ) や ト ピ ッ ク ス ( 知 識 労 働 や 自 律 的 キ ャ リ ア 開 発 ) に 焦 点
をあて、それを糸口に将来に向けた深い考察を行いたいと思います。現在
は日本企業の経営、人的資源管理の大きな転換期だといえます。知識社会
の進展により、働く人々には今までと異なる能力や行動が求められ始めま
した。当然ながらそれに伴う人的資源管理の見直しも必要になってきます。
こうした将来に向けての大きな変化を展望し、しっかりと対峙していける
心的態度や思考能力を身につけることも、学部学生には大事になってきま
す。受講生の皆さんと活発な議論をしていきたいと思います。

【学習目標】
人 的 資 源 管 理 論 に 関 す る 基 礎 理 論 を し っ か り と 修 得 す る こ と と、 現 実 社

会への理解を深め、実践的応用力を高めることの二つを目標とします。
論理的思考能力 ( 特に課題発見力、創造力、論理的分析力、総合的判断力 )、

主体性の開発に主眼を置きます。

【講義計画】
第 1 回：人的資源管理とは何か ( 理論的特長とその発展過程 )
	 人的資源管理論の発展過程とその背景にある社会の変化を説明し

たうえで、授業全体のスケジュールや、受講上の注意事項を伝達
する。

第 2 回：長期雇用と遅い昇進 ( 長期選抜 )
	 日本的な昇進制度について、企業内特殊知識や知的熟練と関連づ

けて学習する。
第 3 回：日本企業の人事考課
	 日本の人事考課制度が日本企業の経営や組織特性とどのように関

連しているか学習する。
第 4 回：作業組織設計と人的資源管理
	 日本企業に多くみられるチーム作業組織と人的資源管理の関わり

について学習する。
第 5 回：成果主義賃金
	 1990 年代以降増加した成果主義賃金について、その実態や意義、

問題点を学習する。
第 6 回：目標管理 ( ＭＢＯ ) とコンピテンシー
	 成果主義賃金とともに普及した目標管理等について、その実態や

意義、問題点を学習する。
第 7 回：モチベーションと人的資源管理
	 モチベーション理論と人的資源管理の理論を関連付けながら、成

果主義や年功主義の人的資源管理の再検討を行う。
第 8 回：女性労働者
	 女 性 労 働 者 を 積 極 的 に 活 用 す る う え で の 人 的 資 源 管 理 の ポ イ ン

ト、日本企業が変わるべき点について学習する。
第 9 回：高年齢労働者
	 高齢者を積極的に活用するうえでの人的資源管理のポイント、日

本企業が変わるべき点について学習する。
第10 回：研究開発技術者
	 技術者等の専門職を積極的に活用するうえでの人的資源管理のポ

イント、日本企業が変わるべき点について学習する。
第11 回：国際的人的資源管理
	 駐在員や外国人を積極的に活用するうえでの人的資源管理のポイ

ント、日本企業が変わるべき点について学習する
第12 回：非正規労働者
	 非正規労働者を積極的に活用するうえでの人的資源管理のポイン

ト、日本企業が変わるべき点について学習する。
第13 回：キャリア開発
	 働く人のキャリア発達について、ライフサイクルやキャリア志向

などの基本的概念を学ぶ。
第14 回：知識・情報社会のキャリア
	 これからの知識・情報社会におけるキャリアが工業化社会とどう

異なるのかを学ぶ。
第15 回：まとめ
	 全体を振り返り、ポイントの整理と今後に向けての展望を行う。

【事前および事後学習の指示】
第 1 回
( 事前学習 ) テキスト第 1 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 2 回
( 事前学習 )M-Port で指示する資料を見て疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認するこ
第 3 回
( 事前学習 ) テキスト第 7 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 4 回
( 事前学習 ) テキスト第 3 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 5 回
( 事前学習 ) テキスト第 9 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 6 回
( 事前学習 ) テキスト第 7 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
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講　義　名　称 曜　時

心理学 B　01＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
伊庭　千惠

【講義概要】
近 年、 利 用 者 の ニ ー ズ が 多 様 化 す る 福 祉 現 場 の 状 況 か ら、 心 理 学 的 援 助

技術の導入を求める機運が急速に高まってきている。優れた支援やケアの
理論的根拠としての心理学理論が求められてきている現状を踏まえ、実践
に必要な心理学について、応用的に学ぶことを目指す。

【学習目標】
心 理 学 理 論 に よ る 人 の 理 解 と そ の 技 法、 お よ び 人 の 成 長・ 発 達 と 心 理 と

の 関 係 に つ い て 応 用 的 に 理 解 す る。 ま た、 日 常 生 活 と 心 の 健 康 と の 関 係、
および心理的支援の方法と実際について応用的に理解する。
①心理学理論による人の理解とその技法の応用について理解する。
②人の成長・発達と心理との関係について、応用的に理解する。
③日常生活と心の健康との関係について、応用的に理解する。
④心理的支援の方法と実際について、応用的に理解する。

【講義計画】
第 1 回：こころの働きと行動 ( 応用 )
第 2 回：認知と知能 ( 応用 )
第 3 回：個人と社会 ( 応用 )
第 4 回：人の成長・発達と心理 ( 応用 )
第 5 回：現代のこころをとりまく課題①
第 6 回：現代のこころをとりまく課題②
第 7 回：現代のこころをとりまく課題③
第 8 回：現代のこころをとりまく課題④
第 9 回：心理学的アセスメント ( 応用 )
第10 回：カウンセリングの概念と範囲 ( 応用 )
第11 回：心理療法の方法と実際 ( 応用 ) ①
第12 回：心理療法の方法と実際 ( 応用 ) ②
第13 回：心理的支援にかかわる職場の現状と課題
第14 回：心理的支援の課題と展望
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
シラバスに沿って進行します。
事前に配布する資料をもとに予習 (30 分程度 ) して出席してください。
授業後は、講義内容と資料をもとに復習 (30 分程度 ) してください。

【テキスト】

【参考文献】
○長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦・廣中直行『はじめて出会う

心理学改訂版』有斐閣アルマ
○加藤伸司・山中利勝編著『MINERVA 社会福祉士養成テキストブック 21　

心理学理論と心理的支援第 2 版』ミネルヴァ書房

【コメント】
試験：0％
レポート課題：期中および期末にレポート課題を実施し、理解度を評価し

ます (90％ )
そ の 他： 授 業 内 容 に つ い て、 コ メ ン ト シ ー ト の 提 出、 も し く は M-Port を

通 じ て 課 題 提 出 ( 講 義 内 容 へ の 意 見、 感 想 等 ) を 複 数 回 実 施 し、 授 業 態
度などを評価します。(10％ )
期 中、 期 末 の レ ポ ー ト 課 題、 お よ び、 講 義 内 容 に 対 す る 意 見・ 感 想 等 の

提出時期は不定期、実施前に提示します。

【留意事項】
児童福祉、障害福祉現場、矯正施設等において心理士経験のある教師が「心の

健康」などの専門科目を担当する
公認心理師・臨床心理士の教員が、心理学の理論を解説する

授業で提示する資料を各自で管理し、復習、試験の準備に活用してください。
秋学期に行う心理学 B では、春学期の心理学 A で学ぶ心理学の基礎知識をもと

に対人援助場面への応用を中心に講義を行います。
心理学 A、心理学 B、あわせて受講されるとより深く心理学を理解できます。

第 7 回
( 事前学習 ) テキスト第 2 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 8 回
( 事前学習 ) テキスト第 13 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 9 回
( 事前学習 ) テキスト第 14 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 10 回
( 事前学習 ) テキスト第 16 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 11 回
( 事前学習 ) テキスト第 15 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 12 回
( 事前学習 ) テキスト第 12 章を読んで疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること
第 13 回～第 15 回
( 事前学習 )M-Port で指示する資料を見て疑問点等をまとめておくこと
( 事後学習 ) 配付する講義資料を見直して授業のポイントを確認すること

【テキスト】
入門人的資源管理　第 2 版
奥林康司・上林憲雄・平野光俊編著
978-4-502-67360-3 中央経済社

【参考文献】

【コメント】
中間レポートと最終レポートを課す。
そ の 他 は 授 業 中 の 発 言 や 質 問， な ら び に 授 業 後 の 質 問 メ ー ル， 任 意 の ミ

ニレポートによって評価する。

【留意事項】
企業の人事部スタッフ，ならびに組織人事の経営コンサルタントの実務経験を

授業に反映させる。
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講　義　名　称 曜　時

心理学 B　03＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中村　隆行

【講義概要】
こ の 授 業 で は、「 現 代 の 心 を と り ま く 課 題 と 心 理 的 支 援 」 に つ い て 概 説

する。
教 育 や 臨 床 の 場 面 で は、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 に 対 処 す る た め、 心 理 学 理

論を応用して研究開発された「心理的支援」に関する理論と技法が利用さ
れ て い る。 現 代 の 心 の 問 題 と 心 理 的 支 援 の 実 際 に つ い て、「 現 代 の 心 を と
り ま く 課 題 」「 日 常 生 活 と 心 の 問 題 」「 心 理 学 的 ア セ ス メ ン ト 」「 カ ウ ン セ
リングと心理療法」の観点から基礎的知見と研究成果を概観し、現状と課
題および展望について考察する。

【学習目標】
・現代の心をとりまく課題と心理的支援の実際について理解している。
・日常生活と心の健康との関係を理解している。
・ 心 理 学 理 論 と 心 理 的 支 援 の 技 法 を 応 用 し て、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 を 探 究

し適切な対応策を考えることができる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：現代の心の問題と心理的支援
第 2 回：現代の心をとりまく課題①：脳と心
第 3 回：現代の心をとりまく課題②：アタッチメントの形成とその障害
第 4 回：現代の心をとりまく課題③：発達障害
第 5 回：現代の心をとりまく課題④：発達障害児への教育的支援
第 6 回：現代の心をとりまく課題⑤：児童虐待問題とその対策
第 7 回：日常生活と心の問題①：ストレスとメンタルヘルス
第 8 回：日常生活と心の問題②：心理病理と精神疾患
第 9 回：心理学的アセスメント①：アセスメントの基本的考え方
第10 回：心理学的アセスメント②：アセスメントの実際
第11 回：カウンセリングと心理療法①：カウンセリングの理論と技法
第12 回：カウンセリングと心理療法②：精神分析療法
第13 回：カウンセリングと心理療法③：行動療法
第14 回：心理的支援の課題と展望
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
・毎回講義終了後、その回の重要事項復習ようとして確認問題を配布する。

次回講義まで必ず仕上げておくこと。
・ 講 義 で 学 習 し た こ と が、 日 常 生 活 で ど の よ う に 応 用 で き る か 考 え て み る

こと。

【テキスト】

【参考文献】
・加藤伸司・山口利勝 ( 編著 )

『MINERVA 社 会 福 祉 士 養 成 テ キ ス ト ブ ッ ク 21  心 理 学 理 論 と 心 理 的 支 援  
第 2 版』
ミネルヴァ書房

・長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦
『はじめて出会う心理学 改訂版』

有斐閣アルマ

【コメント】
その他 10％は授業内提出物
( 定期試験が実施できない場合は、小テスト 100％に変更する )

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

心理学 B　04＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中村　隆行

【講義概要】
こ の 授 業 で は、「 現 代 の 心 を と り ま く 課 題 と 心 理 的 支 援 」 に つ い て 概 説

する。
教 育 や 臨 床 の 場 面 で は、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 に 対 処 す る た め、 心 理 学 理

論を応用して研究開発された「心理的支援」に関する理論と技法が利用さ
れ て い る。 現 代 の 心 の 問 題 と 心 理 的 支 援 の 実 際 に つ い て、「 現 代 の 心 を と
り ま く 課 題 」「 日 常 生 活 と 心 の 問 題 」「 心 理 学 的 ア セ ス メ ン ト 」「 カ ウ ン セ
リングと心理療法」の観点から基礎的知見と研究成果を概観し、現状と課
題および展望について考察する。

【学習目標】
・現代の心をとりまく課題と心理的支援の実際について理解している。
・日常生活と心の健康との関係を理解している。
・ 心 理 学 理 論 と 心 理 的 支 援 の 技 法 を 応 用 し て、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 を 探 究

し適切な対応策を考えることができる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：現代の心の問題と心理的支援
第 2 回：現代の心をとりまく課題①：脳と心
第 3 回：現代の心をとりまく課題②：アタッチメントの形成とその障害
第 4 回：現代の心をとりまく課題③：発達障害
第 5 回：現代の心をとりまく課題④：発達障害児への教育的支援
第 6 回：現代の心をとりまく課題⑤：児童虐待問題とその対策
第 7 回：日常生活と心の問題①：ストレスとメンタルヘルス
第 8 回：日常生活と心の問題②：心理病理と精神疾患
第 9 回：心理学的アセスメント①：アセスメントの基本的考え方
第10 回：心理学的アセスメント②：アセスメントの実際
第11 回：カウンセリングと心理療法①：カウンセリングの理論と技法
第12 回：カウンセリングと心理療法②：精神分析療法
第13 回：カウンセリングと心理療法③：行動療法
第14 回：心理的支援の課題と展望
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
・毎回講義終了後、その回の重要事項復習ようとして確認問題を配布する。

次回講義まで必ず仕上げておくこと。
・ 講 義 で 学 習 し た こ と が、 日 常 生 活 で ど の よ う に 応 用 で き る か 考 え て み る

こと。

【テキスト】

【参考文献】
・加藤伸司・山口利勝 ( 編著 )

『MINERVA 社 会 福 祉 士 養 成 テ キ ス ト ブ ッ ク 21  心 理 学 理 論 と 心 理 的 支 援  
第 2 版』
ミネルヴァ書房

・長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦
『はじめて出会う心理学 改訂版』

有斐閣アルマ

【コメント】
その他 10％は授業内提出物
( 定期試験が実施できない場合は、小テスト 100％に変更する )

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

心理学 B　05＜秋＞ 月 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小松　佐穂子

【講義概要】
こ の 授 業 で は、「 現 代 の 心 を と り ま く 課 題 と 心 理 的 支 援 」 に つ い て 概 説

する。
教 育 や 臨 床 の 場 面 で は、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 に 対 処 す る た め、 心 理 学 理

論を応用して研究開発された「心理的支援」に関する理論と技法が利用さ
れ て い る。 現 代 の 心 の 問 題 と 心 理 的 支 援 の 実 際 に つ い て、「 現 代 の 心 を と
り ま く 課 題 」「 日 常 生 活 と 心 の 問 題 」「 心 理 学 的 ア セ ス メ ン ト 」「 カ ウ ン セ
リングと心理療法」の観点から基礎的知見と研究成果を概観し、現状と課
題および展望について考察する。

【学習目標】
・現代の心をとりまく課題と心理的支援の実際について理解している。
・日常生活と心の健康との関係を理解している。
・ 心 理 学 理 論 と 心 理 的 支 援 の 技 法 を 応 用 し て、 さ ま ざ ま な 心 の 問 題 を 探 究

し適切な対応策を考えることができる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：現代の心の問題と心理的支援
第 2 回：現代の心をとりまく課題①：脳と心
第 3 回：現代の心をとりまく課題②：アタッチメントの形成とその障害
第 4 回：現代の心をとりまく課題③：発達障害
第 5 回：現代の心をとりまく課題④：発達障害児への教育的支援
第 6 回：現代の心をとりまく課題⑤：児童虐待問題とその対策
第 7 回：日常生活と心の問題①：ストレスとメンタルヘルス
第 8 回：日常生活と心の問題②：心理病理と精神疾患
第 9 回：心理学的アセスメント①：アセスメントの基本的考え方
第10 回：心理学的アセスメント②：アセスメントの実際
第11 回：カウンセリングと心理療法①：カウンセリングの理論と技法
第12 回：カウンセリングと心理療法②：クライエント中心療法と精神分析

学
第13 回：カウンセリングと心理療法③：行動療法と認知行動療法
第14 回：心理的支援の課題と展望
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 で 使 用 す る 教 材 ス ラ イ ド や 授 業 資 料、 お よ び 授 業 情 報 ( 授 業 課 題、

レ ポ ー ト 課 題 な ど ) は、M-Port  を 通 じ て 提 供 す る。 授 業 の 前 後 に そ れ ら
の情報を確認し、課題提出および予習・復習・発展学習のために役立てる
こと。

【テキスト】
テ キ ス ト は 使 わ な い が、 ス ラ イ ド ( パ ワ ー ポ イ ン ト )、 イ ン タ ー ネ ッ ト、
DVD、印刷物などによって資料を提供する。

【参考文献】
・加藤伸司・山口利勝 ( 編著 )『MINERVA 社会福祉士養成テキストブック 
21 心理学理論と心理的支援 第 2 版』 ミネルヴァ書房

・長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦・廣中直行 ( 著 )『はじめて出
会う心理学 ( 第 3 版 )』 有斐閣アルマ

【コメント】
① 授 業 ご と に そ の 内 容 に 関 す る コ メ ン ト の 提 出 (M-Port を 通 じ ウ ェ ブ 提

出 ) を求め、授業への主体的・積極的な参加状況を確認する (20％ )。
② 加 え て、 学 期 の 中 間 点 で レ ポ ー ト 課 題 を 指 示 し、M-Port を 通 じ フ ァ イ

ル提出を求める (40％ )。
③ お よ び、 学 期 末 に レ ポ ー ト 課 題 を 指 示 し、M-Port を 通 じ フ ァ イ ル 提 出

を求める (40％ )。
④それらの結果に基づき、修得した知識および論理的な思考力・表現力に

ついて総合的に評価を行う。

【留意事項】
簡単な心理テスト・調査の実施

講　義　名　称 曜　時

政治学 B　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
塚田　鉄也

【講義概要】
世 の 中 に は、 さ ま ざ ま な 考 え 方 や 価 値 観、 利 害 を 持 っ た 人 が い ま す。 そ

して、そうした異なる価値観や利害が併存するなかで、共通の問題に対処
し た り 集 団 と し て の 方 針 を 決 め よ う と す る と き に 必 要 に な る の が 政 治 で
す。本講義では、日本をはじめとする各国の政治や国際政治おいて、異な
る価値観や利害が実際にどのような制度や過程を通じて調整されているの
かを考察していきます。

【学習目標】
①政治の基本的な制度や過程について理解し、説明できる
②そうした理解に基づいて現実の政治を理解し、説明できる

【講義計画】
第 1 回：政治学を学ぶ意義
第 2 回：政治制度
第 3 回：議会制度
第 4 回：選挙制度
第 5 回：政党
第 6 回：官僚制
第 7 回：利益団体
第 8 回：メディアと政治
第 9 回：地方自治
第10 回：戦後の日本政治
第11 回：国際政治①：国際政治の基本構造
第12 回：国際政治②：安全保障
第13 回：国際政治③：国際機構
第14 回：国際政治④：戦後日本の国際関係
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
テキストの指示された部分を事前に読んでおいてください。

【テキスト】
政治学 川出良枝・谷口将紀編
9784130322195 東京大学出版会

【参考文献】
村田晃嗣ほか『国際政治学をつかむ ( 新版 )』( 有斐閣、2015 年 )

【コメント】
毎 回 課 さ れ る 課 題 (M-Port の「 課 題 」 も し く は「 テ ス ト 」 を 利 用 ) に よ

り評価する。なお、盗用等の不正行為が確認された場合は、その段階で不
合格とする。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

税法Ｂ　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
浦東　久男

【講義概要】
企 業 課 税 に つ い て の 基 本 原 則 を 理 解 す る。 国 際 税 法 の 基 礎 的 概 念 を 理 解

する。法人税法の概要を講義により学んだ後、国際税法を学ぶ。

【学習目標】
・租税法律主義の内容と意義を理解する。
・法人税法を学び、会社法を中心とする企業法と税法の関係を理解する。
・ 国 際 税 法 の 基 礎 的 概 念、 考 え 方 を 学 ぶ こ と に よ り、 国 家 の 課 税 権 の あ り

方を考える。
・ 会 計 学、 財 政 学、 公 共 経 済 学 を 学 ん で い る 学 生 は、 税 法・ 国 際 税 法 と そ

れらの科目の関連性を考える。

【講義計画】
第 1 回：導入　授業計画の説明　わが国の税制を概観する
	 ・税財政の状況
	 ・税法と他の科目 ( 法分野 ) との関係
	 ・法人税の特徴
	 ・所得税との相違点
	 ・租税法の法源 ( 法律・政令などの国内税法と租税条約 )
	 ・租税法の基本原則 ( 租税法律主義 )
第 2 回：租税法の解釈適用の基礎
	 企業課税の特徴
	 ・国税としての法人税と地方税としての法人事業税
第 3 回：	法 人 税 と 所 得 税 と の 関 係　～ 法 人 段 階 の 課 税 と 株 主 段 階 の 課 税、

二重課税論～
第 4 回：	法人税法における法人の種類　～同族会社に対する課税～
第 5 回：	法人税法と企業会計　～法人税法 22 条と企業会計原則～
	 法人税法における益金　～受取配当、資産の評価益～
第 6 回：法人税法における損金 (1)　～売上原価、減価償却など～
第 7 回：法人税法における損金 (2)　～役員給与、交際費、寄付金～
第 8 回：国際課税 (1) 国家の課税管轄権について
	 ・ 無 制 限 納 税 義 務 者 と 制 限 納 税 義 務 者　～ 居 住 者 と 非 居 住 者、 内

国法人と外国法人～
	 ・国内源泉所得に対する課税 ( その 1)
第 9 回：国際課税 (2) 国外の納税者に対する課税
	 ・国内源泉所得に対する課税 ( その 2)
	 ・恒久的施設と課税所得の範囲
第10 回：国際課税 (3) 国内の納税者に対する課税
	 ・国際的二重課税と外国税額控除
第11 回：国際課税 (4) 外国の子会社に関する課税
	 ・受取配当益金不算入
	 ・外国子会社合算課税 ( タックスヘイブン税制 )
第12 回：国際課税 (5) 国内租税法と租税条約の関係
	 ・国内法と条約の関係
	 ・ＯＥＣＤモデル租税条約
	 ・日本が締結した租税条約について
第13 回：国際課税 (6) 租税条約が定める課税
	 ・ＯＥＣＤモデル条約が定める各所得の課税
第14 回：国際課税 (7) 移転価格税制と国際的租税回避
	 ・移転価格税制と独立企業間価格
	 ・タックスヘイブンと情報交換
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
教 科 書 に よ っ て、 前 回 ま で の 講 義 内 容 の 復 習 を す る こ と。 授 業 中 に 出 題

さ れ る 質 問 に 対 す る 解 答 を 自 分 で 考 え て、 自 分 の ノ ー ト に 記 録 す る こ と。
授業中に小テストを例題として実施するが、成績評価には含めない。

【テキスト】
図解租税法ノート 13 訂版 八ツ尾順一
9784433739218 清文社 
入門国際租税法 ( 改訂版 ) 村井正編著
978-4433738709 清文社

【参考文献】
1　岡村忠生・酒井貴子・田中昌国著『租税法〔第 3 版〕』( 有斐閣 )
2　植松利夫編著『図説日本の税制令和元年度版』( 財経詳報社 )
3　木村浩之著『租税条約入門』( 中央経済社 )
4　中里実・佐藤英明・増井良啓編『租税判例百選［第 7 版］』( 有斐閣 )

【コメント】
(1) 試験：定期試験として実施
(2) レポート ( その 1)：次の課題について、1000 字程度で説明しなさい。

課題「法人税法と企業会計原則との関係」
提出期限：11 月の第 1 回目の授業日

(3) レポート ( その 2)：次の課題について、1000 字程度で説明しなさい。
課題「居住者と非居住者の納税義務の相違について」
提出期限：12 月の第 2 回目の授業日

定期試験とレポート (2 回分 ) をあわせて成績評価を行う。
今後、変更の可能性がある。

【留意事項】
税法は、憲法、行政法、民法、会社法など基本的な分野で学んだことを基礎と

する応用的な法律科目である。また、経営学、経済学など自分が所属する学部で
学んでいる学問分野との関連性を考えて学んでほしい。国際税法については、授
業に出席して講義を理解するとともに教科書により知識を整理して欲しい。

講　義　名　称 曜　時

税務会計論　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金光　明雄

【講義概要】
本 講 義 で は、 主 に 法 人 企 業 を 対 象 に し て、 税 務 当 局 や 経 営 者 に 対 し て 報

告される課税所得金額や法人税額の計算の仕組みとその背後にあるルール
( 税 務 法 令 等 ) を 学 び、 税 務 会 計 情 報 の 作 成 と 分 析 に 必 要 な 基 礎 知 識 を 身
につけます。

【学習目標】
(1) 企 業 会 計 上 の 利 益 計 算 と の 異 同 を 理 解 し た う え で、 税 務 会 計 に お け

る課税所得計算・税額計算の仕組みを体系的に説明できるようになること、
お よ び (2) 税 務 会 計 情 報 を 作 成・ 分 析 で き る よ う に な る こ と を 学 習 の 到 達
目標とします。

【講義計画】
第 1 回：本講義の概要説明
第 2 回：法人所得課税制度の概要
第 3 回：課税所得計算の構造
第 4 回：益金計算の原則
第 5 回：損金計算の原則
第 6 回：収益の税務処理
第 7 回：費用の税務処理
第 8 回：資産の税務処理
第 9 回：負債・欠損金の税務処理
第10 回：法人税額の計算
第11 回：税務申告書の作成
第12 回：法人税の申告と納付
第13 回：グループ法人税制
第14 回：国際税務
第15 回：総括

【事前および事後学習の指示】
【事前学習】M-Port〔授業資料〕画面から講義資料を入手し、講義テーマ

を確認する。
【 事 後 学 習 】 講 義 ノ ー ト を 作 成 し、 学 習 内 容 を 整 理 す る。 小 テ ス ト の 問 題

に解答し提出する。

【テキスト】
テキストは使用しません。

【参考文献】
税務大学講本『法人税法 ( 令和 5 年度版 )』税務大学校，2023 年。
成道秀雄 ( 監修 )・坂本雅士 ( 編著 )『現代税務会計論 ( 第 5 版 )』中央経済社，
2022 年。

【コメント】
小テスト ( 計 5 回、各 20％ ) で評価します。
小 テ ス ト は、M-Port の〔 テ ス ト 機 能 〕 を 用 い た オ ン ラ イ ン 形 式 で 実 施

します。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

税務戦略論　＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金光　明雄

【講義概要】
本 講 義 で は、 合 理 的 な 租 税 負 担 を 可 能 に す る 有 効 な タ ッ ク ス・ マ ネ ジ メ

ントのための情報を提供する税務会計実務とタックス・マネジメントの理
論的枠組みについて学習します。

【学習目標】
税 務 会 計 実 務 と タ ッ ク ス・ マ ネ ジ メ ン ト の 理 論 的 枠 組 み を 理 解 し、 企 業

の経営戦略における税務問題を分析できるようになることを学習の到達目
標とします。

【講義計画】
第 1 回：本講義の概要説明
第 2 回：税務会計における課税所得計算・税額計算
第 3 回：税務会計の重要性と特殊性
第 4 回：税務会計実務の変容
第 5 回：税務会計における企業観
第 6 回：税務会計の機能
第 7 回：	税 務 計 画 (1)： 税 務 計 画 の 意 義、 税 務 計 画 に お け る 税 引 後 キ ャ ッ

シュフローの予測
第 8 回：税務計画 (2)：有効な税務計画の策定
第 9 回：事業組織形態の選択と税制
第10 回：事業体のグループ化と税制 (1)：グループ通算制度
第11 回：事業体のグループ化と税制 (2)：グループ法人単体課税制度
第12 回：事業の国際化と税制 (1)：国際的な課税問題
第13 回： 事 業 の 国 際 化 と 税 制 (2)： 外 国 税 額 控 除 制 度、 外 国 子 会 社 配 当 益

金不算入制度
第14 回：事業の国際化と税制 (3)：移転価格税制、外国子会社合算税制
第15 回：総括

【事前および事後学習の指示】
【事前学習】M-Port〔授業資料〕画面から講義資料を入手し、講義テーマ

を確認する。
【 事 後 学 習 】 講 義 ノ ー ト を 作 成 し、 学 習 内 容 を 整 理 す る。 小 テ ス ト の 問 題

に解答し提出する。

【テキスト】
テキストは使用しません。

【参考文献】
成道秀雄 ( 監修 )・坂本雅士 ( 編著 )『現代税務会計論 ( 第 5 版 )』中央経済社，
2022 年。

【コメント】
小テスト ( 計 5 回、各 20％ ) で評価します。
小 テ ス ト は、M-Port の〔 テ ス ト 機 能 〕 を 用 い た オ ン ラ イ ン 形 式 で 実 施

します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

西洋経済史Ⅱ　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
豆原　啓介

【講義概要】
19 世 紀 後 半 か ら 20 世 紀 ま で の 西 洋 経 済 史 の 基 本 的 な 流 れ と 基 礎 的 な 事

項について説明する。個々の事項についての詳細な知識の暗記より、それ
ぞれの事項がいかに関連しながら歴史上の因果関係を成しているかについ
て理解することが重視される。知識の定着を図るため、二回程度小テスト
を実施する。

例年、西洋経済史Ⅰを未履修の学生の単位取得率が非常に低いので (50%
未満 )、その点を留意した上で、履修を決められたい。

【学習目標】
・近現代の西洋経済史の流れを把握し、基礎的な事項を理解すること。
・経済のあり方が歴史を通して構築されるものであることを理解すること。
・ 現 在 存 在 す る 経 済 シ ス テ ム の 多 く が ヨ ー ロ ッ パ に 歴 史 的 な 起 源 を 持 つ こ

とを理解すること。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：中世から近世までの西洋経済史
第 3 回：19 世紀におけるヨーロッパ経済の構造
第 4 回：運輸革命と欧米経済の変容
第 5 回：ヨーロッパにおける金融業の発達
第 6 回：労働運動と労働組合の誕生
第 7 回：映画『リトル・ダンサー』鑑賞
第 8 回：近代アメリカ経済の発展
第 9 回：世紀転換期の欧米経済と第一次世界大戦
第10 回：1920 年代の繁栄
第11 回：世界大恐慌と恐慌対策
第12 回：第二次大戦後の経済復興とヨーロッパ統合の開始
第13 回：ドル・ショックとオイル・ショック
第14 回：ヨーロッパ統合の拡大・深化・危機
第15 回：期末テストとまとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 学 習 は 特 に 必 要 と は し な い が、 歴 史 科 目 と い う 特 性 上 理 解 す べ き 事

項が多岐にわたるために一回の授業が終了する都度、各自が復習し理解の
上で次回の授業に臨むことが望まれる。

事前学習 0 時間
事後学習 1 時間

【テキスト】

【参考文献】
奥西孝至、ばん澤歩、堀田隆司、山本千映著『西洋経済史』有斐閣、2010 年。
須藤功、廣田功、山本通、馬場哲著『エレメンタル西洋経済史』晃洋書房、
2012 年。

【コメント】
期末試験 80%
小テスト 20%

テ ス ト は い ず れ も 教 室 に て 行 う。 ま た、 テ ス ト に 際 し て は、 ノ ー ト パ ソ
コンでの受験が強く推奨される。

例年、西洋経済史Ⅰを未履修の学生の単位取得率が非常に低いので (50%
未満 )、その点を留意した上で、履修を決められたい。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

西洋法制史B　＜秋＞ 月 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
鈴木　康文

【講義概要】
近 代 か ら 現 代 ま で の ヨ ー ロ ッ パ に お け る 法 と 法 学 の 歴 史 を 概 観 し ま す。

具体的には、パンデクテン法学、ドイツ帝国、ヴァイマル共和国、ナチス・
ドイツ、ドイツ連邦共和国とドイツ民主共和国における法と法学のあり方
を学びます。ドイツ法制史が中心です。

【学習目標】
①各時代のヨーロッパにおける政治・社会の状況を理解する。
②上記①を前提に、その時々の法と法学のあり方を学び理解する。
③過去との比較を通じて現代の法のあり方を考察する。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：ドイツ近代私法学①―パンデクテン法学 (285-294 頁 )
第 3 回：ドイツ近代私法学②―パンデクテン法学の批判者
第 4 回： ド イ ツ 近 代 公 法 学 ① ― フ ラ ン ク フ ル ト 憲 法、 プ ロ イ セ ン 憲 法

(295-307 頁 )
第 5 回：ドイツ近代公法学②―憲法学、行政法学
第 6 回：ドイツ帝国―憲法・民法 (309-318 頁 )
第 7 回：ヴァイマル共和国①―憲法 (319-325 頁 )
第 8 回：ヴァイマル共和国②―司法
第 9 回：ナチス・ドイツ①―立法 (325-333 頁 )
第10 回：ナチス・ドイツ②―法学・司法
第11 回：ドイツ連邦共和国①―公法
第12 回：ドイツ連邦共和国②―私法
第13 回：ナチス司法への反省―『日独裁判官物語』から学ぶ
第14 回：ドイツ民主共和国―公法・私法
第15 回：全体のまとめ

【事前および事後学習の指示】
事前に授業資料を読んでおくことが望ましい。
事後は授業資料を使って復習してください。

【テキスト】

【参考文献】
勝 田 有 恒 ほ か 編 著『 概 説 西 洋 法 制 史 』( ミ ネ ル ヴ ァ 書 房、2004 年 )
ISBN9784623040643
授業内容はこれに準拠します。授業計画のページ数はこの本のページ数に
対応しています。

【コメント】
毎回の課題 ( 確認問題 )：60％
期末課題 ( 詳細は学期末に連絡予定 )：40％

※期末レポートを未提出の場合は単位を認めません。
※毎回の課題と期末課題は、出題形式や提出期間など、前年度と必ずしも

同一ではないこともあるので、第 1 回のガイダンスで確認してください。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

世界の市民 -SDGs と東南アジア経済　＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
江川　暁夫

【講義概要】
「持続可能な開発目標 (SDGs)」に対する関心は世界レベルで高まってお

り、学生諸君が「世界市民」として将来的に経済社会に貢献していく際に、
SDGs の基礎的な理解を備えていることは、もはや必須条件である。

本 科 目 で は、SDGs を 幹 に 置 き、 そ の 歴 史 や 動 機、 目 的 な ど を 理 解 し
た 上 で、 特 に SDGs の 達 成 に 対 し て 精 力 的 に 取 り 組 む ASEAN を 舞 台 に、
SDGs の 達 成 状 況 や 関 連 す る 取 組、 課 題 な ど を、 項 目 立 て て 学 ぶ。 こ こ で
の学びが、学生諸君の社会での基礎的な知識の提供の一端となることはも
と よ り、 本 学 で の 国 際 体 験 や 地 域 貢 献 な ど へ の モ チ ベ ー シ ョ ン に も つ な
がっていくことを期待する。

【学習目標】
(1)SDGs やその世界 ( 特に ASEAN) における達成度合いや課題を、体系的

に理解できる。
(2)ASEAN との関係の中で将来ビジネスに関わる学生諸君として、ASEAN

が な ぜ SDGs へ の 取 組 に 熱 心 で あ る の か を 理 解 し、 ビ ジ ネ ス 戦 略 に 活 用
できる素地を持つ。

(3) 本学での国際体験や地域貢献事業などへの参画のきっかけとなる。

【講義計画】
第 1 回：授業概要の説明と SDGs に係る基本的な理解
第 2 回：SDGs とは①：17 の目標、「5 つの P」による目標設定
第 3 回：SDGs と は ②： 歴 史・ 経 緯 と 目 的、 な ぜ 今 SDGs が 注 目 さ れ て い

るのか
第 4 回：SDGs と ASEAN 経 済： な ぜ ASEAN の 達 成 度 が 相 対 的 に 高 い の

か
第 5 回：ASEAN の「 人 間 の ゴ ー ル 」 の 状 況 ①： 全 体 評 価 と ASEAN 経 済

との関係
第 6 回：ASEAN の「人間のゴール」の状況②：人間開発、人的資源開発、

人間の尊厳
第 7 回：ASEAN の「 人 間 の ゴ ー ル 」 の 状 況 ③： コ ロ ナ 禍 の 人 間 の ゴ ー ル

への影響
第 8 回：ASEAN の「 繁 栄 の ゴ ー ル 」 の 状 況 ①： 全 体 評 価 と ASEAN 経 済

との関係
第 9 回：ASEAN の「 繁 栄 の ゴ ー ル 」 の 状 況 ②： 所 得 格 差、 転 換 能 力、 イ

ンフラ開発
第10 回：ASEAN の「地球のゴール」の状況①：全体評価、ASEAN の状況

と環境の国際政治経済学
第11 回：	ASEAN の「地球のゴール」の状況②：ESG・BCG・カーボンニュー

トラルへの積極性
第12 回：ASEAN と「平和のゴール」及び「協力のゴール」
第13 回：日本の対 ASEAN の SDGs パートナーシップ：可能性と制約
第14 回：ASEAN 進出の日系企業と SDGs：チャンスとリスク
第15 回：まとめと総合課題の出題

【事前および事後学習の指示】
参 考 文 献 の う ち、 最 初 の 2 つ は、 本 講 義 の 内 容 を 提 供 す る 参 考 文 献 で も

あるので、読めるようなら、斜め読み程度でも十分な事前学習になる。そ
の他、以下の事前学習・事後学習をすることを勧める。
事 前 学 習 (7.5 時 間 )： 日 頃、 新 聞 の 経 済 欄 や 経 済 関 係 の 社 説 等 を 読 み、

SDGs と い う 言 葉 が よ く 用 い ら れ る 文 脈 や ト ピ ッ ク を 知 る こ と が、 関 心
を 持 つ き っ か け と な る。 ま た、 学 生 諸 君 が 各 自 関 心 を 持 っ て い る 職 種・
分 野 に お け る 日 本 企 業 と ア ジ ア と の 関 わ り に つ い て、 日 頃、 新 聞 等 で
チェックするとよい。

事 後 学 習 (15 時 間 )： 授 業 に 出 て 講 義 資 料 に 書 き 込 ん で い く だ け で は 理 解
で き な い 点 も 多 く な る こ と が 考 え ら れ る。 そ の た め、 授 業 の 中 で 強 調 さ
れた用語や理論を、事後に十分に確認しておくことが望まれる。

【テキスト】

【参考文献】
『SDGs －危機の時代の羅針盤』南博・稲場雅紀著　岩波新書
『SDGs を 学 ぶ　 国 際 開 発・ 国 際 協 力 入 門 』 高 柳 彰 夫・ 大 橋 正 明 編　 法 律

文化社
「データで見るタイの SDGs」バンコク日本人商工会議所発行『所報』( 担

当教員による連載稿 )
※いずれも、具体的な参照頁については、講義の中で紹介する。

【コメント】
(1) 定 期 試 験 が 実 施 さ れ な い の で、 試 験 と 同 等 の 内 容 の 出 題 を 短 期 間・ 短

時 間 で 解 く も の で 代 替 し、 最 終 回 の 講 義 時 に 出 題・ 実 施 し、 試 験 点 (25
点満点 ) を配分する。

(2) レポート点については、①毎回の授業後に出題される「授業後課題」(1
回 あ た り 2 ～ 4 点 満 点 ) に 取 り 組 み、 そ の 点 数 を レ ポ ー ト 点 と し て 付 加
( 全体で総合点の 40％ )、② 1,300 字程度のレポートが 1 本 (20 点満点 )。
ただし、履修者数が 200 人を超えた場合は、②については、短答式の出
題を 2 度、授業内で行い、それぞれ 10 点を配点するものに替える。

(3) 毎回、授業の冒頭ないし途中に、ブレインストーミング的な「練習問題」
を 出 題 す る。 こ れ へ の 解 答 を も っ て、 授 業 に 積 極 的 に 臨 む 取 組 の 表 明 と
み な し、 そ の 他 点 を 適 宜 配 分 す る。 な お、 上 記 (1) の「 試 験 と 同 等 の 内
容 の 出 題 を 短 期 間 で 解 く も の 」 の 提 出 が な い 者 に つ い て は、 そ れ ま で の
取組状況にかかわらず、その他点の最終的な評点は 0 点とする。

(4) 公 欠 や 病 欠、 就 職 活 動 を 理 由 と す る 欠 席 の 場 合 は、 大 学 な い し 就 職 活
動 先 が 発 行 す る 何 ら か の 書 類 を 提 示 し た ( あ る い は 提 示 予 定 で あ る ) 場
合に限り、その他点及び授業出席の形態について配慮する。

【留意事項】
アジアで経済担当の外交官の経験を踏まえた授業内容
経済官庁でアジア経済分析や対アジア経済協力等を経験した者による実践的な

授業内容
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講　義　名　称 曜　時

世界の市民 -科学と社会の関係を考える　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
尾鍋　智子

【講義概要】
本 学 の 教 育 目 標 で あ る 世 界 市 民 と は 何 か を 考 え る に あ た り、 本 講 義 で は

まず日本文化を理解し客観化することからはじめる。例として身近な科学
や技術からはじめ、それらが文化から文化へ伝わるとき、社会や文化の相
違により受容されたり、されなかったり、変化したりする様子を探る。生
活、情報、軍事にかかわる科学技術と社会の関係を、日本に視点をおき考
察をくわえ、多文化理解へのゲートウェイとする。

【学習目標】
日 々 の モ ノ・ 技 術・ 科 学 か ら 日 本 文 化 を よ り 深 く 理 解 で き、 世 界 市 民 的

視野をもつことができる。

【講義計画】
第 1 回：コース説明及びイントロダクション
第 2 回：科学技術伝播と実学 (1)
第 3 回：科学技術伝播と実学 (2)
第 4 回：車両と文化 (1)
第 5 回：車両と文化 (2)
第 6 回：イスと座 (1)
第 7 回：イスと座 (2)
第 8 回：まとめと試験 1( 論述試験 1000 字 )
第 9 回：暦と天文 (1)
第10 回：暦と天文 (2)
第11 回：暦と天文 (3)
第12 回：暦と天文 (4)
第13 回：印刷文化
第14 回：銃と砲
第15 回：まとめと試験 2( 論述試験 1000 字 )

【事前および事後学習の指示】
配 布 資 料 を 授 業 前 後 に 読 み、 予 習 復 習 を す る こ と。( 事 前 学 習 30 時 間・

事後学習 30 時間 )

【テキスト】
プリントを配布する

【参考文献】

【コメント】
2 回の本格的論述試験 ( 各 1000 字程度 ) で成績が決まるため、あらかじ

め段落を適切に用いた論述の訓練をし、書き慣れておくことがのぞましい。
詳細については初回に説明するので必ず出席すること。

毎 回 出 席 が 原 則。5 回 以 上 欠 席 す る と 評 価 の 対 象 外 と な る。 た だ し 公 認
欠 席 は 除 く。15 分 以 上 の 遅 刻 を 3 回 し た 場 合 1 回 の 欠 席 と し て カ ウ ン ト
する。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

世界の市民-企業経営のステークホルダーとガバナンス ＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
齋藤　巡友

【講義概要】
現 代 の 社 会 に お け る 企 業 経 営 に つ い て 考 え る う え で、 多 種 多 様 な ス テ ー

ク ホ ル ダ ー ( 利 害 関 係 者 ) の 存 在 を 無 視 す る こ と は 不 可 能 で あ る。 現 代 企
業のステークホルダー間の利害関係は複雑に絡み合っており、それぞれの
ステークホルダーの利益をどのように確保していくかということは企業経
営において重要かつ難しい課題となっている。

本 講 義 で は、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 関 係 を 意 識 し た 企 業 経 営 の 在 り 方 を
CSR( 企業の社会的責任 ) およびコーポレート・ガバナンス ( 企業統治 ) の
観点から理解するために必要となる概念や理論について学ぶ。

【学習目標】
本講義の学習目標は以下のとおりである。
1． 企 業 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー、 お よ び 企 業 と そ れ ら の 関 係 に つ い て 理 解 を

深める。
2．講義で取り上げるキーワードを自分の言葉で説明できるようになる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：授業内容や授業方針、成績評価について
第 2 回：企業経営と CSR
第 3 回：企業のステークホルダー
第 4 回：エージェンシー関係とコーポレート・ガバナンス
第 5 回：マーケティングにおける CSR
第 6 回：サプライチェーンにおける CSR
第 7 回：労働 CSR ①：人的資源管理論の基本
第 8 回：労働 CSR ②：労働 CSR の具体的な取り組み
第 9 回：CSR レポーティング
第10 回：CSR 会計
第11 回：CSR と金融①：サステナブル投資
第12 回：CSR と金融②：金融仲介機関の CSR
第13 回：CSR と NPO
第14 回：CSR と企業価値
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
講 義 前 に 講 義 資 料 を ア ッ プ ロ ー ド す る の で、 準 備 学 習 と し て 講 義 資 料 を

読み、疑問点を整理しておくこと。復習の際は、理解出来なかった点を講
義後やオフィスアワーに質問するなどして疑問点を残さないようにするこ
と。

【テキスト】

【参考文献】
國部克彦編著『CSR の基礎』中央経済社

【コメント】
①到達目標に対応する試験を期末に実施する。問題は選択式・記述式を組

み合わせた形式となる。成績評価における点数配分は 70％
②授業の理解度を問う小課題を複数回実施する。成績評価における点数配

分は 30％

【留意事項】
第 1 回の授業時に受講するうえで重要な情報 ( 講義の計画・方針、成績評価等 )

を説明するため、初回授業への参加を本講義の履修の前提とする。やむを得ない
事情により出席できない場合や遅刻する場合は必ず事前に担当教員に連絡するこ
と。
※第 1 回目の授業に無断で欠席または遅刻した場合、本講義の履修を認めないこ

ともある。
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講　義　名　称 曜　時

世界の市民 -現代史と私たちの歴史認識　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
島田　克彦

【講義概要】
こ の 授 業 で は、 第 二 次 世 界 大 戦 を 終 結 さ せ た サ ン フ ラ ン シ ス コ 講 和 条 約

に つ い て、 戦 争 責 任・ 戦 後 責 任 や 植 民 地 支 配 と 人 権 の 観 点 か ら 学 び ま す。
1940 年代から 50 年代の日本の政府と社会は、戦争や植民地支配をどのよ
うに問題とし、何を切り捨てたのでしょうか。そしてこれらの問題は、現
代に至る歴史をどのように形作ってきたのでしょうか。この授業を、世界
の市民として羽ばたくみなさんが、歴史認識をみずから養い、深める力を
鍛える機会としてほしいと思います。

【学習目標】
第 二 次 世 界 大 戦 の 終 結 と 戦 後 日 本 社 会 の 形 成 に つ い て、 説 明 で き る よ う

になること。
将来の「世界の市民」として、歴史認識をみずから養う力を獲得すること。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション　授業の進め方について説明します。
第 2 回：第二次世界大戦の終結
第 3 回：日本国憲法の制定　―戦後日本社会の形成―
第 4 回：旧体制の解体と持続　―戦争責任と植民地支配責任―
第 5 回：東アジアの激動と講和への動き
第 6 回：サンフランシスコ講和会議
第 7 回：中間まとめ
第 8 回：サンフランシスコ講和条約の構造
第 9 回：サンフランシスコ講和条約の問題点
第10 回：中間まとめ ( 講和条約の問題を中心に )
第11 回：サンフランシスコ講和条約第三条と沖縄
第12 回：サンフランシスコ講和条約第三条とアメリカ
第13 回：戦後体制の形成　―憲法・安保体制または 1952 年体制―
第14 回：予備日
第15 回：全体のまとめ

【事前および事後学習の指示】
次 回 に 向 け て の 予 習 を 提 示 し ま す。 予 習 で 準 備 し た 上 で、 授 業 に 出 席 す

ること。

【テキスト】

【参考文献】
内海愛子『朝鮮人ＢＣ級戦犯の記録』勁草書房、1982 年 ( 岩波現代文庫、
2015 年 )
林博史『ＢＣ級戦犯裁判』岩波書店 ( 岩波新書 952)2005 年
内海愛子『戦後補償から考える日本とアジア』山川出版社 ( 日本史リブレッ
ト 68、2 版 )2010 年
林博史『米軍基地の歴史　世界ネットワークの形成と展開』吉川弘文館 ( 歴
史文化ライブラリー 336)、2012 年
内海愛子・大沼保昭・田中宏・加藤陽子『戦後責任―アジアのまなざしに
応えて』岩波書店、2014 年
古関彰一・豊下楢彦『沖縄　憲法なき戦後　講和条約三条と日本の安全保
障』みすず書房、2018 年
豊下楢彦他『沖縄を世界軍縮の拠点に　辺野古を止める構想力』岩波書店
( 岩波ブックレット 1022)、2020 年

【コメント】
【 授 業 へ の 出 席 】 と【授業ごとの課題】をセットで評価し、「そ の 他 」 に

配点します。
レ ポ ー ト 課 題 を 2 回 出 す 予 定 で す。 そ の う ち 1 回 で も 提 出 し て い な い と

単位を認定しません。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

世界の市民-コミュニケーション学から考える　＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
宮脇　かおり

【講義概要】
桃 山 学 院 大 学 の 建 学 の 理 念 は「 キ リ ス ト 教 精 神 に 基 づ く 人 格 の 陶 冶 と 世

界の市民の養成」です。グローバル化が進む現代社会では、日本に暮らし
ていたとしても、自分とは異なる文化背景を持った人々と接する機会が多
くあります。本講義では大学生にも身近な問題を取り上げ、特にコミュニ
ケーション学の視点から、世界市民としての態度や行動について議論しま
す。

【学習目標】
自 分 が 当 た り 前 だ と 思 っ て い た 事 柄 に 疑 問 を 持 つ よ う に な っ て も ら い た

いです。身の回りに存在しているはずなのに今まで意識していなかった人、
文 化、 習 慣 を 考 え 直 す 機 会 と し て も ら い た い で す。 グ ロ ー バ ル な 人 と は、
海外経験がある人とは限りません。日本に暮らしながら世界市民としての
意識を持つことは可能ですし、本講義がそのきっかけになれば嬉しいです。

【講義計画】
第 1 回：シラバス
第 2 回：コミュニケーション学とは
第 3 回：Chapter 1 コミュニケーション学とは
第 4 回：Chapter 2 ことば・わたし・せかい
第 5 回：Chapter 3 異文化との出会い
	 Chapter 4 海外から見た日本・日本から見た世界
第 6 回：Chapter 5 メディアと社会とわたしたち
第 7 回：Chapter 6 レトリックが作るコミュニティ
第 8 回：中間総括、レポートについて
第 9 回：Chapter 7 知識が力を持つとき
第10 回：Chapter 8 “わたし / わたしたち” と “あなた / あなたたち”
	 Chapter 9　ソーシャル・メディアと対人関係
第11 回：Chapter 10 コンフリクト・協調
	 Chapter 11 働くことと生きること
第12 回：Chapter 12 市民社会と公共
	 Chapter 13 健康とリスクとコミュニケーション
第13 回：総括
第14 回：レポート発表
第15 回：最終試験

【事前および事後学習の指示】
講 義 時 の 指 示 に 従 い、 教 科 書 の 該 当 す る ペ ー ジ と、 配 布 資 料 が あ る 場 合

に は そ れ を 熟 読 し、 授 業 中 の 課 題 に 取 り 組 め る よ う 準 備 を し て く だ さ い。
講義時間内にはペアワークやグループ・ワークなどを行う為、積極的な授
業参加が求められます。

【テキスト】
グローバル社会のコミュニケーション学入門
藤巻光浩・宮崎新　編
978-4-89476-974-8 ひつじ書房

【参考文献】

【コメント】
その他：　授業内小テスト 30％ 課題 30% 
定期的に授業内容と関連した課題を提出してもらいます。

ま た、 自 分 が 特 に 興 味 を 持 っ た 講 義 内 容 に 関 す る レ ポ ー ト を 作 成 し、 授
業内で発表してもらいます。

試験の内容は、毎回の授業内で行う小テストの内容が主になります。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

世界の市民 -多文化社会としてのフランス　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
宮脇　永吏

【講義概要】
本 学 の 建 学 の 精 神 に は、「 自 由 と 愛 の 精 神 」 を も っ て 生 き る こ と、 と い

う定義があります。自由とは「ひとりひとりの人格と主体性を尊重するこ
と 」、 愛 と は「 他 者 と 共 に 生 き る こ と 」( 本 学 HP「 建 学 の 精 神・ 学 院 章 」
より ) です。

本授業では、20 世紀フランスを舞台に、個人の人格と主体性を尊重しな
がら、他者と共に生きてきたフランス文化の在り方を紹介します。

本 授 業 に お け る「 他 者 」 と は、「 外 国 人 」 や「 異 性 」 を 指 す だ け で な く、
そうした区別を適用しきれない、互いに混じり合う多様な人間や文化を指
しています。

こ う し た 人 々 が フ ラ ン ス と い う ひ と つ の 国・ 場 所 で 作 り 上 げ て き た 文 化
の多様性とその社会的成熟を学びながら、解決すべき課題について考えま
す。

鑑賞・解説する作品は、文学・絵画・映像・思想を扱います。

【学習目標】
・フランス社会の多様性を知る。
・20 世紀フランスの文化の醸成と「他者」との関係を知る。
・現代社会の課題について考える素地をつくる。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：日本文化の影響①：概説
第 3 回：日本文化の影響②：作品解説
第 4 回：外国人画家の活躍①：概説
第 5 回：外国人画家の活躍②：作品解説
第 6 回：フランスとベルギー①：概説
第 7 回：フランスとベルギー②：作品解説
第 8 回：フランスとドイツ①：概説、映像視聴
第 9 回：フランスとドイツ②：作品解説
第10 回：外国人作家の活躍・戦後①：概説
第11 回：外国人作家の活躍・戦後②：作品解説
第12 回：女性解放運動①：概説
第13 回：女性解放運動②：作品解説
第14 回：今日のフランス社会
第15 回：総括　レポートの提出

【事前および事後学習の指示】
授 業 中 に 指 示 さ れ た 抜 粋 を 読 ん だ り、 映 像 資 料 を 視 聴 し た う え で、「 振

り返りアンケート」に回答するようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
都度、指示します。

【コメント】
授業後に、かならず毎回「振り返りアンケート」を提出してもらいます。

こ の「 ア ン ケ ー ト 」 へ の 回 答 は 成 績 評 価 の 対 象 (50%) と な り ま す の で、
積極的に意見を出してください。授業中に教員からコメントの紹介、コメ
ントへの応答を行います。また、1000 字の最終レポートを課します (50%)。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

世界の市民 -中国の SNS文化から考える　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
彭　永成

【講義概要】
桃 山 学 院 大 学 の キ リ ス ト 教 精 神 に も と づ く 世 界 市 民 の 育 成 と い う 建 学 の

理念をもとに、現代の中国社会がかかえる問題について、SNS という視点
からわかりやすく講義をする。そのことによって、文科系総合大学である
桃山学院大学で、学生が人文科学・社会科学を学ぶ基本的関心や姿勢を身
につけさせる。同時に、世界の多様性を理解し、グローバルな課題の解決
に貢献できる世界市民の育成を目標とする。

【学習目標】
桃 山 学 院 大 学 の 建 学 の 理 念 で あ る キ リ ス ト 教 精 神 に も と づ く 世 界 市 民 の

育成の理念をもとに、新入生として、大学でどのように勉強していいかわ
からない人、社会に出ていくことに不安がある人、自分さがしをしている
人、自我を確立するために模索している人のために、大学でどのように学
ぶかという方法と、これからの社会に出ていくための基本について、講義
をもとに学んで理解し、身につけることを目標とする。同時に、世界の多
様性を理解し、グローバルな課題の解決に貢献できる世界市民の育成を目
標とする。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス：SNS は古くから存在するもの
第 2 回：ローマのメディア：初めての SNS システムの成立
第 3 回： コ ー ヒ ー シ ョ ッ プ へ 行 こ う：SNS は い か に イ ノ ベ ー シ ョ ン を 促

進したのか
第 4 回：プレスの自由：SNS がアメリカ独立戦争に果たした役割
第 5 回：人民の歩哨：暴政、オプティミズムと SNS
第 6 回：マスメディアの誕生：集中化の発端
第 7 回：SNS の反面：広報時代のメディア
第 8 回：SNS の生まれ変わり：ARPA から Facebook へ
第 9 回：「Weibo」：中国系 SNS の代表格
第10 回：「QQ」から「wechat」へ：中国のチャットアプリの進化史
第11 回：「Alibaba」と「Taobo」:  ネットショッピングの全盛期
第12 回：TikTok と「抖音」：中国から世界への内容生成型 SNS
第13 回：「小紅書」：コスメアプリから憧れのライフスタイルへ
第14 回：電子マナーによる支払いの支配：「Alipay」と「WeChat pay」
第15 回：試験とまとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 配 布 の レ ジ ュ メ を 予 習 し、 事 後 で は 関 連 資 料 を 調 べ る な ど の 課 題 も

出します。

【テキスト】

【参考文献】
授業中に提示する

【コメント】
期末テスト 50 点、レポート課題 40 点、出席と授業参加 10 点となります。
レ ポ ー ト 課 題 の 未 提 出 や、 締 切 を 遅 れ て 提 出 の 場 合、 単 位 取 得 不 可 と な

るため、あらかじめご注意ください。
な お、 授 業 中 で は プ レ ゼ テ ー シ ョ ン の 回 を 設 け て お り、 授 業 の 回 数 や タ

イトルの変更もございます。
※初回のガイダンスでは本授業の評価基準や授業内容の全体像について話

しますので、必ずご出席してください。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

総合人間学B　＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 インテ・遠隔授業 ( 同時双方向型 )
梅山　秀幸

【講義概要】
20 世 紀 か ら 今 世 紀 に か け て 専 門 分 野 の 細 分 化 が 起 き、 さ ま ざ ま な「 学 」

が生まれたが、しかし、個別の「学」では今日の人類が直面する地球環境、
人 口、 教 育、 人 権 な ど の 諸 問 題 に 十 分 に 答 え る こ と が で き な い。 そ こ で、
学際的な、人間に関する新たな総合学が必要とされる。そうした学問的要
請に基づいて、この講義は複数の講師によって行われる「インテグレーショ
ン 」 科 目 と し て 実 施 さ れ る。 特 に、2020 年 以 降、 世 界 は コ ロ ナ ウ ィ ル ス
に 襲 わ れ、 数 波 の 感 染 拡 大 に 襲 わ れ、 さ ら に は 今 や 世 界 は 戦 時 下 に あ る。
このコロナ下の社会、そして戦時下をどう生きていくべきか、またその後
の社会をどう構築していくべきなのかも考えたい。

【学習目標】
自 然 科 学 と 人 文・ 社 会 科 学 の 最 新 の 研 究 成 果 を 踏 ま え な が ら、 新 た な 学

際 的 総 合 教 育 を 目 指 す。 こ こ で 人 間 と は、 生 物 種 ヒ ト と そ の 双 方 を 含 み、
現代文明のもとでさまざまな問題に直面しながら、科学、技術、法律、教
育、芸術、宗教などを生み出している主体ととらえる。文化の多様性・相
対性を認めつつも、異なる文化を持つ人々の間での共通性を解明すること
によって、ヒューマニズムは何かという人間学の目標に迫っていきたい。

【講義計画】
第 1 回：この授業について、評価の仕方について。
第 2 回：文化人類学で世界を見る
第 3 回：様々な社会における成人儀礼
第 4 回：アフリカ　コンゴの社会
第 5 回：アフリカの環境問題
第 6 回：イスラームにおける人間
第 7 回：イスラームにおけるあの世とは
第 8 回：民族とは何か、民族問題はなぜ生まれるか
第 9 回：旧ユーゴスラビアの民族問題
第10 回：戦争の原因、人間の本性
第11 回：宗教は争いをもたらすものか
第12 回：クリスマスとは何か
第13 回：イエスがもたらしたもの
第14 回：LGBT について
第15 回：オランダの社会の現在

【事前および事後学習の指示】
各 ゲ ス ト 講 師 が 挙 げ る 参 考 図 書 お よ び 論 文 な ど は 読 む よ う に し て く だ さ

い。

【テキスト】

【参考文献】
『福音書』( 岩波文庫 )・『コーラン』( 岩波文庫 )

【コメント】
毎 回 授 業 終 了 後 に 200 字 か ら 400 字 の コ メ ン ト を 書 い て 提 出 し て も ら

います。それを見て授業の理解度をはかり、点数化することにします。

【留意事項】
アフリカの環境問題に関わった講師の授業

講　義　名　称 曜　時

ソーシャルワーク論ⅠB　＜秋＞ 金 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
梅谷　進康

【講義概要】
〔授業の目的・ねらい〕

制 度 と し て の 社 会 福 祉 を 具 体 的 に 実 現 す る た め の 実 践 方 法 で あ る ソ ー
シャルワークについて、その基礎的な理解と実践活動にとって重要と思わ
れる様々な知識の獲得を目的としている。

〔授業全体の内容の概要〕
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 践 論 の 入 門 と 位 置 づ け、 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 視 点、

実践概念、実践の構成要素、実践方法、実践の過程とその展開、各論的方
法の特性などの解説と考察を通して、総合的な視野から理解を深める。基
本的な内容はⅠＡと同様だが、ⅠＢでは、ソーシャルワーカーの価値と倫
理や実践活動に必要とされる知識や技術について、より具体的な実践場面
との関連性の中で体系的に理解することを目的とする。

【学習目標】
①社会福祉概念を明確にする
②ソーシャルワーク概念を明確にする
③ソーシャルワーク実践の構成要素への考察を深める
④ソーシャルワーク実践研究としての過程研究への考察を深める
⑤ソーシャルワークの実践方法への考察を深める
⑥ソーシャルワーク実践への専門的・科学的視点を明確にする
⑦ソーシャルワーク・インターベンション (inter vention) の意義・方法・

体系について理解を深める

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション　ソーシャルワーク論ⅠＢの目的・展開・方

法について
第 2 回：ソーシャルワーク実践における過程の意義
第 3 回：ソーシャルワーク実践過程の枠組みと問題
第 4 回：局面過程の展開 ( Ⅰ )
第 5 回：局面過程の展開 ( Ⅱ )
第 6 回：局面過程の展開 ( Ⅲ )
第 7 回：ソーシャルワーク実践のフィールドとソーシャルワーカーの役割
第 8 回：実践者の記録から学ぶソーシャルワークの原則 ( Ⅰ )
第 9 回：実践者の記録から学ぶソーシャルワークの原則 ( Ⅱ )
第10 回：実践者の記録から学ぶソーシャルワーク支援に必要な知識と技術

( Ⅰ )
第11 回：実践者の記録から学ぶソーシャルワーク支援に必要な知識と技術

( Ⅱ )
第12 回：実践者の記録から学ぶソーシャルワーク支援に必要な知識と技術

( Ⅲ )
第13 回：ソーシャルワーク実践における最近の動向 ( Ⅰ )
第14 回：ソーシャルワーク実践における最近の動向 ( Ⅱ )
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 学 習： 社 会 福 祉 や ソ ー シ ャ ル ワ ー ク と 関 連 す る 新 聞 記 事 を 毎 日 読 み、

理解する。
事後学習：テキスト、ノート、配布プリントを読み込み理解を深める。

【テキスト】
ソーシャルワーク；ジェネラリストソーシャルワークの相談援助
得津 愼子
978-861-866-951 ふくろう出版

【参考文献】
授業中に適宜提示する。

【コメント】
試験 (40％ )、中間レポート (15％ )、授業中の課題取り組み状況 (45％ )

で評価する。

【留意事項】
社会福祉施設・機関でソーシャルワーク業務の経験のある教員が、ソーシャル

ワークに関する教育を行う
社会福祉士国家試験受験資格指定科目　精神保健福祉士国家試験受験資格指定

科目
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講　義　名　称 曜　時

ソーシャルワーク論ⅢB　＜秋＞ 月 5

【教員名称】		 	 	 	 　　�
塩田　祥子

【講義概要】
制 度 と し て の 社 会 福 祉 を 具 体 的 に 実 践 す る た め の 実 践 方 法 で あ る ソ ー

シャルワークについて、その基礎的な理解と実践活動にとって重要と思わ
れる様々な知識の獲得を目的としている。具体的には、ソーシャルワーク
において基本となる「人と環境との交互作用」の概念について、人と環境
が相互に影響し合うという「全体的にとらえる見方」として、理解を促す。
またその視点に基づいて、ソーシャルワークの対象や援助関係および展開
過程を理解することで、実践活動としてのイメージ化ができることをめざ
す。利用者と出会うインテークから援助の終結にいたるまでの一連の援助
過程を基本的な専門的技術として理解する。

【学習目標】
・ 相 談 援 助 に お け る 人 と 環 境 と の 相 互 作 用 に 関 す る 理 論 と の 交 互 作 用 に 関

する理論について理解する。
・援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。
・相談援助の過程とそれに係る知識と技術について理解する。 
・ 相 談 援 助 に お け る 事 例 分 析 の 意 義 や 方 法、 相 談 援 助 の 実 際 に つ い て 理 解

する。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
	 ソーシャルワーク論Ⅲ A の振り返り
第 2 回：レジデンシャルソーシャルワーク
	 ケアワークとソーシャルワーク ( 高齢者領域 )
第 3 回：レジデンシャルソーシャルワーク
	 ケアワークとソーシャルワーク ( 児童領域 )
第 4 回：ケアワークとソーシャルワーク ( 障がい領域 )
第 5 回：ケアワークとソーシャルワーク ( 障がい領域その 2)
第 6 回：高齢者の貧困とソーシャルワーク
第 7 回：子どもの貧困とソーシャルワーク
第 8 回：低所得者支援におけるソーシャルワーク
第 9 回：犯罪被害者支援とソーシャルワーク
第10 回：更生保護とソーシャルワーク
第11 回：スーパービジョン
第12 回：ジェネラリストソーシャルワーク
第13 回：他職種連携の意義
第14 回：全授業の振り返り①
第15 回：全授業の振り返り②

【事前および事後学習の指示】
※ 配 布 レ ポ ー ト の 確 認、 授 業 内 容 を 日 常 生 活 に 落 と し 込 ん で 考 え て み る。

それを、授業時の振り返りシートにいかす。

【テキスト】

【参考文献】
授業時適宜指定

【コメント】
授業内容に基づく振り返りシート記入内容 50％、定期テスト 50％

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

地域研究ⅠB　＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
軽部　恵子

【講義概要】
こ の 講 義 は、 南 北 ア メ リ カ 大 陸 の 主 要 国 に つ い て、 そ の 概 要 と 日 本 と の

関係を学びます。前半は、ラテンアメリカの国々とカナダについて取り上
げます。後半は、アメリカ合衆国について、歴史、法律、政治、文化、社
会など、多様な視点から取り上げます。ドキュメンタリー番組や映画など
の視聴覚教材も活用します。

講 義 冒 頭 に は、 国 内 外 の メ デ ィ ア の ホ ー ム ペ ー ジ を 用 い て、「アメリカ」
に関するニュースを解説します。受講生は、メディアを批判的に読み解く

「メディア・リテラシー」を学んでください。

【学習目標】
①ラテンアメリカの主要国およびカナダの基礎知識を習得し、日本との関

係を理解する。
②アメリカ合衆国について、歴史、法律、政治、文化、社会問題など、多

様な視点から理解する。
③国際問題の理解に必要な一般教養、とくに歴史・地理・文化・宗教に関

する基礎知識を獲得する。
④メディア・リテラシーを身につける。

【講義計画】
第 1 回：ラテンアメリカとは何か
第 2 回：ブラジル
第 3 回：ペルー、アルゼンチン、チリ
第 4 回：キューバ、カリブ海諸国
第 5 回：メキシコ、コスタリカ、パナマ
第 6 回：カナダ
第 7 回：アメリカ合衆国 (1)　独立宣言と合衆国憲法
第 8 回：アメリカ合衆国 (2)　大統領選挙のしくみ
第 9 回：アメリカ合衆国 (3)　大統領の任務と権限
第10 回：アメリカ合衆国 (4)　連邦議会のしくみ
第11 回：アメリカ合衆国 (5)　人種、移民、難民
第12 回：アメリカ合衆国 (6)　女性、ジェンダー、LGBTQ
第13 回：アメリカ合衆国 (7)　宗教
第14 回：アメリカ合衆国 (8)　メディア、インターネット、SNS
第15 回：試験及びまとめ

【事前および事後学習の指示】
毎回の授業で指示される参考文献や参考 URL をもとに、事前および事後

学習をしてください。

【テキスト】
新版一冊でわかるイラストでわかる図解世界史
成美堂出版編集部
978-4415328386 成美堂

【参考文献】
久保文明・金成隆一『アメリカ大統領選』岩波書店　2020 年 / 岡本裕『ア
メ リ カ の 政 党 政 治 』 中 央 公 論 新 社　2020 年 / 松 本 佐 保『 ア メ リ カ を 動 か
す 宗 教 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 』 筑 摩 書 房 2021 年  /  吉 見 俊 哉『 ト ラ ン プ の ア メ
リ カ に 住 む 』 岩 波 書 店　2018 年 / 渡 辺 靖『 ア メ リ カ と は 何 か 』 岩 波 書 店　
2022 年 / 清 水 透『 ラ テ ン ア メ リ カ 五 〇 〇 年　 歴 史 の ト ル ソ ー』 岩 波 書 店　
2017 年 / 細 川 道 久『 カ ナ ダ の 歴 史 を 知 る た め の 50 章 』 明 石 書 店　2017
年

【コメント】
計 2 回 の 試 験 で 成 績 評 価 を 行 い ま す。 出 席 は 成 績 評 価 に い っ さ い 関 係 あ

りません。追加の試験やレポートもいっさいありません。毎回の授業終了
前に発表する「課題」は、成績評価の対象ではありませんが、受講生が講
義の理解度を各自で確認できる内容になっています。詳細は、第 1 回授業
資料を読んでください。

【留意事項】
教科書は毎回使います。予習・復習にも積極的に利用してください。地域研究

ⅠＡから先に履修することを勧めます。やむを得ず地域研究Ⅰ B から履修する人
は、南北アメリカ史、とくにラテンアメリカ史の基礎知識を教科書で自習してく
ださい。
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講　義　名　称 曜　時

地域研究ⅡB　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
塚田　鉄也

【講義概要】
近 代 以 降、 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は 積 極 的 な 対 外 進 出 を 進 め、 世 界 各 地 の 政 治

や社会に大きな影響を与えてきました。現在のヨーロッパはかつてほど「世
界の中心」とは言えなくなりましたが、それでも、日本をはじめとする多
くの国にとって重要な参照点であり続けています。本講義では、ベネルク
ス三国、北欧諸国、南欧諸国、中東欧諸国、ロシア、そして EU( 欧州連合 )
を取り上げ、歴史的背景、政治の基本構造、現代の争点という三点にわたっ
て検討していきます。

【学習目標】
①各国の政治と社会の特徴を、歴史的背景を含めて理解し、説明できる
②各国が直面している問題やそうした問題への対応を理解し、説明できる

【講義計画】
第 1 回：ヨーロッパ研究の意義
第 2 回：ヨーロッパの多様性
第 3 回：ベネルクス三国①：歴史的背景
第 4 回：ベネルクス三国②：基本構造と争点
第 5 回：北欧諸国①：歴史的背景
第 6 回：北欧諸国②：基本構造と争点
第 7 回：南欧諸国①：歴史的背景
第 8 回：南欧諸国②：基本構造と争点
第 9 回：中東欧諸国①：歴史的背景
第10 回：中東欧諸国②：基本構造と争点
第11 回：ロシア①：歴史的背景
第12 回：ロシア②：基本構造と争点
第13 回：EU ①：歴史的背景
第14 回：EU ②：基本構造と争点
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
テキストの指示された部分を事前に読んでおいてください。

【テキスト】
データブック・オブ・ザ・ワールド 2023
二宮書店編集部
9784817605078 二宮書店

【参考文献】
松尾秀哉ほか編『教養としてのヨーロッパ政治』( ミネルヴァ書房、2019 年 )

【コメント】
各回の内容について課される課題 (M-Port の「課題」もしくは「テスト」

を 利 用 ) に よ り 評 価 す る。 な お、 盗 用 等 の 不 正 行 為 が 確 認 さ れ た 場 合 は、
その段階で不合格とする。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

地域再生論　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
木原　弘恵

【講義概要】
今 日、 地 域 再 生 や ま ち づ く り と い っ た 取 り 組 み へ の 社 会 的 関 心 が 高 ま っ

ている。この授業では、こうした取り組みに至った歴史的展開を確認する
とともに、人びとの生活の視点から、地域社会や地域づくりに関する理解
を深めることを目的とする。

【学習目標】
(1) 地域社会や地域づくりに関する基礎的知識を身につける。
(2) 社 会 学 的 視 点 を 取 り 入 れ な が ら、 地 域 社 会 や 地 域 づ く り に 関 す る 理 解

を深める。
(3) 具体例を示しながら、自身の考えを論理的に表現する。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：授業の目的と進め方、地域社会とは、「問題」

とは
第 2 回：高度経済成長、過密と過疎
第 3 回：都市と農村の生活様式
第 4 回：コミュニティ
第 5 回：地域づくりの系譜
第 6 回：NPO・ボランティア
第 7 回：小括
第 8 回：自然環境の保全：コモンズの可能性
第 9 回：歴史的環境の保全①：歴史的環境とは
第10 回：歴史的環境の保全②：生活と歴史的環境
第11 回：食と農を通じた関係づくり
第12 回：コミュニティビジネス
第13 回：住民主体の地域づくり
第14 回：「地元学」とフィールドワーク
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
配 布 資 料 及 び 指 示 し た 文 献 を 読 む こ と。 文 献・ 資 料・ 新 聞 な ど で 事 前 事

後学習をすることを求めます ( 事前学習 30 時間・事後学習 30 時間 )。

【テキスト】
講義で配布・紹介する資料を用いる。

【参考文献】
地域社会学編，2011，『新版キーワード地域社会学』ハーベスト社 .
広井良典，2019，『人口減少社会のデザイン』東洋経済新報社．
吉本哲郎，2008，『地元学をはじめよう』岩波書店．
このほか随時紹介します。

【コメント】
① 期 末 レ ポ ー ト (50 ％ )、 ② 小 課 題 と コ メ ン ト ペ ー パ ー 等 (50 ％ ) で 評 価

します。
授 業 進 行 に 支 障 が で る よ う な 受 講 態 度 の 学 生 に つ い て は 注 意 し、 減 点 措

置を講ずることがあります。
第 1 回 で 授 業 の 進 め 方、 諸 注 意 お よ び 成 績 評 価 の 詳 細 を 説 明 し ま す。 必

ず出席すること。

【留意事項】
・授業では発言、およびグループワークや発表の機会があります。
・授業形態に変更が生じた際は、それに応じて成績評価方法も変更する可能性が

あります。
・授業期間中 M-Port の授業資料欄をこまめに確認してください。
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講　義　名　称 曜　時

地域資源論　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
金　太宇

【講義概要】
本 講 義 は、 地 域 資 源 の 継 承 が 求 め ら れ て い る 社 会 的 背 景 や 各 地 の 実 践 的

な取り組みの動向を解説するとともに、地域社会のマネジメントを担うさ
ま ざ ま な 人 び と ( 担 い 手・ 当 事 者・ ア ク タ ー ) の 視 点 を あ き ら か に し、 そ
こに見られる課題や可能性について多面的に学ぶことを目的とするもので
ある。本講義では、地域資源とは何か、地域資源がどのように変容・変質
をしてきたのかを具体的に捉えながら、地域社会が抱える問題点および課
題を正確に把握し、地域資源の活用方法について自ら提案できる能力を養
う。

【学習目標】
本 講 義 で は、 地 域 資 源 の 管 理 と 活 用 に 関 す る 知 識 を 修 得 す る と と も に、

地域資源を活用した地域活性化対策に関わる問題点の把握と問題解決のた
めの対策を提示できる能力を育成する。
(1) 地 域 社 会・ コ ミ ュ ニ テ ィ・ 地 域 の 集 団 と 組 織 に つ い て、 そ の 概 念 を 説

明できる。
(2) 思 考 や 目 的 が 異 な る 人 び と に よ る 協 働 の 可 能 性 と 限 界 に つ い て 理 解 す

る。
(3) 地 域 資 源 の 持 続 的 な 利 用 と、 そ れ に も と づ く 地 域 資 源 の マ ネ ジ メ ン ト

のあり方について考える能力を身に付ける。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：地域資源とはなにか：「資源」になりうるもの
第 3 回：地域社会の現状と課題
第 4 回：地域振興と内発的発展論
第 5 回：地域コミュニティの規範と伝統行事の継承
第 6 回：環境保全と地域資源の持続可能な利用・管理
第 7 回：高齢者の生き方と文化資源
第 8 回：移住・定住の促進と多様な主体の連携・協働
第 9 回：地域の価値と魅力の再発掘
第10 回：農産品の認証制度と農産物ブランド化の取り組み
第11 回：農産物のオーナー制度
第12 回：荒廃農地の管理と鳥獣害対策
第13 回：人材の育成と域学連携
第14 回：事前復興と災害に強いコミュニティの構築
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
地 元 新 聞・ イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の メ デ ィ ア を 活 用 し て 地 域 資 源 の 管 理 と 活

用の取り組みに関する情報を収集すること。指定の参考書及び講義で紹介
する文献等を事前・事後学習に活用すること。

【テキスト】

【参考文献】
牧 野 厚 史・ 松 本 貴 文 編 ,2015,『 暮 ら し の 視 点 か ら の 地 方 再 生： 地 域 と 生
活の社会学』九州大学出版会 .
宮 内 泰 介 編 ,2017,『 ど う す れ ば 環 境 保 全 は う ま く い く の か ― 現 場 か ら 考
える「順応的ガバナンス」の進め方』新泉社 .
三浦典子ほか編 ,2017,『地域再生の社会学』 学文社 .

【コメント】
期 末 レ ポ ー ト (50%) と 講 義 中 に 課 す ワ ー ク シ ー ト (50%) の 成 績 を 総 合

して評価します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

地域社会学 [2]　＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
木原　弘恵

【講義概要】
戦 後 の 日 本 の 地 域 社 会 は、 世 帯、 産 業 構 造、 生 活 構 造 な ど 大 き な 変 化 を

経験してきました。本講義では、日本の地域社会に関する理解を深め、あ
らたな社会の仕組みの構築について検討します。地域社会の成り立ち、地
域開発政策や地域社会の歴史的展開を概観するとともに、日本の農山村地
域や都市における各々の諸問題・諸課題についても考えます。

【学習目標】
(1) 日本の農山村や都市の地域社会に関する基礎的知識を身につける。
(2) 社 会 学 的 ア プ ロ ー チ に よ っ て、 地 域 社 会 の 現 象 や 問 題・ 課 題 に つ い て

の理解を深める。
(3) 具体例を示しながら、自身の考えを論理的に表現できる。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：授業の目的と進め方、地域社会学とは
第 2 回：地域社会とは
第 3 回：地域社会の成り立ち (1) イエとムラ
第 4 回：地域社会の成り立ち (2) コモンズ、資源利用と管理
第 5 回：自治
第 6 回：高度経済成長期と人口移動
第 7 回：都市と農村の生活様式
第 8 回：小括
第 9 回：戦後の地域開発と地域社会
第10 回：開発と環境問題
第11 回：過疎論
第12 回：高齢化と地域社会
第13 回：子育てと地域社会
第14 回：グローバル化と地域社会
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
配 布 資 料 及 び 指 示 し た 文 献 を 読 む こ と。 文 献・ 資 料・ 新 聞 な ど で 事 前 事

後学習をすることを求めます ( 事前学習 30 時間・事後学習 30 時間 )。

【テキスト】
講義で配布・紹介する資料を用いる。

【参考文献】
地域社会学会編，2011，『新版　キーワード地域社会学』ハーベスト社 .
鳥越皓之，1993，『家と村の社会学　増補版』世界思想社 .
山本努編，2022，『よくわかる地域社会学』ミネルヴァ書房．
このほか随時紹介します。

【コメント】
① 期 末 レ ポ ー ト (50 ％ )、 ② 小 課 題 と 毎 回 の コ メ ン ト ペ ー パ ー 等 (50 ％ )

で評価します。
授 業 進 行 に 支 障 が で る よ う な 受 講 態 度 の 学 生 に つ い て は 注 意 し、 減 点 措

置を講ずることがあります。
第 1 回 で 授 業 の 進 め 方、 諸 注 意 お よ び 成 績 評 価 の 詳 細 を 説 明 し ま す。 必

ず出席してください。

【留意事項】
・授業では発言、およびグループワークや発表の機会があります。
・授業形態に変更が生じた際は、それに応じて成績評価方法も変更する可能性が

あります。
・授業期間中 M-Port の授業資料欄をこまめに確認してください。
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講　義　名　称 曜　時

地域福祉論Ｂ　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小野　達也

【講義概要】
[ 授業の目的・ねらい ]

地 域 福 祉 の 様 々 な 主 体 や 多 機 関 協 働 ま た、 地 域 福 祉 活 動・ 実 践、 包 括 的
支援体制、福祉計画、福祉行財政の現状や課題を理解することを目的とす
る。
[ 授業全体の内容の概要 ]

地 域 福 祉 の 担 い 手 と し て 社 会 福 祉 協 議 会、 社 会 福 祉 施 設・ 機 関 ば か り で
な く 行 政 や 住 民、 当 事 者 団 体、 ボ ラ ン テ ィ ア・ Ｎ Ｐ Ｏ 等 の 理 解 も 目 指 す。
さらに、地域福祉にかかわる法律、制度、政策、資金問題や計画など地域
福祉の実践方法の整理も行なう。

【学習目標】
[ 授業修了時の達成課題 ( 到達目標 )] 

地 域 福 祉 の 主 体 や 担 い 手 に つ い て 説 明 で き る こ と、 地 域 福 祉 の 援 助 方 法
を説明できること、地域福祉の運営のしくみについて説明できることを到
達目標とする。

【講義計画】
第 1 回：1　地域福祉の枠組みの確認
第 2 回：2　地域での支援をめぐる現状と課題
第 3 回：3　地域でのケアサービスに関する現状と課題
第 4 回：4　地域づくりに関する現状と課題
第 5 回：5　地域福祉の実践主体　国、都道府県、市町村
第 6 回：6　社会福祉協議会の歴史と現状
第 7 回：7　住民活動、民生委員・福祉委員について
第 8 回：8　住民参加型サービス、ボランティア、ＮＰＯ
第 9 回：9　地域での多機関の協働とガバナンス
第10 回：10　福祉計画
第11 回：11　地域問題への取り組み方法　災害時における支援
第12 回：12　地域での多様化・複雑化したニーズに対するソーシャルワー

ク
第13 回：13　地域福祉行財政、民間資金
第14 回：14　包括的支援体制と地域共生社会
第15 回：15　まとめ　これからの地域福祉

【事前および事後学習の指示】
・講義内容について事前に調べておくこと。
・講義で分からなかった点を事後学習すること。

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
・最終レポートを実施する。50％
・講義にもとづく提出物を求める。50％

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

知的財産法B　＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
馬場　巌

【講義概要】
知 的 財 産 権 の 目 的、 お よ び 知 的 財 産 権 に 共 通 の 内 容 と、 特 許 法・ 著 作 権

法等の各法律の概要および権利の成立要件等を見ていきます。

【学習目標】
知 的 財 産 権 は、 い た っ て 私 達 に と っ て 身 近 な 権 利 で す。 講 義 で 詳 し く 話

しますが、例をあげればカップヌードルや携帯電話などに関係しています。
知的財産権とは、特許法 ( 発明 )・実用新案法 ( 考案 )・意匠法 ( 意匠 )・

商標法 ( 商標 ) といった産業財産権と著作権法 ( 著作物 )、不正競争防止法・
商号、種苗法などの無体物で財産的価値のあるものを対象にしています。

本授業では、これら知的財産権の基礎知識の習得を目指します。

【講義計画】
第 1 回：特許法
	 特許を受ける権利・出願・出願公開・明細書について。
第 2 回：特許法
	 登録要件　発明と発見の違いについて。
	 登録要件　新規性について。
第 3 回：特許法
	 登録要件　進歩性について。
第 4 回：特許法
	 登録要件　特許障害 ( 消極的特許要件 ) について。
第 5 回：特許法のまとめ。
第 6 回：著作権法
	 著作権法上の著作物について。
第 7 回：著作権法
	 著作権の制限について。
第 8 回：著作権法
	 著作者人格権・著作隣接権について。
第 9 回：著作権のまとめ。
第10 回：パブリシティの権利について。
第11 回：意匠法概説・種苗法概説
第12 回：商標法　商標登録の要件 (3 条 )
第13 回：商標法　商標登録を受けることができない商標
第14 回：商標と商号の違いについて。
第15 回：知的財産権の総括。

【事前および事後学習の指示】
授 業 の 最 後 に 次 回 の 授 業 内 容 を 簡 単 に 説 明 し ま す の で、 必 ず 予 習 を し て

ください。また、復習も必ず行ってください。

【テキスト】
知的財産法概説　馬場巌 成文堂
初回授業時に指示します

【参考文献】
知的財産権法概説 ( 紋谷暢男 )・知的財産管理技能試験 2 級完全マスターⅠ・
Ⅱ・Ⅲ

【コメント】
授業中に私語はしないでください。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

地方財政論Ⅱ　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
田代　昌孝

【講義概要】
経 済 の グ ロ ー バ ル 化 と 少 子 高 齢 化 が 進 む 中 で、 政 府 に 求 め ら れ る 役 割 が

大きくなってきた。国も地方も膨大な借金を抱えており、今日において財
政の再編が求められている。とりわけ、地方財政は厳しい財政状況に直面
し て お り、 何 ら か の 改 革 が 必 要 と な っ て い る。 地 方 分 権 や 地 域 の 活 性 化、
あるいは官業の民間委託はその典型的な例と言えよう。本講義では地方分
権の基礎的な議論を踏まえたうえで、わが国の地方財政の実態について説
明する。

地 域 公 共 政 策 や 公 益 事 業 の 学 問 領 域 を 専 門 と す る た め、 公 務 員 や 県・ 市
の外郭団体に勤めることを希望する学生の基礎的な知識を習得することを
目標とする。

【学習目標】
新 聞 報 道 で 伝 え ら れ た 地 方 分 権 に 関 す る 記 事、 た と え ば 市 町 村 合 併、 大

阪都構想、東日本大震災、ふるさと納税と地方財政のあり方について私見
が述べられることを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス。
	 地方分権とは何か。
	 成績評価についての説明。
	 講義を受けるうえでの注意事項。
第 2 回：地方分権改革と政府間競争 ( 様々な分権化指標 )
第 3 回：地方分権と三位一体改革 ( 歴史的過程を中心に )
第 4 回：市町村合併と広域行政 ( 地方の効率化と独自性 )
第 5 回：大阪都構想について ( 首都東京への対抗行政 )
第 6 回：道州制の議論 ( アメリカの連邦制を踏まえながら )
第 7 回：地方財政と福祉 ( 子育て・年金・医療・介護 )
第 8 回：地域経済の発展と地方財政 ( 公共事業とその経済効果 )
第 9 回：地方財政の効率化と自治体行政 (NPM 理論 )
第10 回：将来的な民営化への準備 (PFI 事業 )
第11 回：地方公営企業のあり方 ( コロナ禍での病院事業を中心に )
第12 回：第三セクター問題 ( 地方活性化の理想と現実 )
第13 回：夕張市の財政破綻問題 ( 求められる財政健全化 )
第14 回：東日本大震災と地方財政 ( 硬直化した財政支出 )
第15 回：ふるさと納税の現状と課題 ( 失われた費用便益 )

【事前および事後学習の指示】
講義テーマに該当する配布資料を事前に熟読するようにして下さい。

【テキスト】
新・地方財政 林宜嗣
9784641184565　 有斐閣ブックス

【参考文献】
林　 宏 昭・ 橋 本 恭 之 著『 入 門 地 方 財 政　 第 3 版 』 中 央 経 済 社、2013 年。
(ISBN978450265)
佐藤主光著『地方財政入門』新世社、2009 年。(ISBN9784883841332)
和田八束・星野泉・青木宗明編『現代の地方財政　第 3 版』有斐閣ブック
ス、2004 年。(ISBN4641183074)

【コメント】
【成績評価について】

M-Port に よ る 課 題 提 出 が 30%、 学 期 末 に 出 さ れ る レ ポ ー ト 課 題 が
70％。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

中級簿記　＜秋集＞ 月 3/ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中村　恒彦

【講義概要】
今 日 の 社 会 に お い て 企 業 の 影 響 力 が 増 大 す る に つ れ、 人 々 は 自 己 の 利 益

を守るために企業の動向に強い関心をもち、企業に関する情報を必要とし
て い ま す。 そ の よ う な 情 報 は 多 く の 源 泉 か ら 入 手 す る こ と が で き ま す が、
企業活動の経済的側面についての最も優れた情報源泉は、企業の会計が生
み出す財務諸表です。しかしこの財務諸表は、簿記の知識がないと正確に
読み取ることができません。簿記は、企業の財政状態や経営成績を知るう
えで不可欠な知識となります。

こ の 講 義 で は、 日 商 簿 記 検 定 試 験 3 級 レ ベ ル の 複 式 簿 記 に つ い て 学 習 し
ま す。 具 体 的 に は、 取 引 の 記 帳 か ら 財 務 諸 表 の 作 成 に い た る ま で を、(1)
複式簿記の基礎概念、(2) 諸取引の会計処理、(3) 決算と財務諸表、の順に
解説していきます。理解をより深めるために、練習問題による演習を多く
取り入れていく予定です。

【学習目標】
こ の 講 義 で は、 日 商 簿 記 検 定 試 験 3 級 レ ベ ル の 複 式 簿 記 に つ い て の 基 本

構造を理解し、株式会社の基本的な取引の記帳技術を習得することを学習
の到達目標とします。

【講義計画】
第 1 回：簿記の基礎概念
第 2 回：資産・負債・純資産と貸借対照表
第 3 回：収益・費用と損益計算書
第 4 回：簿記上の取引と仕訳
第 5 回：勘定記入と転記
第 6 回：決算予備手続き ( 試算表の作成 )
第 7 回：決算本手続き (6 桁精算表の作成 )
第 8 回：現金取引
第 9 回：預金取引
第10 回：商品売買取引 ( 三分法 )
第11 回：商品売買取引 ( 諸掛・値引・返品 )
第12 回：債権・債務取引 ( その 1)
第13 回：債権・債務取引 ( その 2)
第14 回：手形取引 ( 約束手形 )
第15 回：固定資産取引―購入と売却
第16 回：固定資産取引―減価償却
第17 回：貸倒れと貸倒引当金
第18 回：資本と税金
第19 回：決算整理手続き ( 売上原価の計算 )
第20 回：決算整理手続き ( 貸倒引当金の設定 )
第21 回：決算整理手続き ( 減価償却費の計算 )
第22 回：8 桁精算表の作成
第23 回：決算本手続き ( 帳簿の締切りと財務諸表の作成 )
第24 回：決算手続きの確認とまとめ
第25 回：収益と費用の見越し・繰延べ
第26 回：伝票会計
第27 回：総合問題演習 (1)
第28 回：総合問題演習 (2)
第29 回：総合問題演習 (3)
第30 回：総括

【事前および事後学習の指示】
商 業 簿 記 を 理 解 す る た め に は、 反 復・ 継 続 的 な 学 習 が 必 要 で す。 前 回 ま

で の 内 容 ( 講 師 が 適 宜 指 示 ) を し っ か り と 復 習 し た う え で 講 義 に 出 席 し て
ください。

【テキスト】
検定簿記講義 3 級 渡部裕亘・片山覚・北村敬子 [ 編著
9784502825637 中央経済社 最新版を使用します。
最新段階式日商簿記検定問題集 (4 訂版 ) 渡辺正直他
9784407347746 実教出版 練習問題として利用します。

【参考文献】

【コメント】
期末試験で評価します。

【留意事項】
受講希望者は必ず初回の講義に出席してください。
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講　義　名　称 曜　時

中国経済論Ⅱ　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大島　一二

【講義概要】
改 革・ 開 放 政 策 実 施 以 降 の 30 余 年 で 中 国 の 経 済 は 大 き く 発 展 し た。 国

内 総 生 産 の 実 質 成 長 年 率 は 年 率 10 ％ に 達 し、 日 本 経 済 の 高 度 経 済 成 長 期
に 匹 敵 す る 水 準 で あ る。 こ れ に よ り 2010 年 に は 世 界 第 2 位 の Ｇ Ｄ Ｐ 大 国
と な っ た。 ま た 外 貨 準 備 高 は す で に 世 界 第 1 位 の 水 準 に あ る。 こ の 結 果、
多くの日本企業が中国に参入している。

しかし、国内には解決しなければならない課題も山積している。例えば、
三 農 問 題 と い わ れ る 農 業・ 農 村 の 停 滞、1.5 億 人 と も い わ れ る 大 規 模 な 労
働力流動と都市・農村社会の急激な変容、国際的問題ともなった食品安全
問題、深刻な環境問題など数多い。本講義では、中国経済の成長過程を明
らかにし、高度成長が実現した背景、直面している主な問題、今後の課題
について解説する。また、台湾、香港、マカオ等の地域の経済についても
解説する。テキストのほかに、中国経済の動きに関する新聞報道なども紹
介 し、NHK な ど が 制 作 し た ド キ ュ メ ン タ リ ー を 放 映 す る な ど し て、 わ か
りやすい授業に心掛ける。

こ の 中 国 経 済 論 Ⅱ で は、 現 在 の 中 国 経 済 が 直 面 す る 問 題 点、 日 本 経 済 と
中国経済の関係、日本企業の中国投資等について取り扱う。

【学習目標】
日 本 と 中 国 の 経 済 的 な 繋 が り は ま す ま す 深 ま っ て い る が、 現 代 の 中 国 経

済はどのように形成されてきたのか、またその課題は何かについて体系的、
客観的に理解する。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション。授業の進め方、講義内容の概要などについ

て説明する。
第 2 回：人口政策と人口問題
第 3 回：三農問題といわれる農業・農村問題、経済格差の拡大
第 4 回：地域間労働移動と労働市場 (1) 都市と農村の経済格差
第 5 回：地域間労働移動と労働市場 (2) 農村からの労働力移動
第 6 回：農業と食料問題
第 7 回：食品安全問題
第 8 回：水問題、水資源問題と水質汚染問題
第 9 回：生態環境問題と環境政策
第10 回：環境問題とエネルギー
第11 回：社会保障制度の課題
第12 回：日本経済と中国経済
第13 回：日中貿易の実態
第14 回：日本企業の中国投資
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
こ の 講 義 の 履 修 に は 中 国 経 済 論 Ⅰ の 履 修 が 前 提 と な る。 テ キ ス ト は 特 に

指定しないが、必要に応じて資料を配布する。できるだけ参考文献を読ん
でおくこと。

【テキスト】

【参考文献】
大島一二編著 (2007)『中国野菜と日本の食卓－産地、流通、食の安全・安心』
芦書房。
大 島 一 二 (2015)『 日 系 食 品 産 業 に お け る 中 国 内 販 戦 略 の 転 換 ( 日 本 農 業
市場学会研究叢書 )』筑波書房。
大島一二・山田七絵 (2019)『朝日緑源、10 年の軌跡』農林統計出版。

【コメント】
対面授業を想定し、以下のように配点する。

Ｍ -Port に よ る レ ポ ー ト (1 回、50 点 )、 課 題 (5 回 各 10 点、50 点 ) を
基本とする。

さ ら に 講 義 へ の 出 席 を 促 進 す る た め、 出 席 点 30 点 (6 回 各 5 点 ) を 加 点
する。

合計 130 点となるが、評価は他の講義と同様に以下の基準である。
59 点 以 下 Ｄ、60 ～ 69 点 Ｃ、70 ～ 79 点 Ｂ、80 ～ 89 点 Ａ、90 点 ～

130 点Ｓ。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

中小企業論Ⅱ　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
義永　忠一

【講義概要】
金 融 危 機 以 降、 経 済 環 境 が 激 変 し て い ま す。 さ ら に 2011 年 に は 大 震

災 や そ の 後 の 津 波 を 起 因 と す る 事 故 な ど、 大 き な 変 化 が 起 こ っ て い ま す。
2020 年には、新型コロナウイルス感染拡大により、「新状態」への模索が
続 い て い ま す。 そ し て さ ら に 2022 年 に は ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に
より、世界秩序・経済秩序が変化しつつあります。日本経済の主要な担い
手 で あ る 中 小 企 業 は、 大 き な 変 化 を 迫 ら れ て い ま す。 中 小 企 業 論 Ⅱ で は、
現状における中小企業に関する様々な問題、特にグローバル化について注
目し、その変化に対する対応策について講義参加者と一緒に考えていきま
す。 そ し て、 一 つ の 対 応 策 と し て 中 小 企 業 論 が 注 目 し て き た「 産 業 集 積 」
に関する講義を展開します。

【学習目標】
講 義 内 容 を 時 事 問 題 と の 関 連 で 把 握 す る た め に、 講 義 開 始 15 分 を 当 日

の新聞記事をピックアップしお伝えします。この新聞チェックにより、現
実に起こるグローバル化の影響を的確に把握できるようになることを、第
一の目標とします。次に、中小企業論が注目してきた「産業集積」の理解
を深め、グローバル化の影響下の、中小企業が抱える課題を如何に解決す
るかについて、考え始める基礎を築くことを学習の目標とします。

【講義計画】
第 1 回：中小企業論とは何か～中小企業研究の課題～
	 以下の講義計画において、教科書以外に、ビデオ、独自資料を使っ

た講義も行います。また、小テスト実施の関係から、講義計画の
進展が変更される場合があります。

	 小テストに関する説明～新聞チェック：あなた自身の分析軸を作
る～

第 2 回： 中 小 企 業 を め ぐ る 環 境 の 変 化 － グ ロ ー バ ル 化 (1 － 1)1980 年 代
の映像

第 3 回： 中 小 企 業 を め ぐ る 環 境 の 変 化 － グ ロ ー バ ル 化 (1 － 2)1980 年 代
の理解

第 4 回： 中 小 企 業 を め ぐ る 環 境 の 変 化 － グ ロ ー バ ル 化 (2)2000 年 以 降 の
変化

第 5 回：環境変化をいかに捉えるのか　グループディスカッション
第 6 回：これまでの課題に対するフィードバック【第 1 回目】
第 7 回：産業集積における理論的背景 (1)
第 8 回：産業集積における理論的背景 (2)
第 9 回：技能と技術と承継の課題ー産業集積の視点ー
第10 回：産業集積に関する事例 (1) 東京都大田区・墨田区
第11 回：産業集積に関する事例 (2) 東大阪
第12 回：これまでの課題に対するフィードバック【第 2 回目】
第13 回：産業集積における新たな事例
第14 回：産業集積の役割の変化と可能性
	 : これまでの課題に対するフィードバック【第 3 回目】
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
毎 講 義 開 始 15 分 間、 当 日 の 日 本 経 済 新 聞 の チ ェ ッ ク を 行 い ま す。 当 日

の 日 本 経 済 新 聞 朝 刊 を 購 入 し て 講 義 に 臨 ん で く だ さ い。 詳 細 は、 成 績 評
価の欄を参照してください

【テキスト】
中小企業・ベンチャー企業論　新版　グローバルと地域のはざまで
植田浩史編著
4-641-16431-4 有斐閣

【参考文献】
その都度指示します。

【コメント】
毎 講 義 開 始 15 分 間、 当 日 の 日 本 経 済 新 聞 の チ ェ ッ ク を 行 い ま す。 当 日

の日本経済新聞朝刊を購入して講義に臨んでください。不定期に、この新
聞チェックに関する小テストを実施します。小テスト実施の関係から、上
記 の 授 業 計 画 の 進 展 が 変 更 さ れ る 場 合 が あ り ま す。 ま た 中 小 企 業 論 Ⅱ で
は、新聞チェックを、受講者によるグループディスカッションにて実施し、
発表することも行います。
※小テストは、事前に実施日時を公開する場合もあります (2021 年度実施

内容 )。
試　験　【90％】　につきましては、次の 2 種類に区分します。
論述試験を第 15 回の講義時に課します (50％ )。
新聞チェックに関する小テスト (40%)。
その他　【10％】　M-Port テストによる課題

M-Port に よ る 課 題 は、 毎 回 の 授 業 に 関 す る「 課 題 」 で す。M-Port ア
ンケートも含みます。

試　験　【40％】　新聞チェックに関する小テスト (40%) 及び、その他
【40%】の取り扱いについては、第 1 回講義内で詳細をお伝えします。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

デザイン文化論　＜秋＞ 水 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
有國　明弘

【講義概要】
本 講 義 で は、 印 刷 技 術 に よ り 複 製・ 量 産 さ れ る 視 覚 的 造 形 要 素 の 大 き い

メディア、とりわけ 19 世紀から今世紀までの日本におけるグラフィック・
デザインについて、以下の 3 つのポイントに留意しながら考察していきま
す。 す な わ ち (1) 近 代 の 視 覚 的 メ デ ィ ア が 成 立 し て い く 歴 史 的 経 緯 を た ど
る こ と、(2) グ ラ フ ィ ッ ク ス に お け る 表 現 が い か な る 視 覚 言 語 で 構 成 さ れ
て い る の か を 知 る こ と、(3) 視 覚 的 メ デ ィ ア に い か な る 技 術 や 要 素 が 盛 り
込 ま れ て い る の か を 理 解 す る こ と で す。 そ れ ぞ れ の 時 代 に お け る 歴 史 的・
社会的背景も盛り込みながら、日本のグラフィック・デザインについて幅
広く理解することが本講義の目的です。

毎 回 コ メ ン ト ペ ー パ ー を 配 布 ( あ る い は Google フ ォ ー ム で の ア ン ケ ー
ト 機 能 や M-Port の 各 機 能 等 を 活 用 ) し、 皆 さ ん と 対 話 的 な 学 び の 機 会 と
したいと考えています。

【学習目標】
本 講 義 で は 次 の よ う な 知 識 や 能 力 を 受 講 生 の み な さ ん が 身 に つ け る こ と

を目標とします。
・ 日 本 に お け る 近 現 代 の 視 覚 メ デ ィ ア が い か な る 歴 史 的 な 変 遷 を た ど っ た

のかを理解する。
・代表的な制作者の造形的な特徴などを把握し指摘する。
・ 印 刷 技 術 に よ っ て 複 製 さ れ る 媒 体 の 技 術・ 歴 史・ 文 化 を 幅 広 く 知 り、 私

たちにとってヴィジュアル・コミュニケーションとは何かを考察する。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：新春の図像学：正月用引札
第 3 回：明治ハイカラ・大正ロマン：日本のアール・ヌーヴォー
第 4 回：広告の絵画主義：美人画ポスター
第 5 回：七人社と商業美術家協会
第 6 回：日本のアール・デコ① ( アール・デコとは何か )
第 7 回：日本のアール・デコ② ( グラフィックデザインとジャパニーズ・アー

ル・デコ )
第 8 回：戦中のプロパガンダ
第 9 回：日宣美の時代：グラフィック・デザイナー誕生
第10 回：東京オリンピックと大阪万博
第11 回：企業のイメージ戦略：広告のアート化
第12 回：1970 年代のグラフィックス
第13 回：1980-90 年代のグラフィックス
第14 回：現代日本のヴィジュアル・コミュニケーションの諸相
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
参 考 文 献 な ど を 読 み 予 習 し て お く こ と。 配 布 し た 資 料 を 用 い て 復 習 す る

こと。

【テキスト】

【参考文献】
熊倉一紗『明治・大正の広告メディア―〈正月用引札〉が語るもの』吉川
弘文館、2015 年
竹 原 あ き 子・ 森 山 明 子 監 修『 カ ラ ー 版　 日 本 デ ザ イ ン 史 』 美 術 出 版 社、
2003 年
高島直之監修『デザイン史を学ぶクリティカル・ワーズ』フィルムアート
社、2006 年

【コメント】
毎回の授業課題を 30％、期末レポートを 70％として成績を評価します。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

ドイツの文化B　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
高田　里惠子

【講義概要】
20 世 紀 は「 戦 争 の 世 紀 」 と 言 わ れ る こ と が あ る。 ま ず、 第 1 部「 第 一

次世界大戦と若者世代」では、ヨーロッパを衰退させた第一次大戦につい
て、敗戦国となったドイツを中心にして考察する。

次 に、 第 2 部「 ナ チ 党 と 学 校 政 策 」 で は、1930 年 前 後 に 台 頭 し て く る
ナチスを取り上げる。その特徴を掴むにあたって、とりわけナチスの学校
政策に注目する。

【学習目標】
文 学 作 品 や 映 像 作 品 な ど 具 体 的 な 事 例 に 触 れ な が ら 近 代 ド イ ツ に 特 徴 的

な歴史状況を見ていくことによって、考察力と分析力を身につけることを
目標とする。

こ の 講 義 で は、 授 業 の 内 容 を 自 分 で う ま く ノ ー ト に ま と め る 練 習、 人 の
話の要点を的確につかむ訓練をしていただきたい。したがって、レジュメ
は配布しないので、そのつもりで授業に臨むこと。コメントシートや小テ
ストなどを通して、わかりやすく簡潔な文章を短時間で書く練習をする。

こ の 講 義 の 目 標 は、 何 か を 暗 記 す る こ と や 歴 史 事 項 を 確 認 す る こ と で は
ない。さらなる勉学や就職活動のために、聞く力・書く力・話す力を身に
つけることが目標となる。

【講義計画】
第 1 回：講義の進め方や内容、試験、成績評価について説明する。
	 この講義で扱うテーマ、時代について
第 2 回：第 1 部　「第一次世界大戦と若者世代」
	 第一次大戦の新しさについて
第 3 回：戦争と宣伝
第 4 回：第一次世界大戦と反戦
第 5 回：第一次世界大戦と世代対立
第 6 回：『ドイツ戦歿学生の手紙』について
第 7 回：日本における『ドイツ戦歿学生の手紙』の受容
第 8 回：第 2 部　ナチ党と学校政策
	 ナチ党の成立と台頭
第 9 回：ナチ党のワイマール文化批判
第10 回：ナチ党の教育批判
第11 回：ナチズムと過去とのつながり
第12 回：ナチ党の新しい学校①
	 全体像
第13 回：ナチ党の新しい学校②
	 「民族共同体」と奉仕
第14 回：ナチ党の新しい学校③
	 「青年」讃歌
第15 回：全体のまとめ

【事前および事後学習の指示】
予 習 と し て、 授 業 で 扱 う 作 品 や 参 考 文 献 の う ち、 文 庫 な ど で 入 手 し や

す い も の を 自 分 で 読 ん で み る こ と を す す め る。 直 接 に は 試 験 に は つ な が
ら な く と も、 学 生 時 代 に さ ま ざ ま な 読 書 に 挑 戦 す る こ と は 重 要 で あ る。 
また復習として、授業後にノートの内容を整理し、不明な部分は自分で調
べたり、教員に質問したりして補っておくことをすすめる。

【テキスト】

【参考文献】
坂井栄八郎『ドイツ史 10 講』( 岩波新書 )
石田勇治『ヒトラーとナチ・ドイツ』( 講談社現代新書 )
ウ ォ ル タ ー・ ラ カ ー『 ド イ ツ 青 年 運 動 ――ワ ン ダ ー・ フ ォーゲルからナチ
ズムへ』( 人文書院 )

【コメント】
「試験」は、対面の小テスト (1 回 15 点 ) を抜き打ちで 2 回行います。「レ

ポ ー ト 」 は、 期 末 レ ポ ー ト と し て 授 業 終 了 後 に M-Port で ウ ェ ブ 提 出 す る
こ と に な り ま す。「 そ の 他 」 で は、 コ メ ン ト シ ー ト や 挙 手 発 言 の 内 容 な ど
を総合的に評価します。

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 感 染 状 況 に よ っ て「 対 面 の 小 テ ス ト 」 が 不 可 能 に
な っ た 場 合 は、M-Port の ウ ェ ブ 提 出 に 切 り 替 え ま す。 授 業 中 の 指 示 や 掲
示板などを確認し、的確に対応してください。

また、学期の開始時に授業資料として配布する「コメントシート、レポー
ト、テストの採点基準について、及びコピペに対する処置ついて」をよく
読んでください。

【留意事項】
社会人の方へ ( 聴講に際して )
① 1 年生から履修できる基礎的な科目であるため、ノートテイキングや答案の書

き方などの基礎指導に時間を割く場合があります。
②新型コロナウィルスの感染状況などを考慮し、成績評価を 1 回の学期末試験で

決めることを避けています。そのため、授業中に小テストを 2 回行ない、また
期末レポートの提出を求めることを計画しています。これへの参加については、
どちらでも構いません。
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講　義　名　称 曜　時

東洋史　02＜秋集＞ 月 1/ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
辻　高広

【講義概要】
東 ア ジ ア の 国 々 は、 時 代 に よ っ て そ の 密 度 に 濃 淡 は あ る も の の、 中 国 を

中心とした一定の関わりをもって、ひとつの「東アジア世界」を形成して
きた。本講義では、中国歴代王朝の変遷を縦軸にしながら、周辺地域との
文化的・経済的・政治的交流を中心に東アジア世界の歴史的展開を概括す
る。

な お、 本 講 義 で は 中 国 の 歴 史 に つ い て、 高 校 世 界 史 レ ベ ル の 知 識 を 有 す
ることを前提とする。授業の最初に適宜小テストを行なうので知識に自信
のない者は事前に高校の教科書などを読んで学んでおくこと。

ま た、 こ の 授 業 で は M-Port や 各 種 情 報 検 索 ツ ー ル を 積 極 的 に 使 用 し、
レジュメなどは M-Port を通じて pdf で配布する予定であり、受講時には
PC やタブレット端末などの持参を推奨する。

【学習目標】
東 ア ジ ア 世 界 を 形 成 し て き た 有 機 的 な つ な が り に つ い て 学 び な が ら、 歴

史が断絶のなかに形成されてきたのではなく、連続性をもって現代につな
がっていることを理解する。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：先秦時代 1―「中華」世界の萌芽
第 3 回：先秦時代 2―今に残る「古代中国」
第 4 回：秦漢時代 1―統一帝国の形成と内実
第 5 回：秦漢時代 2―徐福と渡来伝説
第 6 回：三国時代 1―後漢の滅亡と三国鼎立
第 7 回：三国時代 2―邪馬台国と東アジア国際情勢
第 8 回：南北朝時代 1―晋による統一と異民族国家の乱立
第 9 回：南北朝時代 2―南北朝の対立と古代日朝関係
第10 回：隋唐時代 1―隋唐世界帝国
第11 回：隋唐時代 2―世界帝国唐の繁栄と衰退
第12 回：隋唐時代 3―遣唐使の時代
第13 回：五代十国―唐末の混乱と軍閥割拠
第14 回：宋代 1―文人国家宋
第15 回：宋代 2―ゆらぐ「中華」
第16 回：宋代 3―商業の発達と海を渡る貨幣
第17 回：元代 1―遊牧民族国家としてのモンゴル
第18 回：元代 2―国際商業国家としてのモンゴル
第19 回：明代 1―征服王朝の崩壊と漢民族王朝の復活
第20 回：明代 2―永楽帝の対外政策と朝貢貿易体制の成立
第21 回：明代 3―北虜南倭と銀の時代
第22 回：清代 1―「中華」王朝の完成
第23 回：清代 2―清とモンゴル・チベット・ウイグル
第24 回：清代 3―清とヨーロッパ
第25 回：中華民国時代 1―革命から近代国家へ
第26 回：中華民国時代 2―軍閥割拠
第27 回：中華民国時代 3―抵抗の時代
第28 回：中華人民共和国時代 1―共産主義革命と東西対立
第29 回：中華人民共和国時代 2―新たな東アジア世界の模索
第30 回：総括とまとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 前 に は 指 示 す る 時 代 に つ い て、 高 校 教 科 書 お よ び 参 考 文 献 に 目 を 通

し、その時代背景について基礎的な知識を身につけておくこと。授業後に
は講義内容について確認し、理解不足の点があれば質問すること。

【テキスト】

【参考文献】
尾形勇・岸本美緒編『新版世界各国史 3 中国史』山川出版社、1998 年
講談社『中国の歴史』シリーズ ( 全 12 巻 )、2004 年～ 2005 年
木村靖二ほか著『詳説世界史』山川出版社、2017 年改訂

【コメント】
学 期 中 に 各 テ ー マ の 内 容 理 解 度 を 確 認 す る 複 数 回 の 小 テ ス ト を、 学 期 末

には授業内容全体の理解度を確認する試験を課す。また、学期中に複数回
のミニレポートを課す。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

都市社会学 [2]　＜秋＞ 火 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
竹中　英紀

【講義概要】
教科書『都市社会学・入門〔改訂版〕』の前半について講義を行う ( 後半

は「現代都市論」で扱う )。都市社会学は、都市の近代化や人口の増大といっ
た状況のもと、ヨーロッパの近代社会学に端を発し、20 世紀アメリカの「シ
カゴ学派」において確立をみた学問分野である。この授業では、都市社会
学 の 学 問 的 な 系 譜 と、 そ の 後 の 展 開 ( コ ミ ュ ニ テ ィ 論・ ネ ッ ト ワ ー ク 論 と
の 相 互 滲 透 や、 マ ル ク ス 主 義 陣 営 か ら の 批 判 な ど ) に つ い て 解 説 す る。 講
義は教科書の内容に沿って行い、適宜、小テストを実施して理解度を確認
する。

【学習目標】
都市社会学の学説史に関する基本的な知識の習得。

【講義計画】
第 1 回：都市社会学の問い
第 2 回：都市社会学の始まり (1) シカゴの発展／シカゴ社会学
第 3 回：都市社会学の始まり (2) シカゴ学派の都市研究
第 4 回：アーバニズム (1) 生活様式としてのアーバニズム
第 5 回：アーバニズム (2) 都市と社会構造／アーバニズムと下位文化
第 6 回：都市生態学と居住分化 (1) 人間生態学という視座
第 7 回：都市生態学と居住分化 (2) 同心円地帯理論からの批判的展開／東

京の社会‐空間構造分析
第 8 回：授業前半の補足・まとめ
第 9 回：地域コミュニティ (1) 地域コミュニティとはなにか／都市化と町

内会・自治会
第10 回： 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ (2) 郊 外 化 と コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 ／ NPO と 市 民

活動
第11 回：都市と社会的ネットワーク (1) コミュニティのネットワーク分析

／「コミュニティ」問題
第12 回：都 市と 社会的ネットワーク (2) アーバニズムとパーソナル・ネッ

トワーク／日本におけるアーバニズム理論の検証
第13 回：都市圏の発展段階 (1) 欧州における都市圏の発展段階／日本にお

ける三大都市圏の発展段階
第14 回：都市圏の発展段階 (2) 東京における都市圏の発展段階
第15 回：授業後半の補足・まとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 計 画 を 参 照 し て、 教 科 書 の 該 当 箇 所 を 熟 読 す る こ と。 ま た 授 業 ノ ー

トをこまめに整理し、自己の理解を確認すること。

【テキスト】
都市社会学・入門〔改訂版〕 松本康編
978-4-641-22207-6 有斐閣 
現代都市論と共通。必ず 2022 年 12 月刊の改訂版を購入すること。

【参考文献】
松 本 康 編 (2011)『 都 市 社 会 学 セ レ ク シ ョ ン 1 近 代 ア ー バ ニ ズ ム 』 日 本 評
論社
松本康 (2021)『「シカゴ学派」の社会学』有斐閣
野沢慎司編訳 (2006)『リーディングス ネットワーク論』勁草書房

【コメント】
試験 100％ ( 小テスト 20%、中間テスト 40%、期末テスト 40%)。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

都市政策論Ⅱ　＜秋＞ 金 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
風岡　宗人

【講義概要】
現 在、 日 本 の 人 口 の 半 数 以 上 が 三 大 都 市 圏 に 暮 ら し て お り 今 後 も そ の 数

は増加が見込まれています。人口が増える都市部ではアメニティの悪化や、
気 候 変 動 を 促 進 す る 二 酸 化 炭 素 の 多 量 排 出 な ど 多 様 な 問 題 を 抱 え る 一 方、
地方都市や農村部は少子高齢化、産業の衰退、人口減少などに悩んでいま
す。

都 市 の 問 題 は、 農 村 の 問 題 と 表 裏 一 体 で あ る と と も に、 グ ロ ー バ ル な 課
題との関係の中で捉えていく必要があります。

本 講 義 で は 国 連 が 2015 年 に 採 択 し た SDGs( 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ) の 視
点で日本の都市・まちづくり事例を参照しつつ、私たちがめざすべき持続
可能な都市・まちのビジョンとその手法について学びます。

な お、 本 講 義 は 春 学 期 に 開 講 さ れ る「 都 市 政 策 論 Ⅰ 」 の 実 践・ 展 開 編 と
して位置づけています。都市政策に関する思想や理論は主に「都市政策論
Ⅰ」で取り扱います。

【学習目標】
SDGs の内容を身近な事例に照らして理解できるようになる
SDGs の 視 点 か ら 日 本 の 都 市・ ま ち の 問 題 の 状 況 や そ の 原 因、 解 決 法 に
ついて理解できるようになる

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス　SDGs とまちづくり
第 2 回：SDGs について学ぶ
第 3 回：SDGs と地方自治体
第 4 回：地域経済とまちづくり
第 5 回：SDGs と地域づくり・文化づくり
第 6 回：福祉社会とまちづくり
第 7 回：持続可能な「農」
第 8 回：小テスト①　答え合わせ・解説、前半の振り返り
第 9 回：環境自治体と SDGs
第10 回：多文化共生のまちづくり
第11 回：祭り・観光とまちづくり
第12 回：子どもの居場所があるまちづくり
第13 回：まちづくりと社会教育
第14 回：サービス・ラーニングとまちづくり
第15 回：小テスト②　答え合わせ・解説、後半の振り返り

【事前および事後学習の指示】
本 講 義 の 構 成 は 参 考 文 献 で 挙 げ た 田 中、 枝 廣、 久 保 田 (2019) に 沿 っ て

います。テキストとしての購入は義務付けませんが、より深い学びのため
購入して該当箇所を予習することをおすすめします。その他、レジュメ等
配布資料を読み返すなど、復習を欠かさないでください。

【テキスト】
使用しない

【参考文献】
田 中 治 彦、 枝 廣 淳 子、 久 保 田 崇『SDGs と ま ち づ く り： 持 続 可 能 な 地 域 と
学びづくり』(2019) 学文社
中口 毅博、熊崎 実佳『SDGs 先進都市フライブルク : 市民主体の持続可能
なまちづくり』(2019) 学芸出版社
事 業 構 想 大 学 院 大 学 出 版 部 ( 編 )『SDGs の 実 践： 自 治 体・ 地 域 活 性 化 編 』
(2019) 事業構想大学院大学出版部
筧裕介『持続可能な地域のつくり方　未来を育む「人と経済の生態系」の
デザイン』英治出版

【コメント】
試験：前半・後半に実施する小テストの結果で評価します。
そ の 他： 毎 回 の 振 り 返 り や 随 時 提 示 す る 課 題 の 内 容 に よ り、 理 解 度 と 参

加姿勢を評価します。

【留意事項】
SDGs そのものや、関連する話題について日頃から関心を持ち、新聞スクラッ

プするなど、率先して情報収集に努めてください。

講　義　名　称 曜　時

図書館情報学原論　＜秋＞ 月 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
水沼　友宏

【講義概要】
図 書 館 情 報 学 は、 情 報 や 知 識 を メ デ ィ ア や 図 書 館、 人 間 の 行 動 と い う 側

面から明らかにする分野である。情報の量が急激に増加しその形態が多様
で複雑になりつつある現代において、図書館情報学は重要性を増している。
本講義ではこのような図書館情報学について、その初学者向けに、関連す
る概念や用語、全体像、最新の動向などについて解説する。具体的には、(1)
図書館情報学の範囲、(2) 図書館情報学にかかわる制度、(3) 情報の概念と
メディア、(4) 情報の検索と組織化、(5) 情報機関としての図書館、につい
て 解 説 す る。 左 記 (5) で は、 図 書 館 の 理 念、 現 状、 歴 史、 館 種 と 館 種 別 利
用者、図書館職員や業務等について解説を行う。

【学習目標】
図 書 館 情 報 学 に 関 連 す る 概 念 や 用 語 に つ い て 理 解 す る と と も に、 そ の 全

体像をつかむことを目標とする。

【講義計画】
第 1 回：はじめに、図書館情報学の範囲
第 2 回：情報の定義、性質、法則
第 3 回：図書館情報学の研究と研究方法の特色
第 4 回：図書館情報学にかかわる権利と諸制度 ( 著作権 )
第 5 回：図書館情報学にかかわる権利と諸制度 ( 個人情報保護法など )
第 6 回：情報メディア ( 本 )
第 7 回：情報メディア ( 新聞、テレビ、インターネットなど )
第 8 回：学術コミュニケーション
第 9 回：電子ジャーナルとオープンアクセス
第10 回：インターネットとウェブ
第11 回：情報検索と図書館
第12 回：図書館の種類と歴史
第13 回：レポート講評
第14 回：図書館の職員と業務、司書課程の科目紹介
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 内 で 配 付 資 料 や 文 献 を 紹 介 す る の で、 そ れ ら を 読 ん で 内 容 を よ く 理

解すること。授業内容を振り返り、授業内で解説された用語や概念につい
て説明できるようになること。

【テキスト】

【参考文献】
上田修一，倉田敬子『図書館情報学 第 2 版』( 勁草書房，2017) 
日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編『図書館情報学用語辞典 第 4 版』
( 丸善出版，2013)
図書館情報学ハンドブック編集委員会編『図書館情報学ハンドブック 第 2
版』( 有斐閣，1999)

【コメント】
備考

① 試 験 と レ ポ ー ト を 中 心 と し て 評 価 す る が、 授 業 へ の 取 り 組 み ( コ メ ン ト
シ ー ト、 授 業 内 で の 発 言、 授 業 態 度 な ど ) も 勘 案 し 総 合 的 に 評 価 す る。
なお 1/3 以上欠席した場合は成績評価の対象外とする。

②試験では、図書館情報学に関連する概念や用語についての理解度を問う
問題を出題する ( 論述を含む )。

③ 図 書 館 情 報 学 に 関 す る 理 解 促 進 の た め、 図 書 館 情 報 学 に 関 す る 論 文 を 1
本選び要約するレポート課題を 1 回課す。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

日本近代史Ⅱ　＜秋＞ 月 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
島田　克彦

【講義概要】
「 世 界 史 の 中 の 近 代 日 本 」 と い う テ ー マ の 下、 第 一 次 世 界 大 戦 か ら 第 二

次世界大戦に至る時期の歴史について講義を行います。
ヨ ー ロ ッ パ で の 第 一 次 大 戦 勃 発 は 世 界 史 上 の 画 期 と な り ま し た。「 国 家

総力戦」の思想が広まる時代にあって、人類の英知は「戦争違法化」の潮
流を生み出していきます。しかし、帝国主義諸国がみずからの植民地支配
を温存したことが世界史に矛盾をもたらし、新しい戦争につながっていき
ます。

こ の よ う な 世 界 史 の 中 で、 東 ア ジ ア の 一 角 を 占 め る 日 本 は ど の よ う に 行
動していったのでしょうか。授業では、矛盾を深めていく世界史の中で日
本が果たした役割と責任について考えていきます。

【学習目標】
二 つ の 大 戦 を 生 み 出 し た 世 界 史 の 中 で、 日 本 が 果 た し た 役 割 を 理 解 す る

こと。

【講義計画】
第 1 回：近代日本の歩みと戦争　―開講にあたって―
	 第 1 回目に授業の進め方、課題、評価の方法等について説明をす

るので、必ず出席すること。
第 2 回：第一次世界大戦と「21 カ条要求」
第 3 回：第一次世界大戦期の東アジアにとシベリア干渉戦争
第 4 回：第一次世界大戦の集結と東アジアの民族運動
第 5 回：国際連盟とワシントン体制　―第一次大戦後の世界―
第 6 回：「戦争違法化体制」の構築
第 7 回：中間まとめ
第 8 回：関東大震災　―大日本帝国の大災害―
第 9 回：近代工業都市大阪の成立と社会変動
第10 回：1930 年 代 の ヨ ー ロ ッ パ と ア ジ ア に お け る 侵 略 戦 争 (1)　 ― 満 州

事変―
第11 回：1930 年 代 の ヨ ー ロ ッ パ と ア ジ ア に お け る 侵 略 戦 争 (2)　 ― 枢 軸

国陣営の形成―
第12 回：日中戦争の勃発
第13 回：第二次世界大戦からアジア太平洋戦争へ
第14 回：第二次世界大戦の終結と戦後世界
第15 回：全体のまとめ

【事前および事後学習の指示】
各 自 作 成 す る 講 義 ノ ー ト と、 配 布 さ れ る 講 義 レ ジ ュ メ に し た が っ て 復 習

すること。

【テキスト】
使用しない。講義ごとにレジュメと参考資料を配布する。

【参考文献】
※講義の中で適宜紹介します。
江口圭一『体系日本の歴史 14　二つの大戦』小学館、1993 年 ( ライブラリー
版 )
木 畑 洋 一『 第 二 次 世 界 大 戦　 ― 現 代 世 界 へ の 転 換 点 』 吉 川 弘 文 館、2001
年 ( 歴史文化ライブラリー )
加藤陽子『戦争の日本近現代史』講談社、2002 年
小 林 啓 治『 戦 争 の 日 本 史 21　 総 力 戦 と デ モ ク ラ シ ー』 吉 川 弘 文 館、2008
年
伊香俊哉『戦争の日本史 22　満州事変から日中前面戦争へ』吉川弘文館、
2007 年
吉 田 裕・ 森 茂 樹『 戦 争 の 日 本 史 23　 ア ジ ア・ 太 平 洋 戦 争 』 吉 川 弘 文 館、
2007 年
荒井信一『空爆の歴史　―終わらない大量虐殺』岩波書店、2008 年 ( 新書 )
宮地正人監修『日本近現代史を読む』新日本出版社、2010 年
山室信一『複合戦争と総力戦の断層―日本にとっての第一次世界大戦』人
文書院、2011 年
日中韓 3 国共同歴史編纂委員会『新しい東アジアの近現代史』日本評論社、
2012 年
木畑洋一『20 世紀の歴史』岩波書店、2014 年 ( 新書 )
河 島 真『 日 本 近 代 の 歴 史 5　 戦 争 と フ ァ シ ズ ム の 時 代 へ 』 吉 川 弘 文 館、
2017 年

【コメント】
成 績 評 価 の 配 分 は、 毎 回 の 確 認・ ま と め 課 題 45%、 レ ポ ー ト (2 回 を 予

定 )55%。
毎回の確認・まとめ課題は、授業への出席とセットで評価します。
レポートのうち 1 回の提出がなければ、単位を認めません。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

日本経済史Ⅱ　01＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
梅本　哲世

【講義概要】
この講義では、第 1 次世界大戦から現在までの日本経済の発展を概観し、

極東の一島国がどのような過程を経て世界経済に組み込まれ「資本主義化」
を進めていったのかを、多面的に考察したい。そのさい、第 1 に、戦前日
本の「資本主義化」が進行した国際的および国内的条件を明らかにし、そ
のうえで日本資本主義の特質を分析し、第 2 に、戦後の日本資本主義の再
編成と現在までの発展について概観する。

歴 史 に 興 味 と 関 心 を も っ て い る 学 生 諸 君 の 受 講 を 歓 迎 す る。 現 在 を 見 据
えて共に歴史から学びたいと思う。

な お、 こ の 日 本 経 済 史 Ⅱ は 日 本 経 済 史 Ⅰ と 内 容 が 連 続 し て い る の で、 日
本経済史Ⅰと日本経済史Ⅱをあわせて受講することが望ましい。

【学習目標】
こ の 講 義 で は 以 下 の 内 容 に つ い て 学 習 し、 理 解 を 深 め る こ と を 目 標 と す

る。
第 1 に、 第 1 次 世 界 大 戦 を 経 過 し て、 日 本 経 済 が ど の よ う な 変 容 を 遂 げ

たかを、アメリカを中心とした世界経済の展開と関わらせて学習する。
第 2 に、1929 年 に 始 ま っ た 世 界 恐 慌 が 日 本 経 済 に 与 え た 影 響 に つ い て

学習する。そのさい、世界経済のブロック化と経済の軍事化について注目
したい。

第 3 に、 戦 後 の 日 本 経 済 に つ い て 学 習 す る。 日 本 経 済 の 復 興、 高 度 経 済
成長とその終焉、バブルの発生と崩壊について説明し、現在の日本経済の
課題について検討する。

【講義計画】
第 1 回：第 1 次世界大戦と日本経済
第 2 回：1920 年代の日本経済
第 3 回：金融恐慌
第 4 回：金解禁
第 5 回：昭和恐慌と金輸出再禁止
第 6 回：高橋財政と景気回復
第 7 回：統制経済の展開
第 8 回：戦時下の日本経済
第 9 回：敗戦と戦後経済改革
第10 回：戦後復興
第11 回：高度経済成長
第12 回：高度成長の終焉
第13 回：平成不況
第14 回：世界金融危機と 3．11
第15 回：日本経済の現状と課題

【事前および事後学習の指示】
授業前に教科書の該当章を読んでおいてください。

【テキスト】
概説日本経済史　近現代［第 4 版］ 三和良一
987-4-13-042138-6 東京大学出版会

【参考文献】
石井寛治『日本経済史』( 東京大学出版会 )
三和良一・原朗編『近現代日本経済史要覧』( 東京大学出版会 )

【コメント】
【対面授業の場合】

試験：100％、レポート：0％、その他 0％
期末試験 (80％ ) と、小テスト (2 回実施、20％ ) で成績を評価する

【遠隔授業の場合】
試験：0％、レポート：0％、その他：100％

授 業 終 了 後 に 実 施 す る 課 題 で 成 績 評 価 を 行 う。 課 題 は 授 業 の 理 解 内 容 を
問うものである。回数や内容は授業開始時に発表する。全提出回の 3 分の
2 以上の課題の提出がないものは、その段階で不合格とする。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

日本経済史Ⅱ　02＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
見浪　知信

【講義概要】
1900 年 代 か ら、 現 代 に か け て の 日 本 経 済 の あ ゆ み を、 通 時 的 に 講 義 し

ます。本講義では、日本経済について統計データや図表もとに具体的に説
明 し ま す。 戦 争 や 高 度 成 長・ 福 祉 国 家 の 達 成 の 過 程 を 検 討 す る と と も に、
現代の日本経済を歴史的な観点から説明します。

【学習目標】
①日本経済について、基本的な知識を習得し、その展開を説明することが

できる。
②歴史的な知識および視野をもとにして、現状を捉えることができる。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス 現代経済をどう捉えるか
第 2 回：両大戦間期① 第一次世界大戦と輸出ブーム
第 3 回：両大戦間期② 1920 年代における慢性不況
第 4 回：両大戦間期③ 1920 年代における経済成長
第 5 回：両大戦間期④ 世界大恐慌と日本経済
第 6 回：両大戦間期⑤ 高橋財政と景気回復
第 7 回：戦時・戦後期① 戦時経済体制の展開
第 8 回：戦時・戦後期② 戦時経済体制の崩壊
第 9 回：戦時・戦後期③ 戦時下の民衆生活
第10 回：戦時・戦後期④ 占領政策と戦後改革
第11 回：戦時・戦後期⑤ 経済復興への道
第12 回：高度成長期 高度成長と消費社会の成立
第13 回：安定成長期 貿易摩擦と経済大国化
第14 回：長期停滞期① バブル経済とその後
第15 回：長期停滞期② 未来の日本経済を考える

【事前および事後学習の指示】
授業前に、授業レジュメを印刷し、目を通しておくこと。

【テキスト】

【参考文献】
タイトル：『日本経済史 : 近世から現代まで』、著者：沢井実・谷本雅之著
出版社：有斐閣、ISBN：9784641164888、備考：2016 年出版

【コメント】
この講義の成績は、講義後に出される小レポート等から算出される。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

日本語教育事情　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
島　千尋

【講義概要】
1．日本にいる外国人や日本語を学んでいる学習者について
2．学習者から見た日本語について
3．日本語の教え方について
4．日本語を教える「日本語教師」という仕事について
5．日本在住の外国人や学習者を取り巻く環境について
以上の点に関する基礎的な知識を学びます。

【学習目標】
日 本 語 教 育 に 関 わ る 様 々 な 事 柄 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 を 身 に つ け る こ

とで、日本語教育というものの全体像を把握する。また、これからの日本
社会や世界の中で自分たちと共存していくこととなる外国人との接点を見
出す。

【講義計画】
第 1 回：	・オリエンテーション
	 ・初めの一歩　～日本語教育の世界をのぞいてみよう～
第 2 回：1．日本にいる外国人や日本語を学んでいる学習者について (1)
	 ～外国と日本との相違点～
第 3 回：1．日本にいる外国人や日本語を学んでいる学習者について (2)
	 ～外国と日本との共通点～
第 4 回：2．学習者から見た日本語について (1)　～文字～
第 5 回：2．学習者から見た日本語について (2)　～発音・語彙～
第 6 回：2．学習者から見た日本語について (3)　～文法～
第 7 回：2．学習者から見た日本語について (4)　～使い方～
第 8 回：	3．日本語の教え方について (1)
	 ～初級文法の教え方　―「初級」とは―　～
第 9 回：3．日本語の教え方について (2)
	 ～初級文法の教え方　―教え方の実際―　～
第10 回：3．日本語の教え方について (3)
	 ～日本語を教える際の留意点～
第11 回：3．日本語の教え方について (4)
	 ～「やさしい日本語」・様々な日本語の教科書～
第12 回：4．日本語を教える「日本語教師」という仕事について (1)
	 ～日本語教師になるには～
第13 回：4．日本語を教える「日本語教師」という仕事について (2)
	 ～日本語教師の仕事とやりがい～
第14 回：5．日本在住の外国人や学習者を取り巻く環境について (1)
	 ～在留資格・外国人児童～
第15 回：5．日本在住の外国人や学習者を取り巻く環境について (2)
	 ～日本で働く外国人の現状・在住外国人への接し方～

【事前および事後学習の指示】
・ 授 業 の 録 画 や 使 用 し た パ ワ ー ポ イ ン ト を M-Port に 上 げ ま す の で、 そ れ

を見て復習してください。
・学内の留学生と積極的に関わり、話をして、視野を広げてください。
・ 外 国 人 学 習 者 向 け の 様 々 な 日 本 語 教 科 書 が 図 書 館 に あ る の で、 見 て く だ

さい。
・ 授 業 に 関 連 の あ る テ ー マ に つ い て、 ニ ュ ー ス を 見 た り イ ン タ ー ネ ッ ト の

記事や書籍を読んだりして、関心を持つようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
・ 出 席 は 取 り ま せ ん が、 そ の 日 の 授 業 内 容 に 基 づ い て、 ほ ぼ 毎 回 小 テ ス ト

を 出 し ま す。 授 業 資 料 を M-Port に 上 げ る の は 小 テ ス ト の 提 出 期 限 後 で
す の で、 授 業 を 聞 い て い な い と 小 テ ス ト が で き ま せ ん。 授 業 に は 毎 回 必
ず 出 席 し て く だ さ い。 も ち ろ ん、 た だ 出 席 し て い る だ け で 出 席 点 が 加 味
されるということはありません。

・ 周 り の 人 と お し ゃ べ り を す る こ と、 断 り な く 途 中 退 室 す る こ と は 厳 禁 と
し ま す。 ど う し て も 退 室 し な け れ ば な ら な い 場 合 は、 講 義 中 で も 構 い ま
せんので教員に許可を取ってください。

・「レポート」は、①学期中に時々課す課題 ( 全 3 回 )(30％ )　②学期途中
で行う留学生／日本人学生へのインタビューの結果報告 (15％ )　③学期
末に課す最終課題 (40％ )　の 3 つです。

・「その他」はほぼ毎回課す小テスト (15％ ) です。
・ 授 業 中 に 質 問 へ の 解 答 の た め に ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 し て も ら う 場 合 が

あります。
★日本語や日本語教育に興味・関心がある人、将来のために外国人との関

わり方について知りたい人はどうぞ受講してください。

【留意事項】
日本語学校・専門学校・他大学での日本語教師経験のある現役日本語教師が経

験の中で得た具体的な実例を交えつつ日本語教育を多方面から解説する
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講　義　名　称 曜　時

日本語教材・教具論B　＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
友沢　昭江

【講義概要】
日 本 語 学 習 者 の 多 様 化 に 対 応 す る た め に さ ま ざ ま な 教 授 法 や 教 材 が 開 発

されています。実際の教育に携わる者は、学習者の学習目標や言語背景な
どを考慮に入れ、最も効果的な成果をあげるために最適な教授法や教材を
選択する眼をもたなければなりません。本講では「日本語教材・教具論 A」
で 学 ん だ 基 礎 的 な 知 識 を 応 用 し て、 次 の 段 階 で あ る「 日 本 語 教 授 法 演 習 」
で行う模擬授業実習や教壇実習などに必要な教授法の基本項目と教材の分
析 研 究 を 中 心 に 行 い ま す。 な お、 こ の 授 業 は「 日 本 語 教 材・ 教 具 論 A」 を
単位修得済の学生のみが履修できます。

【学習目標】
こ の 授 業 の 目 標 は 日 本 語 を 教 え る の に 必 要 な 基 礎 的 な 知 識 ( 日 本 語 に 関

す る こ と、 教 授 法 に 関 す る こ と ) を 獲 得 す る こ と、 一 般 に よ く 使 用 さ れ て
いる教科書をグループに分かれて詳細に分析し発表することです。また実
際の日本語教育の現場を知るために、学内で行われている交換留学生の日
本語授業の見学を行い、レポートにまとめます。

【講義計画】
第 1 回：・「日本語教材・教具論 A」の復習①
		 ・日本語教科書の分析にむけた準備①
第 2 回：・「日本語教材・教具論 A」の復習②
		 ・日本語教科書の分析にむけた準備②
第 3 回：・日本語教育における教科書の変遷について①
第 4 回：・日本語教育における教科書の変遷について②
第 5 回：初級日本語教科書の分析 ( グループ発表① )
第 6 回：初級日本語教科書の分析 ( グループ発表② )
第 7 回：初級日本語教科書の分析 ( グループ発表③ )
第 8 回：グループ発表の相互評価と中級教科書について
第 9 回：初級教科書と中上級教科書の相違点
第10 回：中級日本語教科書の分析 ( グループ発表① )
第11 回：中級日本語教科書の分析 ( グループ発表② )
第12 回：中級日本語教科書の分析 ( グループ発表③ )
第13 回：グループ発表の相互評価
第14 回：「日本語教材・教具論 A」と「日本語教材・教具論 B」のまとめ
第15 回：まとめと小テスト

【事前および事後学習の指示】
こ の 授 業 の 中 心 活 動 で あ る 教 科 書 分 析 に 必 要 な 知 識 (「 日 本 語 教 材・ 教

具 論 A」 で 学 ぶ ) を 復 習 し て お い て く だ さ い。 分 析 結 果 の 発 表 の た め に グ
ル ー プ で の 作 業 が 多 く 求 め ら れ ま す ( 事 前・ 事 後 学 習 )。 こ の 授 業 を 履 修
する前に日本語教員養成課程の履修すべき科目をできるだけ多く履修して
おいてください。

【テキスト】
新・はじめての日本語教育 2 －日本語教授法入門 ( 増補改訂版 )
高見澤孟
978-4-87217-994-1 アスク出版 2016 年

【参考文献】
・『日本語教育への道しるべ』第 3 巻 ( 坂本正他監修、凡人社 )
・『ここから始まる日本語教育』( 姫野昌子他、ひつじ書房 )
・『初級ドリルの作り方』( 三浦昭、凡人社 )
・『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』( 庵功雄他、スリー

エーネットワーク )
・『中上級を教える人のための文法ワークブック』( 庵功雄他、スリーエー

ネットワーク )
・『ベーシック日本語教育』( 佐々木泰子編、ひつじ書房 )

【コメント】
・学期末に小テストを行います (40％ )。
・二回のグループ発表と相互評価の結果を参考にします (40％ )
・ 授 業 で の 発 言 や 相 互 評 価 の レ ポ ー ト (20 ％ ) を 総 合 的 に 考 慮 し て 評 価 を

行います。
・ 資 格 関 連 の 科 目 な の で 出 席 は 重 要 視 さ れ ま す が、 そ れ だ け で は な く す べ

ての課題をしあげることがより重要です。
・ 教 科 書 分 析 は 1 グ ル ー プ あ た り 25 分 程 度 を 考 え て い ま す が、 受 講 生 の

数によりグループ数が増減するため、日程が変更される場合があります。

対 面 授 業 を 想 定 し て シ ラ バ ス を 作 成 し ま し た が、 遠 隔 授 業 と な っ た 場 合
に も で き る だ け グ ル ー プ 発 表 ( プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ) を オ ン ラ イ ン 上 で 行
い、相互評価の結果などを反映して成績をつけます。

【留意事項】
社会人の方へ ( 聴講に際して )
「Ａ」の単位を履修した人だけが「Ｂ」を履修できます。

秋学期の「Ｂ」から履修をすることはできません。
単一年度に両方を履修する必要はありません。複数年度にわたり、「Ａ」→「Ｂ」

と履修することも可能です。
資格課程の重要な科目ですので、履修する方は欠席をせず、必ず最後まで履修し、

課題や試験などをすべて受けていただくことになります。

講　義　名　称 曜　時

日本語の音声 [2]　＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
村中　淑子

【講義概要】
文 字 に す れ ば 全 く 同 じ 日 本 語 の 文 で あ っ て も、 発 音 を 聞 く と、 外 国 人 学

習者である、あるいは自分と異なる地域の出身者である、とわかる場合が
多い。語彙や文法ではなく、音声の特徴だけでも、違いがわかるわけであ
る。 音 声 の ど こ が ど う 違 っ て い る の だ ろ う か。「 な ん と な く 違 う 」 と い う
の で は な く、「 音 声 を 分 析 的 に と ら え る 」 た め の 知 識 を 身 に つ け る こ と を
目的とする。日本語の具体的な音声について、口の中のどの部分がどう使
われているのか、あるいは長さ・高さ・強さがどうなっているのか、など
をひとつひとつ自分の口と耳で確認しながら学ぶ。

日 本 語 教 員 養 成 課 程 の 科 目 で あ る こ と か ら、 日 本 語 教 育 能 力 検 定 試 験 に
おいて、音声項目がどのように扱われているかについても紹介する。

コ メ ン ト シ ー ト も し く は M-Port の ク リ ッ カ ー 機 能 を 使 っ て、 理 解 度 を
確認しながら進める予定。

【学習目標】
(1) 日 本 語 の 標 準 的 発 音 に お け る 母 音・ 子 音・ 特 殊 拍 等 の 音 声 的 性 質 を 理

解し、国際音声記号で表記できる。
(2) 拍 と 音 節 の 定 義、 母 音 の 無 声 化 の 定 義 を 理 解 し、 語 に お け る 拍 数・ 音

節数および母音の無声化の箇所を数えあげることができる。
(3) 日 本 語 の ア ク セ ン ト、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン、 ポ ー ズ、 リ ズ ム の 特 徴 と 役

割について理解できる。
(4) 日本語教育能力検定試験における音声の扱いについて、知識を得る。

【講義計画】
第 1 回：音声学とは ( 何を明らかにするのか )。言語音とは。
第 2 回：日本語の母音。5 母音の位置付け。
第 3 回：日本語の母音。地域差や連母音など。
第 4 回：日本語の子音。両唇音、歯茎音など。国際音声記号。
第 5 回：日本語の子音。硬口蓋音、軟口蓋音など。国際音声記号。
第 6 回：復習 ( 小テスト 1)。ここまでの授業内容を振り返る。
第 7 回：特殊拍。音声と音韻。
第 8 回：特殊拍。拍と音節とリズム。
第 9 回：母音の無声化。
第10 回：復習 ( 小テスト 2)。ここまでの授業内容を振り返る。
第11 回：日本語のアクセント 1( 規則と表記 )
第12 回：日本語のアクセント 2( 地域差など )
第13 回：イントネーション、プロミネンス、ポーズ。
第14 回：日本語教育能力検定試験における音声関係の問題を解いてみる。
第15 回：学期末試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
押 さ え て お く べ き 項 目、 覚 え る べ き 記 号 や 用 語 が 多 い の で、 そ の つ ど よ

く復習しておいてほしい。

【テキスト】
テキストは指定せず、コピー資料を配布する。

【参考文献】
国際交流基金日本語国際センター『教師用日本語教育ハンドブック⑥発音
改 訂 版 』( 凡 人 社 )1990 年、 文 化 庁『 日 本 語 教 育 指 導 参 考 書 1　 音 声 と 音
声 教 育 』( 大 蔵 省 印 刷 局 )1971 年、 天 沼 寧・ 大 坪 一 夫・ 水 谷 修『 日 本 語 音
声学』( くろしお出版 )1978 年、松崎寛・河野俊之『よくわかる音声』( ア
ルク )1998 年、斉藤純男『日本語音声学入門　改訂版』( 三省堂 )2006 年、
福盛 貴弘『基礎からの日本語音声学』( 東京堂出版 )2010 年

【コメント】
学期末試験 60% と小テスト 2 回各 20% とを合計して、評価する。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

日本語文法論　＜秋集＞ 月 4/ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
有川　康二

【講義概要】
消化の法則とメカニズムを理解するために胃腸という臓器 ( 食物 ( 情報 )

を 分 解、 吸 収 す る 消 化 シ ス テ ム ) を 調 べ ま す。 免 疫 の 法 則 と メ カ ニ ズ ム を
理 解 す る た め に 血 液 や リ ン パ 系 細 胞 等 の 免 疫 シ ス テ ム ( 情 報 を 守 る 器 官 )
を調べます。この授業では、ヒト自然言語の情報処理の法則とメカニズム
を 理 解 す る た め に ヒ ト 脳 と い う 臓 器 ( 情 報 を 処 理 す る シ ス テ ム ) を 調 べ ま
す。 と い っ て も、 脳 を 解 剖 し た り ( 簡 単 に ど こ で も で き ま せ ん )、1 台 何
億 円 も す る MRI を 使 っ て 脳 を 調 べ る わ け で は あ り ま せ ん。 実 際、 解 剖 や
CT で は 言 語 シ ス テ ム で 働 く 文 法 の 詳 し い 法 則 や 仕 組 み は 全 然 分 か り ま せ
ん。 私 達 各 々 が 自 分 の 母 語 ( 韓 国 語、 中 国 語、 日 本 語 な ど ) を 使 っ て、 つ
まり、各々が自分の脳の働きを徹底的に観察して、実験 ( 思考実験 ) を行い、
言語現象の論理的な説明をしていきます。母なる自然の創造したヒト脳 ( 約
1300g のタンパク質の塊 ) という情報処理システムで働く法則とメカニズ
ムの説明を行います。紙と鉛筆があればできます。

【学習目標】
人 間 の 脳 の 言 語 シ ス テ ム は、 母 な る 自 然 が 創 っ た 複 雑 な 情 報 処 理 シ ス テ

ムです。言語システムの意味と構造の情報処理の法則とメカニズムを調べ
ます。頭の中ではどんな言語情報の計算が行われているのか？母なる自然
の創造したヒト脳の自然言語情報処理システムの法則とメカニズムを炙り
出していきます。ヒト脳が生み出す幾何学的なグラフ構造を一緒に書いて
みます。

【講義計画】
第 1 回：イントロ。 
	 履修要項、シラバス、M-Port の関連箇所を読む。
	 ヒト脳の自然言語システムの法則とメカニズムを調べるには、ど

うしたらいいのか。ヒト脳の文に対する容認性反応 (OK か、変か、
ど の 程 度、 変 か ) を 調 べ る こ と は、 私 た ち 一 人 一 人 が 自 分 の 脳 を
使って行う実験。

第 2 回：第 1 回の続き
第 3 回：「統御」の定義、「学生が大学を破壊した」という文の構造のでき

方のプロセス等
第 4 回：第 3 回の続き
第 5 回：	「 学 生 が 大 学 を 破 壊 し た 」 と い う 能 動 文 に 対 応 す る 直 接 受 身 文 は

「 大 学 が 学 生 に よ っ て 破 壊 さ れ た 」、 間 接 受 身 文 は、「 国 は 学 生 に
大学を破壊された」。直接受身の構造を調べる。また、今、ホモ・
サ ピ エ ン ス 脳 内 の 言 語 シ ス テ ム が 免 疫 シ ス テ ム を 偽 装 し て い る、
という仮説の検証を行っているが、今回は、癌のような構造情報
が 存 在 す る と い う 話。 癌 細 胞 と は、 自 分 は 抗 体 の よ う な ふ り を
して、私たちの体の免疫システムを撹乱する、抗体の働きを殺す
情 報 ( 現 代 の 医 学 で は、 こ の 癌 細 胞 を 根 絶 す る こ と は で き て い な
い )。私達の脳内の言語システムは、癌細胞の働きも偽装している。
私たちの脳の働きを観察すると、言語システムで、このような抗
体 ( ウ イ ル ス バ ス タ ー ) の 働 き を 消 去 す る 癌 の よ う な 情 報 が 存 在
する、という話。

第 6 回：第 5 回の続き
第 7 回：英語の受身文構造、他動詞を見分ける診断法
第 8 回：第 7 回の続き
第 9 回：ヒンディー語の直接受身の文構造、何故、ヒンディー語なのか？

英語の resemble のような動詞が直接受身を形成できないのは何
故か？

第10 回：第 9 回の続き
第11 回：間接受身の文構造、対応する英語の文構造 (get-passive)
第12 回：第 11 回の続き
第13 回：主語の問題
第14 回：第 13 回の続き
第15 回：ヒンディー語とイタリア語の方言、フリウリ語の一致現象
第16 回：第 15 回の続き
第17 回：より効果的な主語の定義と、その具体例
第18 回：第 17 回の続き
第19 回：より明確なかたちで、定理と証明を明示する。直接受身文と可能

文を利用して、ヒト脳の生み出す幾何学的構造の存在証明を行う。
可能文の例では、「～が」が主語ではない、「～に」が主語となる、
し か も、 発 音 さ れ な い ( あ な た の 耳 に は 聞 こ え な い )「～ に 」 が
主語である、という衝撃的な結論を導く証明を行う。

第20 回：第 19 回の続き
第21 回： 間 接 受 身 と 使 役 の 幾 何 学 的 グ ラ フ ( 文 構 造 ) が 基 本 的 に 同 じ と い

う証明
第22 回：第 21 回の続き
第23 回：別の主語の定義。その定理の提示と証明。
第24 回：第 23 回の続き
第25 回：変項束縛の問題を、疑問文を使用して考える。
第26 回：第 25 回の続き
第27 回：	whether を使用した、principle of minimal computation (MC; 

最小計算の法則 ) に 関 す る 定 理 の 更 な る 証 明。 数 学 の グ ラ フ 理 論
が自然言語研究にどのように貢献できるのかに関する具体例。

第28 回：第 27 回の続き
第29 回：	グラフ理論 ( 線形代数学の応用 ) は自然言語研究に貢献できるか？
第30 回：第 29 回の続き

【事前および事後学習の指示】
前 に や っ た こ と を 順 次 理 解 し て い か な い と、 だ ん だ ん、 珍 糞 漢 糞 ( ち ん

ぷんかんぷん ) になります。予習、復習をしてください。

【テキスト】

【参考文献】
寺村秀夫 (1982)『日本語のシンタクスと意味 I』くろしお出版
寺村秀夫 (1984)『日本語のシンタクスと意味 II』くろしお出版
宮 本 陽 一 (2009)『 生 成 文 法 の 展 開 ー「 移 動 現 象 」 を 通 し て 』 大 阪 大 学 出
版会

【コメント】
講 義 を 受 講 し な が ら、 自 筆 で ノ ー ト に 内 容 を ま と め、 そ れ を 撮 影 し、

Word 文書に添付し、M-Port 上で期限内にファイル提出して下さい。毎回、
3 頁 以 上 は ま と め て 下 さ い。 ノ ー ト の 質 と 量 で 評 価 し ま す。 毎 回 の 講 義 の
録画データは M-Port 上にアップする予定です。

【留意事項】
毎回の講義の録画データを M-Port にアップします。PDF 資料もアップしますが、

あくまで対面で行う講義内容が基本です。必ず講義を受講しながら自筆ノートを
取って下さい。
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講　義　名　称 曜　時

日本文化研究 -科学と思想B　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
尾鍋　智子

【講義概要】
日 本 を 含 む 世 界 中 の ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー で は、 不 老 不 死 や 錬 金 術 と

いった科学思想に対する深い共感を示すストーリーに、愛らしいキャラク
タ ー を 登 場 さ せ、 魅 力 的 な ア ニ メ ー シ ョ ン や 映 画 を 作 り 上 げ て き ま し た。
この授業では、この実はとても古い歴史のある科学思想の代表的な作品を
通して、不老不死や錬金術に対する日本・東アジアや西洋の考え方を比較
検討します。これらの人気作品を、科学思想史の流れ、そして現代のポピュ
ラーカルチャーの考え方の文脈で考察することにより、日本・東アジアと
西洋の考え方の類似点と相違点、そして日本文化の特徴について理解を深
めることができます。

【学習目標】
日 本 と 西 洋 の ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー に み ら れ る 科 学 思 想 を 比 較 す る こ と

により、日本文化の特徴を見つけ、日本文化への理解を深める。

【講義計画】
第 1 回：コース説明とイントロダクション：なぜポピュラーカルチャーを

取り上げて科学思想を研究するのか。
第 2 回：若返りと不老不死？：名探偵コナン　1
第 3 回：若返りと不老不死？：名探偵コナン　2
第 4 回：賢者の石と錬金術：ハリーポッターと賢者の石　1
第 5 回：賢者の石と錬金術：ハリーポッターと賢者の石　2
第 6 回：賢者の石と錬金術：ハリーポッターと賢者の石　3
第 7 回：髪に宿る若返りの力：塔の上のラプンツェル
第 8 回：論述試験　1　( すべて論述形式で 1000 字程度 )
第 9 回：東アジアの錬金術：浦島伝説　1
第10 回：東アジアの錬金術：浦島伝説　2
第11 回：日本の冶金と錬金術：もののけ姫　1
第12 回：日本の冶金と錬金術：もののけ姫　2
第13 回：日本の冶金と錬金術：空海伝説
第14 回：" 命の水 " のエコロジー：崖の上のポニョ
第15 回：論述試験　2　( すべて論述形式で 1000 字程度 )

【事前および事後学習の指示】
配 布 資 料 を 授 業 前 後 に 読 み、 予 習 復 習 を す る こ と。( 事 前 学 習 30 時 間・

事後学習 30 時間 )　

【テキスト】

【参考文献】
適宜プリントを M-Port 上に提示する

【コメント】
2 回の本格的論述試験 ( 各 1000 字程度 ) で成績が決まるため、あらかじ

め段落を適切に用いた論述の訓練をし、書き慣れておくことがのぞましい。
詳細については初回に説明するので必ず出席すること。

毎 回 出 席 が 原 則。5 回 以 上 欠 席 す る と 評 価 の 対 象 外 と な る。 た だ し 公 認
欠 席 は 除 く。15 分 以 上 の 遅 刻 を 3 回 し た 場 合 1 回 の 欠 席 と し て カ ウ ン ト
する。

【留意事項】
授業形態：グループディスカッション

講　義　名　称 曜　時

日本文化史B　01＜秋＞ 土 4

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
梅山　秀幸

【講義概要】
江 戸 時 代、 道 頓 堀 は 文 化 の 発 信 地 で し た。 芝 居 小 屋 が 立 ち 並 び、 現 在 で

も 演 じ 続 け ら れ る 優 れ た 戯 曲 が 立 て 続 け に 公 演 さ れ ま し た。「 芝 居 」 の も
つ宗教的な性格に触れ、人形浄瑠璃の発生と歌舞伎の発生について考えて
いきます。そして、人形浄瑠璃と歌舞伎の両者の関係を考えながら、両者
の あ い だ を 行 き 来 し て、 作 品 そ の も の に 切 り 込 ん で い き た い と 思 い ま す。
近 松 門 左 衛 門 の 世 話 物 ( 時 間 が あ れ ば 時 代 物 も )、 竹 田 出 雲・ 三 好 松 洛・
並木千柳合作、そして近松半二の名作、それらではどうして「子ども殺し」
が主題となるのかも、作品を分析しながら、考えていきたいと思います。

【学習目標】
若 者 に と っ て 伝 統 演 劇 は 縁 遠 い も の か も し れ ま せ ん が、 人 形 浄 瑠 璃 は 大

阪の生んだ素晴らしい文化遺産といえます。それに通じていて、お初・徳
兵衛・小春・おさん・治兵衛などが自然に話題にできる黒門市場のおばちゃ
んたちは世故に長けているだけではなく、シェイクスピアに通じているイ
ギリスの貴婦人以上にインテリジェンスに富んでいるのではないでしょう
か。君たちもせっかく大阪の大学に通っているのだから、黒門市場のおば
ちゃんくらいのインテリジェンスをもってほしいと思います。

【講義計画】
第 1 回：江戸時代の演劇の概観
	 人形浄瑠璃と歌舞伎
第 2 回：荒事と和事 (1)
	 成田屋、不動明王の権限としてに市川団十郎
第 3 回：荒事と和事 (2)
	 廓文章
第 4 回：遊郭の歴史　吉原、本町、島原
第 5 回：近松門左衛門の『曾根崎心中』
第 6 回：『菅原伝授手習鑑』(1)
	 なぜ小太郎は死ななくてはならなかったのか
第 7 回：『菅原伝授手習鑑』(2)
	 柳田国男「松王健児のはなし」を読む
第 8 回：『義経千本桜』(1)
	 義経伝説の形成について
第 9 回：『義経千本桜』(2)
	 「権太くれ」というけれど
第10 回：近松半二の戯曲 (1)
	 『妹背山婦女庭訓』あるいは『近江源氏先陣館』( 映像を見ること

が可能な方を選びます )
第11 回：近松半二の戯曲 (2)―『伊賀越道中双六』―
	 和辻哲郎の嫌悪と称賛
第12 回：infanticide( 子ども殺し ) について
	 フィリップ・アリエスの『子どもの誕生』を読む
第13 回：日本人と阿闍世コンプレックス
第14 回：『仮名手本忠臣蔵』と日本人 (1)
第15 回：『仮名手本忠臣蔵』と日本人 (2)

【事前および事後学習の指示】
授 業 資 料 は で き る だ け 前 も っ て Ｍ ポ ー ト に 貼 り つ け る よ う に し ま す の

で、目を通してくようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
和辻哲郎『日本精神史研究』( 岩波文庫 )・フィリップ・アリエス『子ども
の誕生』( ちくま学芸文庫 )

【コメント】
「 そ の 他 」 と い う の は「 出 席 」 な の で す が、 さ ら に 積 極 的 な 授 業 へ の

「participation( 参 加 )」 を 君 た ち の 提 出 す る コ メ ン ト で 評 価 し た い と 思
います。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

日本法制史B　＜秋＞ 月 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
的場　かおり

【講義概要】
明 治 以 降 の 日 本 は 西 洋 諸 国 に 追 い つ こ う と、 国 家 主 導 で 各 種 法 典 の 整 備

や資本主義経済の発展、植民地の獲得などに邁進します。しかし第一次世
界大戦を契機に、国内外で民主主義やナショナリズムを求める運動、社会
的・経済的に弱い立場の者を守ろうとする運動が活発になり、従来の「近
代法」原理に基づく法制度・国家制度で対応することが難しくなります。

講 義 で は、 第 一 次 世 界 大 戦 の「 前 ／ 後 」 で 法 制 度・ 国 家 制 度 が ど の よ う
に変わったのかを考察します。そうすることで「近代法」の弊害・問題点
はどこにあるのか、そしてそれらを克服するべく誕生した「現代法」はど
のような特徴をもつのかを明らかにします。
※「 日 本 法 制 史 A」 を 前 提 と す る 内 容 も 多 い た め、「 日 本 法 制 史 A」 の 受

講を終えていることが望ましいです。

【学習目標】
①「 歴 史 で 法 を 読 み 解 く 力 」 を 身 に つ け ま す。 高 校 ま で に 学 ん だ「 歴 史 」

を「 法 」 の 観 点 か ら 見 直 し、 現 行 法 の「 当 た り 前 」 を 理 解 で き る よ う に
なります。

②「比較する力」を養います。時代や国・地域などを比較することで、物
事を多面的・相対的に観察し問題を解決する力を磨きます。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 講義の進め方・成績評価・講義の内容 )
第 2 回：地方自治法制①制度と運用
第 3 回：地方自治法制②思想と理念
第 4 回：軍事法制
第 5 回：植民地法制①台湾
第 6 回：植民地法制②朝鮮
第 7 回：民法①フランス民法と旧民法
第 8 回：民法②ドイツ民法と明治民法
第 9 回：民法③家族法制
第10 回：土地法制
第11 回：財産法制
第12 回：商事・産業法制
第13 回：現代法①労働と法
第14 回：現代法②社会保障と法
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
【事前学習】
・配布されたレジュメ・資料にしたがい、指示された事前学習に取り組む

【事後学習】
・解説で用いられたスライド資料を確認しながら、課題を復習する
・ 参 考 文 献 な ど を 用 い て 問 題 を 掘 り 下 げ、 自 分 の 意 見 を レ ポ ー ト に ま と め

る

【テキスト】

【参考文献】
・川口由彦『日本近代法制史〔第 2 版〕』( 新世社、2015 年 )
・山中永之佑監修『日本現代法史論』( 法律文化社、2010 年 )
・山中永之佑編『日本近代法案内―ようこそ史料の森へ―』( 法律文化社、

2003 年 )
・藤田正ほか編著『日本近現代法史・資料年表〔第 2 版〕』( 信山社、2015 年 )

【コメント】
成績評価の詳細は次のとおりです。
①レポート (50％ )：毎回授業後に簡単な「レポート」を提出
※ 3 分 の 2(10 回 ) 以 上 の レ ポ ー ト 課 題 の 提 出 が な い 場 合、 試 験 を 受 け る

資格を失います。
②試験 (50％ )：第 15 回目に行う論述試験

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

日本文化史B　02＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
南郷　晃子

【講義概要】
本 授 業 は 説 話・ 伝 承 世 界 を 中 心 に、 日 本 文 化 の 中 で「 周 縁 」 と さ れ る み

なされてきた人々・文化への、またそこからの視点を読み解いていきます。
具体的には、江戸時代「キリシタン」と呼ばれたキリスト教徒、そして「バ
テレン」と呼ばれたキリスト教宣教師への眼差しと彼らの表現、そして「辺
境」とみなされる地域、さらに身分的周縁であった「女」についての／か
らの物語について扱います。物語表現はときにシビアな差別を含み、その
背 後 に は、 人 々 が 彼 ら を「 異 な る 存 在 」 と し て 見 る ま な ざ し が あ り ま す。
これら表象について学び一緒に考えていきましょう。

講義形式ですが、コメント・意見をもとめます。

【学習目標】
「周縁」と「中心」という考え方について、具体的に説明できるようになる。

さらに「他」文化をめぐる表象について自ら検討し、考察をすることがで
きるようになることを目指す。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：江戸時代の対外イメージ
第 2 回：キリシタンの神話的世界
第 3 回：反キリシタンの言説―宣教・弾圧
第 4 回：潜伏キリシタンの世界
第 5 回：想像上の「キリシタン」
第 6 回：「異宗」「邪宗」をめぐる言説
第 7 回：「辺境」への眼差しー南へ
第 8 回：「辺境」からの眼差しー南から
第 9 回：「辺境」への眼差しー北へ
第10 回：山の世界と物語
第11 回：病むものたちと物語
第12 回：女と物語①ーケガレと聖なるもの
第13 回：女と物語②ー「妹の力」を問う
第14 回：女と物語③ー表現者としての女性
第15 回：まとめと試験

【事前および事後学習の指示】
授 業 用 に 配 布 す る レ ジ ュ メ に 含 む 説 話 を あ ら か じ め 読 み、 内 容 を 把 握 し

ておくこと。

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
「その他」は、正確には毎回の授業中に取り組んでもらう簡単な課題です。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

農業経済論Ⅱ　＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大島　一二

【講義概要】
近 年 特 に、 国 の 内 外 で わ が 国 の 農 業 と 農 業 政 策 を め ぐ っ て 各 種 の 議 論 が

高まっているが、わが国の農業・食料政策はどうあるべきかということは、
非常に重要な課題である。

本 講 義 で は、 農 業 生 産 の 特 質 を 踏 ま え た 上 で、 日 本 と 世 界 各 国 の 農 業 生
産と食料消費の現状と問題点、さらにこれらのあり方を考えるために、最
低限必要な基礎的知識・考え方について講義する。

農 業 経 済 論 Ⅱ で は、 世 界 と 日 本 の 農 業・ 農 村・ 食 料 に つ い て、 ① 戦 後 の
日本農業の展開過程、②世界の農業・農村・食料の現状について、とくに
アメリカおよび中国等のアジア諸国の現状とそうした諸国がかかえる問題
点について説明する。

【学習目標】
本 講 義 が 目 標 と す る こ と は、 各 自 が 日 本 の 農 業 問 題 お よ び 食 料 問 題 を 正

しく認識し、その政策の方向性について、自分の考えを述べることが出来
るようになることである。

【講義計画】
第 1 回：序論、講義の進め方、評価、参考書についての紹介
第 2 回：戦後日本農業の展開過程 (1) －農地改革と農地法体制の成立
第 3 回： 戦 後 日 本 農 業の展開過程 (2) －基本法農政・高度経済成 長 と 日 本

農業
第 4 回： 戦 後 日 本 農 業の展開過程 (3) －農家兼業の深化・担い手 の 喪 失 と

高齢化
第 5 回：戦後日本農業の展開過程 (4) －米過剰から全般的過剰へ
第 6 回：戦後日本農業の展開過程 (5) －食料・農業・農村基本計画
第 7 回：輸入農産物の急増と日本農業 (1) －ＷＴＯ交渉と輸入農産物の激

増、食料安全保障、食品安全問題
第 8 回：輸入農産物の急増と日本農業 (2) －農産物輸出
第 9 回：世界の農業・農村・食料の現状と課題 (1) －アメリカ農業の現状
第10 回：世界の農業・農村・食料の現状と課題 (2) －ヨーロッパ農業
第11 回： 世 界 の 農 業・農村・食料の現状と課題 (3) －東南アジア農 業 と 零

細農耕
第12 回：世界の農業・農村・食料の現状と課題 (4) －中国農業の現状
第13 回：世界の農業・農村・食料の現状と課題 (5) －中国の三農問題
第14 回： 世 界 の 農 業・農村・食料の現状と課題 (6) －中国農村の労 働 力 移

動
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
新聞を毎日読むよう習慣付けること。

【テキスト】

【参考文献】
1) 速水佑次郎・神門善久著『農業経済論』( 岩波書店 )
2) 荏開津典生・鈴木宣弘『農業経済学 [ 第 4 版 ]』岩波書店　2015 年
3) 生源寺真一『農業経済学』東京大学出版会　1993 年
4) 時子山ひろみ・荏開津典生『フードシステムの経済学』医歯薬出版株式

会社　1998 年
5) 大 島 一 二・ 山 田 七 絵『 朝 日 緑 源，10 年 の 軌 跡　 － 中 国 に お け る 日 系 農

業企業の挑戦』農林統計出版、2019 年
6) 大島一二編著『日系食品産業における中国内販戦略の転換 ( 日本農業市

場学会研究叢書 )』筑波書房、2015 年

【コメント】
対面授業を想定し、以下のように配点する。

Ｍ -Port に よ る レ ポ ー ト (1 回、50 点 )、 課 題 (5 回 各 10 点、50 点 ) を
基本とする。

さ ら に 講 義 へ の 出 席 を 促 進 す る た め、 出 席 点 30 点 (6 回 各 5 点 ) を 加 点
する。

合計 130 点となるが、評価は他の講義と同様に以下の基準である。
59 点 以 下 Ｄ、60 ～ 69 点 Ｃ、70 ～ 79 点 Ｂ、80 ～ 89 点 Ａ、90 点 ～

130 点Ｓ。

【留意事項】
講義メモや講義で用いた資料については、M-Port に掲示する。

講　義　名　称 曜　時

働くことと法知識　02＜秋＞ 水 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
平井　信夫

【講義概要】
大 学 を 卒 業 し た 後 に、 楽 し く 社 会 生 活 を 送 れ る よ う に す る た め、 必 要 不

可欠である法律のしくみなどを解説する。
「 法 知 識 」 と は、 条 文 を 丸 暗 記 す る の で は な く、 そ の 条 文 が 作 ら れ た 時

代背景や経緯などを検討することで、法的な考え方を体得してほしいと考
えている。

【学習目標】
法 律 の 条 文 が、 い か に 曖 昧 で あ る か を 感 じ 取 っ て も ら い、 自 分 な り の 正

解と思う結論に至る道筋を組み立ててもらえるようになれば嬉しい。
結論への筋道 ( 考え方 ) を重視します。

【講義計画】
第 1 回：【ガイダンス】
	 ①講義の進め方、講師の考え方などを説明する。
	 ②法律の全体的な体系と、労働に関する法体系の説明をする。
	 ③「契約」とは何か、その成立時期はいつか、などを解説する。
	 ※ 遠 隔 授 業 と な っ た 場 合 は、 毎 回 ( 全 15 回 ) の 講 義 資 料 ご と に

課 題 を 設 定 し て い ま す の で、 そ の 課 題 の 提 出 を 求 め ま す ( 最 低
10 回以上 )。

第 2 回：【誰が労働者と言えるか】
	 労働法で保護されるのは、だれか ?( テキスト 159 頁、第 13 話 )
第 3 回：【合意原則】
	 契約が成立するための条件について　( テキスト 2 頁、第 1 話 )
第 4 回：【合意原則の例外】
	 合意なく契約に従う義務があるか  ( テキスト 16 頁、第 2 話 )
	 ⇒就業規則について
	 ※転勤命令には、同意が必要か
第 5 回：【同一労働同一賃金】
	 同 じ 仕 事 を す る 人 の 賃 金 は、 同 じ で な け れ ば な ら な い か　( テ キ

スト 146 頁、第 12 話 )( テキスト 173 頁、第 14 話 )
第 6 回：【賃金格差】
	 正社員と非正規社員との賃金格差は認められるか
	 ( テキスト 173 頁、第 14 話 )
第 7 回：【解雇】
	 解雇と辞職は同じか ( テキスト 90 頁、第 8 話 )
第 8 回：【労働者派遣】
	 派 遣 労 働 者 は、 ど の よ う に 保 護 さ れ て い る か ( テ キ ス ト 300 頁、

第 23 話 )
第 9 回：【採用の自由】
	 美人を採用することは許されるか ( テキスト 78 頁、第 7 話 )
第10 回：【公務員は労働者か】
	 民間企業と公務員の差異 ( テキスト 51 頁、第 5 話 )
	 労働争議　( テキスト 64 頁、第 6 話 )
	 ※レポートの課題を配布する予定
第11 回：【少子高齢化】
	 少子高齢化の原因と若年労働者の問題 ( テキスト 216 頁、第 17 話 )
	 少子化対策について ( テキスト 229 頁、第 18 話 )
	 外国人労働者との関係 ( テキスト 243 頁、第 19 話 )
第12 回：【女性の活躍】
	 社長夫人になるか、社長になるか ( テキスト 188 頁、第 15 話 )
第13 回：【過労死】
	 なぜ長時間労働で苦しむのか ( テキスト 285 頁、第 22 話 )
	 会 社 は 社 員 の メ ン タ ル ヘ ル ス に 配 慮 す べ き か ( テ キ ス ト 130 頁、

第 11 話 )
第14 回：【職業能力の向上】
	 キャリア権とは何か ( テキスト 272 頁、第 21 話 )
	 第 4 次産業革命時の労働者の働き方  ( テキスト 315 頁、第 24 話 )
第15 回：【講義の終了にあたって伝えたいこと】
	 私たちにとって、「働く」とは、どういうことか ( テキスト 331 頁、

第 25 話 )

【事前および事後学習の指示】
講 義 は 使 用 す る テ キ ス ト の 目 次 順 と は 異 な っ て い る の で、 シ ラ バ ス に よ

る進行チェックが必要。
テキストの内容は、高度なので、事前に読んでおくと良いと考える。
但し課題については、基本的な事項を問うものである。

【テキスト】
雇用社会の 25 の疑問　( 第 3 版 ) 大内伸哉
978-4-335-35713-8 弘文堂

【参考文献】

【コメント】
期 末 試 験 は 施 行 さ れ な い 予 定 な の で、 毎 回 の 授 業 に 関 す る 課 題 の 提 出 を

求める。

※当初の 2 回は遠隔授業となる予定。
対面授業となった場合でも、課題の提出を要する。

課 題 は、5 段 階 評 価 の 合 計 点 数 と 提 出 回 数 に よ っ て、 全 体 の 成 績 評 価 を
します。

課題は結論だけでなく、必ず結論に至った理由も述べてください。

【留意事項】
現役弁護士　労働事件に関与した経験に基づく講義
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講　義　名　称 曜　時

比較文化研究-インドネシアと日本の音楽文化B     ＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
由比　邦子

【講義概要】
イ ン ド ネ シ ア と 日 本 は 地 域 も 民 族 も 文 化 も 異 な る が、 東 南 ア ジ ア も し く

は東アジアの域内における位置関係、さらにインドもしくは中国という古
代の大国の影響を色濃く受けているという点で共通性がある。そして、両
国の音楽文化には明らかな類似性、またその反面、似て非なる相違点が見
られる。本講義では、音楽と演劇の関わりに焦点を当てて、人形劇を特に
キーワードとして両国の古典的上演芸術の諸相を対比させて論じる。

【学習目標】
音 楽 は 単 に 演 奏 さ れ て 鑑 賞 さ れ る だ け で は な い。 音 楽 が 演 劇 や 舞 踊 と 結

びついた上演芸術について理解し、上演芸術における音楽の役割を説明で
きるようにする。

【講義計画】
第 1 回：音楽と演劇の関わりから見たインドネシアと日本の文化的背景
第 2 回：上演芸術という考え方
第 3 回：上演芸術を育む環境
第 4 回：インドネシアの上演芸術を支える音楽
第 5 回：日本の上演芸術を支える音楽
第 6 回：インドネシアの人形劇 ( ワヤン・クリッ )
第 7 回：日本の人形劇 ( 人形浄瑠璃 )
第 8 回：ストーリーの語られ方
第 9 回：操りと語りの関係
第10 回：インドネシアの仮面劇と舞踊劇
第11 回：日本の仮面劇と舞踊劇
第12 回：演者としての人形と人間の関係
第13 回：部外者の目がもたらす上演芸術の変容
第14 回：インドネシアと日本の “伝統的” 上演芸術
第15 回：試験およびまとめ

【事前および事後学習の指示】
前 回 の 授 業 内 容 の 確 認 を 事 前 学 習 と し、 授 業 ノ ー ト の 整 理 お よ び 授 業 内

容に関連する映像チェック (YouTube など ) を事後学習とする。

【テキスト】

【参考文献】
皆 川 厚 一 編『 イ ン ド ネ シ ア 芸 能 へ の 招 待　 音 楽・ 舞 踊・ 演 劇 の 世 界 』( 東
京堂出版 )
福岡まどか『インドネシア上演芸術の世界　伝統芸術からポピュラーカル
チャーまで』( 大阪大学出版会 )
今岡謙太郎『日本古典芸能史』( 武蔵野美術大学出版局 )

【コメント】
第 15 回 に 実 施 す る 試 験 70 ％、 不 定 期 に 計 5 回 実 施 す る ミ ニ テ ス ト

30％

【留意事項】
楽器博物館で民族楽器の調査・研究に携わった経験を持つ教員が、インドネシ

アと日本の楽器について解説する。

講　義　名　称 曜　時

比較文学B　＜秋＞ 水 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
岩男　久仁子

【講義概要】
西 洋 古 典 期 の 早 く か ら「 イ ソ ッ プ 寓 話 」 は 流 布 し て い た。 様 々 な 形 態 で

文字化され保存されてきている。現在では全世界に広まっている「イソッ
プ 寓 話 」 を そ の 初 期 の 形 態 を 中 心 に 他 の 時 代 の 物 ( 特 に 日 本 の イ ソ ッ プ 寓
話 ) との比較を行い、イソップ寓話の特質を見ていく。

【学習目標】
イソップ伝 ( イソップの生涯の物語 ) を中心に、講義を進めていく。
2000 年 以 上 も 前 か ら 伝 わ る 伝 承 か ら 現 在 ま で 脈 々 と つ な が る 思 想 を 読

み解くとともに、当時の社会背景なども、日本と比較していく。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
	 どういう視点で行う講義なのか、評価の方法など解説。
第 2 回：①イソップ寓話の挿絵　解説
第 3 回：②イソップ寓話の挿絵　解説
第 4 回：③イソップ寓話の挿絵　解説
第 5 回：①喜劇作家アリストファネスとイソップ寓話
第 6 回：②喜劇作家アリストファネスとイソップ寓話
第 7 回：③喜劇作家アリストファネスとイソップ寓話
第 8 回：①古代ギリシアの女性像
第 9 回：②古代ギリシアの女性像
第10 回：①河島敬藏とイソップ寓話
第11 回：②河島敬藏とイソップ寓話
第12 回：①自由の問題
第13 回：②自由の問題
第14 回：③自由の問題
第15 回：テストおよびまとめ

【事前および事後学習の指示】
詳細は講義中に指示するが、理解を深めるために、「イソップ寓話集」「イ

ソップの生涯の物語」を読む。
「イソップ寓話集」は数多くあるが、手に入るもので良い。
「イソップの生涯の物語」は講義で配布する。

【テキスト】

【参考文献】
『イソップ寓話の世界』　中務哲郎著　ちくま新書　600 円
『イソップ寓話集』　中務哲郎訳　岩波文庫　700 円

【コメント】
レポート 33％→こちらが指定するテーマでレポートを必ず提出。未提出

の場合は、単位認定しません。
レ ポ ー ト は、 提 出 す れ ば「 合 格 」 で は あ り ま せ ん。 厳 し い 条 件 を ク リ ア

したレポートのみ、レポートの内容を評価します。
試験 33％→講義の総まとめとして秋学期の終わりに行います。試験を受

けない場合は、単位認定しません。
そ の 他 34 ％ → 講 義 中 に 課 す 小 課 題 に つ い て の コ メ ン ト ( 皆 さ ん の 意 見・

感想等 ) を 11 回以上提出すること。それ以下であれば、単位認定しません。

【留意事項】
社会人の方へ ( 聴講に際して )

講義中もパソコンやタブレットを使用して資料を見てもらうことを考えている
ので紙資料は用意しないつもりです。予めご了承のほどお願いいたします。
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講　義　名　称 曜　時

比較文化研究 -近現代の日本と朝鮮半島B  ＜秋＞ 水 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
西村　直登

【講義概要】
日本の「敗戦」、朝鮮植民地支配の「解放」から 75 年以上が過ぎた。に

もかかわらず、戦争と植民地支配の歴史をめぐって、日本と朝鮮半島のあ
い だ で は、「 過 去 」 を ど の よ う に 克 服 し て い く の か を め ぐ る 論 争 が い ま も
なお続いている。いわゆる「歴史認識問題」といわれるような論争は、政
治やナショナリズム、記憶と結びつきながら複雑化し、新聞やテレビ、イ
ンターネットを含むメディアによっても増幅されている。そのような「過
去 」 を め ぐ る 対 立 や 葛 藤、 そ し て 交 流 の 歴 史 は、 単 に 国 家 間 の み な ら ず、
日本と朝鮮半島の人びとの「現在」の課題であり続けている。

そ こ で 本 講 義 で は、 戦 後 に お け る 日 本 と 朝 鮮 半 島 と の あ い だ の 基 本 的 な
歴史を概観する。そして、日本と朝鮮半島を単に「比較」するのではなく、
たがいの「関係」性を重視し、その関係のなかで生じたさまざまな人びと
の対立・葛藤・交流などの意味を歴史的に考えたい。その際、視聴覚資料 ( パ
ワ ー ポ イ ン ト・ 映 像・ 写 真・ 史 料 な ど ) を 積 極 的 に 用 い て、 授 業 内 容 に 対
する理解を深め、想像力を高めるような工夫を行う。

【学習目標】
朝鮮半島の歴史・社会・文化について基本的な知識を習得する。
近 現 代 の 日 朝・ 日 韓 関 係 に つ い て 想 像 力 を 働 か せ な が ら、 歴 史 的 に 考 え

ることができるようになる。
国 際 的 な 諸 問 題 に 対 し て、 主 体 的 に 物 事 を 考 え、 相 互 理 解 が で き る よ う

になる。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：「8.15」：「敗戦」と「解放」
第 3 回：朝鮮半島の分断
第 4 回：戦後における在日朝鮮人①　もうひとつの「解放」と「分断」
第 5 回：朝鮮戦争と日本
第 6 回：日韓会談：日韓国交正常化と植民地支配問題
第 7 回：韓国民主化運動
第 8 回：1990 年代以降の日朝・日韓関係、南北関係
第 9 回：1990 年代以降の歴史認識問題①　もうひとつの「戦後」：植民地

支配責任・戦争責任を／から考える
第10 回：1990 年代以降の歴史認識問題②　「慰安婦」問題
第11 回：1990 年 代 以 降 の 歴 史 認 識 問 題 ③　 朝 鮮 人 強 制 動 員 被 害 者 (「 徴

用工」) 問題
第12 回：戦後における在日朝鮮人②　在日朝鮮人の「国籍」
第13 回：戦後における在日朝鮮人③　外国人学校と民族教育
第14 回：現在の日朝・日韓関係①　ヘイトスピーチとレイシズム
第15 回：現在の日朝・日韓関係②　ヘイトクライムとレイシズム

【事前および事後学習の指示】
毎 回 授 業 で 配 布 す る レ ジ ュ メ や 参 考 資 料、 授 業 で 紹 介 し た 参 考 文 献 を 読

んだり調べたりしておくこと。
日 々、 日 本 と 朝 鮮 半 島 に 関 す る 新 聞 記 事 や ニ ュ ー ス に 関 心 を 持 っ て、 読

んだり見たりしておくこと。

【テキスト】

【参考文献】
配布プリント。その他にも必要に応じて授業中で紹介する。
歴史教育研究会・歴史教科書研究会編『日韓交流の歴史：先史から現代ま
で』( 明石書店、2007 年 )
在日コリアン青年連合 (KEY) 編著『在日コリアンの歴史を歩く：未来世代
のためのガイドブック』( 彩流社、2017 年 )
岡本有佳・加藤圭木編『だれが日韓「対立」をつくったのか：徴用工、「慰
安婦」、そしてメディア』( 大月書店、2019 年 )
歴 史 教 育 研 究 会 編 著 『 調 べ・ 考 え・ 歩 く 日 韓 交 流 の 歴 史 』 ( 明 石 書 店、
2020 年 )
加 藤 圭 木 監 修、 一 橋 大 学 社 会 学 部 加 藤 圭 木 ゼ ミ ナ ー ル 編 『「 日 韓 」 の モ ヤ
モヤと大学生のわたし』 ( 大月書店、 2021 年 )

【コメント】
レ ポ ー ト： 学 期 末 に、 本 授 業 の 内 容 に つ い て の 理 解 を 問 う レ ポ ー ト を 作

成する。
そ の 他： 毎 回 授 業 終 了 後、 授 業 内 容 に 関 す る コ メ ン ト ペ ー パ ー を 提 出 す

る。
※ 出 席 率・ コ メ ン ト ペ ー パ ー の 提 出 率 が 60% 未 満 の 場 合、 成 績 評 価 の 対

象としない。

【留意事項】
春・秋学期に開講する「比較文化研究－近現代の日本と朝鮮半島 A・B」( 戦前・

戦後編 ) をそれぞれ受講することが望ましい。

講　義　名　称 曜　時

比較文化研究-日本と韓国の民俗と現代文化B   ＜秋＞ 月 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
崔　杉昌

【講義概要】
本 講 座 は 比 較 文 化 研 究 の 視 座 か ら 日 韓 の 一 般 庶 民 の 暮 ら し や 生 活 文 化 を

正しく理解することを目的とする。秋学期には韓国や近隣諸国と関連する
文 化 事 象 を 取 り 上 げ る。 近 年、 韓 流 ブ ー ム に よ っ て 韓 国 文 化 が 様 々 な コ
ンテンツを通して取り上げられているが、エンターテインメントを中心に
偏っている側面が多い。本講義では現代の韓国文化や社会をより正しく理
解し、そのうえで、日本文化と照合しながら文化の普遍性と特異性につい
て議論していく。

【学習目標】
・比較文化研究方法論として、民俗学・文化人類学の手法を身につける。
・正しく韓国文化の理解ができることを目指す。
・自文化・異文化についての理解度を深める。
・家・家族・近隣社会 ( 地域 ) を柱とする比較文化研究の視座を培う。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
	 異文化へのまなざし
第 2 回：現代韓国社会と儒教
第 3 回：韓国の家族の変化
第 4 回：日韓の食文化と作法
第 5 回：食文化－儀礼食
第 6 回：韓国の住文化
第 7 回：韓国の伝統芸能
第 8 回：韓国の民間信仰
第 9 回：韓国の若者と兵役そしてジェンダー
第10 回：現代韓国の結婚事情
第11 回：在日コリアンと多文化共生
第12 回：韓国の村・祭り
第13 回：韓国の葬儀
第14 回：韓国の名節
第15 回：まとめと試験

【事前および事後学習の指示】
必要に応じて配布資料を事前に読んでおくこと。
自文化・異文化理解への積極的な姿勢が求められる。

【テキスト】

【参考文献】
権鎔大『あなたは本当に「韓国」を知ってる？』駿河台出版社
野崎充彦『コリアの不思議世界』平凡社新書
長迫英倫『それでも不思議な韓国　やさしい日韓比較文化考』文芸社
金栄勲『韓国人の作法』集英社新書

【コメント】
レポート：桃谷コリアタウンの見学　他
授 業 後、 毎 回 コ メ ン ト シ ー ト を 提 出 す る。 但 し 5 回 以 上 未 提 出 者 は 失 格

とみなす。

【留意事項】

73

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

ビジネス英語B　＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
OTION，Tony

【講義概要】
T h i s  i s  a n  e l e ct i v e  co u r s e  fo r  st u d e n ts  i n te re ste d  i n  l ea r n i n g 

a n d  u n d e r s ta n d i n g  E n g l i s h  r e l a t e d  t o  b u s i n e s s .  St u d e n t s  w i l l  
b r o a d e n  t h e i r  E n g l i s h  i n  s p e a k i n g  a n d  l i s t e n i n g  s k i l l s  m a i n l y 
i n  c l a s s  w h i l e  r e a d i n g  a n d  w r i t i n g  s k i l l s  w i l l  b e  d o n e  o u t s i d e 
o f  c l a s s .  T h i s  c o u r s e  w i l l  c o n s i s t  o f  p r a c t i c e s  t o  d e v e l o p 
st u d e n ts ’ u n d e rsta n d i n g  t h e  u s e  o f  E n g l i s h  re l ate d  to  b u s i n e s s 
p r e s e n ta t i o n s ,  m e e t i n g s , s o c i a l i z i n g ,  n e g o t i a t i n g ,  a n d  g e n e ra l  
correspondence.  In each class,  a  selected theme wil l  be given to 
stu de nts  wh o  a re  t hen guided into  expressing their  opi ni ons  i n 
E n g l i s h .  T h e  co u r s e  w i l l  i n c l u d e  rea l - w o r l d  p ra ct i ce  a ct i v i t i e s ,  
presentations,  and group projects.

【学習目標】
During the class,  students will  have specif ic  tasks to accomplish 

t h a t  w i l l  b u i l d  s p e c i f i c  s k i l l s .  F o r  e x a m p l e ,  s t u d e n t s  w i l l  b e 
asked to talk in pairs  or  larger groups to improve their  speaking 
f l u e n c y. O u ts i d e  t h e  c l a s s ,  st u d e n ts  w i l l  b e  e x p e cte d  to  re v i e w 
vocabular y and complete writ ing assignments to help them with 
activit ies in class.

【講義計画】
第 1 回：Chapter 1
	 海外に新しい市場を開拓する
	 →市場の状況を説明し、詳しい商品情報を求める
第 2 回：Chapter 2
	 自社製品の優位性を説明する
	 →価格等の条件提示を求める ( 引き合い )
第 3 回：Chapter 3
	 輸出契約の条件のオファーをする
	 →カウンター・オファーを提示する
	 Useful  Hints on Effective Business Writ ing
	 (1)　古めかしい表現を避ける
第 4 回：Chapter 4
	 交渉を継続する
	 →契約を締結する
第 5 回：Chapter 5
	 信用状 (L /  C) の開設を依頼する
	 →信用状 (L /  C) の詳細を連絡する
第 6 回：Chapter 6
	 船積みスケジュールを連絡する
	 →船積みスケジュールの繰り上げを要請する
	 Useful  Hints on Effective Business Writ ing
	 (2)　無駄な表現を避ける
第 7 回：Chapter 7
	 新たな船積みスケジュールを連絡する
	 →到着した貨物の損害と一部誤送を連絡する
第 8 回：Chapter 8
	 誤送品の売り抜きを依頼する
	 →相手側の提案を受諾する
第 9 回：Chapter 9
	 市場動向を問い合わせる
	 →市場動向と販売状況を報告する
	 Useful  Hints on Effective Business Writ ing
	 (3)　動詞の選択
第10 回：Chapter 10
	 値下げと一手販売店契約の締結を提案する
	 →新価格に合意し、契約の締結に興味を示す
第11 回：Chapter 11
	 現地に出張し、契約の交渉をする
	 →一手販売店契約の締結に合意する
第12 回：Chapter 12
	 人事異動を連絡する
	 →昇進を祝う
	 Useful  Hints on Effective Business Writ ing
	 (4)　"You-attitude" について
第13 回：Chapter 13
	 取引先を冬季オリンピックに招待する
	 →帰国後礼状を書く
第14 回：Chapter 14
	 対米百万台出荷記念式典を催す
	 →百万台記念式典に出席した礼状を書く
第15 回：Chapter 15
	 ゴルフ会への出席を問い合わせる
	 →ゴルフ会に参加した礼状を書く
	 Useful  Hints on Effective Business Writ ing
	 (5)　結論の位置
	 Notes
	 ビジネス・レターの構成と形式についての予備知識
	 基本用語集

【事前および事後学習の指示】
The above Lesson Plan is  meant  to  identi fy  the specif ic  Units ,  

Lessons,  and Activit ies  from the required Textbooks that  wil l  be 
covered in this  Course.  It  reflects the sequence in which they wil l  
be covered;  i t  does not ,  however,  represent  the precise amount 
of  class t ime that each Unit ,  Lesson,  or  Activity wil l  occupy.I  wil l  
p ro v i d e  y o u  w i t h  a  m o re  d eta i l e d  S y l l a b u s ,  ex p l a i n i n g  s p e c i f i c  
C o u r s e  r e q u i r e m e n t s ,  p o l i c i e s ,  a n d  p r o c e d u r e s ,  a s  w e l l  a s  a 
precise day-to-day schedule of  instruction that wil l  indicate daily  
lesson and homework assignments,  together with the assessment 
criteria and grading formula for  their  Class.

【テキスト】
『The Flow of  International  Business Correspondence』 小西和久

978-4-255-15228-8 朝日出版社

【参考文献】

【コメント】
中 間 試 験、 期 末 試 験 を 授 業 中 に 行 い ま す の で、 学 生 は 日 程 を 確 認 し、 試

験を休まないようにしてください。
また TOEIC & IP テストの受験もしてください。その他 40％評価の対象

とします。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

ファイナンスⅡ　＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
北野　友士

【講義概要】
フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ で は、 家 計 に よ る 意 思 決 定 を 念 頭 に お い て、 フ ァ イ ナ ン

ス理論の基礎を学びました。しかしながら、家計として何かの意思決定を
行 う 際 に は、 実 際 に 選 択 可 能 な 金 融 商 品 は ど れ か、 法 的 な 規 制 は ど う か、
社会保険による保障はどの程度か、など現実の制度的な要因を無視するこ
とはできません。

ファイナンスⅡでは、実際に家計の金融上の意思決定 ( パーソナル・ファ
イ ナ ン シ ャ ル・ プ ラ ン ニ ン グ ) を 行 う 上 で 必 要 な 知 識 を 学 び ま す。 ま た 金
融 機 関 の み な ら ず、 さ ま ざ ま な 分 野 で 評 価 さ れ る FP 技 能 士 の 取 得 に 必 要
な知識を得られます。

【学習目標】
・パーソナル・ファイナンシャル・プランニングの実行に必要な知識を得る。
・ 学 習 で 得 た 知 識 を 活 か し て、 提 案 書 を 作 成 す る こ と で、 実 践 的 な 能 力 を

高める。
・FP( ファイナンシャル・プランナー ) になれる力を身につける。

【講義計画】
第 1 回：ファイナンシャル・プランニング概論
第 2 回：ライフプランニングと資金計画①ライプランニングと社会保険
第 3 回：ライフプランニングと資金計画②年金制度の全体像
第 4 回：リスク管理①保険制度と生命保険
第 5 回：リスク管理②損害保険および第三分野の保険
第 6 回：金融資産運用①金融経済の基礎知識
第 7 回：金融資産運用②金融商品に関する制度
第 8 回：タックスプランニング①税制と所得税
第 9 回：タックスプランニング②個人に関する税制
第10 回：不動産①不動産に関する基礎知識
第11 回：不動産②不動産に関する法令および税制
第12 回：相続・事業承継①相続の基礎知識
第13 回：相続・事業承継②贈与税および事業承継
第14 回：相談業務 ( 実技 ) の内容と提案書の作り方
第15 回：ファイナンスⅡのまとめ

【事前および事後学習の指示】
履 修 前 に フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ の 内 容 を 確 認・ 復 習 し た う え で、 各 回 の 事 前 学

習としてテキストの該当箇所を一読してください。また事後は授業内容と
テキストの該当箇所を確認・復習したうえで、問題演習に取り組んでくだ
さい。そしてぜひ FP 技能検定に挑戦してみてください。

【テキスト】
『FP 技能士 2 級・AFP　最速合格ブック』 家計の総合相談センター

成 美 堂 出 版 毎 年 7 月 頃 に 版 が 変 わ る た め そ の 時 点 で の 最 新 版 を 購 入 し て
ください。

【参考文献】
貝塚啓明・吉野直行・伊藤宏一 ( 編 )(2013)『実学としてのパーソナルファ
イナンス』中央経済社。

【コメント】
・小テスト：90%(web 上で計 6 回 (FP の 6 分野の各終了時 ) 実施 )
・レポート：10%( 提案書作りに関する期末レポート )
※成績評価の方法については、本科目の授業方法が対面授業となるか遠隔

授業となるかを問わず、上記のとおりとします。

【留意事項】
対面授業となる場合、私語は周りに対する迷惑行為であり、感染症対策の観点

からも厳しく対処します。
遠隔授業となる場合、通信環境の不具合による提出遅れは社会に出たら言い訳

になりませんので、必ず余裕をもって取り組むようにしてください。

講　義　名　称 曜　時

文化社会学 [2]　＜秋＞ 月 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
名部　圭一

【講義概要】
1980 年代から 1990 年代にかけての日本における知と文化の移り変わり

を、 そ れ ぞ れ の 時 代 を 代 表 す る 論 者 を 取 り 上 げ な が ら 解 説 す る。80 年 代
に 席 巻 し た ポ ス ト モ ダ ン の 思 想 と 文 化 は、90 年 代 以 降 ど の よ う な か た ち
で 受 け 継 が れ、 ま た ど の よ う な 点 で 変 容 し た の か？ 当 時 の 社 会 状 況 と 関
連づけながら、これらふたつの時代の連続性と断絶を探る。

【学習目標】
・戦後日本社会における文化変容を社会学的観点から理解すること。
・ 少 し 前 の 時 代 と の 比 較 を 通 し て、 現 代 と そ う し た 時 代 の 連 続 性 と 差 異 を

把握すること。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：戦後日本社会を振り返る
第 3 回：ポストモダンとば何か？
第 4 回：脱構築とは何か？
第 5 回：浅田彰 (1)：シラケとノリのダイナミズム
第 6 回：浅田彰 (2)：スキゾ・キッズの逃走論
第 7 回：山崎正和：消費社会の美学
第 8 回：上野千鶴子：記号的消費と差別化
第 9 回：柄谷行人：《他者》と単独性
第10 回：宮台真司 (1)：新人類／オタク研究と島宇宙の共同性
第11 回：宮台真司 (2)：成熟社会とまったり革命
第12 回：大澤真幸：虚構の時代の果て
第13 回：東浩紀：動物化するポストモダン
第14 回：ポストモダンの意味変容：前期ポストとモダンから後期ポストモ

ダンへ
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
日 ご ろ か ら、 新 聞、 雑 誌、 ネ ッ ト な ど で ( サ ブ カ ル チ ャ ー を 含 む ) 文 化

にかかわる記事や情報に接するよう心がけてください。また、本を読んだ
り音楽を聴いたり映画やドラマを見たりする際、それらの作品が何年に発
表されたものなのかを意識するようにしてください。

【テキスト】
教科書の代わりにレジュメと資料を配布する。

【参考文献】
・吉見俊哉『日本近現代史 9 ポスト戦後社会』岩波書店 ( 岩波新書 )
・佐々木敦『ニッポンの思想』講談社 ( 講談社現代新書 )
・仲正昌樹『集中講義！日本の現代思想』ＮＨＫ出版 ( ＮＨＫブックス )
・斎藤美奈子・成田龍一 ( 編著 )『1980 年代』河出書房新社 ( 河出ブックス )
・大澤聡 ( 編著 )『1990 年代論』河出書房新社 ( 河出ブックス )
・宮沢章夫＋ＮＨＫ「ニッポン戦後サブカルチャー史」制作班『ＮＨＫニッ

ポン戦後サブカルチャー史』ＮＨＫ出版

【コメント】
期 末 レ ポ ー ト：70 ％　 課 題 レ ポ ー ト：30 ％　 ※ レ ポ ー ト は い ず れ も

M-Port で提出。
・ 課 題 レ ポ ー ト に は テ ー マ に 即 し た 自 身 の 考 え を 書 い て も ら う。 な お、 課

題 レ ポ ー ト の 点 数 は 出 席 点 で は な い。 提 出 さ れ た レ ポ ー ト が 無 内 容 も し
く は 不 適 切 と 判 断 し た 場 合、 得 点 を 与 え な い の で、 し っ か り と 考 え 内 容
の あ る レ ポ ー ト を 出 す こ と ( 無 内 容 な も の を 提 出 す る ぐ ら い な ら、 出 さ
ない方がまし )。

・	期末レポートは大きめのテーマを与え、1500 ～ 2000 字で書いてもらう。
成 績 評 価 は 厳 し め、 い わ ゆ る「 楽 単 」 や「 カ モ 」 で は な い の で、 覚 悟 し
て履修するように。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

法学 A　05 ＜秋＞ 火 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
薄木　公平

【講義概要】
〔授業の目的・ねらい〕

1 社会生活における法の基礎 ( 作用や役割 ) について理解する。
2 日 本 国 憲 法 の 基 本 原 理、 民 法 お よ び 行 政 法 の 基 礎 に つ い て の 学 び か ら、

ソーシャルワークと法の関わりについて理解する。
3 相 談 援 助 活 動 に お い て 必 要 と な る 成 年 後 見 制 度 ( 後 見 人 等 の 役 割 を 含

む。) について理解する。
4 社会的排除や虐待などの権利侵害や認知症などの日常生活上の支援が必

要 な も の に 対 す る 権 利 擁 護 活 動 の 意 義 と 支 え る 仕 組 み、 権 利 擁 護 活 動 に
関 わ る 組 織、 団 体、 専 門 職、 ま た 権 利 擁 護 活 動 活 動 で 直 面 し う る 法 的 諸
問 題 に つ い て 理 解 す る。 基 本 的 人 権、 権 利 擁 護、 成 年 後 見 制 度 な ど、 社
会 福 祉 士・ 精 神 保 健 福 祉 士 に 必 要 な 内 容 に つ い て 理 解 が 深 ま る よ う 留 意
する。

〔授業全体の内容の概要〕
こ の 講 義 で は、 受 講 者 に 現 代 日 本 法 の 概 観 を 前 提 に、 市 民 の 社 会 生 活 に

関連の深い分野について基礎的な知識を講述する。基本的知識をふまえた
上で、権利擁護のしくみである成年後見制度や権利擁護活動の実際などを
講 義 す る。 以 下、〔 講 義 計 画 〕 に 則 っ て 授 業 を 進 め て い く 予 定 で あ る。 な
お私語は厳禁。その他、受講時の留意事項について最初の授業時に言及す
る。

それを、憲法典を中心に法とは何かという本質的な講義を行う。

【学習目標】
福 祉 に お け る ソ ー シ ャ ル ワ ー ク と 法 ( 日 本 国 憲 法 の 基 本 原 理、 民 法・ 行

政法の理解を含む。) との関わりについて学び、基本的な人権感覚を養う。
基本的知識をふまえた上で、権利擁護の制度として成年後見制度の実際に
つ い て 理 解 す る。 権 利 侵 害 ( 社 会 的 排 除 や 虐 待 な ど ) や 日 常 生 活 上 の 支 援
が 必 要 な 人 ( 認 知 症 の 人 な ど ) に 対 す る 権 利 擁 護 活 動 の 実 際 に つ い て 理 解
する。

【講義計画】
第 1 回：法の基礎：社会生活と法
第 2 回：ソーシャルワークと法の関わり①	 ：憲法の基本原理
第 3 回：ソーシャルワークと法の関わり②	 ：平和主義と基本的人権の尊重
第 4 回：ソーシャルワークと法の関わり③	 ：自由権
第 5 回：ソーシャルワークと法の関わり④	 ：社会権
第 6 回：ソーシャルワークと法の関わり⑤	 ：財産権
第 7 回：ソーシャルワークと法の関わり⑥	 ：三権 ( 立法・行政・司法 ) の

機能
第 8 回：ソーシャルワークと法の関わり⑦	 ：地方行政組織
第 9 回：ソーシャルワークと法の関わり⑧	 ：行政手続き等行政の一般作用
第10 回：ソーシャルワークと法の関わり⑨	 ：民法総則
第11 回：権利擁護の意義と支える仕組み：意思決定支援と権利擁護
第12 回：成年後見制度①：成年後見制度と日常生活自立支援事業
第13 回：成年後見制度②：成年後見制度利用支援事業
第14 回： 権 利 擁 護 に 関 わ る 組 織、 団 体、 専 門 職： 権 利 擁 護 に か か る 組 織・

団体の役割と実際
第15 回：権利擁護活動で直面しうる法的諸問題：権利擁護活動の実際

【事前および事後学習の指示】
参 考 文 献 で 示 し て い る 木 村 先 生、 我 妻 先 生 の 本 は、 読 み も の と し て 法 を

理解するのに大変優れています。できるだけこの 2 冊は、前期のうちに事
前学習として読んでおいてください。

【テキスト】
『大学生のための憲法』 君塚正臣 編

978-4-589-03907-1 法律文化社 2018 年 3 月発行　2,750 円 ( 税込 )

【参考文献】
・木村草太「憲法という希望」講談社新書
・我妻榮「法律における理窟と人情」日本評論社

【コメント】
社 会 福 祉、 社 会 保 障 は 法 律 に 基 づ き 行 わ れ ま す。 法 的 な 基 礎 知 識 が な い

と社会福祉、社会保障の世界に飛び出しても適切な支援はできません。こ
の講義では法の基礎を憲法に軸をおいて横断的に理解していただきたいと
思います。

評価は、課題の提出と内容評価を主として行います。
授業参加状況 ( 積極性等 ) を 15％
講義内で 5 回出題するレポートを 50%
最終講義に行う修了課題を 35％
合計 100％で行います。

【留意事項】
現役の行政書士・社会福祉士が基礎法学を解説する講義である
認定社会福祉士の取得のために行う基礎研修で、法学関係の基礎講義を行って

いる講師が担当する

講　義　名　称 曜　時

法学 B　02＜秋＞ 木 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
小西　みも恵

【講義概要】
社 会 生 活 を 送 っ て い る 以 上、 わ た し た ち は 法 と 無 縁 で あ り え な い。 現 代

社会を生きるために、その基本的枠組みを理解し、とくに民主主義国家で
は、わたしたちがわたしたちのために法を作っているという観点から法の
世界にふれていく。課題をみつけその解決のための知識の習得とその活用
を内容とする。法学Ｂでは、法学Ａを発展させて、多面的・多角的な課題
をあつかう。

【学習目標】
1. 基礎的な法律知識を身につけ、法的な思考力を獲得する
2. 具体的な事例を通して、課題を解決するための多面的・多角的な力を身

につける
3. 国際社会で主体的に生き、平和で民主的な国家及び社会の一員として生

きるために必要な能力を養う

【講義計画】
第 1 回：憲法① ポジティブ・アクション
第 2 回：憲法② 同性婚と憲法
第 3 回：民法① 親子 ( 嫡出子・非嫡出子・養子 )
第 4 回：民法② 近年の家族法改正
第 5 回：刑法① 安楽死と尊厳死
第 6 回：刑法② インターネットにおける表現の自由
第 7 回：刑法③ ドメスティック・バイオレンス
第 8 回：労働法① 職場における◯◯ハラスメント
第 9 回：労働法② 働き方の多様化
第10 回：会社法① 取締役の責任
第11 回：会社法② SDGs と企業の役割
第12 回：金融と法
第13 回：ファイナンスと法
第14 回：イノベーションと法
第15 回：消費者の保護と法

【事前および事後学習の指示】
次 回 の レ ジ ュ メ に 事 前 に 目 を 通 し て お く こ と。 ま た、 授 業 後、 授 業 内 容

を復習すること。

【テキスト】

【参考文献】
村田彰 編『リーガルスタディ 現代法学入門』( 中央経済社、2018 年 )

【コメント】
①授業期間末にレポート課題を課します (25 点 )。
②毎回、小レポート課題を課します ( 各 5 点、15 回 )。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

法学 B　03＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
松田　聰子

【講義概要】
社 会 生 活 を 送 っ て い る 以 上、 わ た し た ち は 法 と 無 縁 で あ り え な い。 現 代

社会を生きるために、その基本的枠組みを理解し、とくに民主主義国家で
は、わたしたちがわたしたちのために法を作っているという観点から法の
世界にふれていく。課題をみつけその解決のための知識の習得とその活用
を内容とする。法学Ｂでは、法学Ａを発展させて、多面的・多角的な課題
をあつかう。

【学習目標】
1. 基礎的な法律知識を身につけ、法的な思考力を獲得する
2. 具体的な事例を通して、課題を解決するための多面的・多角的な力を身

につける
3. 国際社会で主体的に生き、平和で民主的な国家及び社会の一員として生

きるために必要な能力を養う

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス・わが国の法体系と国際法
第 2 回：憲法と刑法①：安楽死 ( 国際比較のなかで )
第 3 回：憲法と刑法②：尊厳死と治療中止
第 4 回：憲法と刑法③：臓器移植、人身売買
第 5 回：憲法と刑法④：親密圏の暴力
第 6 回：憲法と民法①：働く権利・働く義務・雇う自由
第 7 回：憲法と民法②：非嫡出子の地位
第 8 回：憲法と民法③：家族と生殖補助技術
第 9 回：憲法と民法④：LGBT と社会
第10 回：表現の自由と情報化社会
第11 回：二院制 ( 国際比較のなかで )
第12 回：議院内閣制と大統領制 ( 国際比較のなかで )
第13 回：憲法改正手続の比較法
第14 回：憲法と国際社会：国籍・難民と法、平和主義と国際法
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 に 授 業 資 料 や 参 考 文 献 の 該 当 部 分 を 熟 読 し て お く こ と が の ぞ ま し

い。また、授業で不明な点があればノートに書き出し、復習しておくこと。

【テキスト】

【参考文献】
池田真朗編『プレステップ・法学 ( 第 4 版 )』( 弘文堂・2020 年 )
池田真朗他『法の世界へ ( 第 8 版 )』( 有斐閣・2020 年 )
副田隆重他『ライフステージと法 ( 第 8 版 )』( 有斐閣・2020 年 )

【コメント】
◎レポート ( 小論文 )35%・・学期中 1 回実施。
◎ そ の 他・ 小 テ ス ト 50%・・ 毎 回 ( た だ し 第 1 回 と 第 15 回 を 除 く )「 小

テスト」を実施。その平均点 ( 合計点を 13 で除した点数 ) の 50%。なお、
「小テスト」の「テスト実施期間」は「24 時間」。再テストは実施しない。

◎ そ の 他・ コ メ ン ト ま た は 小 課 題 15%・・ 毎 回、 授 業 中 に「 コ メ ン ト 」
または「小課題」の提出。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

法学 B　04＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
松田　聰子

【講義概要】
社 会 生 活 を 送 っ て い る 以 上、 わ た し た ち は 法 と 無 縁 で あ り え な い。 現 代

社会を生きるために、その基本的枠組みを理解し、とくに民主主義国家で
は、わたしたちがわたしたちのために法を作っているという観点から法の
世界にふれていく。課題をみつけその解決のための知識の習得とその活用
を内容とする。法学Ｂでは、法学Ａを発展させて、多面的・多角的な課題
をあつかう。

【学習目標】
1. 基礎的な法律知識を身につけ、法的な思考力を獲得する
2. 具体的な事例を通して、課題を解決するための多面的・多角的な力を身

につける
3. 国際社会で主体的に生き、平和で民主的な国家及び社会の一員として生

きるために必要な能力を養う

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス・わが国の法体系と国際法
第 2 回：憲法と刑法①：安楽死 ( 国際比較のなかで )
第 3 回：憲法と刑法②：尊厳死と治療中止
第 4 回：憲法と刑法③：臓器移植、人身売買
第 5 回：憲法と刑法④：親密圏の暴力
第 6 回：憲法と民法①：働く権利・働く義務・雇う自由
第 7 回：憲法と民法②：非嫡出子の地位
第 8 回：憲法と民法③：家族と生殖補助技術
第 9 回：憲法と民法④：LGBT と社会
第10 回：表現の自由と情報化社会
第11 回：二院制 ( 国際比較のなかで )
第12 回：議院内閣制と大統領制 ( 国際比較のなかで )
第13 回：憲法改正手続の比較法
第14 回：憲法と国際社会：国籍・難民と法、平和主義と国際法
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事 前 に 授 業 資 料 や 参 考 文 献 の 該 当 部 分 を 熟 読 し て お く こ と が の ぞ ま し

い。また、授業で不明な点があればノートに書き出し、復習しておくこと。

【テキスト】

【参考文献】
池田真朗編『プレステップ・法学 ( 第 4 版 )』( 弘文堂・2020 年 )
池田真朗他『法の世界へ ( 第 8 版 )』( 有斐閣・2020 年 )
副田隆重他『ライフステージと法 ( 第 8 版 )』( 有斐閣・2020 年 )

【コメント】
◎レポート ( 小論文 )35%・・学期中 1 回実施。
◎ そ の 他・ 小 テ ス ト 50%・・ 毎 回 ( た だ し 第 1 回 と 第 15 回 を 除 く )「 小

テスト」を実施。その平均点 ( 合計点を 13 で除した点数 ) の 50%。なお、
「小テスト」の「テスト実施期間」は「24 時間」。再テストは実施しない。

◎ そ の 他・ コ メ ン ト ま た は 小 課 題 15%・・ 毎 回、 授 業 中 に「 コ メ ン ト 」
または「小課題」の提出。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

法学 B　05＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
薄木　公平

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 社 会 生 活 に 関 連 の 深 い 分 野 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 を 講 述

し ま す。2 冊 の テ キ ス ト を 用 い な が ら、 前 半 は、 総 論 と し て、 法 を 学 ぶ こ
との意義や法というもの全体像を捉える内容とします。後半は、各論とし
て、現代社会における法の課題についてテキストを用い、その内容やレポー
トを読み解きながら理解を深めていくことを予定しています。受講者数に
よってはゼミのように各自テーマに沿って意見交換も考えているので積極
的に参加し法と生活への基礎理解を深めてもらいたいと考えています。

なお、受講時の留意事項について最初の授業時にお伝えします。

【学習目標】
社 会 生 活、 市 民 生 活 を 行 う に あ た り、 普 段、 法 と い う も の に つ い て 意 識

せずに過ごしていると思われるが、実は密接にかかわっており、安定的な
社会生活を行う上で法の重要性が高まってきていることを意識づけ、つか
み取ることを目標とします。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション・法とは何か
第 2 回：社会生活と法 1
	 法を学ぶということはどういうことか
第 3 回：社会生活と法 2
	 法律の仕組みや全体像をつかむ
第 4 回：社会生活と法 3
	 憲法・民法の学び方
第 5 回：社会生活と法 4
	 刑法・行政法の学び方
第 6 回：社会生活と法 5
	 デジタル社会と法律
第 7 回：社会生活と法 6
	 デジタル社会と法律
第 8 回：社会生活と法 7
	 婚姻制度と法律
第 9 回：社会生活と法 8
	 婚姻制度と法律
第10 回：社会生活と法 9
	 刑法と個人の尊厳
第11 回：社会生活と法 10
	 刑法と個人の尊厳
第12 回：社会生活と法 11
	 死刑制度について
第13 回：社会生活と法 12
	 労働法と格差
第14 回：社会生活と法 13
	 労働法と格差
第15 回：修了課題

【事前および事後学習の指示】
指 示 し た テ キ ス ト は 2 冊 と も 使 用 し ま す。 必 ず 事 前 に ひ と 通 り 目 を 通 し

ておいてください。

【テキスト】
元法制局キャリアが教える 法律を読む技術・学ぶ技術 ( 改定第 4 版 ) 吉田
利宏
9784478112519 ダイヤモンド社 2022 年 4 月 13 日発行　1980 円 ( 税込 )
まだ、法学を知らない君へ : 未来をひらく 13 講 東京大学法学部「現代と法」
委員会
978-4641126367 有斐閣 2022 年 6 月 29 日発行　1980 円 ( 税込 )

【参考文献】

【コメント】
この講義では法の基礎を横断的に理解していただきたいと思います。
評価は、遠隔講義で行うということを前提にしています。
授業参加状況 ( 積極性等 ) を 15％
講義内で 5 回出題するレポートを 50%
最終講義に行う修了課題を 35％
合計 100％で行います。

【留意事項】
現役の行政書士・社会福祉士が基礎法学を解説する講義である
認定社会福祉士の取得のために行う基礎研修で、法学関係の基礎講義を行って

いる講師が担当する

講　義　名　称 曜　時

法学特講 -刑事法特殊講義　＜秋＞ 水 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
福岡　恵太

【講義概要】
刑 法・ 刑 事 訴 訟 法 が 実 際 の 法 的 手 続 に お い て ど の よ う に 適 用 さ れ て い る

のかを学ぶことにより、各法律の理解を深める。

【学習目標】
現 代 社 会 に お け る 様 々 な 犯 罪 行 為 に つ い て、 刑 事 法 に 基 づ き 分 析 す る 力

を身につける。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：刑事事件の流れ
第 3 回：刑法総論 (1)
第 4 回：刑法総論 (2)
第 5 回：刑法総論 (3)
第 6 回：刑法各論 (1)
第 7 回：刑法各論 (2)
第 8 回：刑法各論 (3)
第 9 回：捜査 (1)
第10 回：捜査 (2)
第11 回：捜査 (3)
第12 回：公判 (1)
第13 回：公判 (2)
第14 回：公判 (3)
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
事前学習 30 時間、事後学習 30 時間
授業開始前までに、刑法・刑事訴訟法の基本書を通読する。

【テキスト】
ポケット六法　令和 5 年版 
978-4-641-00922-6 有斐閣

【参考文献】

【コメント】
各講義で出題する課題で評価する。

【留意事項】
現役弁護士が、専門分野において実際に担当した事件等を交えて講義する
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講　義　名　称 曜　時

法学特講 -生活の中の法　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
馬場　巌

【講義概要】
本 講 義 で は、 日 常 生 活 で 関 わ り の あ る 民 法・ 知 的 財 産 権 の 諸 問 題 に つ い

て講義を行います。

【学習目標】
本 講 義 で は、 生 活 を す る 上 で 知 っ て お い て も ら い た い 法 律 の 基 礎 知 識 の

習得を目指します。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
	 なぜ民法や知的財産権を知る必要があるのかについて
第 2 回：権利能力について
	 権利の主体について
第 3 回：権利の客体について ( 有体物と無体物について )
第 4 回：物権的請求権と占有訴権について
第 5 回：不動産の対抗要件と登記について
第 6 回：約定担保物権 ( 質権と抵当権について )
第 7 回：契約の成立について
	 契約の種類について
第 8 回：契約約款・不動産の広告の見方について
第 9 回：借地借家法について
第10 回：相続について
	 遺言と法定相続について①
第11 回：相続について
	 遺言と法定相続について②
第12 回：所有権と著作権の関係について
第13 回： イ ン タ ー ネ ッ ト・SNS で 他 人 の 写 真 を 使 用 す る 場 合 の 問 題 点 に

ついて
第14 回：人格権と人格権とパブリシティ権について
第15 回：この講義のまとめ

【事前および事後学習の指示】
授 業 の 最 後 で 次 回 の 事 前 学 習 の 内 容 を 指 示 し ま す の で、 予 習 を し て く だ

さい。

【テキスト】
初回授業時に指示します

【参考文献】
授業の内容上一冊の本を指定することはできないので、その都度参考文献
を指示します。

【コメント】
授業中の私語は慎んでください。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

簿記　02＜秋集＞ 水 2/ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
中村　勝之

【講義概要】
あ る 意 味、 企 業 は 数 字 の カ タ マ リ で あ る。 そ れ を 統 一 的 に 記 録・ 整 理・

公開する手続きが簿記である。この講義では、日商簿記検定 3 級レベルの
内容を中心にしつつ、簿記の基本構造について概略していく。そして、簿
記の手続きを経て完成する「財務諸表」がどういう利用のされ方をするの
か、この点についても押さえていくことにする。

【学習目標】
・「簿記はパズルである」という感覚をつかむこと。
・ 完 成 し た 簿 記 と い う パ ズ ル は、 読 む 人 に よ っ て さ ま ざ ま な 理 解 の 仕 方 が

あることを理解すること。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 成績評価基準等の提示 )
第 2 回：簿記の基本構造① ( 複式簿記 )
第 3 回：簿記の基本構造② ( 財務諸表の基本 )
第 4 回：仕訳の基本
第 5 回：転記の基本
第 6 回：決算の基本① ( 試算表 )
第 7 回：決算の基本② ( 精算表 )
第 8 回：現金と預金
第 9 回：商品売買① ( 三分法による理解 )
第10 回：商品売買② ( 商品有高帳 )
第11 回：売掛金・買掛金
第12 回：その他の債権債務
第13 回：手形
第14 回：有形固定資産① ( 取得・売却 )
第15 回：有形固定資産② ( 減価償却 )
第16 回：貸倒引当金
第17 回：資本の処理
第18 回：収益と費用
第19 回：税金の処理
第20 回：伝票による処理
第21 回：決算① ( 試算表 )
第22 回：決算② ( 決算整理 )
第23 回：決算③ ( 精算表 )
第24 回：第 1 回実践演習 ( 仕訳の問題 )
第25 回：第 2 回実践演習 ( 補助簿や伝票の問題 )
第26 回：第 3 回実践演習 ( 試算表の問題 )
第27 回：第 4 回実践演習 ( 精算表の問題 )
第28 回：経営分析① ( 安全性指標 )
第29 回：経営分析② ( 収益性指標 )
第30 回：期末試験とまとめ

【事前および事後学習の指示】
・事前学習に関して特段の指示はしない。
・ 私 が ど ん な 講 義 を 担 当 し て も、 受 講 生 に 求 め る レ ベ ル の 高 さ は 変 わ ら な

い。そのあたりを重々覚悟して事後学習に励むこと。

【テキスト】
検定簿記講義 3 級 2023 年度版 渡部裕亘・片山覚・北村敬子 ( 編著 )
9784502845635 中央経済社 
検定簿記ワークブック 3 級 渡部裕亘・片山覚・北村敬子 ( 編著 )
中央経済社

【参考文献】
適宜指示する。

【コメント】
・コースワーク〔小レポート〕(100 点満点 )
・実践演習 (100 点満点 )
・期末試験 (100 点満点 )
①上記 3 つの指標から評点を計算。
②上記 3 つの指標と各指標の平均点から、加点措置を決定。
③評点と加点措置の合計が 60 点以上の受講生に単位を認定する。
※遠隔授業になった場合、「コースワーク」は「小レポート」に、「期末試

験」は「期末大レポート」にそれぞれ切り替える。

【留意事項】
担当者の準備や受講生の動向によって【授業計画】は変更することがある。
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講　義　名　称 曜　時

保険論［2］　＜秋＞ 火 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
岡田　太志

【講義概要】
第 4 次 産 業 革 命、 Ａ I 革 命 と も 呼 称 さ れ る 社 会 的 経 済 的 潮 流 の 下、 保 険

業もその例外ではなく、世界的に一大変革期を迎え、これまで成功を約束
してきたビジネスモデルの転換が強く迫られています。講義では、保険業
の概要を確認した後、保険にかかわる多様な現象を理論的実証的に解説し、
同時に、保険利用者がもつリスク保障ニーズの充足という観点を中心に据
えながら、保険業の現代的課題について考究します。講義では、皆さんと
ともに、保険の利用可能性と保険業の将来像について考えます。

【学習目標】
学習 ( 到達 ) 目標は以下のとおりです。

(1) 保険と保険制度の基本を理解できる。
(2) 保険産業の基本を理解できる。
(3) 保険の利用可能性を理解できす。
(4) 保険に関わる諸問題を洞察し分析できる。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
	 (1) リスクとは
	 (2) リスク保障とは
	 (3) 保険とは
第 2 回：保険業の概要
	 (1) わが国損害保険業の概要
	 (2) わが国生命保険業の概要
第 3 回：［ I ］保険制度　1．危険に対する経済準備
第 4 回：2．多数経済主体の結合
第 5 回：3．共通準備の形成
第 6 回：4．合理的な拠出
	 5．経済制度としての保険
第 7 回：［ II  ] 保険の歴史　1．保険史研究の意義
	 2．海上保険の生成
第 8 回：3．火災保険の生成
	 4．生命保険の生成
第 9 回：5．日本における保険の生成
	 6．近代保険の歴史性
第10 回：［ II I  ］保険市場　1．保険需要
	 2．保険企業の行動原理
第11 回：3．保険料率競争
	 4．保険料率カルテルと非料率競争
第12 回：5．日本における保険料率規制
	 6．金融ビッグバンと保険産業
第13 回：［ IV ］保険金融  1．保険金融の意義 
	 2．保険資金の形成
	 3．保険金融の現状と推移
	 4．保険金融の規制
第14 回：［ V ］第 4 次産業革命と保険産業
	 1．保険産業におけるイノベーションのジレンマ
	 2．相互会社の性格－現状と将来－
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
保 険 論 は 極 め て 学 際 的 な 学 問 分 野 で す。 そ の た め、 経 済 学、 統 計 学、 経

営学、会計学、民法、商法といった科目の基本を積極的に学習していかれ
ることをお勧めします。テキストは特に指定しません。必要に応じて資料
とレジュメを事前に配布します。事前学習としては、それらを参考に予習
し (60 分程度 )、事後学習としては、それらを参考に復習してください (60
分程度 )。

【テキスト】

【参考文献】
水島一也『現代保険経済［第 8 版］』( 千倉書房、2006)。
田 村 祐 一 郎 / 高 尾 厚 / 岡 田 太 志 編 著『 保 険 制 度 の 新 潮 流 』( 千 倉 書 房、
2008)。
高尾厚『保険構造論』( 千倉書房、1991)。
他の参考文献については、適宜授業の中で指示する。
資料、レジュメを適宜配布する。

【コメント】
授業中試験とレポートを総合して成績評価します。
状況により、レポ―トに切り替えます。
その場合には、M-Port を通じて周知します。

【留意事項】
授業は対面式です。大学の指示に応じて、Zoom による遠隔講義となる可能性

があります。

講　義　名　称 曜　時

マクロ経済学　03＜秋集＞ 月 1/ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
井田　大輔

【講義概要】
こ の 講 義 で は、 マ ク ロ 経 済 学 の 基 礎 理 論 を 勉 強 し ま す。 マ ク ロ 経 済 学 で

は以下のような問題を考えます。経済はどのような要因で成長するのだろ
うか。失業はどうして発生するのか。好況・不況を生みだすメカニズムは
なんだろうか。経済が安定的に成長する経済政策はどのようなものなのか。
これらの問題に解答を与えていくことがマクロ経済学の役割です。現実の
経済問題を考えるうえで、マクロ経済学は有用な分析ツールの 1 つになり
ます。

【学習目標】
こ の 講 義 は、 上 述 の よ う に、 マ ク ロ 経 済 学 の 基 礎 理 論 を 勉 強 し ま す。 講

義を通じてマクロ経済学の内容を理解し、現実の経済問題を考える上での
一つの分析ツールとして学生の皆さんに使ってもらえるような講義にした
いと思います。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス ( 講義計画、成績評価方法、マクロ経済学の講義内容

の説明など )
第 2 回：経済主体と市場
第 3 回：GDP と物価 (1):GDP の定義
第 4 回：GDP と物価 (2)：物価とは
第 5 回：GDP と物価 (3)：景気循環
第 6 回：経済モデルとは
第 7 回：GDP の決定 (1)：45 度線分析 ( モデルの説明と有効需要の原理 )
第 8 回：GDP の決定 (2)：45 度線分析 ( 政府支出乗数と租税乗数 )
第 9 回：GDP の決定 (3)：45 度線分析 ( 比例税の導入 )
第10 回：貨幣市場 (1)：貨幣需要
第11 回：貨幣市場 (2)：貨幣供給
第12 回：IS -LM 分析 (1)：IS 曲線の導出
第13 回：IS -LM 分析 (2)：LM 曲線の導出
第14 回：IS -LM 分析 (3)：財政金融政策の効果
第15 回：AD-AS 分析 (1)：AD 曲線と AS 曲線の導出
第16 回：AD-AS 分析 (2)：AD － AS 分析におけるマクロ経済政策の効果
第17 回：物価の経済学：インフレ・デフレのコスト
第18 回：マクロ経済政策の有効性 (1)：古典派とケインズ派
第19 回： マクロ経済政策の有効性 (2)：フ ィ リ ッ プ ス 曲 線 と 自 然 失 業 率 仮

説
第20 回： マクロ経済政策の有効性 (3)：合 理 的 期 待 形 成 仮 説 と ル ー カ ス 批

判
第21 回：新しいマクロ経済学へ：RBC からニューケインジアンへ
第22 回：IS -MP 分析 (1)：IS 曲線と MP 曲線の導出
第23 回：IS -MP 分析 (2)：マクロ経済政策の効果
第24 回：経済成長理論入門 (1)：トレンド ( 成長 ) とサイクル ( 循環 )
第25 回：経済成長理論入門 (2)：新古典派成長理論
第26 回：国際マクロ経済学 (1)：基礎的な概念や用語の説明
第27 回： 国際マクロ経済学 (2)：為 替 レ ー ト 決 定 理 論 ( 購 買 力 平 価 と 金 利

平価を中心に )
第28 回：国際マクロ経済学 (3)：マンデル＝フレミングモデル入門
第29 回：国際マクロ経済学 (4)：開放経済における財政・金融政策の効果
第30 回：まとめと今後の学習について

【事前および事後学習の指示】
授 業 で は 数 学 を 積 極 的 に 使 用 し ま す。 講 義 で 必 要 な 数 学 に つ い て は 準 備

しますが、苦手な人はしっかりと復習することが求められます。勉強は積
み重ねです。コツコツ毎回の授業に出ないと絶対苦労するので、自分のた
め に 粘 り 強 く 授 業 に 向 き 合 っ て く れ る 真 面 目 な 受 講 生 の み を 歓 迎 し ま す。
経 済 基 礎 A と B の 復 習 を 履 修 前 に し っ か り と 行 っ て お く と い い と 思 い ま
す。 本 講 義 を 通 じ て、「 自 発 的 に 」 成 長 し た い 学 生 さ ん は ぜ ひ 受 講 し て く
ださい。

【テキスト】
使用しません。講義資料を配布します。

【参考文献】
小 田 信 之・ 永 幡 崇 (2005)「 金 融 政 策 ル ー ル と 中 央 銀 行 の 政 策 運 営 」 日 銀
レビュー 2005-J-13
北坂真一 (2003) 『マクロ経済学・ベーシック』有斐閣
平口良司・稲葉大 (2020) 『マクロ経済学 ( 新版 )』有斐閣

【コメント】
1) 到達目標に対応する 12 回の小テスト (50%) の提出回数と答案の内容、

2) 大 レ ポ ー ト (50%) の 内 容、 こ の 二 点 を 総 合 的 に 評 価 し て 成 績 を 算 出 し
ます。
※ な お、 対 面 授 業 お よ び ( 必 要 な 際 に 実 施 す る )Zoom 等 に よ る ラ イ ブ 授

業 の 両 方 に お い て 出 席 に 対 す る 加 点 は あ り ま せ ん。 授 業 形 態 お よ び 成 績
評 価 が 変 更 さ れ る よ う な 緊 急 の 場 合 に つ い て は、M-Port 等 で 必 要 に 応
じて速やかにアナウンスします。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

マクロ経済学　04＜秋集＞ 火 3/ 金 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
上ノ山　賢一

【講義概要】
マ ク ロ 経 済 学 は、 主 に 経 済 成 長 な ど を 扱 う 長 期 分 析 と 景 気 変 動 を 扱 う 短

期 分 析 の 二 つ に 分 け る こ と が で き ま す。 本 講 義 で は、 短 期 分 析 を 中 心 に、
好景気・不景気がなぜ起こるのか、失業や不景気への対策として経済政策
はどのような効果があるのかなどの問題について理解するための基礎モデ
ルを紹介します。また、これらのモデルをもとに現在の日本経済の状況に
ついて考察します。

【学習目標】
こ の 講 義 で は、 マ ク ロ 経 済 の 基 本 的 な 仕 組 み を 理 解 し、 財 政・ 金 融 政 策

の効果や経済ショックの後に起こるマクロ経済の変化について説明できる
ようになることを目指します。また、それらの知識を基に日本経済の現状
を分析・考察できる力を身に付けることを目標とします。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション：講義の計画、マクロ経済学の概要の把握
第 2 回：国内総生産 (GDP) の概念：GDP の定義と集計
第 3 回：三面等価の原則
第 4 回：物価指数：名目 GDP、実質 GDP、GDP デフレータ
第 5 回：	3 つのマクロ変数と 3 つの市場：「GDP、金利、物価」と「財市場、

金融資産市場、労働市場」の関係
第 6 回： 家 計 の 消 費 需要：短期の消費関数 ( 基礎消費、限界消費、 平 均 消

費の概念 )
第 7 回：財市場の均衡：45 度線モデルと有効需要の原理に基づく GDP の

決定
第 8 回：乗数効果：投資乗数、政府支出乗数の経済的意味
第 9 回：租税乗数と均衡予算乗数の定理
第10 回：インフレギャップとデフレギャップ：経済政策の適正な規模
第11 回：金融資産市場：金融資産市場の概要と貨幣の 3 つの機能
第12 回：	マネーストックと金融政策：マネーストックの定義、オペレーショ

ン ( 公開市場操作 ) の仕組み
第13 回：貨幣需要：貨幣の取引需要と資産需要
第14 回：金融資産市場の均衡：貨幣の需給均衡と債券の需給均衡を通じた

金利決定メカニズム
第15 回：IS － LM モデル (1)：IS 曲線の導出
第16 回：IS － LM モデル (2)：LM 曲線の導出
第17 回：IS － LM モデル (3)：財政政策の効果、金融政策の効果
第18 回：ここまでのまとめ ( 授業内レポート 1)
第19 回：為替レートについて
第20 回：AD － AS モデル (1)：財市場と金融資産市場の均衡と物価
第21 回：AD － AS モデル (2)：労働市場の均衡
第22 回：AD － AS モデル (3)：政策の効果
第23 回：フィリップス曲線と自然失業率仮説：予想物価上昇率と失業率の

変化
第24 回： オ ー ク ン の 法 則 と 修 正 フ ィ リ ッ プ ス 曲 線： イ ン フ レ AS 曲 線 の 導

出
第25 回：テイラールール：目標物価上昇率を通じた実質金利の調整
第26 回：インフレ AD 曲線
第27 回：インフレ AD-AS モデル (1)：モデルの概要
第28 回：インフレ AD-AS モデル (2)：経済政策の影響
第29 回：日本の財政・金融政策の現状
第30 回：後半のまとめ ( 授業内レポート 2)

【事前および事後学習の指示】
こ の 講 義 で は、 数 式 を 使 用 し ま す。 そ の 都 度 説 明 を し ま す が、 数 学 や 計

算が苦手な方は授業で提示された練習問題を必ず自分で解くようにして下
さい。毎回の授業の内容は連続していますので、事前学習として毎回の授
業資料の内容確認、事後学習として練習問題や課題への取り組みを通じた
復習を心掛けて下さい。

【テキスト】

【参考文献】
齊藤誠・岩本康志・太田聰一・柴田章久「マクロ経済学」有斐閣 (2016)
木村正信「マクロ経済学入門」創成社 (2014)

【コメント】
授 業 内 容 の 確 認 を 前 提 と し た 課 題 ( 計 算 問 題 を 含 む ) を 小 レ ポ ー ト と し

て、M-Port より複数回設定します。回答内容を評価の 10％とし、小レポー
ト の 提 出 状 況 を 授 業 へ の 参 加 姿 勢 と し て 評 価 の 10 ％ と し ま す。 ま た、 授
業の内容を前半と後半の 2 パートに分け、前半が終了した時点で筆記の中
間試験を実施します。また、授業の最後に後半の内容を範囲とする筆記の
期末試験を実施します。中間・期末試験をそれぞれ評価の 40％とします。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

マス・コミュニケーション論　03＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
王　レイビ

【講義概要】
我々は新聞、ラジオ、映画、テレビ、インターネットといったコミュニケー

ション・ツールが当たり前な時代を生きている。絶えずに大量の情報に露
出され続け、大勢の人々とつながる ( つながろうとする ) 現代の感覚は我々
にあまりにも馴染み深く、ゆえに、その感覚が不思議に見える時代があっ
たことを忘れがちである。本講義では、社会学の知見を中心に「マス・コミュ
ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 歴 史 と 変 遷 を 考 察 し、 現 代 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (SNS
やアイドル、ドラマ、アニメ文化など ) に対するリテラシーと理解を促す。

大 勢 の 人 々 と 大 量 の 情 報 を 同 時 的 に つ な ぐ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン・ ツ ー ル
がいかなる歴史的な背景から生まれたのか。また、そうしたツールが人々
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 感 覚 を ど う 決 定 的 に 変 え た の か。 あ る い
は、我々がどのようにそのツールを使ってきたのか。これらの問いを一つ
一つ丁寧に歴史から紐解いて行くことによって、我々のメディアを用いた
コミュニケーションを省察的に振り返ることが本講義の目的である。

【学習目標】
我 々 が 日 常 的 に 接 し て い る「 マ ス・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 成 り 立 ち や

背景を知ることによって、現代におけるメディアとコミュニケーション文
化に対する学生の理解を深め、それらに対する批判的な思考力を身につけ
る。なお、本講義は「マス・コミュニケーション」の歴史とがメインであ
るため、各コミュニケーション・ツールの実務状況やその事例については
深く扱わない。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス：メディアの定義とメディア史
第 2 回：メディアの影響力は強いのか？
第 3 回：メディアは個人にどのように影響するのか？
第 4 回：再びメディアの影響力へ―新強力効果説 ( 前編 )
第 5 回：長いスパンで見れば―新強力効果説 ( 後編 )
第 6 回：メディアはメッセージである
第 7 回：メディアと社会との関係―カルチュラル・スタディーズ
第 8 回：最後の国民メディア―テレビが「一億総白痴化」をもたらしたか
第 9 回：テレビ ( ビデオ ) と趣味―アニメ、ドラマ
第10 回：ジャーナリズムの「理想」とは？―コーヒーハウスと市民社会
第11 回：写真、映画の誕生と大衆社会
第12 回：「英会話」からラジオを考える
第13 回：ＳＮＳのメディア論
第14 回：文字の文化、本、書店
第15 回：フィードバック及び講義のまとめ

【事前および事後学習の指示】
な る べ く 講 義 で 全 て の 話 が で き る よ う に す る が、 時 間 的 な 制 約 上、 ど う

しても説明不足な箇所が出てくるかもしれない。講義でわからなかった箇
所は、M-port の Q ＆ A 機能を積極的に利用してもらいたい。

【テキスト】

【参考文献】
佐藤卓己 (2018)『現代メディア史　新版』岩波書店
吉見俊哉 (2016)『メディア文化論：メディアを学ぶ人のための 15 話　改
訂版』有斐閣アルマ

※上記のテキストを基本的な参考文献とするが、講義の進行に応じて追加
的な参考文献を適宜提示する。

【コメント】
レ ポ ー ト は、 書 評 課 題、 お よ び 出 さ れ た 記 述 問 題 へ の 回 答 よ っ て 構 成 す

べきである。
なお、毎回授業後に M-port の Q ＆ A 機能を利用して感想または質問を

書いてもらうこと。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

マス・コミュニケーション論　04＜秋＞ 金 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
石田　あゆう

【講義概要】
「 マ ス・ コ ミ ュ ニ ケ ーション」とは、「マスコミ」の略称が定着 し て い る

の で、 情 報 伝 達 機 関 ( 各 種 メ デ ィ ア ) と 同 義 だ と 考 え る 人 は 多 い だ ろ う。
だがなぜ「マスコミ」という言葉はそうしたメディア一般を意味するのだ
ろうか。

一 方 で、 個 人 間 の メ デ ィ ア を 介 し た や り と り で あ る パ ー ソ ナ ル・ コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン と、「 マ ス コ ミ 」 は 何 が 違 う の だ ろ う か。 本 講 義 で は 上 記 の
点 を ふ ま え、「 マ ス・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 と は 何 か と い う 基 礎 的・ 専 門
的な知識を学ぶ。

【学習目標】
本 講 義 で は、 現 代 社 会 に 不 可 欠 な マ ス メ デ ィ ア を 介 し た コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 特 徴 と は 何 か に つ い て 学 ぶ。「 マ ス・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を 理
解するための基礎的知識とその問題点についての知識を身につける。

内 容 は、 第 一 に、 マ ス・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 理 想 的 形 態 ( 規 範 ) と は
何かについて、第二に、マス・コミュニケーション研究が誕生した歴史的・
社会的背景について、第三に今日の「マスコミ」の課題とは何かについて
の考察となる。現代社会の一人一人は「マス・コミュニケーション」の担
い手としての役割と責任があることを理解してもらいたい。

【講義計画】
第 1 回：「マス・コミュニケーション」とは何か：その基礎となる考え方
第 2 回：「マス・コミュニケーション」の社会的役割
第 3 回：「世論」が動かす社会について
第 4 回：インターネットの中の「声」
第 5 回：市民社会の登場とメディア
第 6 回：「新聞」というメディアを考える
第 7 回：読書をするといいことがある？：近代的読書論
第 8 回：声に出して「読む」VS 黙って「読む」：音読文化と黙読文化
第 9 回：一人で本を読んでいないで、街に出る：デモというマス・コミュ

ニケーション
第10 回：｢ 日本人」という固定的イメージーマスコミとステレオタイプ
第11 回：マス・メディアの役割と世論操作という問題
第12 回：メディアの社会的統合機能論―マス・コミュニケーション研究の

系譜
第13 回：テレビ視聴についての研究―映像文化との関わり
第14 回：どうしてそうなる！？受け手の勝手でしょ：マス・コミュニケー

ションの受け手研究の紹介
第15 回：まとめ―メディアの持つ影響力 ( 効果 ) の考え方

【事前および事後学習の指示】
予習 30 分、復習 30 分
他、レポート課題への取り組み

【テキスト】

【参考文献】
佐藤卓己『新版　現代メディア史』岩波テキストブックス、2018 年
井上俊、伊藤公雄編『新版メディア・情報・消費社会 ( 社会学ベーシック
ス 6)』世界思想社、 2009 年

【コメント】
・ 講 義 中 に コ メ ン ト・ ペ ー パ ー の 提 出 を 求 め る こ と が あ る が、 出 席 点 と し

ては加味しない。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

ミクロ経済学　03＜秋集＞ 土 3/ 土 4

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( オンデマンド型 )
矢根　眞二

【講義概要】
●ミクロ経済学の基本概念やモデルの使い方を学ぶ入門授業で、今後の各

自 の 専 門 分 野 や デ ー タ 分 析 に 適 用 で き る「 モ デ ル 思 考 」 の 養 成 が 目 的 で
す。

● そ の た め に は 前 後 半 2 回 の オ ン ラ イ ン 試 験 の た め の 各 10 回 程 度 の ( 指
定期間内は繰り返し受験可能な 5 問 5 分の本学 Moodle 上のオンライン )
ク イ ズ を 反 復 練 習 す る 必 要 が あ り ま す か ら、 自 主 自 律 的 に 自 分 の ペ ー ス
で効率的に学習できる大人の受講生を歓迎します。

【学習目標】
第 1 に、 自 身 で 問 題 練 習 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て， 標 準 的 な ミ ク ロ モ デ

ルの理解と精緻な論理力を修得することです。
第 2 に、 そ の 知 識 と 技 術 を も っ て、 他 の 経 済 学 部 の 専 門 科 目 や 経 済 関 連

文献を体系的に読める読解力を習得することです。

【講義計画】
第 1 回：初回の履修情報と効率的な学習法：本学 Moodle へのアクセス確

認
― 週 2 回 の 本 授 業 で は す ぐ に ク イ ズ が 始 ま る た め、 初 手 ( お よ び

その情報 ) が最重要です。
1．本授業の教材 ( スライド・録画説明・Zoom リンク・Q&A・

ク イ ズ・ 試 験 等 ) は、 す べ て (M-Port で は な く )Moodle 上
にありますから、

2.(M-Port に 通 知 さ れ た 登 録 キ ー を 使 っ て ) 本 学 Moodle 上 に
アクセスし、

3． 今 年 度 の 評 価 基 準・ ク イ ズ の 利 用 法・ 教 材 お よ び 授 業 の 活
用法について学習するので、

4．必ず最初に ( リアルタイム・オンデマンドを問わず ) チェッ
クして学習計画を立てて下さい。

第 2 回：合理的経済人 ( ホモエコノミカス ) とセルフコントロール
第 3 回：ミクロ経済学の舞台・役者・評価と論理
第 4 回：ゲーム理論の基礎と応用範囲
第 5 回：戦略形と展開形
第 6 回：対立と協調のインセンティブ 1：4 種のゲームの識別
第 7 回：対立と協調のインセンティブ 2：利得構造の重要性
第 8 回：静学ゲームのナッシュ均衡 1：最適反応戦略
第 9 回：静学ゲームのナッシュ均衡 2：瀬戸際戦略とチキンゲーム
第10 回：キューバ危機とオンライン模擬テスト (BQ)1
第11 回：外部性と囚人のジレンマ
第12 回：公共財・共有資源と囚人のジレンマ・共有地の悲劇
第13 回： 戦 略 的 相 互 依 存 関 係 と 経 済 問 題 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン と フ ィ ー ド

バック
第14 回：コミットメントと授業内試験 1
第15 回：戦略的相互依存関係と経済問題の総括
第16 回：独立した合理的経済人と競争の自由な市場
第17 回：実習：直線のグラフと 2 直線の交点
第18 回：消費者行動と需要曲線の定義
第19 回：需要曲線のシフトと余剰の変化
第20 回：価格弾力性の定義と求め方
第21 回：弾力性とビジネス
第22 回：供給曲線と企業の意思決定
第23 回：生産者余剰と供給曲線のシフト
第24 回：競争市場の「神の見えざる手」
第25 回：「神の見えざる手」による予測
第26 回：価格支配力とオンライン模擬テスト (BQ)2
第27 回：政府の失敗と効率化原則
第28 回：独占価格と授業内試験 2
第29 回：消費者・生産者の行動と部分均衡分分析の総括
第30 回：全授業総括と質疑・ディスカッション・フィードバック：講カモ

にならずカモも釣らず？

【事前および事後学習の指示】
特 に 20 回 の 反 復・ 正 答 参 照 可 能 な オ ン ラ イ ン 問 題 練 習 で 正 答 率 連 続

100% を達成していれば、成績評価のほぼ 4 割を占めるクイズ合計点を確
保できるだけでなく、類題から成る試験の得点も高くなりますから、必ず
期間内に問題練習する習慣が最も重要です。

【テキスト】

【参考文献】
講義内容は、神取道宏 (14)『ミクロ経済学の力』日本評論社のような標準
的 な テ キ ス ト の ( 内 容 を 事 前 に 必 要 な 知 識 軽 減 の た め ) 進 行 順 序 を 反 転 さ
せていますから、もしわかりにくければ参考にして下さい。特にデータ分
析 に 関 心 の あ る 方 に は、 レ ヴ ィ ッ ト (18)『 ミ ク ロ 経 済 学 』kindle 版 が 有
用かもしれません。

【コメント】
― オ ン ラ イ ン で の ( 時 間 厳 守 1 回 限 り の ) 試 験 1 ＆ 2 60 点 と ク イ ズ 合 計

40 点の計 100 点がベースで、出席点はありません (60 点以上が合格 )
― た だ し、 授 業 中 の 有 意 義 な 質 問・ 指 摘 や 模 擬 試 験 (BQ) 等 を 加 点 す る 場

合もあります
― 試験の ( 公認欠席届なしの ) 未受験は 0 点となります

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

民俗学 B　＜秋＞ 木 3

【教員名称】		 	 	 	 　　�
大野　啓

【講義概要】
民 俗 学 の 具 体 的 な 事 例 研 究 に つ い て、 い く つ か の テ ー マ を 設 定 し、 解 説

する。その際に、伝統的な民俗学での理解と現時点での民俗学での解釈の
差などについても解説をしていく。

【学習目標】
1. 講義中に解説した用語を理解すること
2. 講義の内容を理解して説明することができること
3. 民俗学がどのような学問的特性を有しているのかを講義中のテーマから

考えることができる

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス―民俗学とはどのような学問なのか
第 2 回：葬送儀礼の形式の変化
第 3 回：儀礼の意味‐共同体からみた意味と家族からみた意味
第 4 回：葬送の簡略化と社会の変容
第 5 回：伝統的な家‐多様な家の形態
第 6 回：近代の家制度と家
第 7 回：近代家族の生成と家
第 8 回：家の変容と社会・文化
第 9 回：民俗学における家研究の可能性
第10 回：年中行事と社会
第11 回：正月儀礼について
第12 回：旧暦の正月から新暦の正月へ 1 生活の在り方と暦の意味
第13 回：旧暦の正月から新暦の正月へ 2 「近代家族」と共同体の葛藤
第14 回：生活文化としての正月
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
講義中に指示した参考文献などに目を通すこと。
ま た、 講 義 内 容 で 理 解 で き な い 用 語 な ど が あ る 場 合 に は、『 日 本 民 俗 大

辞典』などで調べること。

【テキスト】

【参考文献】
市川秀之／中野紀和ら著『はじめて学ぶ民俗学』ミネルヴァ書房
八木透編『新・民俗学を学ぶ』昭和堂

【コメント】
テ ー マ ご と に レ ポ ー ト の 提 出 を 求 め る。 な お、 講 義 ご と に 授 業 内 容 に 関

する質問を行なうので、それに回答すること。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

メディア・コミュニケーション論　＜秋＞ 月 1

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( 同時双方向型 )
岩田　考

【講義概要】
現 在、 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア の 普 及 な ど 私 た ち を 取 り 巻 く メ デ ィ ア 環 境 は

大きく変化しています。そのような中で、私たちのコミュニケーションや
対人関係のあり方も変容しつつあります。本講義では、現代社会における
メディア状況を把握し、「メディアを介したコミュニケーション」の特質を、
身近なメディア利用などを題材にして社会学的に考えます。

な お、 講 義 を 聴 い て い な い と 単 位 修 得 は 難 し い た め、 就 職 活 動 な ど で 欠
席 が 多 く な る こ と が 予 想 さ れ る 学 生 は 注 意 し て 履 修 し て く だ さ い。 ま た、
何らかの配慮を必要とする場合には、講義が開始してからなるべく早い時
期に相談するようにしてください。

【学習目標】
メ デ ィ ア を 介 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 社 会 学 的 な 理 解 を 深 め る

こと。また、そのような理解に基づいて、メディアや、コミュニケーショ
ン、対人関係に関わる身近な社会現象を社会学的な観点から考察できるよ
うになることを目指します。なお、講義でとりあげる社会現象や映像資料
によって講義の順序などを変更する場合があります。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション：メディアとは何か
第 2 回： 友 人 関 係 と メ デ ィ ア (1)： 多 く の 人 と つ な が っ て い る の に な ぜ 孤

独なのか？
第 3 回：友人関係とメディア (2)：映像から考える友人関係
第 4 回：友人関係とメディア (3)：友人関係とメディア利用
第 5 回：友人関係とメディア (4)：友人関係の変容とゆくえ
第 6 回：恋愛とメディア (1)：「恋愛離れ」は本当か？
第 7 回：恋愛とメディア (2)：恋愛とメディア利用
第 8 回：恋愛とメディア (3) 恋愛のゆくえ：親密性の変容
第 9 回： マ ス メ デ ィ ア の 影 響 と そ の 変 容 (1)： マ ス メ デ ィ ア に 人 は ど の 程

度影響を受けるのか？
第10 回：マスメディアの影響とその変容 (2)：マスメディアの効果
第11 回： マ ス メ デ ィ ア の 影 響 と そ の 変 容 (3)： メ デ ィ ア と 社 会 の 関 係 性 の

とらえ方
第12 回： メ デ ィ ア の 変 容 と 公 共 性 (1)： イ ン タ ー ネ ッ ト は 社 会 を 分 断 す る

のか？
第13 回： メ デ ィ ア の 変 容 と 公 共 性 (2)： 社 会 関 係 資 本 論 か ら み た メ デ ィ ア

の変容
第14 回：メディアの変容と公共性 (3)：インターネット利用と排外主義
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
講 義 は 1 回 ご と に 完 結 し た 内 容 に な っ て い ま す が、 各 回 は 相 互 に 関 連 し

ています。準備学習として、配布したプリントで次回講義までに復習をし
てください。また、事後学習として、講義中に紹介する参考文献等を読み
理解を深めてください。

【テキスト】

【参考文献】
橋元良明編 2008『メディア・コミュニケーション学』大修館書店
松 田 美 佐 ほ か 編 2014『 ケ ー タ イ の 2000 年 代 : 成 熟 す る モ バ イ ル 社 会 』
東京大学出版会
竹内郁郎・橋元良明・児島和人 2005『新版 メディア・コミュニケーショ
ン論Ⅰ・Ⅱ』北樹出版
辻大介編 2021『ネット社会と民主主義』有斐閣
辻 大 介・ 是 永 論・ 関 谷 直 也 2014『 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 を つ か む 』 有 斐
閣
辻泉・南田勝也・土橋臣吾 2018『メディア社会論』有斐閣
吉 見 俊 哉 編 2012『 メ デ ィ ア 文 化 論 - メ デ ィ ア を 学 ぶ 人 の た め の 15 話 改
訂版』有斐閣
※その他の参考文献は講義中に紹介します。

【コメント】
①レポートは、800 字程度の論述課題を 2 つ出題する (60％ )。

な お、 論 述 課 題 の 内 容 は、 第 10 回 の 授 業 以 降 に M-Port を 通 じ て 提 示。
M-Port から提出。
②その他は、各領域終了後に行う小テストおよび授業内容に関する課題 ( 感

想 )( 計 40%)
小 テ ス ト は 4 回 実 施 予 定 (20%)。 課 題 に つ い て も 4 回 程 度 実 施 予 定

(20％ )。
どちらも M-Port を通じて提出。

【留意事項】
シンクタンクでの調査業務の経験もふまえ授業を行う
マスメディアでの業務の経験もふまえ授業を行う
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講　義　名　称 曜　時

メディア史　＜秋＞ 金 3

【教員名称】		 	 	 遠隔授業 ( 同時双方向型 )
長﨑　励朗

【講義概要】
現 在、「 メ デ ィ ア 」 と 言 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト や テ レ ビ が 想 起 さ れ る こ と

が 多 い。 し か し、 そ も そ も media と い う 単 語 が「 中 間 」 や「 媒 介 」 を 意
味する「medium」の複数形であることからも分かるように、情報伝達の
た め に 用 い ら れ る も の は 本 来、 す べ て メ デ ィ ア で あ り う る。 本 講 義 で は、
こうした認識に基づいて様々なメディアの歴史を学ぶとともに、それが社
会にどのような影響を与えたか、あるいは逆にどのような社会がそうした
技術を求めたのかを考察する。

【学習目標】
メディアについて思考するための基本的な理論枠組みを学んでもらう。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：メディアとは何か？―広報・広告・プロパガンダ、そして教育
第 3 回：メディア論の系譜
第 4 回：書籍というメディア―焚書が持つ意味
第 5 回：新聞というメディア―新聞は「権力の番犬」か？
第 6 回：写真と観光のメディア史
第 7 回：サイレント映画の誕生―無声映画のシンボル利用
第 8 回：トーキーと総力戦体制
第 9 回：日本のラジオ史―「National」ラジオが誕生するとき
第10 回：各国のラジオ史
第11 回：テレビは教育的か？
第12 回：インターネットの誕生―宇宙開発と核開発
第13 回：インターネットは民主主義の敵か？
第14 回：メディアと宣伝
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
試験前にはノートを見直すことをおすすめします。
ま た、 日 常 的 に は、 授 業 の 内 容 を 踏 ま え て 自 身 の 周 囲 に あ る も の を 観 察

してみること。

【テキスト】
現代メディア史　新版 佐藤卓己
9784000289207 岩波書店

【参考文献】
佐藤卓己『現代メディア史』岩波書店
その他、授業中に適宜提示するものを自主的に読み込むこと。

【コメント】

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

文字・表記論　＜秋＞ 木 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
島　千尋

【講義概要】
日 本 語 の「 文 字 」( ひ ら が な・ カ タ カ ナ・ 漢 字 ) お よ び そ れ に ロ ー マ 字

や記号を含めた「表記」( 書き方 ) に関して、外国人の目から見た特徴や「日
本語を教える」という観点から必要になる知識や技術について講義します。

将 来、 日 本 語 教 師 と し て 外 国 人 学 習 者 に 日 本 語 を 教 え て み た い 人 は も ち
ろん、日本語のことをもっと深く知りたい人、今後社会で必ず関わること
になる外国人と接する際に必要な知識を今から身につけておきたい人とす
る授業です。

【学習目標】
日 本 語 学 習 者 に 日 本 語 を 教 え る 際、 ま た 周 り の 外 国 人 と 接 す る 際 に、 日

本語の「文字」および「表記」に関して必要となる以下の 2 つを身につける。
①自分自身が日本語のひらがな・カタカナ・漢字およびローマ字・記号を

正確に読め、また書き表せること
②日本語学習者や身近な外国人に上記を効果的に教えられること

【講義計画】
第 1 回：(1) かな　―ひらがな①―　　～ひらがなの言葉の正確な表記～
第 2 回：(1) か な　 ― ひ ら が な ② ―　　～ ひ ら が な に つ い て 知 っ て お く べ

き知識～
第 3 回：(1) か な　 ― ひ ら が な ③ ―　　～ 日 本 語 学 習 者 に と っ て の ひ ら が

なの難しさおよびひらがなの教え方～
第 4 回：(1) かな　―カタカナ①―　　～カタカナの言葉の正確な表記～
第 5 回：(1) か な　 ― カ タ カ ナ ② ―　　～ カ タ カ ナ に つ い て 知 っ て お く べ

き知識～
第 6 回：(1) か な　 ― カ タ カ ナ ③ ―　　～ 日 本 語 学 習 者 に と っ て の カ タ カ

ナの難しさおよびカタカナの教え方～
第 7 回：(2) 漢字　―読み方①―　　～漢字の言葉の正確な読み方～
第 8 回：(2) 漢 字　 ― 読 み 方 ② ―　　～ 漢 字 の 読 み 方 に つ い て 知 っ て お く

べき知識～
第 9 回：(2) 漢 字　 ― 読 み 方 ③ ―　　～ 日 本 語 学 習 者 に と っ て の 漢 字 の 読

み方の難しさ～
第10 回：(2) 漢字　―書き方①―　　～漢字の言葉の正確な書き方～
第11 回：(2) 漢 字　 ― 書 き 方 ② ―　　～ 漢 字 の 書 き 方 に つ い て 知 っ て お く

べき知識①～
第12 回：(2) 漢 字　 ― 書 き 方 ③ ―　　～ 漢 字 の 書 き 方 に つ い て 知 っ て お く

べき知識②～
第13 回：(2) 漢 字　 ― 書 き 方 ④ ―　　～ 日 本 語 学 習 者 に と っ て の 漢 字 の 書

き方の難しさ・漢字の教え方～
第14 回：(3) ローマ字
第15 回：(4) 文章の表記

【事前および事後学習の指示】
・ 授 業 の 録 画 と 授 業 資 料 ( パ ワ ー ポ イ ン ト ) を M-Port に 上 げ ま す の で、

それを見て復習してください。
・ 自 分 自 身 や 身 の 回 り の 日 本 語 の 表 記 の 正 確 さ に つ い て 普 段 か ら 強 く 意 識

するようにしてください。
・ 学 内 の 留 学 生 と 積 極 的 に 関 わ り、 話 を し て、 彼 ら が 日 本 語 に つ い て 感 じ

ていることを直接聞いてみてください。
・ 外 国 人 学 習 者 向 け の 様 々 な 日 本 語 教 科 書 が 図 書 館 に あ る の で、 文 字 や 表

記に注意をしながら見てください。

【テキスト】

【参考文献】

【コメント】
・ 出 席 は 取 り ま せ ん が、 そ の 日 の 授 業 内 容 に 基 づ い て、 ほ ぼ 毎 回 小 テ ス ト

を 出 し ま す。 授 業 資 料 を M-Port に 上 げ る の は 小 テ ス ト の 提 出 期 限 後 で
す の で、 授 業 を 聞 い て い な い と 小 テ ス ト が で き ま せ ん。 授 業 に は 毎 回 必
ず 出 席 し て く だ さ い。 も ち ろ ん、 た だ 出 席 し て い る だ け で 出 席 点 が 加 味
されるということはありません。

・ 周 り の 人 と お し ゃ べ り を す る こ と、 断 り な く 途 中 退 室 す る こ と は 厳 禁 と
し ま す。 ど う し て も 退 室 し な け れ ば な ら な い 場 合 は、 講 義 中 で も 構 い ま
せんので教員の許可を取ってください。

・「 レ ポ ー ト 」 は 学 期 中 に 時 々 課 す 課 題 ( 全 3 回 (40 ％ )) と 学 期 末 に 課 す
最終課題 (40％ ) です。

・「その他」はほぼ毎回課す小テスト (20％ ) です。
・ 授 業 中 に 質 問 へ の 解 答 の た め に ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 し て も ら う 場 合 が

あります。

【留意事項】
日本語学校・専門学校・他大学での日本語教師経験のある現役日本語教師が経

験の中で得た具体的な実例を交えつつ講義する
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講　義　名　称 曜　時

モダニティの社会学　＜秋＞ 水 2

【教員名称】		 	 	 	 　　�
名部　圭一

【講義概要】
モ ダ ニ テ ィ (modernity) と は「 近 代 」 の こ と で あ る。 お よ そ 18 世 紀 半

ばのヨーロッパに起源をもつ近代社会はこの数十年で大きく変容し、この
新 し い 近 代 を 社 会 学 者 は「 後 期 近 代 (late modernity)」 と 呼 ん で い る。
こ の 講 義 で は、 こ の 後 期 近 代 の 特 質 を 前 期 近 代 (early modernity) と 対
比しながら明らかにする。前半では、主に再帰的近代化論に依拠しながら、
前 期 近 代 か ら 後 期 近 代 へ の 移 行 過 程 で 生 じ た 人 々 の 意 識、 ラ イ フ ス タ イ
ル、ライフコース、人間関係、社会制度の変容を捉える。後半では、メディ
ア論的観点から、新聞、出版、ラジオ、テレビといったマスメディアがモ
ダニティの形成に対していかなる影響があったのか、さらには近年のイン
ターネットと携帯電話の急速な発展と普及がモダニティをどのように変え
つつあるのか、という問題について考察する。

【学習目標】
前 期 近 代 か ら 後 期 近 代 へ と 移 行 す る こ と に よ り ど の よ う な 社 会 変 化 が 生

じたのか、そしてこうした変化にともなう個人にとってのプラスとマイナ
スの側面はそれぞれ何なのかを理解すること。

【講義計画】
第 1 回：オリエンテーション
第 2 回：伝統社会から近代社会へ／前期近代から後期近代へ
第 3 回：再帰的近代化
第 4 回：リスク社会
第 5 回：再帰的プロジェクトとライフ・ポリティクス
第 6 回：愛の変容：ロマンチック・ラブからコンフルエント・ラブへ
第 7 回：やさしい人間関係と「空気」の支配
第 8 回：「若者」の消滅
第 9 回：想像の共同体とマスメディア
第10 回：疑似環境と暴走する世論 ( せろん )
第11 回：疑似イベントからハイパーリアリティへ
第12 回：電子メディアと〈子供〉の消失
第13 回：音楽消費のメディア学：物質化と脱物質化の相克
第14 回：ウェブとマスメディア
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
日 本 の 元 号 を 参 照 し た 言 い 方 を す れ ば、 前 期 近 代 は「 戦 後 昭 和 」 に、 後

期 近 代 は「 平 成 」 に ほ ぼ 対 応 す る。2019 年 に 平 成 が 終 わ っ た こ と で、 テ
レビ、新聞、出版などで数々の平成特集が組まれた。そうした番組、記事、
出 版 物 に 積 極 的 に 接 す る こ と で、 自 ら が ( 生 ま れ る 前 の 時 代 を 含 む ) 生 き
てきた時代とは、どのような時代なのかについて、ある程度の知識とイメー
ジを持っておくこと。また日ごろから、情報をインターネットだけでなく、
テレビ、新聞、雑誌といった複数のメディアを通して知るように心がけて
ほしい。

【テキスト】

【参考文献】
大村英昭・宮原浩二郎・名部圭一『社会文化理論ガイドブック』ナカニシ
ヤ出版
小川伸彦・山泰幸 ( 編 )『現代文化の社会学 入門』ミネルヴァ書房
辻泉・南田勝也・土橋臣吾『メディア社会論』有斐閣
南出和余・木島由晶 ( 編 )『メディアの内と外を読み解く』せりか書房
佐藤卓己『メディア論の名著 30』筑摩書房 ( ちくま新書 )

【コメント】
期 末 レ ポ ー ト：70 ％　 課 題 レ ポ ー ト：30 ％　 ※ レ ポ ー ト は い ず れ も

M-Port で提出
・ 課 題 レ ポ ー ト に は テ ー マ に 即 し た 自 身 の 考 え を 書 い て も ら う。 な お、 課

題 レ ポ ー ト の 点 数 は 出 席 点 で は な い。 提 出 さ れ た レ ポ ー ト が 無 内 容 も し
く は 不 適 切 と 判 断 し た 場 合、 得 点 を 与 え な い の で、 し っ か り と 考 え 内 容
の あ る レ ポ ー ト を 出 す こ と ( 無 内 容 な も の を 提 出 す る ぐ ら い な ら、 出 さ
ない方がまし )。

・期末レポートは大きめのテーマを与え、1500 ～ 2000 字で書いてもらう。
成 績 評 価 は 厳 し め。 い わ ゆ る「 楽 単 」 や「 カ モ 」 で は な い の で、 覚 悟 し
て履修するように。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

ヨーロッパ文化研究-フランスの言語文化と芸術B      ＜秋＞ 金 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
宮脇　永吏

【講義概要】
フ ラ ン ス の 言 語 文 化 お よ び 芸 術 の 多 様 性 と 革 新 性 を 理 解 し、 実 際 に 味 わ

うための授業です。
第 二 次 世 界 大 戦 か ら 現 代 ま で、 フ ラ ン ス の 文 化 を 牽 引 し た さ ま ざ ま の 芸

術・文学・思想運動を扱います。戦後の混迷の時代に生まれた、一見する
と難解な文学作品や思想、抽象芸術などが、どのような企図・効果を持ち、
現代社会を照らしてきたのかを考えていきます。戦前の表現方法と比較し
ながら、個々の作品における現れを実際に検討していくことで、一つの文
化現象を多角的に捉えることができるようになるでしょう。また、言語文
化 が と り わ け 20 世 紀 フ ラ ン ス に お い て ス ト ー リ ー を 読 ま せ る 物 語 と し て
の 機 能 だ け な く、 多 様 な 媒 体 に 影 響 さ れ な が ら 視 覚 芸 術 や 思 想 を 内 包 し、
言語芸術としての新しいあり方を模索したことが理解できるようになるで
しょう。

テーマ毎に取り上げる作品には、絵画・建築・小説・詩・演劇作品等があり、
必要に応じて映像による作品鑑賞も行います。

作 品 の 抜 粋・ 映 像 資 料 等 は 日 本 語 訳 の あ る も の ( な い 場 合 に は 講 師 に よ
る翻訳 ) を使用します。

【学習目標】
・フランスの文化芸術と社会変化との関わりを論理的に説明できる。
・ 多 様 な 作 品 の 内 容 に つ い て、 単 純 な「 好 き・ 嫌 い 」 や「 き れ い 」 と い っ

た感想ではなく、知識に基づいた意見を持つことができる。

【講義計画】
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：第二次大戦とプロパガンダ
第 3 回：演劇と異化効果
第 4 回：戦後演劇①：不条理の演劇
第 5 回：戦後演劇②：作品鑑賞
第 6 回：ヌーヴォー・ロマン①：内的独白の手法
第 7 回：ヌーヴォー・ロマン②：作品読解
第 8 回：これまでの振り返り
	 コメント紹介、コメントへの回答
第 9 回：アンフォルメルの絵画
第10 回：具体美術協会
第11 回：詩とイメージ
第12 回：ヌーヴェル・ヴァーグの映画①：概説
第13 回：ヌーヴェル・ヴァーグの映画②：作品鑑賞
第14 回：ヌーヴェル・ヴァーグの映画③：作品解説
第15 回：まとめ
	 レポートの提出

【事前および事後学習の指示】
授 業 中 に 指 示 さ れ た 抜 粋 を 読 ん だ り、 映 像 資 料 を 視 聴 し た う え で、「 振

り返りアンケート」に回答するようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
都度、指示します。

【コメント】
毎 授 業 後 に か な ら ず 提 出 し て も ら う「 振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」( コ メ ン ト

シ ー ト ) を 成 績 評 価 の 対 象 (50 ％ ) と し ま す。 授 業 中 に 教 員 か ら コ メ ン ト
の紹介、コメントへの応答を行いますので、積極的に授業内容に関する意
見を出してください。また、最終レポートを課します (50％ )。

【留意事項】
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講　義　名　称 曜　時

ライフスタイルの社会学　＜秋＞ 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
彭　永成

【講義概要】
ラ イ フ・ イ ベ ン ト と は、 多 く の 人 が そ の 人 生 に お い て 経 験 す る 出 来 事 で

ある。この授業では、特に大学生に身近なライフ・イベントを社会学の視
点を通じて再考することによって、私たちの生活がいかなる社会の仕組み
の上に営まれているのかを考察し、議論を行う。

な お、 前 期 の「 生 活 文 化 論 」 を 受 講 し て い る こ と が 望 ま し い が、 受 講 し
て い な い 場 合 で も 理 解 で き る 講 義 内 容 と な っ て い る た め 単 独 の 受 講 も 可
能。

【学習目標】
社会学的なスコープ ( “見るための道具” ) を身につけ、私達の日常生活

をとりまく「あたりまえ ( ステレオタイプ )」を疑う論理的な思考を育む。
現代社会を歴史的な視点を踏まえて理解する。自分の思考を人との交流で
深め、主張を言葉で表現する。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：友情の社会学
第 3 回：恋愛の社会学
第 4 回：結婚の社会学
第 5 回：昇進の社会学
第 6 回：第 1 回の議論：人とのつながりを考える
第 7 回：美容の社会学
第 8 回：整形の社会学
第 9 回：化粧の社会学
第10 回：ファッションの社会学
第11 回：フィットネスの社会学
第12 回：第 2 回の議論：現代社会のルッキズムを考える
第13 回：提出課題から深める 1 ～学生によるプレゼンテーション
第14 回：提出課題から深める 2 ～学生によるプレゼンテーション
第15 回：おわりに

【事前および事後学習の指示】
参 加 者 の グ ル ー プ ワ ー ク へ の 参 加 姿 勢 ( 議 論、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ) も

評価の対象となる。講義のなかで指定した文献を使った予習と復習が必須
と な る。 ま た 映 像 資 料 に 対 す る リ ア ク シ ョ ン ( 小 レ ポ ー ト ) を 求 め る 場 合
もある。積極的に講義 に参加する姿勢がある学生の受講を求める。

【テキスト】

【参考文献】
適宜指示する。

【コメント】
講 義 課 題 の 提 出 が 10 回 ( 全 体 の 2/3) に 満 た な い 場 合 は 単 位 認 定 評 価 の

対象にならず、たとえレポート課題を出した場合でも単位不可とする。

各 回 の 議 論 や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン は そ の 内 容 の 質 に よ っ て 採 点 を お こ な
う ( つまり、発言すれば / 出せば単位がくるというわけではない )。

期 限 を 遅 れ て 提 出 し た も の に つ い て は、 毎 回 の 課 題、 期 末 レ ポ ー ト と も
に採点対象にならないので、注意すること。

初 回 の ガ イ ダ ン ス で は 本 授 業 の 採 点 基 準 は 授 業 内 容 に つ い て 説 明 す る。
学生の反応によって変更する場合もあるため、必ず出席すること。

【留意事項】

講　義　名　称 曜　時

労働社会学　＜秋＞ 木 1

【教員名称】		 	 	 	 　　�
萩原　久美子

【講義概要】
本 講 義 は 大 き く 三 つ の パ ー ト に 分 け て「 労 働 」 を 論 じ る。 ま ず、 そ も そ

も「 労 働 」 と は 一 体、 ど ん な 活 動 や 行 為 を 指 す の だ ろ う か。「 労 働 」 概 念
の変化を歴史的に俯瞰し、現代へと追い上げていこう。IT を基盤とするプ
ラットフォームビジネスはギグワーカーと呼ばれる労働者を生み出し、雇
用 労 働 と い う 概 念 を 揺 る が せ て い る。 こ の 点 を 考 察 し て い こ う。 し か し、
その一方で、対人・接客サービスに代表されるサービス経済化の進展は労
働者に「心」の管理統制を要求する。私的な領域に浸透する管理のまなざ
し は 何 を も た ら そ う と す る の だ ろ う か。 そ し て、 最 後 に 取 り 上 げ る の は、
この社会はだれにどのような「労働」を割り当てているのか――という問
題である。性別、人種、国籍、性的志向、年齢によって有償労働とケアの
割り当ては異なり、だれが行うかによっても「労働」の社会的意味や評価
も異なってくる。日本社会における仕事と家族とのインターフェイスをひ
も解きながら、よりよい社会への構想を皆さんと検討していきたい。

【学習目標】
①労働に関する基礎的な概念と理論を理解すること。
② 雇 用 労 働 の 変 化 と 日 本 に お け る 労 働 ―― 特 に 仕 事 と 家 族 と の イ ン タ ー

フェイスをめぐる今日的課題を説明できるようになること。
③労働を通じた社会的正義の実現について考察できるようになること。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス
第 2 回：労働とは何か①
	 日本人は働き者かーー日本社会の労働観と歴史的変遷
第 3 回：労働とは何か②
	 西洋社会における「労働」の系譜
第 4 回：労働とは何か③
	 労働観をめぐる古典理論と現代への示唆
第 5 回：労働とは何か④
	 ポスト工業社会の労働と雇用労働の動揺
第 6 回：中間まとめと考察
第 7 回：補論：労働概念の再定義
	 家事労働の発見、ケア労働の今
第 8 回：サービス経済化と労働世界の変容①
	 産業構造、就業構造の変化
第 9 回：サービス経済化と労働世界の変容②
	 サービス経済の特性とその労働過程
第10 回：サービス経済化と労働世界の変容③
	 感情労働――私的領域に浸透する労働と統制
第11 回：仕事と家族のインターフェイス①
	 考察：雇用のリスクと家族というリスク
第12 回：仕事と家族のインターフェイス②
	 日本型福祉社会とケアの危機
第13 回：仕事と家族のインターフェイス③
	 日本型福祉社会と雇用のひずみ
第14 回：仕事と家族のインターフェイス④
	 安心して働くための制度、ワークルール
第15 回：まとめ

【事前および事後学習の指示】
配 付 し た 資 料 と 参 考 文 献 で 予 習、 復 習 す る こ と。 各 テ ー マ に つ き 学 習 内

容に関する課題レポートを課す。配布資料、レジュメ、参考書を利用して
キーワードや講義内容の整理を行い、講義での議論およびレポートの準備
を行うこと。ガイダンスで示す講義スケジュールと課題に関する連絡事項
を確認し、予習・復習、レポート課題提出等のスケジュール管理をしっか
り行ってください。

【テキスト】

【参考文献】
上林千恵子編著『よくわかる産業社会学』ミネルヴァ書房
佐藤博樹・佐藤厚編『仕事の社会学』有斐閣ブックス
その他授業内でテーマに関連した文献や資料を配付、紹介する。

【コメント】
レ ポ ー ト (4 回 程 度 を 予 定 ) と そ の 他 ( 受 講 姿 勢、 課 題 提 出 回 数 等 ) で 評

価する。

【留意事項】
報道経験に基づいた現場と政策過程の実態を踏まえて講義する

86

ア

カ

サ

タ

ナ

ハ

マ

ヤ

ラ



講　義　名　称 曜　時

労働法 B 火 4

【教員名称】		 	 	 	 　　�
雨夜　真規子

【講義概要】
近 年、 テ レ ビ・ 新 聞 な ど の 報 道 で、 し ば し ば「 非 正 規 雇 用 問 題 」「 働 き

方改革」など多くの労働問題が議論され、その解決の必要性が叫ばれてい
ます。実際、日本の労働現場では、非正規雇用、同一労働同一賃金、長時
間労働をはじめとして、セクハラ、パワハラ、ワーク・ライフ・バランス、
時間外労働規制、過労死・過労自殺など多くの解決すべき問題があります。
本講義では、そのような問題に対処するための手段としての現在の労働法
についてわかりやすく解説するとともに、現在においても未解決の様々な
問題を解決するために何を改善するべきなのかを考えることができるよう
にします。

【学習目標】
労 働 法 Ａ で 労 働 契 約 に 関 す る 諸 規 定 や 賃 金 に 関 す る 規 制 な ど を 取 り 扱 い

ますが、その継続として、労働時間規制をはじめとする労働者保護のため
の諸規制や労使関係法などの法制度について解説していきます。労働法の
全体像を体系的に示した上で、労働法の基本知識をしっかりと習得しなが
ら、最終的には、何らかの労働問題に直面した時に、正しく判断し適切に
処理することのできる法的能力を身に着けることができるようにすること
が目標です。

【講義計画】
第 1 回：ガイダンス～講義の進め方・方針など ( 労働法Ａの取扱事項のま

とめを含む )
第 2 回：労働時間規制①～基本的枠組み
第 3 回：労働時間規制②～労働時間柔軟化などの特則
第 4 回：休暇・休業など
第 5 回：労働安全衛生・労災補償
第 6 回：年少者・女性の保護規定など
第 7 回：労使関係法総論など
第 8 回：団結権など
第 9 回：団体交渉権など
第10 回：労働協約締結権など
第11 回：団体行動権など
第12 回：不当労働行為救済制度など
第13 回：労働紛争解決システム
第14 回：労働市場法
第15 回：まとめと今後の労働法の課題について

【事前および事後学習の指示】
労 働 法 は、 法 律 だ け で な く、 実 際 に 生 じ た 問 題 を 取 り 扱 っ た 判 例 が と り

わけ重要な法分野です。事前に指示されたテキストの該当部分や配信・配
布 さ れ た 判 例 な ど の 資 料 に つ い て は、 読 ん だ 上 で 講 義 に 臨 み、 事 後 に は、
知 識・ 理 解 の 定 着 の た め に、 講 義 の 際 に 配 布 さ れ た レ ジ ュ メ を 再 確 認 し、
丁寧に復習するようにしてください。

【テキスト】

【参考文献】
村中孝史・荒木尚志編『労働判例百選 ( 第 9 版 )』( 有斐閣 )
小六法 ( 最新版 )

【コメント】
備 考　 学 年 末 の 2 回 の レ ポ ー ト の み で 評 価 し ま す ( 各 50 ％ )。 た だ、 毎

回 の 授 業 に 関 し 定 め ら れ た 形 式 で M-Port を 通 じ て 課 題 を 提 出 す る こ と を
義務とし、その提出が 11 回以上の者のみが成績評価の対象となります。

【留意事項】
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